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20周年記念シンポジウム
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長崎県知事挨拶
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【講演の様子】
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記念講演Ⅰ

長 崎 を 世 界 に

長崎大学名誉教授
（公財）放射線影響研究所元理事長 長 瀧 重 信
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記念講演Ⅱ

科学技術文明の光と影：原研とNASHIMの世界展望

福島県立医科大学副学長
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科教授 山 下 俊 一

中島正洋先生、ご紹介ありがとうございました。原研創設50周年、NASHIM創設20周年の素晴ら

しいこの祝賀会において、栄えある記念講演をさせて頂きますことを、皆様に心から感謝とお礼を申

し上げます。

私の話は、次に続きます大先輩の朝長万左男先生、そして恩師の長瀧重信先生のご講演の前座とい

うことで気楽にお聞きいただければと思います。講演タイトルは仰々しいのですが、これは私が教授

になって22年間、ある意味「科学技術社会の光と影」の両面での仕事を実体験してきましたので、話

の流れは、原研半世紀の中の一員として、原研の過去と現状、そして未来をお話させていただきます。

特に、後半には、未曾有の東京電力福島第一原発事故に遭遇し、原研から派遣された専門家がどう現

場で行動し、何を学び、何を教訓として伝えるべきかを共に考えたいと思います。

1．原研の歴史背景とその活動の意義

長崎大学の原研50年の歴史の中で、最近では原爆被爆者のみならず、世界のヒバクシャに対応する

ために、いろんな事にチャレンジしてきました。すなわち、国際被ばく医療という新たな取組みです。

この地図で示されている赤いポイントは全て原子力発電所のある場所です（スライド2）。日本のみな

らずアジア諸国やインド、パキスタンも原発が増設されています。先ほどお話があった文科省の21世

紀COEやグローバルCOEという競争的研究資

金の獲得プログラムでは、常に国際社会に裨益で

きるように努力をし、またその中で国際学術共同

研究を推進してきました。とりわけ、科学技術の

粋である原子力に対する防災と事故対応も大きな

テーマであり、緊急被ばく医療への取組みと慢性

放射線障害への対策にも腐心してきました。

私自身は、人間の安全保障と海外への被ばく医

療活動を展開するという役割を担い、『防人、海

援隊プロジェクト』という言葉を勝手に使ってき

ました。それが、今回の東日本大震災によって、長崎大学の専門家が、防人とは逆方向の東北の地に

ある福島へ、そして海外中心の活動から国内原発事故に取組むようになったことには、非常に奇縁な

ものを感じます。しかし、同時にこの長崎の地にあり、世界を見渡すと、長崎の出島の窓という視点
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からも、世界の原子力防災や事故対応にかかわるということは、昔の東インド会社の反対、西インド

会社ではありませんが、そういう心意気、あるいは歴史認識もまた必要だということかもしれません。

この20年、原研でも歴代の学長の下で国際化への対応に向けて、いろんなネットワークを作ることが

できました。そして、今回の東日本大震災でも長崎大学の現場力が片峰学長のリーダーシップの下で

大いに生かされています。震災前の大学人としては、自由な研究や机上の教育訓練も多かったのです

が、福島原発事故後の2年間を実体験して、日本人社会という世間の荒波の中で、生きた学問とは何

かを自問自答する日々でもあります。日進月歩の科学技術進歩の社会にあり、その論理的思考の大切

さと同時に、感性の違いや複雑な感情、さらには思想信条の違いという問題にも正面から向き合って

います。その経験から、いかに『守りの科学』、例えば，放射線災害医療学や放射線防護学を地道に

確立し、継承していくかということも原研の中にあり極めて重要な課題となります。

では、この科学技術社会の光と影にどう対峙をするかを考えた時、我々の活動の原点はどこにある

か言えば、まさに1945年8月9日に完膚なきまでに壊滅をした我が母校にあると言えます。核兵器開

発とその後の原子力の平和利用という矛盾した現実問題にどう対応するかですが、原研50年の歴史に

対して、一昨年には、学長主導で核兵器廃絶研究センターも新設されています。いずれもそのルーツ

は原爆被災にあります。今の福島原発事故で露呈した混乱と矛盾を考えるとき、永井隆博士がこの旧

制長崎医科大学附属病院の一角で命を取りとめ、その後、彼が伝えたかった事に思いを馳せる事は、

少なくとも原研に奉職する私達の心の原点と言えるかもしれません。原爆直後の原子野の一枚の写真

を見ると、今回の津波の後の何も無い風景とよく似たものを想起させると思います。

このような無常とも言える不条理で矛盾に富む困難な状況の中で、生き延びた私たちの先輩の多く

が、救護や復興に向けて献身的な活動をされています。その代表者の一人が永井隆博士です（スライド

3）。今日会場の前に展示されていました、原子爆弾救護報告書は彼の著書の始まりとも言えます。

灼熱の地獄と言われた8月9日の被爆直後に一命を取り留め、9月、10月と3カ月近くの間に診察さ

れた約200人近い方々の貴重な診療記録でもあります。永井隆博士が記録したこの報告書は、その後

なかなか発見されませんでした。

御存じのように週刊朝日が20年後に、これを見

つけ出すわけですけども、この中には深い洞察が

含まれています。何も無い中で書かれたこの報告

書の中には、その後博士が如己堂に伏して書かれ

た数々の著作物の基本となることが全て書かれて

いるように思えます。現在の原子力は、ある意味

「魔法の火」だというふうに言えるかと思います。

人類が手にした火は、その人類史上多くの惨禍を

もたらして来ましたが、同時に大きな便益も与え

て来ました。一方、20世紀には「魔法の頭脳」と

して我々はコンピューターを手に入れました。ま

た、「魔法の命」として、遺伝子操作や再生医療が生命科学の分野では脚光を浴びています。これら

はいずれも科学技術の進歩の恩恵によるものです。しかし、多分に負の側面もあることも事実でしょ

スライド3
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スライド4

う。

一方、我々が生活している現実社会の混迷と矛盾の世界において、どうしても忘れてはならないも

のは、やはり、「魔法の心」だと感じています。今日は最後に時間がありましたら、この心の有り様

の大切さについても少しお話をしたいと思います。

同じようにロビーに泰山弘道先生の本が展示されています。原爆の後、我が母校は、実は壊滅の危

機どころか廃校の危機を迎えたのです。それをどのようにやって乗り越えたかという記録集です。当

時の大村海軍病院の院長が書いた書物です（スライド4）。

この本がすごい所は、すでに永井隆博士が亡く

なった翌年には、全部英語に翻訳をし、アメリカ

での出版を目標に奔走している点です。原爆の実

相をアメリカの女性らに知らせたいという強い気

持ちがあったそうですが、残念ながらこれは出版

されませんでした。NASHIMはその後この英語

原本を発掘し、出版する機会を得ることができま

した。

このように、いろんな先輩方の熱い思いが原爆

被災の歴史の中に凝縮されています。もう一つ紹

介する小路敏彦先生という我が先輩が書かれた本の中には、医科大学の関係者のことが取り上げられ

ています。長崎の医療人はすべからく原爆被災を原点として、日々の医療現場で働いていることを強

調しておきたいと思います。ここで、少し原爆直後のことを思い出し、原研の立ち位置を考えてみた

いと思います。

「敗北を抱きしめて」というタイトルは、ジョン・ダワー氏が書いた本のタイトルですが、それよ

りも前になりますが、原爆投下から50年後に笹本征男氏が「米国占領下の原爆調査；原爆加害国になっ

た日本」という本を書いています。その中に、被爆国としての当時の対応や日米合同調査に至った経

緯などの内実も書かれています。ABCCは、現在の放射線影響研究所の前身ですけども、厚生省の

小林六造氏がGHQに提出した厚生省の報告書の中に、原爆傷害調査計画の必要性が提案されていま

す。1947年12月のことですが、原子力時代を予期し、人類の福祉の保護に多大な寄与をすると考えた

原爆被爆者調査、研究ということになっています。こういう広島、長崎両市の原爆被災者の固定集団

に対する大規模調査が確立されたことは、日本が敗戦国であったからだというふうにも言えますが、

ソ連時代のチェルノブイリ原発事故直後からの初期5年間も、原爆直後と同様に空白の期間があった

と言える状況でした。すなわち、GHQによる情報統制にも似たような情報統制あるいは封鎖という

冷戦構造時代を後から検証すると、災厄の直後に客観的そして再現性のあるデータを得る事が極めて

難しい状況であることが分かります。

一方、この原研が創設されたのは、1962年ですから、原爆被災から15年後です。一体その間、放影

研以外の大学諸機関では、原爆被爆者の臨床や基礎研究にどのように関与してきたのでしょうか。広

島大学においてさえ、1年前の1961年に原医研ができたということは、それほど、日本の大学におけ

る原爆医療の関する研究体制づくりには時間がかかり、いろんな意味で混乱や窮乏が長引き、独自の
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スライド5

国内研究活動は困難であったのだろうと推測されます。その中で第5福竜丸事件以降、やっと原爆被

爆者に関する本格的な研究が始まり、広島、長崎の両大学の原医研、原研を中心として被爆者研究が

推進される事となりました。広島市と長崎市で毎年6月第一日曜日に交互に開催され、すでに50回を

越えた原子爆弾後障害研究会そのものが、綿々とつながる歴史となるわけですが、本研究会もまた見

直しが必要でしょう。

過去50年間、原研の施設拡充も進み2000年には

全面改築され、その2年後に21世紀COEプログ

ラムの競争的大型研究資金を初めて獲得し、その

高い評価から更に5年間のグローバルCOEプロ

グラムの獲得という経緯の中で、何を目指して活

動をしてきたか、そして、今後、何を目指すのか、

ということを一緒に考えていきたいと思います
（スライド5）。残念ながら、これらの優れた活動

実績は後継プログラムである2012年度からの新た

なリーディング大学院構想には採択されず、原研

に対する教育機関としての評価は低いという反面も露呈しています。

今、この座長をして頂いている中島先生の教室、あるいはその前任の関根教授らは、被爆者の生体

試料である病理組織標本や被爆者情報、病理診断をしっかりと50年間にわたり死守してきていただい

ています。原爆被災資料センターもそうです。ま

さにこういう縁の下の力持ちというような材料集

め、あるいは保管とデータのリンケージ、そして

新しい手技や手法を用いて病変を解析する研究手

法は、貴重な生体試料を使う我々にとっては、大

きな宝であり、また継続する責務があります（ス

ライド6）。現代科学技術社会において、日々発展

を遂げているこの技術をいかに応用し新知見を生

み出すかが模索をされています。

2．チェルノブイリ原発事故への関与

1986年4月26日未明ソ連時代のチェルノブイリで人類史上最悪の原発事故が起こりました。事故直

後から1週間の放射性ヨウ素の空間拡散の地図からは、キエフから1，300km離れたスウェーデンの

原発4基が異常アラームを出し、欧州全体が非常事態となります。東西冷戦構造の間でしたから、チェ

ルノブイリ周辺では何が起こったかわかりませんでした。大規模な環境放射能汚染が広がったのです。

キエフは京都と姉妹都市ですから、5月1日は丁度京都ウィークで日本人が十数名いらっしゃいま

した。そういう中で、大穀倉地帯は大地が汚染し、一般公衆が被ばくするわけであります。私たちは

そういうことが遠い国の出来事だというふうに考えていましたが、90年以降いくつかの現地調査が

スライド6
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入っています。91年4月にはゴルバチョフ大統領が長崎に来ることになりました。これに合わせて、

日本政府はWHOを通じて26億円の拠出をするわけですけれども、同時に、当時の日本船舶振興会の

傘下にある笹川記念保健協力財団が多額の資金を出して、現地に拠点を作る為に縁の下の力持ちをさ

れています。

すなわち、「チェルノブイリ笹川プロジェクト」という世界最大規模の科学的人道支援が91年5月

に現地でスタートをします。放影研の重松逸造先生が団長で、広島大学と長崎大学が中心となり、甲

状腺分野では長瀧重信教授をチーフとして調査を開始し、この広大な地域で巡回検診事業が展開され

ました（スライド7）。この地図は放射線セシウム137の汚染地域と現地に立ち上げた活動拠点です。こ

の地域における検診活動をどう行うかということが協議された結果、検診バスを提供することになり

ました。甲状腺あるいは血液、その他、WBCすなわちホールボディーカウンターを搭載した車がこ

れらの拠点を中心にして回ります。

5年間で約16万人、10年間で20万人の子どもた

ち、事故当時0歳から10歳の子どもたちの検診を

行う事ができました。これが、今の福島にとって

大きな教科書となっています。長崎大学原研はこ

の中核を担い、あるいは広島大学原医研とともに、

この健康調査活動を行ってきました。今なお、行っ

ています。

その結果、ベラルーシの大学、あるいはゴメリ

の大学、診断センター、あるいはウクライナ、そ

して今日受賞されたトロンコ教授が所長を務められているキエフ内分泌代謝研究所、あるいはその他、

永井隆平和賞を過去受賞された方々が、この関係する拠点から輩出しています。20年以上、チェルノ

ブイリ周辺のこういう地域で地道な仕事を継続し、冬はマイナス20度の中で暖房ガレージを活用して

きました。こういう積み重ねのフィールドを、原研は有していますし、長崎大学医学部の学生をリサー

チセミナーの期間に毎年ベラルーシに派遣をしています。

一方、NASHIMも1992年に長崎県と長崎市、そして長崎大学などの関係機関を中心として構築さ

れた後、長崎から発信するヒバクシャ医療の国際協力の歩みということで、着実な情報発信、あるい

は人材育成、さらにはこれらの方々に対するネッ

トワークの構築を行っています（スライド8）。

すこし話が私自身のことになりますが、2004年

の12月から2年間、長崎大学グローバルGCOE

プロジェクトの一環として齋藤学長の時にジュ

ネーブのWHOに2年間休職派遣を許されまし

た。WHOは国連機関の一つとして唯一、保健、

医療、健康に関わる機関ですが、193の国が加盟

をしています。でも放射線に対する部署は非常に

小さく、残念ながら種々問題を抱えています。そ

スライド7
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れでも2005年9月9日には、長崎大学医学部ではWHO本部で原爆展とセミナーを開催し、これを記

念して八重桜50本が玄関前そして中庭に寄贈されています。ご参加頂いた当時の齋藤寛学長、兼松隆

之医学部長、そして故久松シソノ氏らには心から感謝申し上げる次第です。

私自身が国際舞台で仕事が可能となった背景には、原研の国際活動の評価以外に、今日ご参加頂い

ています笹川記念保健協力財団理事長の紀伊國献三先生らのお力添えによるところが大であります。

WHOでは丁度2007年から5年間に世界の保健医療がどのように進むかという大きな基本構想の改訂

準備がなされていました。今でこそ新しくありませんが、いかに健康を開発し、健康保全を確保し、

保健システムを作り、よき理解者や協力者をこの分野に獲得するかという非常にすばらしいスローガ

ンが掲げられますけども、実情は、まさに、国連の人件費の過剰な膨らみ、重複やばらばらな国連諸

機関の連携問題など、複雑な問題を内包していました。このように国際機関の諸問題の理解は、個人

の能力の問題も絡み、異なる価値観の中で包括的に保健医療や被ばく医療を学ぶ場が、実は日本の国

内にはありません。だからこそ、井の中の蛙に留まる事なく世界に出ていく必要がありますし、世界

を知るということは、原研の立ち位置とその役割を知るということにもつながります。

2007年から5年間、長崎大学は、21世紀COE

プログラムの5年間に続き、グローバルCOEと

いう大規模な予算をもとに、これまで培ってきた

世界との連携を基礎研究と臨床共同研究を更に展

開して来ました。高 1々0年来の本格的な国際展開

ですが、原研50年の歴史から考えても私たちの役

割は、たすきリレーのリレー走者の一人にしかす

ぎないと言えます。長年蓄積した原爆被爆医療の

神髄、その経験や知識は、次の世代に引き継いで

いく必要がありますが、同時に科学的基盤をしっ

かりと構築する必要があります。であればこそ原研やNASHIMは、放射線の健康問題、健康リスク

評価や管理について、世界中にこのような学術交流協定を数多く結んで種々のプロジェクト推進して

来たのです（スライド9）。なお、韓国やブラジルは在外被爆者への支援事業であり、拠点ではありま

せん。これはNASHIMとの協働事業の一つです。すなわち、長崎大学の特徴の一つが、海外の被ば

く医療フィールドにあるのです。同様な海外

フィールドは熱帯医学研究所が、アジア・アフリ

カに拠点を構築し尽力されていますが、放射線影

響研究分野においても原研が打ち立てたこの10年

にわたる世界展開は意義深いものがあると言えま

す。

さらに、急性放射線障害あるいは慢性放射線障

害、こういうガイドラインづくりにも寄与してい

ます（スライド10）。特にWHOの REMPANとい

う、緊急被ばく医療ネットワーク体制の一員とし

スライド9

スライド10
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スライド12

スライド13

て世界の仲間達と緊密な連携と協力関係を保持しています。

また、慢性の放射線障害対策も、これは、いろんな意味で教育と啓発事業に関わってきました。特

に IAEAとは、国際社会の連携構想を作り、全身被ばく、すなわち大量被ばくではほとんど治療効

果は期待できませんが、局所の場合には再生可能であるということで、局所の過剰被ばくへの対処法

の開発に向けて、原研では形成外科と協力して、自家移植という本人の脂肪細胞を局所移植するとい

うことが試みられてきました。今このプロジェクト自体は頓挫していますが、再生医療の一つのツー

ルとして、IP細胞が応用される前に、自身の脂肪細胞から幹細胞を取るということは、実はフラン

スが今先駆けてやっています。こういう国際競争の中でも医療面、あるいは、科学技術を応用した対

応を、長崎大学としては、地道に展開してきました。

先ほどお話しをした、在外被爆者の対応では医

師派遣事業あるいは現地からの患者さんの招聘事

業は、NASHIMと長崎大学との合同の事業です
（スライド12）。高齢化した在外被爆者に対する対

応。あるいは、長崎大学に来られた、在外被爆者

の治療。これの中心的な役割を担っていたのが、

今福島で移動している、前大学病院国際ヒバク

シャ医療センターの大津留先生と熊谷先生の2人

です。長崎大学はまさにこの被ばく医療の中心で

あった専門家を福島に派遣しているのです。そし

て、今、福島のために継続して医師等を派遣している事業の一部は、国際ヒバクシャ医療センターの

宇佐先生が担ってくれています。

以上をまとめますと、長崎大学原研あるいはNASHIMが共同して行っている事業の多くは、この

ように多岐にわたります。多くの費用やマンパワーも必要ですが、同時に多くの方々のご理解と協力

が必要でもあります。原研のみならず大学全体の力に加えて県や市、そして多くの力が必要となりま

す。

このような国際被ばく医療活動の中で、原研が

準備をしてきたことが、まさか、福島の地で活用

されるということは夢想だにもしていませんでし

た。2011年2月の16日から18日にかけて先ほどお

話をした、WHO緊急被ばく医療ネットワークで

あるREMPANの第13回国際会議を長崎大学で主

催し、世界の被ばく医療のネットワーク構築の

ディレクトリーも改訂することができました（ス

ライド13）。この会議では、原発事故の対応リハー

サルもしますし、事故が起きた場合に行政がどう

行動すべきか、どう前線に医師を派遣するのか、さらにヨウ素剤や内部被ばく軽減の備蓄薬はどうす

るのか、社会との連携はどうするのか、報道対応は、リスコミ対策は、ということが、幾重にも議論
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されたわけであります。

さらに社会学的な側面からも我々は放射線災害

の対応準備をしてきました。平成21年度、22年度

の2年間にかけて、グローバルCOEの枠の中で

は、特任教授の柴田義貞先生を中心にして、放射

線のリスクコミュニケーションの課題解決に向け

て、個々人で異なるリスク認知をどのように理解

し、適切なコミュニケーションをどうするかとい

う論理的な議論をしてきました（スライド14）。柴

田先生ご自身は希有な専門家であり、放影研から

長崎大学の放射線疫学の教授として来られ、ご退職後5年間このグローバルCOEで活躍頂き、奇し

くも福島原発事故の後、お願いして福島医大の放射線医学健県民健康管理センターで、データベース

の構築に腐心していただいています。これも、また、長崎大学からの福島復興支援の一例であります。

事故が起こる前に、長崎大学で準備してきた緊急被ばく医療の理論武装は、2011年3月11日をもっ

て激変します。この事実は大変重要であり、大学の教育力とは、机上の空論に終始する事なく、現実

の課題に真摯に対峙し、その解決に向けて専門力

を如何なく発揮する事だと言えます。原研50年の

歴史始まって以来の空前絶後の原発災害への取組

みの経緯を詳しく述べる事は、あってはならない

原発事故への備えとしても重要ですので、ここに

少し詳しく述べさせて頂きます。当初は、事故直

後の情報すべてがテレビ報道でしか、それも間接

的な情報しか入って来きませんでした。地震の後

の大津波、そして被害の状況は目を覆うばかりで

ありました（スライド15）。

長崎大学では、緊急被ばく医療のチームを編成し、3月13日夜には先発隊として現地へ派遣してい

ましたので、私自身がすぐに現地に入るとは思いもしませんでした。超急性期では福島医大、福島県

の対応は地震対応が第一でありました。それから、津波、原発事故対応です。ある意味で、これは複

合災害ですので従来の教科書やガイドラインでは全く役に立ちません。

福島県立医大附属病院は、震災直後からトリアージセンターとして、全ての外来を中止し、DMAT

を受け入れて対応しました。初期の5日間は、まさに、非常事態対応の戦場と化します。水が出ない、

ガソリンがないという中で、病院機能は低下していきました。

情報が入ってこないという中で、原発事故が起こるわけです。これは、福島医大の正門の前の空間

線量の値を表しています（スライド16）。3月12日。大震災があった後の翌日。3km圏の避難の命令が

出ます。その後、10km圏。多くの方々は避難をする事ができました。1号機が水素爆発をする、12

日の3時であります。その後14日、3号機が爆発をします。結果として、傷病者がこの時に運ばれて

きます。その後、4号機が火災を起こし、15日にも12μSv/h という値を医大玄関前で記録します。

スライド14

スライド15
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スライド17

まさに、このような状況の中で、15日には20km

から30km圏の屋内退避という指示が出されます。

本来は、危険なところから安全なところに行くの

が避難です。避難した後に、再び、屋内退避とい

うことは、普通は考えられません。しかも、それ

が、1か月間解除されませんでした。こういう最

中で、一体何が起こったのか。傷病者は運び込ま

れてくる、中にいる医療関係者は浮足立つ。実際、

逃げた人もいたというふうに聞きます。

何が起きているのかわからないという現場での

事故直後の1週間でありました。十分な説明なき避難指示や屋内退避ですから、被ばく医療に携わっ

たことがない医師らは原発事故というだけで浮き足立ちました。DMATも引き揚げ、ヘリも避難区

域に入れないという、孤立無援な状況に置かれるわけです。情報が錯綜し、院内が混乱する。この時

に、3月15日、長崎大学が福島医大病院へ派遣をしていた大津留先生から、電話がかかってきます。

大変な事が起こったと。福島市内にも放射性降下物は降り注いでいると。このままでは、60km離れ

た福島医大も崩壊をする危険があるという連絡が入りました。

実際に、14日には原発のサイトの中からヘリコプターで負傷した人を連れて帰って来ています。そ

の折、誰が救助に行くのかが大きな問題になりました。広島大学の谷川先生という救急部の教授と、

長崎大学の看護師の吉田君が、急遽ヘリに同乗して無事傷病者を搬入しています。危機的な状況下の

中で、福島医大の被ばく医療班の仲間達は、命を守るということを第一義的に原発震災に多くの困難

を乗り越えて対応しています。一方で、原発の周辺では大変な事が起こっていました。何万人という

住民の避難活動であります。どうやって避難をしたのか。放射性降下物が降り注ぐ中で、通常のスク

リーニングのレベルを上げた状況の中で、小さな子どもたちや病人や高齢者も含めて避難をしていま

す。当初、3km、10km、20km、20kmから30km圏内。そして、その後、4月中旬には計画的避難

区域という指示が出されるわけであります（スライド17）。

原発事故後初期の1カ月間、私たちは現場にい

て、正確な放射能汚染情報がないまま、現場を走

り回ることになりました。後から振り返ると、震

災関連死という方が福島県内でも多く出ています。

痛恨の極みです。放射線の直接影響で、亡くなっ

た方は1人もいませんが、高齢者や、病人、子ど

も達は大変な苦労、塗炭の苦しみを味わいました。

雪が降る寒い中での、避難であります。SPEEDI

が3月の末には出てはいましたけれども、実際の

被ばく線量モニタリングのデータが地域別に出さ

れたのは4月10日過ぎだったでしょうか。

そういう中で、3月17日の夜7時頃に福島県立医科大学の菊池臣一理事長から私の携帯に直接電話

スライド16
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スライド19

がありました。「すぐ福島医大に来てほしい」と。

大津留先生からも連絡入っていましたので、片峰

学長の許可を得て翌日伊丹経由で福島空港に飛び

ました。同じ甲状腺を専門とする外科医の鈴木眞

一先生が迎えに来てくれ、医大に到着した折には、

被ばく医療の医師に抱きつかれて泣かれました。

皆不安の渦中にいました。病院の災害対策本部は、

山積みのおにぎりと、疲労困憊をした執行部の先

生方に呆然自失の感がありました。

その夜、私は、福島医大の看護学部にある講義

室に集った約300人近い職員に対して話をさせていただきました。アイソトープセンターの松田尚樹

先生、そして高村昇先生と一緒です。「災害との出会いは必然である」、私がこういうことをいった事

を言ったかどうか覚えていません。ある先生から頂いたスライドがその緊迫した状況を表しています
（スライド18）。しかし、確かに「肝を据える」に似たような意味で、医療人に対して腹をくくる為に

白黒をはっきりしたメッセージを発しました。

その後、福島医大における被ばく医療班の緊急

被ばく医療活動が、広島や長崎、他の大学からの

派遣者とともに行われています。被ばく医療を

やったことがない救急の田勢教授や放射線科の宍

戸教授を中心に、いろんなところから派遣者が

集っています（スライド19）。この被ばく医療の立

ち上げた殊勲者は、3月14日に現地に入っていた

我々のメンバーであります。自衛隊と協力をし、

二次被ばく医療機関としての体制を整えてくれて

いました。しかし、私自身は政府から指示を受け

た原子力災害の専門家チームがどんどん福島県や医大にも入って来るものとばかり思っていました。

放医研や広島大学などはその責務を十二分に発揮されていましたが、広域複合災害では、指揮命令系

統も混乱し、現場でのマンパワーその他戦略的な統合本部の機能が上手く果たされたのかどうか、今

後の検証を待たなければなりません。

災害全体の規模や負傷者の掌握、病院の搬送など医大ですら県との情報共有がままならない中で、

入れかわり立ちかわり、長崎やその他から、継続して福島へ応援に来てくれています。残念ながら、

原発サイトの中では、数千人の方が働いていますし、原発事故直後からの労災の危険は続いています。

しかしながら、もし何かあった時の被ばく医療体制は事故前と今でも何ら変わっていません。

福島県立医大の中では、JCOの事故の後にできた救急措置室とWBCなどを有する被ばく医療棟が

ありました。JAEAや自衛隊も当初この被ばく医療棟を中心に活動拠点を構築しています。ドクター

ヘリポートもありますが、実際には、このグラウンドに自衛隊のヘリが避難者を搬入しています。こ

れが、実際の緊急被ばく医療の際に取られた患者搬送ルートと対応状況です（スライド20）。そして、

スライド18
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2年後に福島医大病院はこの被ばく医療班のセン

ター化を果たし、放射線災害医療センターと改称

され、今では種々の慢性期対応も行っています。

一方、4月初旬から福島県と福島大学が、学生

や各県からの応援を動員して、自分達でガイガー

カウンターを用いてこのようなマップを歩いて

作ってくれました。

このような非常事態の渦中で、3月18日以降、

我々は現場に入り、20日以降いろんなところで、

講演活動を県から頼まれて、住民相手に対応して

きました。特に、これは、私と高村先生がペアで、

約2カ月間で1万人近い方々の相手した時の写真

です（スライド21）。同じような事を広島大学の神

谷先生もアドバーザートして対応して頂き、今も

して頂いています。広島、長崎両大学からの多く

の方々が、そして県や市からも、多くの方々が福

島へ応援に来ていただいています。

事故直後、正確な情報がない中で、何をもって

私たちはここに留まって活動する事の正統性や妥

当性を判断するのでしょうか。比較できるものは

広島・長崎の一回の大量被ばくの原爆被爆者のデータだけではなく、チェルノブイリ原発事故の教訓

です。私個人の資格で3月22日、外国人特派員記者クラブで、英語で放射線の健康リスクの話をする

機会を得て、記者からの多くの質問を受けました。4月の初めには日本財団で、その後NHKワール

ドでも話をさせていただきました（スライド22）。「一度の被ばくでの100mSv 以下では発がんリスクは

証明されていない」、「一般住民は誰もそのような

被ばくはしていない」、「チェルノブイリと福島は

違う」などです。それは、事故が起こった原因や

規模もさることながら、避難指示や食の安全管理

の指示等から健康影響は被ばく線量から評価すべ

きだからです。しかし、両原発事故で類似してい

るところは、広大な地域が環境汚染し、多くの混

乱と矛盾が露呈したということです。私自身の発

言の真意よりも、不安や不信をかこつ報道やソー

シャルネット情報が、その後優勢となり困惑させ

られました。これは私個人の準備不足と対応のまずさ、そして不徳のいたす点だと反省しています。

いずれにせよ、真しやかな放射能汚染に対する噂話や風評、そして精神・社会心理的な影響の甚大さ

が、情報の氾濫と共に日本中を覆った事は皆様がよく御存知のとおりです。

スライド20

スライド21

スライド22
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福島県立医科大学と付属病院は、本来福島県の地域医療の砦であり、従来から地域医療の崩壊を防

ぐ大学として努力されていましたが、震災以降、突然世界の表舞台に立つことになりました。先ほど

来お話しをした被ばく医療班の活動もそうです。広島、長崎、あるいはオールジャパンの応援団が、

震災対応にどう向き合い、放射線影響の低減や軽減・阻止にどのように対峙したかをご紹介したいと

思います。

私自身は、3月19日高村先生と一緒に佐藤雄平知事に初めてお会いし、その後の県幹部の方々との

話の中で、地域の放射線健康リスク管理アドバイザーを引き受けていました。しかし、緊急事態には

多くの同志が必要です。菊地臣一理事長にお願いし、組織の応援を仰ぐ為に4月2日、福島医大は広

島大学と長崎大学との間に学術交流協定を締結して頂きました。そして、その日に放射線影響研究連

絡協議会の非公式会合を引き続き開催して頂きました。放医研や放影研などのメンバー機関が事故後

3週間目に福島医大に集結し、後の県民の健康を守るという一大プロジェクの発足に向けた協力関係

づくりへと大きな流れが形成されました。

その一つが県民健康管理調査事業です（スライド23）。震災から2ヶ月にならない頃から国にお願い

し、県にお願いし、医大が中心となり、放医研、放影研、広島大学、長崎大学が協力して、このよう

な全県民の事故直後から4カ月間の被ばく線量の

推計という基本調査と同時に、主として避難住民

を対象とした詳細調査をいくつも同時に立ち上げ

ました。まさにゼロからの立ち上げです。しかし、

これが迅速にできた理由は、福島医大が県と一体

の地域医療の拠点としてあったればこそであり、

同時に広島・長崎の原爆の教訓とチェルノブイリ

の教訓が、いち早く生かされたということが言え

ます。詳細は省きますが、原研の活動の真骨頂は、

この数ヶ月間の嵐のような怒濤の時期に集約されているとも言えますし、その後の亜急性期から慢性

期に向けての活動の評価も後世に委ねられるのでしょう。

また、福島医大では「福島の悲劇を奇跡に変える」という歴史的な使命を果たすために、そして、

世界的な責任の完遂に向けて、非常に困難な状況

の中で、これもゼロから放射線関連事業の国際化

に向けた新たな取り組みを始めています（スライド

24）。2013年1月には約1年半にわたる、福島医

大における東日本大震災活動の記録が、「いのち

の最前線」として、まさに実録集として出版され

ました。この事に対する情報は、福島医大の復興

関連のホームページから日本語でも英語でもダウ

ンロードできます。

次に、現在の最大の課題である県民健康管理調査事業そのものの詳細は時間の都合上から割愛しま

すが、原研からの支援協力が大きな力となっています。福島医大の本来あるべき地域の要という機能

スライド23

スライド24

―30―



に加えて、この医大のキャパをはるかに凌駕する、

ふくしま国際医療科学センター構想をどのように

構築し実現するのかということが問われています。

まさに走りながら考えるという最中に、この国際

医療科学センターの基本構想がまとまりました
（スライド25）。これから、4つの建物の基本設計

が始まります。ソフト面では長崎大学からの継続

した協力が不可欠でもあります。本日は、福島医

大から理事であり、放射線医学県民健康管理セン

ターの実施本部長であられる阿部正文先生が、菊地臣一理事長の名代としてこの祝賀会にご出席頂い

ていますが、本センターは、同時に、教育、人材育成が重要な役割を持つことになります。そして、

放医研が、これから、福島に環境動態研究の支所を作ってくれる予定です。線量の評価、さらには、

先端の臨床研究も含めた、いのちの見守りの各種事業が多くの関係機関からの支援と協力を受けて始

まります。

原研は、過去20年以上チェルノブイリと関わってきましたが、これからは福島に対し、どのような

長期的な支援・協力ができるかというのを、大学間連携や関係省庁とも協力しつつ、臨床面のみなら

ず基礎研究の面でも交流活動を構築し継続して行く必要があります。さらに長崎大学全体で今後、ど

のような構想で、この福島の重い課題とかかわるかということを真剣に議論しなければなりません。

具体的には、今、事故が発生して、年間20mSv 以上では避難地域となっていますが、これから、

環境の汚染レベルは着実に下がり、個人の被ばく線量も低く安全域に防護されると思います。しかし、

事故が収束するこの過程において、長く続く復興の時期に、どのような協力をするかということが、

改組された原研組織の将来展望となります。その

意味では、この図の時間的な経緯を加味した原研

の役割を認識する必要があります（スライド26）。

特に、原研の社会医学部門は重要な位置づけとな

りますが、高村昇先生を中心とした川内村支援プ

ロジェクトには大きな期待が寄せられています。

同時に、病院や臨床部門、あるいは基礎研究部門

が協力をして、放射線の人体影響やリスク管理、

さらには緊急被ばく医療体制の見直し等を行って

いかなければなりません。

今日、原研の沿革の中では、永山施設長が原研の歴史とその立ち位置を示されました。その中で、

このような図が出たかと思います（スライド27）。長崎大学は広島大学と共に、福島にある大学との連

携強化が重要となります。とりわけ医療や教育研究の面での福島県立医科大学との具体的な共同プロ

ジェクトが必要となります。その意味では、相手大学内にも拠点が必要ですし、長崎大学にも福島支

援拠点が必要だろうと言えます。

そして、NASHIMとの連携も不可欠です。産学連携も。同時に、行政との連携なくしては、この

スライド25

スライド26
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ような長期のプロジェクトは遂行できません。原

研そのものが、日本学術会議や日本学術振興会な

どアカデミアとの協調が不可欠です。科学技術社

会のこの光と影の中で、原研は改めてその使命を

再認識する絶好の機会が、この50周年という祝賀

会であると言えます。研究成果の社会還元を目指

し、そして、原研の知と人財を生かすということ

が、結果的に国際連携事業を推進し、原研が世に

必要とされる活路が見出されると愚考しています。

ただ、これを支える基盤はいまだに脆弱です。

予算面もしかり、あるいは、新体制づくりにおける必要業務、事務作業などの改善も避けては通れま

せん。

以上、福島での一大事に遭遇し、とりわけ困難に遭遇した混乱の時に、多くの励ましを頂きました。

お礼と感謝を兼ねて一部ご紹介したいと思います。これは、次の世代に伝える教訓として、私が頂い

た言葉です。非難や中傷の嵐の中で、昨年の2011年7月15日に副学長として、福島医大に正式に移籍

できたのは、片峰茂学長と菊地臣一理事長のおかげです。その中で、最も困難な時に、片峰学長から

は大学としての声明文を出して頂きましたし、菊地理事長からは「倒れても膝立ちで戦う」と激励さ

れました。弁慶の仁王立ちではありませんが、そういう言葉を頂きました。菊地理事長は整形外科医

であり、「骨を拾うので、後顧の憂いなく働いて下さい」と、「骨をつなぐ」のではなく、常に温かく

見守って頂きました。

何事も先んずるということは、非常に難しいものです。非常事態では後手後手の対応に迫られる場

合が多く、その上、後だしじゃん拳ではありませんが、後から非難、叱責や批評を受ける事は前線で

仕事をする以上覚悟しなければなりません。またいろんな情報が入り乱れます。であればこそ、一次

情報にアクセスし、きちんと正しい情報を自ら入手、理解し判断する事、場合によっては情報汚染を

クリーニングすることも必要です。

原研では、あるいは、広島、長崎の被ばく医療の分野では、次世代のリーダーを育成するとことが

極めて重要となります。何故なら世界で唯一原爆を被災した両都市であればこその使命であり、また

同じ事が福島でも唯一原発震災という複合災害を

経験した医科大学であるからこその後継者育成の

使命です。広島、長崎、福島の被ばく医療に関わ

る人材育成には、覚悟と忍耐が必要となります。

いろんなことに共通することですが、「リーダー

は、ぶれずに、踏み止まり、立ち続けること」だ

ということ、そして「『拙速』を重視し、走りな

がら考える」という言葉は、菊池臣一理事長から

頂きました。今回の大震災では、長崎と福島を橋

渡しして頂いた片峰茂学長と菊地理事長が、まさ

スライド27

スライド28
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にこの国難の渦中で、真のリーダーであったと賞賛されます（スライド28）。

このお2人の初の出会いが、2011年3月11日震災直前の東京での会合でなければ、あのタイミング

で私の福島への派遣はなかったと言えます。長崎大学は学長が強いリーダーシップを取り、「現場に

強い大学、危機に強い大学、そして、行動する大学」をモットーとしています。大学の根幹をなす、

構成員であるすべての人材の能力開発と育成そのものが校是です。大学とはまさに人材を育成し、社

会に輩出することが使命ですし、何よりも、今後の福島復興の支援を通じて被ばく医療の分野でも人

材が育成していかねばなりません。それから、国際社会に人を派遣、輩出するためにもリーダーの育

成が重要となります。

最後に重ねまして、原研創立50周年、そして、NASHIM創設20周年という祝賀会で、講演の機会

を頂きましたことを、心から感謝申し上げます。今後とも、長崎から福島へのご支援をお願い申し上

げまして、私の講演を終わらせていただきます。どうも、ご清聴ありがとうございました。

（追記）

「魔法の心」については、下記の詩篇を持って東北復興支援のエールとさせて頂きます。

危険から守り給えと祈るのではなく

危険と勇敢に立ち向かえますように

痛みが鎮まることを乞うのではなく

痛みに打ち克つ心を乞えますように

人生という戦場で味方をさがすのではなく

自分自身の力をみいだせますように

不安と恐れの下で救済を切望するのではなく

自由を勝ち取るために耐える心を願えますように

【タゴールの「果物採集」（石川拓治訳）】
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チェルノブイリ関係（医師等受入研修事業）

平成6年度

平成6年度

平成6年度

平成11年度
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平成12年度

平成12年度 平成12年度

平成14年度

平成12年度
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平成14年度 平成14年度

平成14年度

平成14年度

平成15年度
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平成15年度

平成15年度 平成17年度

平成18年度 平成18年度
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平成19年度

平成19年度 平成20年度

平成20年度 平成21年度
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平成22年度 平成22年度

平成23年度

平成23年度 平成24年度
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在韓被爆者関係（医師等受入研修事業）

平成11年度

平成11年度

平成12年度

平成14年度
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平成15年度 平成16年度

平成17年度 平成18年度

平成19年度
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平成21年度

平成19年度

平成21年度

平成23年度

平成24年度 平成24年度
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専門家等派遣事業

平成9年度 ベラルーシ共和国 平成9年度 ベラルーシ共和国

平成12年度 カザフスタン共和国

平成13年度 カザフスタン共和国 平成13年度 カザフスタン共和国
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平成13年度 カザフスタン共和国 平成14年度 カザフスタン共和国

平成16年度 ウクライナ

平成18年度 ベラルーシ共和国 平成18年度 ベラルーシ共和国
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平成20年度 カザフスタン共和国 平成20年度 カザフスタン共和国

平成21年度 カザフスタン共和国 平成23年度 カザフスタン共和国

平成23年度 カザフスタン共和国
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平成24年度 カザフスタン共和国

平成24年度 カザフスタン共和国

平成24年度 カザフスタン共和国 平成24年度 カザフスタン共和国
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在韓被爆者関係（専門家派遣事業）

平成12年度 陜川原爆被害者会館訪問

平成16年度 陜川原爆被害者福祉会館訪問 平成18年度

平成19年度 平成20年度
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平成20年度

平成21年度

平成21年度

平成23年度 平成24年度
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普及啓発・その他

被爆50周年国際シンポジウム「ヒバクシャ医療と医科学」
～長崎からの提言（平成7年度）

普及啓発事業（平成8年度）

チェルノブイリ・カザフ管理職員 JICA 研修員受入研修（平成16年度）

駐日ウクライナ大使長崎訪問（平成16年度）
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ベラルーシ・ゴメリ医科大学生研修受入（平成19年度） エストニア・チェルノブイリヒバクシャ基金（平成20年度）

出前講座 滑石小学校（平成21年度）

ながさき国際協力・交流フェスティバル（平成21年度） ベラルーシ・ゴメリ医科大学生受入（平成22年度）
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東京シンポジウム（平成22年度） 出前講座 福島県いわき市（平成23年度）

東京シンポジウム（平成23年度）

東京シンポジウム（平成23年度）

駐日カザフスタン大使表敬訪問（平成23年度）
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永井隆平和祈念・長崎賞

第1回受賞（平成7年度） 永井夫人、代理出席

第2回受賞（平成9年度） 第3回受賞（平成11年度）

第4回受賞（平成13年度） 第5回受賞（平成15年度）
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第6回受賞（平成17年度）

第7回受賞（平成19年度）

第8回受賞（平成21年度）

第9回受賞（平成24年度）
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Korea

Report

新設診療科紹介

Information

チェルノブイリ・カザフスタン関連医師の受け入れ研修

チェルノブイリ・カザフスタン研修生と市民との交流会

公開セミナー「測ってみよう放射線」

『韓のくにをゆく』

韓国から医師等を招聘

人とひとのふれあいに築かれた友好のナシム事業

永井隆記念国際ヒバクシヤ医療センター

核禁会議が昨年に続きナシムヘ浄財を寄附

カザフスタン共和国保健省の次官が来崎

チェルノブイリ・カザフスタン研修生と市民との交流会で現地の状況を報告



今年で10回目となるチェルノブイリ・カザ

フスタン関連医師研修が、7月23日から8月23

日まで、長崎大学医学部を中心に行われ、ベ

ラルーシ共和国、カザフスタン共和国から各2名、

ロシア連邦、ウクライナから各1名の計6名が

参加しました。

兼松隆之長崎大学医学部長を表敬訪問

研修はまずヒバクシャ医療の全体像を把握

してもらうための「一般カリキュラム」を行

った後に、各研修生の専門分野に即した「専

門カリキュラム」を行いました。一般カリキ

ュラムでは、長崎大学の各関連教室で講義や

実習を行ったほか、佐賀県の玄海原子力発電

所の見学や、恵の丘長崎原爆ホームの訪問、

天草はまゆう療育園の見学などを行いました。

玄海原子力発電所では、自国の原子力発電所

を訪問したことはないということもあって、

日本の原子力発電所のしくみや、事故を起こ

したチェルノブイリ原子力発電所との適い、

あるいは発電所の安全管理や職員の健康管理

システムなどについて、熱心に質問されてい

ました。また、恵の丘長崎原爆ホームでは直接、

被爆者の証言を聞く機会が設けられ、天草の

はまゆう療育園では、重症心身障害者に対す

るきめ細かな医療ケアを見学し、母国の現状

との比較を行うなど、有意義な研修を体験す

ることができたようです。

専門カリキュラムでは、それぞれの専門分

野にあわせ、疫学や病理学などについて長崎

大学大学院医歯薬学総合研究科の各専門分野

での研修を行いました。また8月9日の長崎原

爆記念日には、平和公園で行われた祈念式典

に参列して、長崎原爆で被害にあった多くの人々

の冥福を祈りました。

研修生はいずれも、今後、ヒバクシャ医療

あるいは放射線医療教育といった分野で各国

において中心的役割を背負っていかれる方々

ばかりです。このような医師・専門家の方々

を長崎に招聘し研修を行うことにより、長崎

がこれまで培ってきた被爆者医療のノウハウ

を世界に伝えるのみならず、将来の国際医療

協力分野におけるカウンターパートの育成が

可能となります。NASHIMでは今後とも長崎

大学をはじめとした研修機関と協力しながら、

本事案を継続、発展させていきたいと考えて

います。

井石哲哉NASHIM会長を表敬訪問（長崎県医師会）



チェルノブイリ原発事故周辺国や旧ソ連時代に

核実験が多数行われたカザフスタン共和国では、

今もなお放射線被ばくにより苦しんでいる人がた

くさんいます。8月3日、これらの国で医療活動

に携わっている専門家と市民との交流会と、公開

セミナーとして放射線医療専門家の講演や身近に

存在する放射線の測定実演を長崎大学と共同で開

催しました。

まず、『測ってみよう放射線』では長崎大学の

林邦昭教授が「医療と放射線」と題する講演を行い

スライドを使いながら癌の治療に放射線がいかに

役立っているかなどをわかりやすく説明されました

放射線測定実演では長崎大学の奥村寛教授と吉田

正博助手が機械を使って、私たちの身近に放射線

が存在することを証明して見せました。

次に『チェルノブイリ・カザフスタン研修生と

市民との交流会』では、まず山下俊一長崎大学教

授がチェルノブイリ原発事故とカザフスタン共和

国・セミパラチンスクでの核実験による被ばくの

概要を説明した後、ベラルーシ共和国ゴメリ医科

大学産婦人科のエレーナ・パラノシスカヤ医師が

「チェルノブイリ原発事故被災者とその後の健康

状況」と題して報告を行いました。次にカザフス

タン共和国セミパラチンスク診断センターのジャ

ナール・エレウバエヴァ医師が「カザフスタン旧

核実験場被曝者を診断して」と題して報告を行い

ました。

エレーナ・パラノシスカヤさんは「甲状腺がん

を患う人が多く、妊婦や一歳児の死亡率が高くな

っている。最近は循環器系の病気が増えているが、

被ばくとの関係を証明することが難しい。」と述

べました。また、ジャナール・エレウバエヴァさ

んは「核実験の影響で住民の健康は悪化しているが、

政府の援助は十分でない。原爆から立ち直った経

験を私たちに分け与えてほしい。」と訴えました。

一方、参加した市民は「原発事故や核実験の影

響で奇形児は増えているのか」、「ソ連が崩壊し

て多くの国に分かれたが、ロシア政府としては核

汚染の現実をどう考えているのか」などと熱心に

質問していました。

放射線測定実演 エレーナ。バラメシスカヤ医師の現地報告

現地の医師の方々の生の声を聞けたことが大き

な成果でした。現在本当に因っていることが身に

しみて、何か募金以外にできることはないかとい

う思いに駆り立てられました。

（30歳代　女性　公務員）

被爆者というと広島、長崎だけを考えがちですが、

同じように苦しんでいる国があることを知り、も

っと世界に目をむけ、子供たちにも知らせたいと

思いました。知らない人が多いと思います。

（30歳代　女性　公務員）

現地では被曝者の組織がありますか。ありまし

たらどんな運動や要求をしているんでしょうか。

（60歳代　男性）

各種の疾病のため病院で放射線をとられますが、

健康に障害はないのでしょうか。1ケ月もしない

間に、内科、胸部、歯科などで次々とレントゲン

をとられるとそういう気になります。

（70歳代　女性）

チェルノブイリやカザフスタンの生の声が聞け

てとても有意義でした。研修生の方々、自国に戻

られて頑張っていただきたいと思います。

（40歳代　女性　パート）

「医療と放射線」では大学の講義を聴いているよ

うな気分になりました。専門的な話しをわかりや

すくしてもらって良かったです。

（40歳代　男性　会社員）



長崎・ヒバクシャ医療国際協力会（NASHIM）は、韓

国で被爆者の治療にあたる医師などの医療職や医療事

務を行う事務職を長崎に招聘し、被爆者医療の研修・

交流を行っていますが、これまでに研修等で来崎された

方はすでに37名となっています。去る7月、より効果的な

被爆者医療の研修・交流を実施するため、訪韓して韓

国側カウンターパートとの会談・見学・協議を行いました。

訪韓メンバーは、長崎原爆病院副院長の森秀樹先生と

NASHIMの草場里見書記と私の3名で、本年7月7日か

ら10日までの4日間、「韓のくに」こと韓国へ渡りました。

初日は大韓赤十字社事務総長　李　柴求氏、同社特

殊福祉事業所長全　元均氏、大韓赤十字社総裁補佐

役　成　仁淑氏との会談を行いました。ソウルの大韓赤

十字本社をまず訪れたのは、在韓被爆者に対する支援

を大韓赤十字社が主として担ってきたからです。例えば

現在の韓国では医療費の自己負担は外来で4割、入院

の場合は2割です。在韓被爆者が韓国全土に6カ所ある

赤十字病院や一部の指定病院で受診した場合は、この

4割と2割を赤十字社が補填しています。しかし韓国の

場合、赤十字病院は高度先進医療を行う病院ではない

ので、血管造影、MRIなどを用いた検査や手術による治

療はできません。よって先進医療を希望する場合は、他

病院に紹介されることになり、患者の医療費の負担が増

加します。そのような状況の中、日本の在外被爆者支援

事業による渡日治療はたいへん感謝をされています。ま

た1990年に日本政府により援助を受けた在韓被爆者援

助のための資金（40億円）を基に、2000人の在韓被爆

者に対し、毎月10万ウォン（約1万円）の健康管理手当を

支給してきたそうです。しかしそれらの資金も金利低下と

ともに底をついてきたそうです。そういった現状の中で、

日本政府が在外被爆者も日本国内の被爆者と同等の

支援が受けられる方向で検討を始めるとの報道がなされ、

喜ばれておりました。在韓被爆者は高齢化しており、渡

日が困難な人も増加していることから、今後の話し合い

により被爆者健康手帳の交付や健康管理手当の支給

業務が、できるだけ韓国内でできるようになることを期待

されていました。

次の日は、在韓被爆者の方々が多く住んでいる韓国

南部のハプチョン（陜川）という山里に向いました。陜川（ハ

プチョン）原爆被害者福祉会館には80名の身寄りのな

い被爆者の方々が現在住んでおられます。ここは万葉

集の「あしびきの山にゆきけむ山人のこころも知らず山

人や誰」という歌を彷彿とさせる山村ですが、産業がな

いため第2次世界大戦中に日本に出かけて、不幸にして

原爆に遭い、戦後韓国に戻って来た人たちがたくさんい

るところだそうです。彼等はまた被爆者ということに加え

て日韓の歴史の中で翻弄された人生を送っているようです。

3日目はソウル・釜山に次いで韓国第3の都市である人

口260万の大邱市の大邱赤十字病院を訪れ、院長の權

永在民らと会談しました。大邱赤十字病院は在韓被爆

者である患者さんが受診されることが多く、被爆者はひと

月に延べ20名が入院され、外来ではひと月に延べ50名

程が受診されているそうです。また、この会談の中で大

邱赤十字病院から日赤長崎原爆病院との姉妹病院提

携の申し出があり、関係者のご尽力の結果、本年9月30

日に長崎市において姉妹病院の提携書を交換しました。

最終日は再びソウルに戻り、在韓被爆者支援事業連

絡事務所を訪問しました。同事務所は、長崎県からの委

託を受けて韓国と日本の関係機関との間の連絡・調整や、

在韓被爆者に対する被爆者健康手帳の交付に関する

事務手続きなどを代行していましたが、現在、これらの事

務は大韓赤十字社が委託を受け持殊福祉事業所が実

施しています。訪問した時点で、手帳を取得していない

1000名あまりの在韓被爆者のうち約500名がすでに申

請手続きに入っていました。また、渡日治療に関する手

続きも代行しており、7月時点で35名の希望者がありました。

在韓被爆者の方々は、被爆障害に関しては日本の被

爆者同様の問題を抱えているわけですが、歴史の大き
l

な流れに翻弄された様々な苦労もされています。

NASHIMや県・長崎市などの在韓被爆者に対する支援

事業は、それらに理解と共感を示して推進しているとい

う良い面があります。我々はそれらの特徴を生かしつつ、

真に在韓被爆者の方々や彼らのお世話をしている医療

スタッフにとって意味のある交流・支援とは何かを考えて、

今後もNASHIM在韓被爆者支援に取り組んでゆきたい

と思います。最後になりましたが、今回の訪韓で、とても

お世話になったカウンターパートの韓国の方々、現地通

訳の大和T＆C所長　黄日輝さんに、この誌上をお借りし

て感謝申し上げます。

李　榮求　大韓赤十字社事務総長と会談



ヒバクシャ医療の研修と交流を目的として、今

年度も韓国から6月と9月に医師4名、物理治療師1名、

事務職員5名の計10名が来崎しました。6月の研修

では、初めて、在韓被爆者の医療問題を担当する

韓国政府職員も1名参加し、原爆資料館や平和公

園視察をはじめ原爆被爆者養護ホームでの被爆者

の養護状況や施設の管理運営方法などについて熱

心に見学していただきました。県庁で日本の被爆

者対策について説明を受けたあと、県の職員と意

見交換を行いました。

また、陜川原爆被害者福祉会館から研修に参加

した物理治療師の朴　賢珠（バク　ヒョンジュ）

さんは「日本の患者さんの方が韓国の患者さんよ

り疾病を治そうという熱意が強いようです。韓国

人はよく苦しい、苦しいと言ってばかりいますが、

自分の疾病を治そうとする努力に欠けている人が

多いです」と国民性の違いを述べました。

姉妹病院提携

被爆体験聞き取り（恵の丘長崎原爆ホーム）

9月の研修では、初めて大韓赤十字社以外の病

院（慶煕大学医学部附属病院）からも1名の医師

が参加しました。原爆被害者診療協定病院は韓国

内で20病院が韓国原爆被害者協会によって指定さ

れていますが、韓国の被爆者に対する診療等に少

しでも有益になるよう今後とも多くの診療協定病

院の医師や看護師等を招聘していきたいと考えて

います。

また、9月の研修期間中、二人の研修者の所属

する大韓赤十字社大邱赤十字病院と日本赤十字社

長崎原爆病院は姉妹病院の提携を結び、被爆者医

療を含む医療全般と学術分野で今後、各種交流事

業を推進していくことになりました。

大邱赤十字病院の権　永在（クオン　ヨンジェ）

院長は「提携を通して日本の進んだ被爆者医療を

学びたい」と語り、高齢化が進む在韓被爆者の方々

にとって両病院の姉妹提携の取り組みは大きく期

待されています。

2003年度・上半期　専葦国人医師等受入研修者名簿

研修期間 所　　 属 職　　 名 姓　　 名

6月2 日～ 6月1 1 日
（10 日間）

大邱赤十字病院 内 科 科 長 南　 彦延 ナム・オンジョン

陜川原爆被害者福祉会館 物理治療 師 朴　 賢珠 バク・ヒョンジュ

6月2 日～6 月6 日

（5 日間）

仁川赤十字病 院 管 理 部 長 宋　 基成 ソン・ギソン

陜川原爆被害者福祉会館 庶 務 担 当 董　 寺漢 ヵン・スーハン

保健福祉省疾病管理課 庶 務 担 当 洪　 淳植 ホン・スンシク

9月2 7 日～ 10 月4 日
（8 日間）

大邱赤十字病 院 院　　　 長 權　 永在 クオン・ヨンジェ

ソウル赤十字病院 医療副院長 徐　 相烈 ソ・サンニョル

慶煕大学医学部附属病院 臨 床 講 師 崔　 天雄 チェ・チョヌン

9月27 日～ 10 月2 日
（6 日間）

大邱赤十字病院 院 務 課 長 洪　 三烈 ホン・サムニョル

陜川原爆被害者福祉会館 栄　 養　 士 崔　 書貞 チエ・ヒイジョン



私にとってカザフスタン共和国訪問は今回で3度

目となる。前の2回はJICAとしての派遣であり、ナ

シムからは今度が初めてである。放射線影響研究所

の立場にある私にとって、この3回とも長崎大学の

先生方に同行する派遣ではあったが、今回は特に印

象に残るものがあった。

「身近になったカザフスタン」

渡航経路は福岡－ソウル経由であったので昼前に

出発し、夜にはアルマティに到着した。JICA派遣

はドイツのフランクフルト経由で2日がかりだった

ため、カザフスタンという国の距離が身近になった。

またセミパラチンスク出身で、長崎大学原爆後障害

医療研究施設の関根教室のセリック先生が通訳とし

て同行し、アルマティでは同じく関根教室のガビッ

ト助手が空港まで出迎えてくれていた。入国審査は

前2回のJICA派遣では緊張する時間であったが、今

回は極めて「難なく」入国でき、拍子ぬけするほど

であった。相手国との人材交流の深い絆のありがた

さを感じた　一面であった。

「ナシム研修生との意見交流」

今回の目的は、

ナシムがこれまで

カザフスタンから

独自に受け入れて

きた研修生の帰国

後のフォローアッ

プである。セミパ

ラチンスク到着後

の2日目、ガビット先生の通訳のもと、関根教授、

私と元ナシム研修生のセミパラチンスク医科大学：

ユーリ・プルグロ教授、ジャクシベイ・ジュマディ

ロフ教授、セミパラチンスク診断センター：サガダ

ット・サガンディコーワ先生、それに長崎大学にか

かわりのある2～3の先生を加えて意見交換を行った。

ナシムによる研修に対しては皆非常に満足してい

るとのことであったが、研修内容が多岐にわたって

いるため、2～3日間程度は自分の専門分野について

深めたいという希望も出された。研修生の専門にあ

わせて一部のオプションを用意するというプログラ

ムは受け入れ側としては困難な部分が多いと感じたが、

このような意見交流を通じてナシム事業がより充実

していくことは重要であろう。

「高木記念室」

JICAのオフィ

スはセ　ミパラチ

ンスク市診断セ

ンターの中にあ

り活動の拠点と

なっている。こ

の度、この診断センターの一室に、長くセミパラチ

ンスクで被爆者支援活動をされてきた高木昌彦先生

を顕彰する記念室が設置された。日本人としてこの

記念室に入室するのは関根教授が最初となり、私は

2番目の入室の光栄を得た。恥ずかしいことを暴露

するが、この記念室入室まで高木先生のお名前、ご

活動を私は存じ上げなかった。先生は、平成14年に

76歳で亡くなられたが、大学の職を退かれてからは

一人の人間としてセミパラチンスクに住まわれ、被

爆国日本とカザフスタン両国の友好のために生涯を

かけられており、その歴史の一部を記念室は再現し

ている。両国の専門家交流が活発になりつつある今、

被爆国日本の国民の一人として何をすべきかについて、

この高木記念室は日本人訪問者にあらためて教えて

くれるに違いない。

「病理学専門家との友好」

公的なスケジュ

ールは、関根教授

が団長ということ

で病理学領域専門

家との交流で始ま

った。今回は病院

施設訪問に増して

大切なことがある。

セミパラチンスク医科大学プログロ教授から、郊外

の別荘に招かれ半日を過ごした。また、ウスカメノ

ゴルスクでは今回長崎から帰国したナシム研修生の

病理学専門家とともに、はるか郊外の湖畔の宿で一

夜を楽しんだ。関根教授の話では交流当初は彼らの

心は閉ぎされていたそうだが、ナシムの人材交流を

通じて、家族的な友好関係が築かれている。被爆研

究になくてはならない病理標本による研究もこの友

好の炎なくしては遂行できない。もちろん関根教授

の人柄に負うところが大だと感じるが、人と人との

ふれあいまで到達することの大切さを痛感した。

「私たちの役割」

ここに、私たちの役割を考えてみた。私たちとは

放射線影響研究所を意味する。私たちは50年近く原

爆被爆者の放射線による健康影響の追跡研究を継続

してきた日米共同研究機開に所属している。1年に

数度、ナシムの研修生が視察に訪れるが、今年研修

生から被爆線量評価や被爆二世調査について詳しく

時間を割いて説明を聞きたいとの要望があった。ナ

シム研修生、ナシム事業から求められている私たち

としては、これからも貢献していきたいと願っている。



『永井隆記念国際ヒバクシャ医療センター』は、

本年4月から新しく長崎大学病院に誕生したヒバ

クシャのための医療センターです。長崎大学医学

部前身の長崎医科大学は、世界で唯一の被爆医科

大学で、多くの先輩が原爆の犠牲になりました。

また九死に一生を得られた方々が、急性被爆や慢

性被爆障害に苦しめられながらも、診療活動を続

けられた誇るべき歴史があります（センターに名

前を頂いた永井隆博士も自身が昏睡して倒れる直

前まで、被爆者の医療救護にあたり、もう最後だ

と思われて詠んだ旬が有名な「光りつつ秋雲たか

く消えにけり」です）。そこで当然、長崎大学病

院を訪れた方々は、日本の方でも外国の方でも、

ヒバクシャ診療部門があると期待されているので

すが、これまで不思議なことに長崎大学病院には、

被爆者に多い血液疾患を専門にする原研内科はあ

りましたが、ヒバクシャの一般診療から高度先進

医療を一貫して行う部門はありませんでした。私

自身も被ばく2世ではありますが、大学病院第一

内科で日常診療に追われていた時には、そのこと

を不思議に感じたこともありませんでした。たま

たま11年前に医学部原研分子医療部門の教官にな

ったのをきっかけとして、国際医療協力を行ったり、

基礎研究を臨床に生かす展開医療を開発する機会

をいただき、日本や世界の一般の人々が長崎大学

に期待していることと、長崎の我々の感覚とのギ

ャップを痛切に感じるようになりました。そのよ

うな中、今回の永井隆記念国際ヒバクシャ医療セ

ンター（センター長は山下俊一教授、名誉センタ

ー長に久松シソノ氏）の立ち上げに参画する事に

なったのも、何かの運命だという気がいたしてお

ります。

今年の3月31日には、それまで大学病院6階外

来の布団置き場として使っていた狭い倉庫を、夜

までかかってバタバタと改装し、どうにかこうに

国際ヒバクシヤ医療センター医局

か4月1日のヒバクシャ医療センターオープンに

漕ぎつけました。センターとは名ばかりのたたみ

2畳あまりのスペースからのスタートでしたが、

これこそまさに「如己堂診察室」です。最初に訪

れた女性の患者さんは、病歴をとるため子供の頃

のことを伺っていると、故永井隆博士とお話をし

たことをふと思い出され、神様のお導きではない

かと感激されていました。また2番目の方は、

Japan Timesに掲載された“A new medical center

for treating Japanese and foreing victims of atomic

bombs is to be set up in April at Nagasaki

University Hospital．”という記事を見て、はるば

るアメリカ合衆国のシカゴより飛行機を乗り継い

で受診されました。また、在韓被爆者の方で、来

日されていた方が重症になり治療にあたりましたが、

この方は日本語を完全に忘れておられ、主治医や

9階病棟の看護師さんたちと一緒に片言の韓国語

を即席で覚えて対応いたしました。

現在は、山下俊一センター長と原研分子医療部

門の難波助教授、芦澤講師、森下助手と副センタ

ー長である私の5名で毎日の外来と県・長崎市の

渡日治療を中心として診療を行っています。ヒバ

クシャに関するあらゆる疾患を、軽症のものから

重症まで扱うので、内科分野に限らず紹介や受診

があり、予想外のところに症状の原因があったり、

今までなかなか診断がつかなかった病気などもあり、

毎日毎日が莫剣勝負です。また被爆により心のど

こかに傷を抱えられた方も多く、医科学的な面だ

けではないケアも行き届くよう、6階外来の看護

師の貞方さん、増山さん、瀬崎さんと、国際ヒバ

クシャ医療センター受付の角尾さんらが中心とな

って、心がけていただいており、患者さんにとて

も喜んでもらっています。

如己堂診察室より産声を上げたばかりの国際ヒ

バクシャ医療センターですが、永井隆博士の名前

に恥ずかしくない世界のヒバクシャのセンターに

成長し、そして多くのヒバクシャの皆様の治療に

貢献できるよう微力を尽くしたいと思います。読

者の皆様方の暖かい声援をお願い申し上げますと

ともに、ヒバクシャの健康面や医療面の大学病院

の窓口ですので、どうぞお気軽に御相談ください。

TEL：095－849－7594（医局）

095－849－7467（6階外来）

ホームページ：

http：／／www．mh．nagasaki－u．aC．jp／hibakusha/frontpage．htm

（副センター長　助教授　大津留　晶）



平成15年8月8日、核兵器禁止平和建設国民会議（核禁会議）長崎集会が市内のホテルで開催され、核禁会議

の大谷恵教議長からナシムの仲野喜孝事務局長に寄附金30万円が贈呈されました。

昨年はこの寄附会を活用しナシムの事業広報用ビデオのロシア語版を製作いたしました。今年夏に被ばく者医療

研修でチェルノブイリ原発事故やカザフスタン旧核実験場関連の医師6人が来崎した際には研修の冒頭でさっそく

利用しましたが、ナシム事業を理解するのにわかりやすかったと好評を得ました。

核禁会議は昭和36年（1961年）に結成され、「被爆者に愛の手を！」を合い言葉に原爆被爆者の方々を救援

するためのカンパ活動を長年行ってきています。

結成以来昨年までに全国から9億8678万円の浄財が寄せられており、これにより核禁会議は多くの施設に検診車、

送迎用マイクロバス、車椅子、ベッド、医療器具などを毎年送り続け

ています。長崎市の平和公園内にある「平和の泉」を建設したのはこ

の核禁会議であり、また国際的には、韓国の被爆者支援のため、平成

8年（1996年）に開館した陜川原爆被害者福祉会館に医療機器など

を贈り続けています。

核禁会議のこれまでの被爆者救援活動や核兵器廃絶の取り組みに深

く敬意を表しますとともに、あらためて厚く感謝申し上げる次第です。

川村力核禁長崎議長より寄附金贈呈

旧ソ連の核実験場・セミパラチンスク地域の医療改善のため、地域医療改善計画、管理手法知識を習得すること

を目的としてカザフスタン共和国から保健省次官（治療・予防局長）サギン・カレル氏が3月未来崎しました。

JICAの事業で研修員を受け入れたもので、県と長崎市から原爆被爆者対策についての説明を受けた後、長崎大

学附属原爆後障害医療研究施設で遠隔医療支援システムを視察しました。また、長崎市原爆被爆者健康管理センタ

ーで被爆者の健康管理の手法を熱心に聞くとともに、健康診断の様子

も見学しました。恵の丘長崎原爆ホームでは被爆者養護の状況を視察

したり被爆者から悲惨な被爆体験を聞いて、核実験で汚染された同国

の被災者に対する思いを新たにされた様子でした。

サギン・カレル次官は「被爆者に対する健康管理手当のような制度

はカザフスタンにはない。カザフスタンではGNPの2％しか保健に

使われていない。ぜひ経済発展をとげてこのような制度を取り入れた

い。」と語っていました。
井石哲哉NASHIM会長を訪問
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第5回永井隆平和記念・長崎賞

2月13日、今回で第5回目となる永井隆平和記念・長崎賞を、日本チェルノブイリ連帯基金（本部　長野

県松本市　鎌田實理事長）に授与しました。

井石哲哉ナシム会長から賞状を授与

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHIM）は、

原子爆弾による被爆者と放射線被ばく事故等による被

災者に対する治療及び調査・研究等の分野において、

ヒバクシヤ医療の向上・発展、ヒバクシヤの福祉の向

上を通じ世界平和に貢献し、将来にわたる活躍が期待

される国内外の個人または団体に、永井隆平和記念・

長崎賞を隔年毎に贈っています。

日本チェルノブイリ連帯基金は、チェルノブイリ原

発事故被災地で放射能災禍に苦しむ人々を救済するた

め平成3年（1991年）1月に設立され、日本全国の多数の一般市民を会員にして募金活動を行い、それらを

もとにチェルノブイリ原発事故被災地に10年以上にわたり医薬品や医療機器を贈り、現地の医師たちと交流し、

現地医療水準の向上に草の根的に努めてきています。これはチェルノブイリ原発事故被災地NGOの中で特

筆すべき貢献であり、今後の更なる活躍が期待されることから今回の授賞となりました。

授賞式には、金子原二郎長崎県知事や内田進博長崎市助役をはじめ、医師会、病院、研究機開などからた

くさんの医療関係者に出席していただきました。

また、ご推薦いただいた信州大学から小宮山淳学長や永井隆博士の次女の筒井茅乃さんも受賞のお祝いに

駆けつけてくださり、授賞式後の祝賀会では受賞者を囲んで和やかな歓談が続きました。



授賞式では、日本チェルノブイリ連帯基金を代表して鎌田實理事長は「自

らを犠牲にしながらも、原爆で負傷して苦痛にあえいでいる人たちを治

療し続けた永井博士の精神に医療の原点を感じます。今後、チェルノブ

イリ原発事故被災地で医療が充実していない地域での検診や、幼児期や

働き盛りに被害にあった世代の健康のチェックあるいは治療につなげる

システムづくりに尽くしていきたいと思います。」と、抱負を語りました。
日本チェルノブイリ連帯基金の活動を紹介

1．団体名

2．主な経歴

日本チェルノブイリ連帯基金（鎌田　實理事長）

1991年1月

1992年10月

1994年5月

2000年4月

日本チェルノブイリ連帯基金設立

ベラルーシ共和国保健大臣より表彰

第1回信毎賞受賞（信濃毎日新聞社主催）

フランチェスカ・スコーリヌイ勲章受賞

3．主な活動歴

チェルノブイリ原発事故被災地で放射能災禍に苦しむ人々を救済するために、これま

で72回の訪問団を派遣している。

主な医療支援活動は以下のとおりである。

1）小児甲状腺がんの診断・治療

・ベラルーシ共和国ゴメリ州で児童の甲状腺検診を行い、ハイリスクの子供たち

23人を日本に招聘し、精密検査を行った。

・1991年～1998年、ミンスクの第一病院に小児甲状腺疾患の診断と治療のために

専門医を派遣し、診断機器や手術機材を贈った。

2）小児白血病の診断・治療

・1991年より、高汚染地の子どもたちの免疫能調査（NK細胞の活性異常）を行った。

・ゴメリ州立病院小児血液病棟に入院している年間のべ100人の血液疾患の子ど

もたちの診断・治療のために専門医の招聘研修、医薬品・医療機器の供与、日

本からの専門医の派遣を行っている。

一1997年より、ゴメリ州立病院移植部で、白血病の集中治療、末梢血幹細胞移植

をサポートしている。

3）医療環境の整備

・検査の充実を図るための機器や試薬の供与、検査技師のトレーニング。

・信州大学医学部医療情報部が行っている遠隔地医療の衛星通信システムで、ゴ

メリ州立病院、ミンスク小児血液がんセンターを結び、診断・治療のカンフア

レンスを行っている。

4）新生児支援

事故当時の少女達が出産適齢期を迎えてい

るため、安心して出産できる医療環境の整

備と周産期医療の充実のために専門医を派

遣している。

5）児童健康診断

高汚染地のボレーシェ学校で、全校児童150

人の甲状腺と血液検査を定期的に行っている。 高汚染地の学校で健康診断を実施



平成16年2月13日、長崎原爆資料館で開催した講演会での

鎌田實日本チェルノブイリ連帯基金理事長の講演の一部を次のとおりご紹介します。

チェルノブイリ原子力発電所が1986年4月26日

未明に大爆発をして、風が北側に吹いていたために、

北へ北へ汚染地帯が広がって行きました。

ウクライナ共和国にあるチェルノブイリ原子力

発電所の事故は国境を越えて北側のベラルーシ共

和国に主に汚染が広がって行きました。その汚染

の最も厳しいゴメリという州の基幹病院を中心に、

私が信州でやってきたような地域医療という手法

を使って、そこに住んでいる人々たちの健康を守

れないだろうか、命を守れないだろうかと考え、

市民グループとして14年間行ってきました。これ

までに72回、医師団を現地に派遣しております。

21世紀に入っても永井先生が描いていた平和へ

の期待はますます薄らいでおり、戦争は無くなっ

ていません。私たちは信州大学や長崎大学の先生

たちの学問的バックアップを受けながら、人間と

人間はつながれるんじゃないか、国境があっても、

民族が違っても、宗教や言葉・文化が適っても、

人間と人間は必ず理解できると思ってきました。

それは永井隆先生がたくさんの書物の中の端々で、

言葉として残されています。

永井先生は大学人でありながら、原爆が落ちた

時に巡回診療という形で地域の、放射能で被爆さ

れた方々の命をなんとか支えたいと思って外へ出

られ、永井先生だけでなく、多くの医療人が命を

落としかけている人々を一人でも救いたいと思って、

永井先生の言葉で言えば、「原子野」の長崎へ医

療人たちが出ていきました。たくさんの医療人が、

医療の原点みたいなものを大切にしながら、この

地域で人々の命を救おうとしました。

ベラルーシ共和国の中でもやはり、何人もの先

生たちが子どもの命を救おうとして命がけで仕事

をしています。その仕事を私たちがボランティア

として応援をしてきました。

永井先生は自分が慢性骨髄性白血病に冒されて

いて、そのことをよく承知していて無理はできな

いとよくわかっていながら、「飛田」という地域

から診に来てくれと言われると、一時ためらって

しまいます。永井隆先生ですらやはり人間で、と

ても行けないと思っていても心は揺れていて、困

っている人がいる以上行こうと決心します。結局

無理をされて行かれて昏睡状態になられて、命を

失いかけてしまいます。

今年1月、ある新聞で全国の世論調査が行われ、

日本の医療に対して国民がどう見守っているかと

いう世論調査が行われました。私が頼まれてその

データの分析をしながら論説をしましたけれども、

現在の医療に対して6割の国民が不満足というか、

満足していない、という結果でした。そうだろう

なと思います。本当はもっと国民から信頼されて

いる医療を展開しなければならないはずなのに、

何かどこかで、ボタンの掛け違いが起き始めてい

ます。

医療の原点として、この長崎では原爆が投下さ

れた時、自分の命ですら危ない時に、苦難の中に

いる人の命を救おうとしている医療人たちがいら

っしゃいました。それは永井先生だけではなく、

たくさんの医療人が命を救おうとして必死に働き

ました。実は今も本当はマスコミが批判するよりは、

たいへん厳しい状況の中で、多くの若い医師や若

い看護師たちが命を救おうとしています。永井先

生の言われたことを医療人たちは時々はかみしめ

ながら、医療の原点というものをもう一度見直して、

国民が望む医療、住民が望んでいる医療はどうい

うものかということを、考えなければいけないか

なと思っています。

スライドを使って熱心に講演される鎌田實理事長



宗教や言葉や文化を超えて人間は理解しあえるか

日本からチェルノブイリ原発事故被災地のベラ

ルーシ共和国へ送った抗がん剤で、白血病を克服

できた子どももいましたが、薬だけでは完治でき

ない難治性白血病の子どもの命を救うために、今

まで九人の子どもに、末梢血幹細胞輸血という初

歩の移植療法を行いました。この方法だと、自分

の細胞の移植なので、拒絶反応が少ないのです。

しかし、治療のかいなく、ひとりの子どもが死に

ました。

その子どものお母さんが、今どう思っているのか、

ずっと気になっていました。悲しみがあれば、そ

の悲しみを聞いてあげたい、と思っていました。

ベラルーシ共和国の田舎の町で、死んだ少年アン

ドレイのお母さんから意外な話を聞きました。

「私には忘れることができない人がいます。日

本から、移植療法の看護を指導するために来た、

若い看護師さんがいたでしょう。」アンドレイは、

1997年2月14日、移植を受けました。それから4、

5日、熱と口内炎のために、全く食事がとれなく

なりました。母親として、見るに耐えない光景で

した。日本から来た看護師さんが食事を工夫して

くれました。

『何が食べたい？』、アンドレイの返事はあり

ませんでした。

『何なら、食べられるの？』、何度も聞かれた

アンドレイが小さな声で答えました。『パイナッ

プル……』、アンドレイは、それまでに1度だけ、

パイナップルを食べたことがありました。

ベラルーシ共和国は経済が崩壊して、お店に行

っても何もありません。ましてや、寒い国、パイ

ナップルなんて、自国ではできません。

日本の若い女性は、マイナス20度に凍った町へ

出かけて、見つけてきたのです。アンドレイ少年

はパイナップルを食べました。それをきっかけに

彼は1度元気になり、退院しました。

10か月後、白血病が再発して、アンドレイは死

にました。お母さんは、思い出し、ちょっと涙ぐ

みながら語りました。

「でも、私たち家族は、2月の雪の町を、パイ

ナップルを探し回ってくれた、日本の女性がいた

ことを忘れません」

人間は、命が助からなかったときだって感謝し、

理解しあうことができます。国が追っても、文化

が違っても、宗教が違っても、理解しあえるんだ

と思いました。

大腸癌が肝に転移し、命という事を考え

なくてはいけない時です。　講演会に参加さ

せていただき、これからの希望にしていき

たいと思います。ありがとうございました。

（50歳代・女性　主婦）

私も肺癌の手術をし、放射線治療を受け

ていましたが、最近退院して家庭で療養中

です。なげやりな日々でしたが、今日の感

動的なあ話を聞いたのをきっかけに、今後

は一日々を大切にして生きていきたいと思

います。

（50歳代・女性　会社員主婦）

癌患者にとって、いかに家族の愛やきず

なが必要かということがわかりました。

白血病患者の救援活動が72回も行われて

いるということに驚き、今後もがんばって

もらいたいと思います。

（60歳代・女性　主婦）

鎌田先生から直接お話が聞けて、今日は

とても感激しています。鎌田先生のような

考え方をされる先生がなかなか身近にあらず、

日々の仕事にむなしさを感じる時が多いです。

今日は少し癒されました。

（30歳代・女性　病院関係者）

最後の方のパイナップルの話が印象的で

した。永井先生が大好きで、先生の本を何

度も繰り返し読んでいます。永井先生の魅

力とは何でしょう。それは病気をみるのみ

でなく、人間をみるという姿勢、そして人

間を愛する思いでありましょう。

（20歳代・女性　学生）



「かめだけ」で入所者を慰問

長崎大学附属病院で看護状況を視察

ソウル赤十字病院の文淑子看護師長は、

「患者に関することですが、一週間分の薬を自分

が管理して服用しているという話を聞いてとても

驚きました。韓国の病院では、1日ずつ、決まっ

た分を飲むよう指導しなければなりません。そう

しないと、一度にたくさん飲んでしまったり、ま

た全く飲まない患者がいるために、とても困ります。

お風呂の使用については、有料です。なぜかと

いうと、患者の家族も使用する場合が頻繁にある

ためです。こちらの病院で浴室使用規則が徹底し

て守られているのは、患者たちに限ったことでは

なく日本の国民性から出ているのではないかと思

われます。」と感想を述べられました。

2003年度・後期　韓国人医師等受入研修者名簿

ヒバクシャ医療の研修と交流を目的として、今

年度後期に韓国から12月と3月に看護師4名、事

務職員4名の計8名が来崎しました。

研修者一行は長崎原爆資料館や国立長崎原爆死

没者追悼平和祈念館をはじめ、平和公園や、原爆

落下中心地などを見て回りました。

その後、ナシム会長を訪問し、県庁で原爆被爆

者対策の説明を県や市の職員から受けました。

研修二日目からは、日赤長崎原爆病院や長崎市

原爆被爆者健康管理センター、恵の丘長崎原爆ホ

ーム、原爆被爆者特別養護ホーム「かめだけ」、

長崎大学病院、放射線影響研究所、長崎大学原爆

後障害医療研究施設で研修や視察を行いました。



日本赤十字社長崎原爆病院看護部長

中　尾　　初　美

ソウル赤十字病院を視察

今回、図らずも長崎・ヒバクシヤ医療国際協力

会（NASHIM）による専門医師等派遣事業の一

環として、在韓被爆者への医療を提供している大

韓赤十字社のソウルと大邱の赤十字病院を視察す

る機会を得たのでご報告いたします。

韓国から被爆者医療の研修で来られる大韓赤十

字病院の看護師を円滑に受け入れるにあたり、韓

国の病院事業や看護体制を把握し、実際の看護現

場の様子を把握しておくことはたいへん重要であり、

今回の視察となったものです。

期間は平成16年2月24日～26日の3日間で、

同行者は長崎大学附属病院下田澄江看護部長、日

本赤十字社長崎原爆病院中島誠司医療社会事業係長、

ナシム事務局草場里見書記の計4名でした。

まず最初に、大韓赤十字本社を訪問し、朴　炳大

事務総長を表敬訪問しました。朴事務総長は、

「ナシムが韓国の医師等の研修受け入れを長年行

っていることにたいへん感謝しています。在韓被

爆者のために役立っています。」とお礼を述べら

れました。次に韓国の被爆者の援護事業を実施し

ている特殊福祉事業所を訪問し、ぺ・ファンス所長ら

職員たちと懇談しました。その中で、長崎の高島

炭坑で被爆した人のことを書いた小説が「カマギィ」

（からす）という名前で出版されているとして、

実際に現物を見せていただきました。日本語訳で

ぜひ読んでみたいと思いました。

さて、大韓赤十字病院は全国に6病院あるそう

ですが、今回はソウルと大邱の2病院を訪問しま

した。ソウル赤十字病院は1905年創立で実働病

床299床の総合病院です。13診療科で医師は

55名、看護師は91名です。大邱赤十字病院は

1945年創立で実働病床134床、6診療科で医師

は9名、看護師は36名です。

いずれも赤十字の愛と奉仕の原則に沿った活動

を旨とし、外国人労働者やホームレスの人々の健診、

入院治療、独居老人の介護などいわゆる恵まれな

い人たちを主な対象に医療活動をしています。

被爆者医療はその中のひとつとして位置づけられ、

ソウル赤十字病院では、昨年1年間に外来延べ

380名、入院1～3名／月の治療が行われていま

した。大邱赤十字病院では、訪問した時、4名の

被爆者が喘息、慢性閉塞性肺疾患、関節炎などで

入院中でした。近郊の陜川原爆被害者福祉会館と

連携し、必要な時に入院治療をしているそうです。

また、私たちが大邱赤十字病院を訪問すると聞

いて、長崎原爆病院や長崎大学病院で渡日治療を

受けた韓国原爆被害者協会女性会の金会長他会員

2名が、病院に訪ねて来てくださいました。検査

を受けたが痛みの症状はまだとれないとつらそう

でした。流暢な日本語を話され、しばし長崎の思

い出話に花が咲きました。

最後に、日本の病院と違う点をご紹介しておくと、

病室の各ベッドの下に付き添い者用ベッドが置か

れセットになっていること、ボランティアが大勢

活躍していて、その中には運転免許違反で裁判所

から社会奉仕の命令を受けて来た人もいること、

韓国のほとんどの病院は建物の中や敷地内に立派

な葬祭場を持っていて、亡くなられた方はそこで

葬式を済ませるのが一般的であること、したがって、

大邱市内では民間の葬祭場は1軒もないというこ

とでした。

在韓被爆者医療の現状と併せて、医療が国や文

化の違いによって様々な形態をとっていることを

学んだ3日間でした。

大邱赤十字病院を視察



1905年10月27日に創立された大韓赤十字社は昨年98周年を迎えましたが、創

立98周年記念式が行われた10月27日、ナシムは、大韓赤十字社の徐英勲総裁から「事

業支援」部門で感謝牌を授与されました。

大韓赤十字社が求めている人道主義精神の具現と、韓国人被爆者のための惜しみな

い支援に感謝するという意味で、感謝牌を贈呈することにしたとのことです。

ナシムは平成7年度から毎年、

井石哲哉ナシム会長へ感謝牌を贈呈

韓国の医師や看護師等を被爆者医
感謝牌

療研修に招いており、15年度末現在その数は45名に上って

います。

感謝牌には「貴協力会は、赤十字の人道主義運動に積極的

に関与され、人々の苦難の軽減と福祉の増進に大きく寄与さ

れたので、深甚なる感謝の意を表します。」と書かれています。

感謝牌を贈呈された井石哲哉ナシム会長は「今後とも世界

のヒバクシヤのために貢献したい」とお礼を述べました。

旧ソ連で核実験が多数行われ、「世界の核汚染地」の一つとなっているカザフスタン共和国・セミパラチンス

ク地域の医療改善のため、地域医療改善計画、管理手法を習得することを目的として、カザフスタン共和国から

4名の医師団が昨年10月来崎しました。

研修員はアンダグロフ東カザフスタン州保健局長をはじめ、チウビリョフ東カザフスタン州立診断センター

院長、サンディハエフ東カザフスタン州立癌センター院長、トゥルタエフ東カザフスタン州立アカデミー付属

病院長の4名で、独立行政法人国際協力機構（JICA）の事業により、「保健行政」研修の一貫として来崎し

たもので、県の福祉保健行政の説明や長崎市から原爆被爆者行政についての説明を受けた後、長崎大学大学院原

爆後障害医療研究施設で遠隔医療支援システムを視察しました。

また、長崎市原爆被爆者健康管理センターで被爆者の健康管

理の手法を熱心に聞くとともに、健康診断の様子も見学しま

した。恵の丘長崎原爆ホームでは被爆者養護の状況を視察し

た後、被爆者から悲惨な被爆体験を聞いて、核実験で汚染さ

れた同国の被災者に対する思いを新たにされた様子でした。

また、日赤長崎原爆病院では日本の進んだ医療現場をたいへ

ん興味深そうに視察していました。
長崎市役所で原爆被爆者行政について

説明を受けたカザフスタンからの研修員



ウクライナのクリシチエンコ外務大臣を表敬訪問
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ウクライナをナシム会長･副会長が訪問
長崎･ヒバクシャ医療国際協力会(略称NASHIMナシム)は､

毎年､旧ソ連時代に数多くの核実験が行われたカザフスタン共

和国やチェルノブイリ原発事故周辺国へ専門家を派遣し､現地

医療機関や研究所で放射線被ばく者の医療などに従事する医師

や研究者たちと情報交換を行ったり､医療技術の指導や長崎で

これまで受け入れた被爆者医療研修生のフォローアップなどを

行ってきました｡

今年はナシムから井石哲哉会長(長崎県医師会長)と斎藤寛

副会長(長崎大学長) ､事務局の草場里見書記(長崎県)と松

田久美子書記(長崎市)が8月25日-30日の6日間ウクライナを訪

問しました｡また､長崎大学から高村昇助教授､イリヤ･シデ

ロフ大学院生にも同行していただきました｡

内分泌代謝研究所を訪問

ウクライナは国土面積が60万3,700kniで日本の約l.6倍､人口は4,800万人ですo首都はキエフで､

主要産業は農業､鉄鋼業､造船業です｡第二次世界大戦末期､ソ連の対日参戦問題などについて3カ国の首

脳が会談したところとして知られるヤルタや､ 19世紀半ば､看護師ナイチンゲールがロシアとトルコ･英

仏との戦争で敵味方の区別なく負傷者を看護した地クリミヤ半島はこのウクライナにあります｡

ウクライナ人は現在長崎県内に30名住んでおり(H1 5.1 2末現在) ､うち3名は長崎大学に留学中です｡

なお､ウクライナは､ 1991年の独立時には世界第3位の核保有国でしたが､ 1996年には旧ソ連から引

き継いだ核兵器すべてを撤去し､現在非核保有国になっています｡

今年6月､ウクライナのコスチャンティン･クリシチエンコ外務大臣が来日し､川口外務大臣との会談に

先立ち長崎県を訪問して金子知事や伊藤長崎市長と会談したほか､ナシムの井石会長､斎藤副会長等ナシム

関係者とも懇談を行いました｡今回のウクライナ訪問では､訪問団が在ウクライナ日本大使館のご協力を得て､

キエフのウクライナ外務省にクリシチエンコ外務大臣を表敬訪問することができました｡

放射線医学研究所

会談では､クリシテエンコ外務大臣が｢ウクライナはチェ

ルノブイリ原発事故の悲惨な経験を有する国民として､長崎

市民が数十年前の悲惨な出来事を生き抜いたことを良く理解

するとともに深く同情している｡ウクライナ政府はチェルノ

ブイリ原発事故の被災者の保護を国家の優先戦略としており､

この点からナシムがウクライナの関係機関へ協力している姿

勢を高く評価している｡ ｣と述べられました｡井石会長は長

崎とウクライナの関係機関との協力関係がますます密接にな

るよう､大臣に側面からの支援を要請しました｡

また訪問団は､今回のウクライナ訪問にあたって現地で関係機関と日程調整等の協力をいただいた在ウク



ライナ日本国大使館を表敬訪問し､天江大使をはじめとするスタッフの方々にお礼を述べました｡席上､天

江大便はウクライナ国内の医療機関の現状を説明するとともに､チェルノブイリの悲劇が風化しないよう今

後とも協力が必要であると述べるとともに､ナシムや長崎大学医学部のこれまでの活動にお礼を述べられま

した｡

また､訪問最終日には､日本大使館会議室で現地のマスコミ関係者を集めて記者会見を行い､熱心な質疑

が行われました｡

期間中､訪問団はナシムが毎年夏に実施している被爆者医療研

修に職員を派遣している内分泌代謝研究所と放射線医学研究所を

訪れました｡内分泌代謝研究所ではトロンコ所長からチェルノブ

イリ原発事故発生後現在までの研究所の活動内容についての説明

がありました｡また､放射線医学研究所ではベベシュコ所長をは

じめとする研究所のメンバーから暖かい歓迎を受けた後､意見交

換を行うとともに､研究所内を視察しました｡併設されている病

院にはチェルノブイリ原子力発電所爆発事故の消火活動を行って

被ばくした元消防士が入院しており､事故後1 8年経ってもなお被

ばくの後遺症で苦しんでいるのを見て､放射線事故の悲惨さをあ

らためて実感しました｡

さらに訪問団は､キエフ市内のチェルノブイリ被災者のための

健診センターを総合管理しているキエフ市保健局を訪問し､被災

者の健康管理の現状について説明を受けました｡

古都キエフ市内には美しい

キリスト教教会が多い

チェルノブイリ原子力発電所は､首都キエフから北に車で約2時間半のところにあります｡広大な敷地に

発電所が立ち並んでいましたが､発電所のすべての炉は2000年末に稼働停止しました｡事故を起こした4

号炉はコンクリートの石棺で覆われていますが､老朽化のために放射能漏れが懸念されており､現在さらに

新たなドーム型石棺の建設を予定しているとのことでした｡ 4号炉のすぐそばにある資料展示室では､職員

から事故の様子の説明を受け､爆発炎上した原子力発電所事故が周囲に与える影響の甚大さを痛感しました.

また､チェルノブイリ原子力発電所視察の帰りに､チエルニコフ州立健康管理センターを訪問しましたが､

訪問団一行がセンターに到着すると､オーロブイノスカヤ所長以下職員多数が玄関前で到着を待ってくれて

おり､現地のテレビ局まで取材に来ていました｡遠い日本で原子爆弾の被害を受けた長崎から医師団が､同

チェルノブイリ原子力発電所内の資料展示室

じ放射線被ばく地である当地を訪問することに地元でも

大きな関心を持っていることを実感しました｡

今回初めて長崎･ヒバクシヤ医療国際協力会の会長と

副会長がウクライナを訪問し､現地の研究機関や政府機

関等の責任者と大所高所からの意見を交換し､今後のナ

シムの活動の方向性について協議すると同時に､お互い

の信頼関係を構築したことは､今後のナシムの活動にと

って大きなメリットになることと考えられます｡



チェルノブイリ･カザフスタン
関連医師研修

平成5年度から毎年実施しているチェルノブイリ･カザフ

スタン関連医師･専門家研修が､本年度も7月20日から8月24 歓迎レセプション

日まで､長崎大学医学部を中心に行われ､ベラルーシ共和国,

カザフスタン共和国から各2名､ロシア連邦､ウクライナから各1名の計6名が参加しました｡

研修はまずヒバクシャ医療の全体像を把握してもらうための｢一般カリキュラム｣を行った後に､

各研修生の専門分野に即した｢専門カリキュラム｣を行いました｡一般カリキュラムでは､放射線影

響研究所や長崎市原爆被爆者健康管理センター､長崎原爆病院の視察をはじめ､恵の丘長崎原爆ホー

ムの訪問､天草はまゆう療育園や玄海原子力発電所を見学した他,長崎大学の各関連教室で講義や実

習を行いました｡研修期間中1泊2日で訪れた熊本県天草のはまゆう療育園では､重症心身障害者に対

するきめ細かな医療ケアを見学し､母国の現状を省みて大きな感銘を受けたようです｡

専門カリキュラムでは､それぞれの専門分野にあわせ､疫学や病理学などについて長崎大学大学院

医歯薬学総合研究科の各専門分野での研修を行いました｡また8月9日の長崎原爆記念日には､平和祈

念式典に参列して､長崎原爆で被害にあった多くの人々の冥福を祈りました｡その前夜である8月8日

には市民が平和の灯をともし､原爆の惨禍を忘れず､平和の尊さの意識を受け継ぐため平和公図で実

施されている｢平和の泉キャンドルライトアップ･ミニコンサート｣に研修生として初めて参加し､

カザフスタン共和国のダニエル･ムシノフ　セミパラチンスク医科大学教授が研修生を代表して多く

伊藤長崎市長を表敬訪問

の参加者の前で追悼の辞を述べました｡

研修生はいずれも,今後､ヒバクシャ医療あ

るいは放射線医療教育といった分野で各国にお

いて中心的役割を背負っていかれる方々ばかり

です｡将来の国際医療協力分野における良きカ

ウンターパートになっていただけるものと思っ

ています｡ナシムでは今後とも長崎大学をはじ

めとした研修機関と協力しながら､本事業を継

続し､発展させていきたいと考えています｡

◆マリ-ナ･コ-ノワMarina Konova (ロシア連邦)

オブニンスク放射線医学研究所研究員(分子病理学)

研修の前半に訪れた原爆資料館や平和公園などの原爆関連場所では大きな衝撃を受けるとともに､各種

医療機関を訪問した際には国家がいかに原爆被爆者に対して労力や資金を割いているかを実感しました｡

原爆ホームでは職員の方たちの入居者に対する愛情と心遣いに感動を覚え､暖かい気持ちにさせられました｡



◆イリーナ･ドミトレンコⅠⅣna Dmytrenko (ウクライナ)
放射線医学研究所研究員(血液部門免疫遺伝学)

研修で強く印象に残ったのは重症心身障害児施設の訪問です｡そこで働く職員たちの入所者に対する医療的

支援や心配り,忍耐にはたいへん感動しました｡私はキエフの職場で放射線被ばく者と非被ばく者の白血病発

生に関する遺伝子破壊について研究していますo放射錬誘因による癌発生の問題などで長崎大学原研の優れた

専門家と意見交換したり,様々な学術的アプローチについて話し合ったりしたことはたいへん有意義でした｡

財団法人放射線影響研究所を視察

◆ワシーリ･ペリヤコースキ
Vasili Beliakouski (ベラルーシ共和国)

ゴメリ医科大学教授(腫痴学･放射線医学)

我々はよく,日本のことを｢陽が昇る国｣と言います｡今回

の滞在中,私は,太陽が単なる日本のシンボルではなく,苦痛

を乗り越え､未曾有の悲劇から立ち直った日本人の精神的シン

ボルでもある,ということを感じました｡このような機会を与

えてくれたナシムには心より感謝しています｡また長崎滞在中

に出会った多くの人々にも感謝申し上げたいと思います｡

◆セルゲイ･デニソフSergei Dzianisa山(ベラルーシ共和国)
ベラルーシ医科大学副学長･教授(解剖学)

研修で重要だったのは､長崎県知事や長崎市長､長崎大学学長及び医学部長､それにナシム会長といった方々

への表敬訪問です｡これらわ訪問は我が国の問題に対して関心を持っていただく役割を果たしたと思っています｡
そのことは長崎の新聞やテレビが私たちに関心を示していた､ということからもわかります｡研修のプログラ

ムは私の学術的･教育的関心によくフィットしていましたし､教育力リキュラムの作成や医学教育制度の充実

といった私の管理事務にもよく適合していました｡

◆パヒトジャン･イサハノヴァ
Bakytzhan Issakhanova (カザフスタン共和国)

セミパラチンスク病理診断局主任(病理学)

専門研修で非常に興味深い講義を聴き､その中で個別の

病理的問題に対する新しい視点を知るとともに､最新のテ

クノロジーも知ることができました｡日本は私たちが興味

を持っているすべての事柄について快く情報を提供してく

ださり感謝しています｡

原爆資料館や､死の床にありながらなお未来の同僚たち

のためにできる限りのことをしてくれた永井隆博士の勇気

が非常に印象深かったです｡ 天草･はまゆう療育園を視察

◆ダニエル･ムシノフDaniyal Mussinov (カザフスタン共和国)
セミパラチンスク医科大学教授(腫揚学)

私は､ソ連の核実験により40年以上にわたって放射線被ばくの影響を受け続けてきた人々が住むカザフスタ

ン共和国セミパラチンスクの出身です｡この地域では急速に腫癌(がん)の頻度が増加しています｡私は長崎

の原爆被爆者に対して医療や福祉などでどのような援助がなされているかを知り,それはたいへん興味深いも

のでした｡外科医である私のために多くの病院を見学させていただきましたが,実際に手術を見学させていた

だいたこともあり,たいへん有益なものでした｡とても感謝しています｡
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韓国慣師等と報償者慣療'F.交;
ナシムでは､ヒバクシャ医療の研修と交流を目的と

して､平成7年度から韓国の医師や看護師等を長崎に

招嘱しておりますが,本年度も6月に医師2名､事務

職貞2名の計4名を招蒋しました｡大帝赤十字社職員

以外にも,原爆被害者診療協定病院に指定されている

釜山報動病院から初めて医師1名を招増しました｡乳

癌患者の乳房再建手術に関心を持っているソウル赤十

字病院の白種大(ペク　ジョンデ)外科専門医は,日

赤長崎原爆病院で乳房の手術を視察し,たいへん興味

深かったと感想を述べました｡また人工透析室長をし

ている釜山報動病院の韓場根(ハン　ギョングン)内

科専門医は長崎市内で人工透析ベッド数の多い医院を

視察し,医師と意見交換をして交流を深めました｡韓

国内の原爆被爆者に対する健康管理や福祉の増進事業

を担当している大韓赤十字社特殊福祉事業所の張頒雅

(チャン　ソンア)さんは長崎市役所の原爆被爆対策部

で手帳交付事務の細かい説明を受け､韓国で原爆被爆

者からの手帳交付申請に対する審査要領等を学びました｡

またナシムでは､専門医師等派遣事業で9月6日-

9日の4日間､長崎大学附属病院　小林初子副看護部長､

日本赤十字社長崎原爆病院　江添郷子看護副部長､長

崎市原爆被爆者健康管理センター　松尾恵美子中央検

診所次長兼看護係長､ NASEIM事務局　草場里見書記

居昌赤十字病院を視察

●●響al

の計4名を韓

国へ派遣しま

した｡韓国か

ら被爆者医療　弓匪n〆

の研修で大韓　長崎市原爆被爆者健康管理センターを視察

赤十字病院等

の看護師を円滑に受け入れるにあたり,韓国の病院事

業や看護体制を把握し､実際の看護現場の様子を把握

しておくことはたいへん重要であり､今回の派遣とな

ったものです｡

大韓赤十字社の林　光振(イム　クワンジン)事務総

長表敬訪問後､居昌赤十字病院､陳川原爆被害者福祉

会館,統営赤十字病院を訪問し病院視察や看護事情に

ついての意見交換を行いました｡大韓赤十字病院はホ

ームレスを含む最貧生活層の市民や外国人労働者に対

して無料診療を行っているのが特徴ですが､まさに基

本理念である人道や奉仕の精神を実践しているものと

いえるでしょう｡病院を視察して気づいたことは,ナ

ースステーション近くの白板に患者の氏名､年齢､病名,

症状､手術名等のプライベートなことが病院訪問者か

らすぐ見られるような状態で掲載されていること､各

病室に付き添い用の大きい冷蔵庫が1台ずつ置いてあ

ること､ベッドの下に付き添い用の簡易ベッドが置か

れてあることなどでした｡また
I　　　　　　　　　　　　　　1- --　1

軒軒音育丁

統営赤十字病院を視察

2004年度･前期　韓国人医師等受入研修者名簿

研修期間

5月30日-6月5日

(7日間)

5月30日-6月3日

(5日間)

所　　属 ≡‡　職　名

大韓赤十字社ソウル赤十字病院…､外科科長外科専門医

釜山報勲病院　　　　　　　;≡　内科科長内科専門医

大韓赤十字社ソウル赤十字病院 医　務　課　長

大韓赤十字社特殊福祉事業所　寡≡　在韓被爆者担当

看護師数が少ないので,勤務が

たいへん忙しいということでした｡

今回の病院視察や看護師との

意見交換等を通じて韓国の看護

師の置かれている環境や勤務状

況がよく理解され､今後,より

在韓被爆者のニーズに即した専

門家研修を行うに当たって､非

常に参考になりました｡

氏　　名

白　種大　ペク･ジョンデ

韓　環根　ハン･ギョングン…　男

李　相千　イ･サンチョン

張　頒雅　チョン･ソンア

2004年度･前期　専門医師等派遣事業･ (韓国)派遣職員名簿
遣期間

9月6日-9月9日

(4日間)

長崎大学医学部･歯学部附属病院

日本赤十字社長崎原爆病院

長崎市原爆被爆者健康管理センター

長崎県原爆被爆者対策課

職　　名

副　　看　　護　　部　　長

看　　護　　副　　部　　長

中央検診所次長兼看護係長

係　　　長(副　参　事)

氏　名

小林　初子

江副　郷子

松尾恵美子

革場　里見



『放射線災害の緊急医療t=ついて考えよう』

ナシムでは､ヒバクシヤ医療や放射線に対する正

しい知識の普及のため､一般市民向けのシンポジウ

ムや講演会､写真展等を毎年夏に開催しています｡

近年､原子力関連施設の事故や国際紛争により､

放射線災害に対する国民の不安が高まってきており､

不測の際の放射線災害について日頃からよく対策を

講じておく必要があります｡そこで7月31日､ 『放

射線災害の緊急医療について考えよう』と題して長

崎大学大学院原爆後障害医療研究施設(原研)と共

同で公開セミナーを､長崎原爆資料館で開催しました｡

第一部の講演会では､財団法人原子力安全研究協

会放射線災害医療研究所の衣笠達也副所長が｢放射

線災害医療の取り組み:原発事故などへの対応につ

いて｣と題して講演を行いました｡世界で起きた放

射線災害の事例を紹介し､ ｢放射線事故は思いがけ

ない場所や状態から発生する｡緊急医療体制は日頃

から準備しなければ有効に機能しない｣などと述べ

ました｡

次に､長崎大学大学院医歯薬学総合研究科の高村

昇助教授が｢世界のヒバクシヤ:これまでの放射線

衣笠達也副所長が講演

被ばく関連事故｣という題で､世界でこれまで行わ

れた核実験や発生した放射線事故について､隣接す

る国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館のデータベー

スをもとに､わかりやすく紹介していただきました｡

第二部では､国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館

の見学を､追悼祈念館職員が案内する形で行いました｡

平和情報コーナーでは､長崎大学の高村助教授と≡

根真理子助教授にパソコン画面で緊急放射線被ばく

データベースや放射能Q a Aなど被爆医療関連情報

の説明をしていただきました｡また､追悼空間では

献花して被爆者の冥福を祈りました｡

講演会後1 0日も経たない8月9日には､福井県の

関西電力美浜原原子力発電所3号機で運転中に蒸気

が噴出し､ 4人が死亡し7人が重軽傷を負うという痛

ましい事故が発生しました｡この事故は放射線漏れ

事故ではなかったにせよ､事故に迅速に対応する緊

急医療体制の整備の必要性を改めて痛感させられる

ものであり､緊急被ばく医療の重要性を再認識させ

られました｡

国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館を見学　　　　参加者が追悼空間で献花

ナ=Jムの講演会はこれまでほぼ毎回参加していま
すか､今回は前回までと内容の変化があり､たいへ
ん興味深<聞きました｡被爆を学問的に理解し研究
することの必要性を感じていますが､そこに世界の
ヒバクシヤの苦し<てつらい思いを忘れないでほし
いと思いました｡

(40歳代　女性　公務員)

衣笠先生のご講演はたいへんわかりやす<理解を
深めることガできました.講演とは関係ありませんガ､
電離放射線健診を受けられる病院が少な<探すのに
たいへん苦労しました｡医療関係者ではないのでそ
ういう情報も/Tt-ムページ等で紹介して頂けると助
かります｡

(30歳代　女性　会社員)

放射線か身近な生活の中にどのような形で利用さ

れているのかガわかるような講演ガあればよいと思

いました｡　　　　　　(20歳代　男性　会社員)

ブラジルにあける放射線源紛失事故の話ガ印象(I

残りました｡このような形で被害が拡かるとは知り

ませんでした｡　　　　　(20歳代　男性　学生)

東海村の臨界事故は未だlこはっきり覚えています｡

放射線事故ガこれほど多いとは思っていませんでした｡

(30歳代　女性　学生)

･放射線事故に対する長崎県内の医療体制はどのよ

うになっているか疑問を持ちました｡

(20歳末満　男性　学生)



ウクライナのグリシチエンコ外務大臣が長崎を訪問
6月9日､ウクライナからクリシチエンコ外務大臣が川口外務大臣との会談に先立ち長崎を訪れ､金子県知事

や伊藤長崎市長を訪問し､さらにはナシムの井石会長や棄藤副会長等と懇談を行いましたoグリシチエンコ外務

大臣はチェルノブイリ原子力発電所事故との関係でウクライナに各

種の医療支援を行っている被爆地長崎へ訪問したいと以前から希望

しており､今回の訪日で実現した形となりました｡県庁や長崎市役

所では､金子知事や伊藤市長にウクライナ政府が今後も核軍縮に取

り組んでいくと述べるとともに､知事､市長のウクライナ訪問を要

請しましたoまた､ナシムの井石会長や斎藤副会長､長崎大学関係者､

県､市の職員とも懇談を行い､チェルノブイリ原発事故後の医療支

援に対してお礼を述べ､今後とも協力をお願いしたいとの発言があ

りました｡ グリシチエンコ外務大臣と懇談

◎◎◎
ナシムは諸外国での放射線関係事故に関する図書の邦訳出版や長崎原爆関係図書の英訳出版､ロシア語の医学

教科書出版などを行っています｡今年は次の図書を出版して､関係団体等に無償配布しています｡

『白血病診断図譜詳解-
一放射線関連白血病を含む-』

鎌田七男　広島大学名誉教授著

本署は,白血病の基礎から臨床までの幅広い分
野について,最新の情報を網羅したカラーアトラ
ス集です｡かつて不治の病として恐れられ､原爆
被爆者に多発した白血病の病態を究明すべく､細
胞から染色体,そして遺伝子の異常に到るまでを
克明に記載しています｡特に放射線関連白血病に
関する章は､長年直接原爆被爆者に関わってこら
れた鎌田先生ならではの貴重な資料が提示されて
います｡今後英語版､ロシア語版等に翻訳するこ
とで､世界の医師･研究者に活用していただく予
定です｡
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『白血病診断図譜詳解一放射線関連白血病を含む-』

『原爆被災復興日誌』英訳版

翻訳　郭　芳村
監修　柴田義貞　長崎大学教授

本署は,故･調来助長崎大学医学部名誉教授が,
原爆が投下された直後からの被爆者の救護や大学
再建の模様を克明に記述した｢長崎医科大学原爆
被災復興日誌｣を英訳出版したもので､英文タイ
トルは｢A Physician′s Diary of the Atomic

Bombing and its Aftermath｣です｡翻訳した
のは米国メリーランド州在住の台湾出身医師の郭
芳村さんで､郭さんの兄芳徹さんは､長崎医科大
学に留学中､大学構内で爆死しました｡芳村さん
が1955年に台湾から米国へ
渡る途中,お兄さんの埋葬場
所を探そうと長崎に立ち寄っ
た際､埋葬時の様子などを教
えてくれたのが調来助教授(当
時)でした｡本署は220部を

米国の大学図書館や研究者に
贈った他､国内の大学図書館
や県内図書館などにも寄贈し
ました｡

『原爆被災復興日誌』英訳版の表紙
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ユリー・コステンコ駐日ウクライナ大使が長崎を訪問

チェルノブイリ関係国から管理職員来崎

JICA研修員受け入れ

永井隆平和記念・長崎賞候補者を募集
アニメーション映画「アンゼラスの鐘」の製作を支援しよう



Report

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会（NAS川M）は、

平成7年度から韓国の医師や看護師等を長崎に招

嘱し、被爆者医療の研修を実施していますが、今

後の参考とするため韓国の医療関係者との情報交換、

赤十字病院等の実情を把握するため去る11月と2

月に韓国を訪問しました。

まず11月に訪問した翰林大学聖心病院（京畿

道安養市）で「日韓被爆者医療セミナー」を開催

しました。長崎側から朝長万左男長崎大学大学院

原爆後障害医療研究施設教授が「原爆後障害研究

の現状」と題して講演するとともに、古河隆二日

赤長崎原爆病院消化器科部長が「長崎原爆病院に

おける癌患者の状況」を説明しました。韓国側か

らは在韓被爆者の事情に詳しい（社）人道主義実

践医師協議会の会員3人が研究調査の成果を発表

しました。韓国人原爆被爆者の健康実態現況につ

いて周　永沫翰林大学社会医学教室助教授、金鎮

園　大部赤十字病院神経科長、全桐俊翰林大学社

会医学教室助教授が発表を行いました。韓国側は

被爆1世の健康診断や設問調査の結果、被爆2世

に対する設問調査の結果などを発表しましたが、

日本側との意見交換で被爆1世の放射線量の把握

の重要性を認識してたいへん有益だったと感想を

述べました。また、日本側から朝長教授は「日韓

頭－

仁jll赤十字病院を視察

翰林大学聖心病院で日韓被爆者医療セミナーを開催

の研究者間のセミナーで今回初めて被爆2世問題

を扱ったが、幸葦国の2世たちの健康面や生活面に

対する問題意識を共有できたことは大きな成果だ

った。」と感想を述べました。

仁川赤十字病院は結核療養病院（1940年創立）

と京畿赤十字病院（1956年創立）が1993年に

統合されてできた病院で、2002年に新館病棟が

建設されています。ナシムの招鰐で采崎したこと

のある梁　宙姦玄院長と宋　基成管理部長が病院概要

を説明した後、病院内を視察しました。

なお、訪問団一行は仁川赤十字病院の敷地内に

建設されているサハリン同胞福祉会館の入所者を

慰問しました。戦前、日本領だったサハリンには、

当時、日本国民だった幸葦国の人々も労働者として

多数移住していました。1999年に日本政府の支

仁川サハリン同胞福祉会館に入所者を慰問



援で永住帰国者のために福祉会館が建設され、現

在94名が入所しています（平均年齢83歳）。流

暢な日本語で親しげに訪問団一行に話しかける人

もいました。

また、2月にはナシムの井石哲哉会長（長崎県

医師会長）が森秀樹日赤長崎原爆病院副院長等と

ともに韓国を訪問しました。まず韓国人被爆者に

対して福祉事業を行っている大韓赤十字社を訪問し、

1月下旬に就任されたばかりの張錫準事務総長（事

務総長は日本赤十字社社長に該当）や委煩沫特殊

福祉事業所長と懇談しました。張錫準事務総長は、

「ナシムはたいへんすばらしいことを行っており、

長崎で研修を受けた人たちは幸毒国に帰ってから実

際に研修の成果を生かしている。大韓赤十字社と

しても韓国の被爆者たちを積極的に支援していき

たいと考えている。」と述べられました。

嶺両大学医学部附属病院は韓国に20ケ所ある

原爆被害者診療協定病院の一つで、昨年10月、

同大学の金世乗医学部長がナシム研修で来崎した

のがきっかけで今回視察したものです。同病院は

病床数が914床で、PETが2台使用されている

など、先進医療を行う大部市内でもトップ水準の

病院です。韓国人被爆者が多数居住している陳川

から近いこともあり、被爆者がよく診療に訪れる

病院の一つです。尚州赤十字病院がある尚州市は

慶尚北道の北西部にある都市で、人口は11万です。

尚州赤十字病院は尚州市の代表的な病院で、病床

数は265床、12診療科があります。金元基院長

と金　容吉管理部長の病院概要説明後、金　容吉管

11月22日～23日

大韓赤十字社本社
翰林大学聖心病院
仁川赤十字病院
仁川サハリン同胞福祉会館

2月14日－16日

大韓赤十字社本社

嶺両大学医学部附属病院

大郎赤十字病院

大郎医療院（大部市立病院）

大部市医師会

尚州赤十字病院

Report

嶺南大学医学部附属病院を視察

理郡長が病院内を案内してくださいました。同病

院は各種先進的な事業を行っており、地元新聞で

たびたび紹介されています。たとえば、労使和合

による病院運営、障害者に駐車場無料開放、一人

暮らしの老人に対する無料訪問看護の実施、夏休

みや冬休み期間、家庭が貧しくて昼食がとれない

児童に対する食事の提供などです。また、老人の

生きがい対策として病院内に長寿大学を開設し、

余暇活用、自己発展、健康増進のための各種講座

などを行っています。

大韓赤十字病院は日本の病院と比べて職員数が

少ないこと、ホームレスや外国人労働者に対する

無料診療等により経営が厳しい事情にあることな

どがわかりました。しかし赤十字の基本原則であ

る「人道」、「奉仕」を身をもって実践している

医師や看護師、その他の職員たちにはどこか使命

感にあふれるものを感じるとともに、地域住民た

ちからの信頼がかなり厚いという印象を受けました。

尚州赤十字病院を視察



被爆者医療研修を終えて…

国立慶尚大学病院
放射線腫瘍科教授

察　　杢　英

長崎での7日間の研修のお陰で、新春はますます

暖かさを増した。

多くの研修機関や原爆関連施設を関係者の皆様の

暖かいご配慮により、とても気持ちよく訪問するこ

とができたし、好奇心の充足を楽しむことができた。

しかし、この春、私が享受している暖かさが被爆

者の受けた苦痛を土台にして与えられたということ

を思うと、いつも複雑な心境になるのだった。

決してあってはならなかったその残酷な苦しみを

人類を代表して担うことによって、世に向かって無

言のメッセージを与えた被爆者の皆様に、一片の哀

悼の念を抱くことさえ、なぜか自信がなかった。

恵の丘長崎原爆ホームを訪問

日赤長崎原爆病院で病院概要を開く研修者たち

ただ、国立原爆死没者追悼平和祈念館で日本の地

に刻み込まれた深い傷の治癒をお祈りするメッセー

ジを残すことで、少しは心が慰められた。

長崎を発った日は凪がとても強かった。

原子爆弾が炸裂した現場はそんなに抽象的なもの

ではなかった、強い爆風ですべてのものが徹底的に

破壊されてしまったというメッセージが、私に必要

だったのだろうか。

今、韓国人の私に残っているものがもうひとつある。

長崎のカステラのその甘ったるい味・■・・・

長崎大学原爆後障害医療研究施設で研修

2004年度・後期　韓国人医師等受入研修者名簿
研修期 間 所　　　　 属 職　　　 名 氏　　 名

10月24 日～10月3 0 日

（7 日間）

ワレス記念 浸礼病院　　 病 院長 病 院長　 脳神経外科 イ・ドンニョル
李 東烈

嶺高大学 医学部 医学 部長　 整形外科 キム・セドン
全 世東

10月24 日～10月2 8 日

（5 日間 ）

大韓赤十字社　 陳川原爆被害者福祉会館 社会福祉 士 ソ・ジョンヒ
徐 貞姫

大韓赤十字社　 特殊福祉事業所 在韓被爆 者担 当 バクtソンヒ
朴 省吾

1月16 日～1月22 日

（7 日間）

大韓赤十字社　 大郎 赤十字病院 神経科長 キム・ジンクック
全 頒国

翰林大学医学 部　 漢 江聖心病院 助教授　 産業 医学科 チョン・ヒョンジュン
全 畑俊

1月16 日～1月20 日

（5 日間）

大韓赤十字社　 ソウル赤十字病院 管理部長 ユン・ヘースック
チ 恵淑

大韓赤十字社　 陳川 原爆被害者福祉会館 館長 イ・ウドン
李 宇東

3 月6 日～3 月12 日

（7 日間）

国立慶尚大学病 院 教授　 放射線腫 瘍科 チェ・ギュヨン
蕪 重美

大韓赤十字社　 尚州赤十 字病 院 外科科長 ソン・ジュンホ
宋 俊実

3 月6 日～3 月10 日 大韓赤十字社
広報係長 ソ・インポム

（5 日間） 尚州赤十字病院 徐　 寅範
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去る11月18日、ユリー・コステンコ馬主日ウクラ

イナ大使が長崎県医師会を訪問して、井石哲哉会長（ナ

シム会長）や長崎大学医学部関係者と会談を行いま

した。

ウクライナにはチェルノブイリ原子力発電所事故

の被害者が多く、ナシムはこれまでにウクライナか

ら16名の医師や研究者を被ばく者医療の研修に招い

ています。また同国には発電所事故により小児甲状

腺癌患者が多く、このためロシア語による甲状腺関

係の医学教科書を出版してウクライナの病院や研究

所で働く医師たちに無償で配ったりしています。ま

た長崎からウクライナヘ専門家を派遣し、被ばく医

療技術の向上に努めています。

コステンコ大使はこうしたナシムのこれまでの支

援に対し改めて感謝の意を伝えるとともに、今後の

協力のあり方について協議するため長崎を訪問され

たものです。

大使は、「被爆地・長崎から若い医師もウクライ

ナヘ行って、ウクライナの医師にいろいろ教えてほ

しい。チェルノブイリ原発事故から20周年となる

田中裕司　長崎県副知事を訪問

が長崎を

2006年には首都キエフで政治や科学などの分野で様々

な会議を予定している。日本やウクライナだけでな

く他の国々も参カロする予定である。

2006年にはウクライナだけが20周年事業を行う

のではなく、日本でも開催してほしい。

被爆60周年となる2005年には平和祈念式典にぜ

ひ私を招待してほしいと本日長崎市に申し入れたが、

承諾をしてもらったところである。2006年の20周

年祈念行事には井石会長もぜひ参カロしてほしい。」

と述べられました。

コステンコ大便は長崎大学を訪問して斎藤寛学長

に同大学の医学部が行ってきたこれまでの支援に感

謝されるとともに、県庁や長崎市役所も訪れ、6月

に同国のクリシチエンコ外務大臣が金子知事や伊藤

市長に要請したウクライナ訪問について、重ねて要

請されました。

また、大使はかつてゴルバチョフ大統領が訪問し

たことのある長崎市内のロシア人墓地を訪れ、ウク

ライナ人の墓に献花をされました。

井石哲哉長崎県医師会長（ナシム会長）を訪問
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チェルノブイリ関係国から管理職員来崎
魯　彰　守L　整　髪　ま＝　簸　　三　発　露　鹿ノ　治　者　夢　栗　各　謡　琴　夢　毒　琴　激　率　堪ら　撃　塾　や　督　巷　蜃′　蓉　晶　詠　螢　啓　弟　啓　資　巻　孝　嗟　羞　夢　笹　琴　率　撃　蓉　膵　骨　身　蟄　診　㊧　怒　夢　魔　尊　者　辱　執　撃　参　＠　翁　診　噂　梯　隆珍　客　番　＠　姿　塗　啓　単　車　軍

ナシムは毎年夏にチェルノブイリ関係国及びカザフスタンから医療従事者を招噂し被ばく者医療の研修を

実施しているところですが、この研修が円滑に実施できるよう、研修に職員を派遣している大学や病院、研

究所の管理職員を長崎に招増し、長崎原爆の実相を把握していただくとともにナシムの事業に理解を深めて

もらうこととしています。管理職員研修は平成14年度から隔年で実施しており、2回目となる今年度は10月3

日から10月11日までの期間で実施しました。

賓藤寛長崎大学学長（ナシム副会長）を訪問

招聴したのは、ロシアのオブニンスク放射

線医学研究所からエフゲニー・ルシニコフ臨

床形態学部長、ウクライナのジトミール州北

西部診断センターからヴァレリー・ダニリュ

ク院長、ベラルーシのゴメリ医科大学からセ

ルゲイ・ジャバラナク学長の3人の先生方です

（カザフスタンからは都合により不参加）。

一行はまず東京の財団法人　笹川記念保健協

力財団を訪問して紀伊囲献三理事長と会談し

ました。3人はいずれも財団が行っているプロ

ジェクトに関係しており、今後の包括的なチ

ェルノブイリ支援の観点から紀伊園理事長と

意見交換を行ったものです。

長崎では最初に原爆資料館を見学しましたが、写真など多くの展示品を見て原子爆弾被害のすさまじさに

強い衝撃を受けられたようでした。また、長崎大学原爆後障害医療研究施設、放射線影響研究所、日赤長崎

原爆病院、長崎県福祉保健部を訪問し職員から業務

説明を受けたり、原爆被爆者特別養護ホーム　「か

めだけ」を視察しました。

この他、井石哲哉長崎県医師会長（ナシム会長）

や斎藤寛長崎大学学長（ナシム副会長）を訪問し、

ナシム事業に対してお礼を述べるとともに、被ばく

者医療の研修はたいへん役に立っており今後も継続

してほしいと述べました。

際■■■■弓益　　　・■昏てて’■‾、■撃さ▲　竹■†■’、■■　　　　領・丁

平和公園を視察

チェルノブイリ・カザフスタン管理職昌名簿
氏　　　 名 性別 国　 篇 所属 ・役職

Evg eny Lushnikov
男 ロシア

M edicalRad ioIoglCalR esea rch C enterof R ussian
Academ y of M edicalSciences

エフゲニー ・ルシニコフ H ead of the C linico－M orphoIog lCa lD epartm ent
オブニンスク放射線医学研究所　 臨床形態学部長

V aleriy D anylyuk
ヴァレリー・ダニリュク 男 ウクライナ

O b［ast Interrayon D iagnostic C enterin Ko rosten C ity
C hief Physicianm
ジトミール州北西部診断センター（コロステイン） 院長

S ergey Zhavaranak
セルゲイ・ジャバラナク

男 ／ヾラルーシ
G om elS tate M edicalU niversity
R ector
ゴメリ医科大学 学長
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JICA研修員受け入れ
㊧　挙　移　啓　琴　藩　学　猥　＝さ　嗟　瑚　巷　翁　鵡　萄　膠　彰　帝　廃　藩　盛　徳　慈　恵　偽　⑬　添　㊨　傲　容　貌　㊧　命　懐　畿　車　種　穏　啓　琴　宥　恕　争　頚　堵　挙　軍　報　螢　塗　念　恕　謬　恕　車　窓　癒　翁　箪　漁　歯　忽　常　添　物　痘　儲　尋　像　義　歯　金　森　惑　毯　塾　香　車　登　⑬　添

カザフスタン共和国の北東部にあるセミパラチンスクという地域は旧ソ連時代の1949年8月から89年10月

までの40年間にわたって、地上及び地下を含め約500回もの核実験が繰り返されてきたところです。この実

験場周辺の人々は放射性降下物で汚染した空気や水、食物などにより健康に深刻な影響を受けており、この

地域では乳癌や甲状腺癌の発病が他の地域に比べて多くなっています。ソ連崩壊後の経済の低迷や社会保障

制度の混乱もあって、この地域の保健・医療体制は極めて不充分な状況にあるため、カザフスタン政府や国

連から要請を受けた日本政府は、平成11年9月にセミパラチンスク支援東京国際会議を開催し、その結果、

唯一の被爆国である日本は広島・長崎の経験と被爆者支援の実績を生かした医療支援を行うことが決定され

ました。

具体的にはJICAがセミパラチンスク地域医療改善計画プロジェクトを平成12年度から開始し、無償医

療機材供与や健診バスなどを利用した住民の健康診断などを行っています。長崎からも長崎大学医学部が専

門家を派遣するなど積極的に協力を行っているところです。

ナシムはJICAが招増したカザフスタンからの研修員を12年度当初から受け入れていますが、今年度は

10月5日から9日まで5名を受け入れました。JICAの「保健行政」研修に参加したのは、カディロバ・エ

ングリク国立科学医療センター副センター長、クサイノバーアイグル東カザフスタン州保健局次長、シャヤ

フメトバ・グルジャンセミパラチンスク看護大学総長、サガンディコバ・サガダットJICA調整員、ジÅ

アスバエバ・ガリア看護協会会長で、長崎滞在中はナシムが招蒋したチェルノブイリ関係国管理職員3名と

いっしょに研修を受けました。研修員は「日本の医療技術の高さに驚いた」「日本は人権を尊重する優れた国」

「日本人は凡帳面で規律正しく、責任感がとても強く親切だ」などと感想を述べました。

放射線影響研究所を視察

JICA研修員名簿

国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館を視察

氏　　　 名 性別 国　 籍 所 属 ・役職

K ad v ro v a E ng lik 女 カザフスタ ン
国立科学医療 センター

カディロバ ・工ング リク 副セ ンター長　　 内科医

K u sa ino v a A lg u F 女 カザフスタ ン
東カザ フスタン州保健局

クサイノバ ・アイグル 次長　　 小児科医

S h a ya k h m e to va G u lija n
女 カザフスタン

セ ミパ ラチ ンスク看 護大学

シャヤ フメ トバ ・グルジ ャン 総長　　 内科医

S ag a nd y ko v a S a g a d a t
女 カザフスタン

」 l C A 調整員
サ ガンデ ィコバ ・サガダ ッ ト 内科医　　 リュウマチ医

Z h u a e b a ev a G a”a
女 カザ フスタン

セ ミパ ラチ ンスク保健局
ジュア スバ エバ ・ガ リア 看 護チ ーフスペ シ ャリス ト　 看護協会会長

㈹



〟IJわ′刀ワ∂血

永井陸平和記念・長崎賞候補者を募集

ナシムは、原子爆弾による被爆者と放射線被ばく事故等による被災

者に対する治療及び調査・研究等の分野において、ヒバクシヤ医療の

向上・発展、ヒバクシヤの福祉の向上を通じ世界平和に貢献し、将来

にわたる活躍が期待される国

内外の個人または団体に、永

井隆平和記念・長崎賞を被爆

50周年の平成7年磨から隔年毎に贈っています。

昨年11月から候補者を募集していますが、今後、選考委

員会、賞委員会を経て被爆60周年となる今年、第6回目の

授賞を行う予定です。

アニメーション映画「アンゼラスの撞」の製作を支援しよう

原爆投下直後の長崎で、自ら被爆しながら被爆者医療に尽力した医師の秋月辰一郎さんを主人公にした

長編アニメ「NAGASAKト1945～アンゼラスの鐘～」の製作が現在進められています。秋月さんは大

正5年（1916年）長崎市万才町で生まれ、京都帝国大学医学部を卒業後、昭和15年6月から昭和16年4

月まで永井隆助教授が部長を勤める長崎医科大学物理的療法科（現在の放射線科）の助手として勤務され

ています。原爆が投下された当時は爆心地から1．4kmの浦上第一病院（現在の聖フランシスコ病院）に医

長として勤務しておられ、患者を診療中に原爆に遭われています。「巨大な衝撃」が病院はもちろん秋月

さんの身体にまで加えられ、病院は大きく破壊されて秋月さんも負傷します。生き残った人々が苦悶する

様子は秋月さんの著書「死の同心円」に生々しく記述されています。

被爆者医療での貢献と長年の平和活動が評価され、平成7年に第1

回永井隆平和記念・長崎賞を受賞されました。

映画の総製作費（1億5千万円）の半分の7，500万円を長崎で募

金しようと、「アンゼラスの鐘」製作を支援するナガサキの会は市

民に協力を呼びかけています。一枚1，000円で映画を鑑賞できる製

作協力券をぜひたくさんの方たちに購入していただきたいと思います。

購入方法については、長崎事務局の長崎県映画センター（TEL

O95－824－2974）へお問い合わせ下さい。

長崎十ヒバクシヤ医療国際協力会
第16号

行／平成17年3月31日
〒850←857

TELO95（

シヤ医療国際協力会（NAS
長崎市江戸町2－13∈長崎県福祉保

3）4278　FÅⅩ095

http：／／w両TW．naShim，brg／

くE－Mail∴主n錠）＠nashim。Org
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チェルノブイリ・カザフスタン医師受入研修

研修後の感想「長崎で過ごした日々」

ジュネープでのWHO・長崎大学COE共同セミナーに参加して

核禁会議がNASHIMへカンパ金を贈呈、図書出版

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会平成17年度役員異動／平成17年度の事業内容
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長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHIM）は、原子爆弾による被

爆者と放射線被ばく事故等による被災者に対する治療及び調査・研究

等の分野において、ヒバクシヤ医療の

向上・発展、ヒバクシャの福祉の向上を

通じ世界平和に貢献し、将来にわたる

活躍が期待される国内外の個人または

団体に、永井隆平和記念・長崎賞を隔

年毎に贈っています。
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井石哲哉NASHtM会長からブロンズ像を授与　永井隆博士の孫、永井徳三郎氏から花束贈呈　　朝長万左男長崎大学教授の特別講演

授賞式は長崎市のホテルニュー長崎で行われ、井石哲哉長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会会長から受賞された市丸博

士と横路博士に賞状、ブロンズ像、副賞が授与されました。続いて、賞選考委員会委員の開眼一郎　長崎大学大学院原爆

後障害医療研究施設教授に受賞者の功績を詳しく紹介していただいた後、永井隆博士の孫である永井徳三郎　長崎市

永井隆記念館館長からお二人に花束が贈呈されました。

授賞式には、金子原二郎長崎県知事や内田進博長崎市助役をはじめ、医師会、病院、研究機関などからたくさんの医

療関係者に出席して祝っていただきました。

また、特別講演として朝長方左男　長崎大学大学院原爆後障害医療研究施設長から「半世紀を経てもなお持続する被

爆者の健康障害」というテーマでご講演もいただきました。

受賞された市丸道人博士と横路謙次郎博士は、白血病や乳癌など放射線による発癌等の研究を積み重ねられ、被爆者

医療の発展に多大な貢献をされたことや、核戦争防止国際医師会議（IPPNW）の草創期からの中心メンバーとして核兵

器廃絶運動に永年取り組んでこられ、世界平和に大きく貢献されたことなどが評価されたもので、原子爆弾被爆60年という

記念の年に最もふさわしいものとなりました。

授賞式で、市丸博士は長崎医科大学卒業式の別こ永井隆博士の自宅へご挨拶に行った時、永井博士から医師として

出発する心得のようなものをいくつか話していただいた思い出を語られるとともに、横路博士は永井博士の崇高な精神を具

現すべく、健康の許す限りIPPNW活動に邁進していきたいと抱負を語られました。



市丸　道人博士（錮歳）

サンレモリハビリ病院長（佐世保市）・長崎大学名誉教授

・大正13年12月26日生まれ（北海道札幌市）

・昭和25年3月　長崎医科大学卒業

・昭和55年12月長崎大学医学部附属原爆後障害医療研究施設

長（併任）

・平成2年3月　長崎大学を定年退官し、同年5月から長崎大学名

誉教授

ヰ成3年－7年　佐世保市立総合病院長

・昭和25年～　長崎医科大学卒業後は第二内科において血液内

科学と原爆後障害医療の研究を開始し、白血病

を研究テーマとして長崎における原爆後障害研

究の中心となる。

・昭和48年～　厚生省原爆医療審議会の専門委員として被爆者

に対する医療援護の充実に尽くす。

・昭和55年～　核戦争防止国際医師会議（IPPNW）に国際評

議員として参画するとともに、長崎支部副支部長、

顧問を務める。

血液学専門の内科医・研究者として、永年にわたって被爆者に

おける放射線誘発性造血器腫瘍・癌の発生率を明らかにする疫

学研究やその治療法の研究開発を行ってきた。中でも昭和25年

頃から始まった白血病多発の実態を解明したことは卓越した功績

と高く評価されている。

横路　謙次郎博士（78歳）

広島県医師会腫瘍登録室長・広島大学名誉教授

・昭和2年4月11日生まれ（岡山県井原市）

・昭和27年3月　広島県立医科大学卒業

・昭和56年4月　広島大学医学部附属原爆放射能医学研究所長

（併任）

・平成3年3月　広島大学を定年退官し、同年4月から広島大学名

誉教授

・平成3年～6年（財）放射線影響研究所顧問研究員（長崎研究所）

・昭和28年　　人体病理学及び実験的放射線発癌の研究を開始。

・昭和33年～36年　米国において放射線、化学物質及びウイルスによ

る発癌機序の実験的研究に従事する。

・昭和57年～　核戦争防止国際医師会議（IPPNW）に参画し、

日本支部事務総長、日本支部副会長、全地域代

表理事を務める。

実験病理学の専門家として永年にわたって実験発癌の研究に

取り組み、特に放射線によって惹起される白血病や放射線誘発乳

癌をはじめ種々の臓器痛の発癌研究を行い、我が国での放射線

発癌研究の基盤を作った。さらに発癌研究はホルモンやウイルスに

よる発癌実験や発癌機構の解明に及び、我が国での実験発癌研

究の中心的役割を果たした。

監＋過去5回の受賞者～：舞
第1回　秋月辰一郎氏　聖フランシスコ病院顧問

第2回　サイム・パルムハノフ氏（カザフスタン共和国）

放射線腫瘍医学研究所長

第3回　戸ハネス・ヤコブ・ブローセ氏（オランダ）
ライデン大学教授　物理学者

第4回　エヴゲニイ・デミチェック氏（ベラルーシ共和国）

放射線内分泌研究所　甲状腺部門部長

鎌田七男氏（財）広島原爆被爆者援護事業団理事長、

広島大学名誉教授

第5回　目本チェルノブイリ連帯基金（長野県松本市）
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チェルノブイリ・カザフスタン医師受入研修

平成5年度から毎年実施しているチェルノブイリ・カザフ

スタン関連医師・専門家研修が、本年度も7月25日から8月

24日まで、長崎大学医学部を中心に行われ、ベラルーシ共

和国、ロシア連邦からそれぞれ2名、ウクライナ、カザフスタ

ン共和国からそれぞれ1名の計6名が参加しました。

研修はまずヒバクシヤ医療の全体像を把握してもらうた

めの「一般カリキュラム」を行った後に、各研修生の専門

分野に即した「専門かノキュラム」を行いました。

日本赤十字社長崎原爆病院を視察

一般かノキュラムでは、放射線影響研究所や長崎市原

爆被爆者健康管理センター、長崎原爆病院の視察をはじめ、

恵の丘長崎原爆ホームの訪問、天草はまゆう療育園の見

学を行ったほか、長崎大学の原爆後障害医療研究施設を

中心とした各関連教室で放射線医学分野の講義や実習

を行いました。特に研修期間中1泊2日で訪れた熊本県天

草のはまゆう療育園では、重症心身障害者に対するきめ

細かな医療ケアを見学し、大きな感銘を受けたようです。さ

らに今年は、昨年12月からスイス・ジュネーブの世界保健機

関（WⅢ0）に専門官として派遣されている長崎大学の山

下俊一教授が一時帰国され、放射線国際保健学の特別

講義として2日間の集中講義を行なわれました。

専門かノキュラムでは、それぞれの専門分野にあわせ、

疫学や病理学、分子生物学などについて長崎大学大学

院医歯薬学総合研究科の各教室で研修を行いました。研

修生の中には、滞在中に長崎大学の研究者と共同研究を

行い、その成果を国際的雑誌に発表した方もおり、非常に

実りある内容になったようです。また8月9日の長崎原爆記

念日には、研修生全員が平和祈念式典に参列して、長崎

原爆で被害にあった多くの人々の冥福を祈りました。

長崎市原爆被爆者健康管理センターを視察

研修生はいずれも、今後、ヒバクシヤ医療あるいは放射

線医療教育といった分野で各国において中心的役割を担

っていかれる方々ばかりです。将来の国際医療協力分野

における良きカウンターパートになっていただけるものと思っ

ています。NASHIMでは今後とも長崎大学をはじめとした

研修機関と協力しながら、本事業を継続し、発展させてい

きたいと考えています。

斎藤寛NASHIM副会長（長崎大学学長）から修7証書を授与

ル ノブ イリ・カ ザ フス タン関 連 医 師 研 修 者 名 簿

■氏　 名 性 別 国　 籍 所 属 ■役 職 ・専 門 分野

lrina Z am u［aeva　 イI）ナ・ゼムラー工ヴァ 女 R ussia　 ロシア オブニンスク放射線医学研究所　 主任　 放射 線生物 学

SvetIana K ozhushnaya　 スベトラーナ・コジュシュナヤ 女 R ussia　 ロシア ブリヤンスク州立 第二病 院　 病理医　 病理学

Irina P erc huk　 イリナ・ペルチュク 女 U kraine　 ウクライナ 放射線医学研究所　 上級研究員　 精神 ・神経病 学

EvgeniiV oro paev　 工ヴゲニー・ワラバエフ 男 B eIarus　 ベラルーシ ゴメリ医科大学　 上級研究員　 放射線医学 、腫瘍学

V ale ntina D rozd　 ワレンティナ ・ドロズト 女 B elarus　 ベラルーシ ベラルーシ卒後医師研修 大学　 教 授　 内分泌学

A hlur A kilzhanova　 アイヌル・アキルジャノヴァ 女 K azakhstan　 カザフスタン セミパラチンスク医科大学　 助手　 血液病学
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研修後の感想

長崎で過ごした日々
カザフスタン共和国　国立セミパラチンスク医科大学

内科学助手　　アイヌル・アキルジャノヴァ

今回長崎へ来てすぐに、我々は原爆資料館や国立原

爆死没者追悼平和祈念館を訪れ、原爆の甚大なる悪影

響を感じました。とくに印象に残ったのは、純真な魂と人

類への限りない愛情を持った、永井隆博士の記念館、如

己堂です。

長崎大学の多くの先生方の講義は、様々な角度から放

射線の影響問題、被爆者に対する検診・援助体制、

WHOの役割と課題についてであり、非常にたくさんの情

報を得ることができました。

公衆衛生学分野の高村先生からは、遺伝子の解析な

どをはじめとする分子疫学の手法を教えていただき、その

研究結果を英文の論文として国際的な雑誌に投稿する

ことができました。

原研内科の朝長先生、塚崎先生、宮崎先生からは、白

血病の治療法や、末梢幹細胞や骨髄の移植などについて、

非常に興味深い講義をしていただき、輸血部の長井先生

には自己輸血法を紹介していただきました。これらの経験

を通じて感じたのは、日本人の医師たちが、彼らの何年分

もの経験、成果を私たちに積極的に分け与えようとしてく

れたことです。

長崎大学医歯薬学総合研究科で研修

Nagasaki，Japan

また8月9日の長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典への

参加も、非常に思い出深いものでした。式典で、何千もの

長崎市民、外国人の招待客、日本国首相らと共に私たち

は祈りました。「長崎が核の恐怖を味わった最後の場所

になりますように」と。

長崎は、自然の美しさ、港町のロマンチックな雰囲気、忘

れがたい島々の景色、海水浴場、海、セミの鳴き声、ホテル

の居心地の良さ、礼儀正しさ、客へのもてなしの心といっ

た点ですばらしい町だと思います。今回参加した

NASHIMの研修プログラムは各研修生の要望に応じた

プログラムであり、私たちの日本滞在をこのうえもなく楽しく、

有益なものとしてくれました。

私個人から、そして国立セミパラテンスク医科大学を代

表して、私を研修に招稗してくれ、私の日本での滞在を有

益なだけでなく快いものとしてくれた、日本の友人たち全

てに対して感謝いたします。そして最後に、長崎での研修

の機会を提供してくれたNASHIMに対して、心よりお礼を

申し上げます。

WHO放射線プログラム専門科学官の特別講義を受講



2005年9月9日スイス・ジュネーブのWⅢ0本部で、

「原爆放射線の晩発性影響について」をメインテーマ

としてWHO・長崎大学COEプログラム共同セミナー

が開催された。

セミナーはWⅢ0本部会議場で日米欧の放射線

医学・医療専門家約50人が出席して開催された。

日本からは、内閣府原子力安全委員会の久住静

代委員、長崎大学斉藤寛学長初め長崎大学医学

部関係者、放射線影響研究所関係者、NASHIM

関係者総勢20数人が参加した。長崎大学、放影研、

NASHIMが会議場前に準備した資料は、他部門

のWIiO職員が興味深そうに持ち帰っていた。

9月6日朝、台風に追われるように中部国際空港か

ら出発し、フランクフルト経由で約13時間掛かってジ

ュネーブ（時差7時間）に6日夕方到着した。

4日間の滞在中には、日本政府代表部の美根慶樹・

軍縮会議日本政府代表部特命全権大使、藤崎一

郎・日本政府代表部　特命全権大便、遠藤　茂▲日

本政府代表部大使兼在ジュネーブ総領事への表

敬訪問と軍縮大使公邸で行われた2005世界軍縮

国際赤十字本部（CICR）前：山下俊一教授と共に

会議フェロー・レセプションにも出席させて頂いた。ま

た、ジュネーブ市地下に建設されている直径9km、

円周27kmにおよぶCERN欧州原子力研究機関の

地下実験施設の見学では長い時間と莫大な費用を

掛けた壮大な実験計画に驚き、そして、国際赤十字

委員会（ICRC）の訪問は赤十字病院に勤務する

者として感慨深いものがあった。

シャモニからロープウェイで15分の

ェギtユ・デユ・ミディ展望台（3800m）よりモンブランを望む

セミナー終了後の10日には、素晴らしい天候に恵

まれたアルプス・モンブランの雄大な絶景や氷河見

物を堪能させてもらった。

今回のジュネーブでのセミナー出席並びに各部門・

施設の訪問、見学には現在WHO放射線プログラム

専門科学官としてジュネーブに滞在している山下俊

一先生のご尽力によるところが非常に大きく感謝し

ている。

最後になりましたが、NASIiIMの一員としてジュ

ネーブでのセミナーに参加させて頂き有り難うござい

ました。



核禁会議がNASHJMヘカンパ金を贈呈
核兵器禁止平和建設国民会議（核禁会議）が行う原爆被

爆者救護事業の一環として、今年8月7日、長崎県立総合体

育館で原爆被爆者救援団体へのカンパ全贈呈式があり、長崎・

ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHIM）はイ也の6団体とともに

核禁会議からカンパ全をいただきました。NASHIMがいただい

た活動助成金30万円は海外の放射線被曝者の支援のため

に有効に活用したいと考えています。核禁会議には厚くお礼

申し上げますとともに、核兵器廃絶と世界平和実現に向けて

活動されている核禁会議に心から声援を送りたいと思います。 川村力長括核禁会議議長の挨拶

NASHIMは諸外国での放射線関係事故に関する図書の邦訳出版や長崎原爆関係図書

の英訳出版、ロシア語の医学教科書出版などを行っています。今年は、次の図書を出版して

ベラルーシ共和国の医師や医学生、WHO、仏EA、国連本部等へ寄贈しました。

『甲状腺疾患』
著　　者：ラリッサ・ダニロワ

ベラルーシ卒後医師研修大学教授

監　修：山下俊一　長崎大学教授

出版部数：1，500部（平成17年3月末出版）

⊂′　ぬe3柵岬惰軸脚鱒漉J階調

≠託印叩明叩甲柚即りIIH㈱
3血狼H岨

本書は、一般臨床医が甲状腺学の基礎から臨床を

幅広く学び、チェルノブイリ原発事故のヒバクシヤを診

療する際に役立てることを目的として、著者が長崎大学

の協力により執筆したロシア語の医学教科書です。ベ

ラルーシ共和国の卒後医師研修大学へ1300部無償

配布され、今後現地で活用されることにより、チェルノブ

イリ周辺における甲状腺がんをはじめとする甲状腺疾

患の早期診断・早期治療に役立つものと期待されます。

『CollectionofMemoirsof
the Atomic Bombardment of

Nagasaki1945－55』

著　者：泰山弘道　元大村海軍病院長

監　修：山下俊一　長崎大学教授

出版部数：1，000部（平成壬7年8月出版）

本書は、原爆投下直

後から大村海軍病院（現

在の国立病院機構　長

崎医療センター）に収

容された被爆者の惨状

や臨床経過などの調査

報告をはじめ、原爆に

関する見開、アメリカ進

駐軍原子症研究斑の

進駐、また、壊滅的被害

を受けた長崎医科大学

の復興問題等について当時の院長であった著者が英

文で記述したものを編集・出版したものです。

NASHIMでは長崎原爆の実相を広く世界に伝え、

被ばく医療に関する情報を発信するため、国連本部を

はじめ世界保健機関（WHO）、国際原子力機関（IAEA）、

核関連国の駐日大使館、日本国内の各大学医学部図

書館等へ本書を寄贈しました。



長崎大学医学部・歯学部附属病院長　江口　勝美

財団法人放射線影響研究所　理事長　　大久保　利晃

財団法人長崎原子爆弾被爆者対策協議会　会長　野口　源次郎

長崎大学医学部・歯学部附属病院　第三内科

長崎大学医学部・歯学部附属病院　精神神経科

長崎大学医学部・歯学部附属病院　放射線科

部会長　長崎大学原爆後障害医療研究施設

副部会長　長崎大学原爆後障害医療研究施設

4月25日　第1国運営部会開催

第6回永井隆平和記念・長崎賞第2国選考

委員会開催

6月　7日　第1回NASHIM事業検討会開催

6月13日　第6回永井隆平和記念・長崎常套員会開催

7月22日　チェルノブイリ・カザフスタン関連諸国から

医師等6名を被ばく者医療研修に招囁

（～8月25日）

7月25日　第6回永井隆平和記念・長崎賞授賞式開催

8月　4日　『長崎原爆の記録』英語版である

「Co＝ectionofMemoirsoftheAtomic

BombardmentofNagasaki1945－55」

（故泰山弘道元大村海軍病院長著）を出版

（1000部印刷）

9月　5日　スイス・ジュネーブのWHOへ専門家2名を派遣

（～9月12日）

長崎・ヒバクシャ医療国際協力会通信
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放射線応答解析研究分野　教授　奥村　寛

放射線疫学研究分野　　　教授　柴田　義貞

9月21日　第2回NAS川M事業検討会開催

9月23日　アニメ映画「NAGASAK11945アンゼラス

の鐘」上映会開催

インターネット会議システムを利用した

ベラルーシ共和国ゴメリ医科大学学生と

市民との交流会開催

‖）月16日　韓国から医師等4名を被ばく者医療研修に

招囁（～10月22日）

＝）月30日　ながさき国際協力・交流フェスティバルで

NASHIM事業紹介パネルを展示

】1月21日　放射線影響研究所と放射線被曝者医療国

際協力推進協議会からの依頼により、3名

のロシア人医師等を研修のため長崎大学

原爆後障害医療研究施設へ連絡調整

11月22日　第2回運営部会開催

長崎・ヒバクシャ医療国際協力会（NASHIM）
〒850－8570　長嶋市江戸町2－13（長嶋県福祉保健部原爆被爆者対策課内）

TELO95（823）4278　FAXO95（820）3037

http：／／www．nashim．org／E－mailinfo＠nashim．org
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アニメ映画「アンゼラスの鐘」上映会・ゴメリ医科大学学生とのネット交流会
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NASHIM研修機関紹介2　日本赤十字社長崎原爆病院
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アニメ映画「アンゼラスの鐘」上映会

ゴメリ医科大学学生とのネット交流会

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会（NAS川M）は、被ばく

者医療に関する国際協力の必要性や放射線についての三塁

解を深めてもらうため、毎年夏に講演会やシンポジウムな

どを開催していますが、平成17年9月23日に被爆60周

年事業として、被爆直後の長崎で救援活動に尽力した医師

秋用辰d郎さんの奮闘を描いたアニメ映画「NAGASAK1

1945～アンセラスの鐘」の上映会とインターーネット会議

システムを刹拝したコ

メリ医科大学との交流

会を長崎原爆資料館て

問催しました。

会場に市民約200人

が訪れ、熱心に映画を

鑑賞していただきま

した。「大人にも子供

にもわかりやすく作
ゴメt」医科大学学生とのネット交流会

られており、原爆を知らない私にも原爆の恐ろしさ、その

後のたいへんさがわかりました」「二度とこのようなこと

が起きてはならないと改めて思いました。涙なしには見

ることのできない映画でした」といった感想が寄せられ

ました。

また映画上映の後のゴメリ医科大学との交流会ではイ

ンターネット会議システムを利用して行われましたが、

このシステムはもともと、国立長崎原爆死没者追悼平和

祈念館において、被爆者体験を全国に発信するために利

用されているシステムで、現在全国の小中学生などに被

爆者の体験談を聞いてもらうために活用されています。

今回はこのシステムを利用して、長崎とベラルーシ共和

国のゴメリ医科大学を結び、

リアルタイムでの交流会を

初めて実施しました。

ベラルーシ共和国のゴメ

リ州はチェルノブイリ原子

力発電所の事故で最も大き

な被害を受け、多くの甲状

腺がん患者が発生した地域

ですが、ここに設立された

ゴメリ医科大学はヒバクシ

ヤの医療を行う医師の育成を主な目的として設立された

大学です。この医科大学には、事故の影響で小児期に甲状

腺がんになり、手術を受けながら、その後自ら医師になる

ことを志して勉強している医学生が数名います。今回は、

これら医学生にゴメリから交流会に参加してもらい、長

崎市民との対話を行いました。

長崎からは、小、中、高校生や大学生、さらには社会人が

バネt」ストとして壇上に上がり、インターネットを通じ

た画面を見ながら、ゴメリの医科大学生にチェルノブイ

リについての疑問点などの質問を行いました。初めての

試みで画像も鮮明とまではいきませんでしたが、原発事

故の被害にあって甲状腺がんの手術を受け、現在は医師

になるため医学部で学んでいる学生の生の声は、日本の

バネt」ストにも深い印象を与えたようです。

NASHIMでは、今後もこのような交流の場を通じて、

市民の方に世界のヒバクシヤについて知ってもらい、長

崎から医療支援、情報発信していくことの大切さを肌で

感じていただきたいと考えています。

空■■t■■■t＝＝■　来場者アンケートより　■■■■■■■■1t■■1t室
●「アンゼラスの鐘」上映会感想

感動し、言葉もありません。多くの小中高生に見てほしいと思
います。　　　　　　　　　　　　　　（70歳代　男性　無職）

本を読んだ時よりも画像の方が訴える力があると思いました。
（40歳代　女性）

原爆の被害・被災といったものをもう少し深く掘り下げても良
かったのではないかと思います。　　（30歳代　女性　会社員）

漏、）炭、】尻、、、、、　　　　　　　　（50歳代　男性　自営業）

素晴らしいアニメ映画と思います。戦争を知らない子供たち
には必ず見せたいと思います。現実はもっとむごかったというこ
ともつけくわえてほしい。　　　　　　（60歳代　男性　無職）

普通当たり前にできることが、この時代ではできないというの
がとてもかわいそうだった。とってもこわかった。映画の中で「ど

んなことがあっても必ず生き抜いて見せる。」という言葉が印象
に残った。　　　　　　　　　　　　　　　　（女性　中学生）

被爆後の放射線の影響がものすごく分かりやすく表現されて
いて、ビックリしました。　　　　　　　　　　（女性　高校生）

原爆が投下された時の爆風の音とか、吹き飛ぶ様子がとても
リアルでした。　　　　　　　　　　　　　　（女性　高校生）

原爆の怖さを伝えていく方法としてとても良いツールだと思
います。　　　　　　　　　　　　（50歳代　男性　公務員）

●ベラルーシ共和国ゴメリ医科大学学生との交流会懸想
チェルノフィリで被ばくした子供たちが大学生になり医学を

勉強している姿が印象的でした。
（50歳代　女性　無職）

チェルノブイリ原発事故は今でも放射線被害がその土地に多く
残っていて、ドームのようなものでさらに包む計画があるなど
初めて知りました。　　　　　　　　（30歳代　女性　自営業）

医学も原爆も科学技術で作られたという講演の言葉が印象
的でした。　　　　　　　　　　　　　　　　（女性　高校生）

人を救う医療現場も人の手であれば核兵器を生み出すのも人
の手。科学の進歩が生み出す人類の幸福と、人類の破壊にもつ
ながっているということが印象的でした。

（50歳代　女性）
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専門家派遣

第2回
日韓原爆被爆者

医療セミナーを開催

被爆者に対する相互理解と被爆者医療の進展を図る

ため、韓国に12月と3月に専門家を派遣し、韓国の医療

関係者たちとの意見交換や病院等の視察を行いました。

このうち12月に開催した第2回日韓原爆被爆者医療セ

ミナーについて報告します。

12月12日と13日、大韓赤十字社のソウル赤十字病

院と大部赤十字病院で「第2回日韓被爆者医療セミナー」

を開催し、長崎大学医学部・歯学部附属病院永井隆記念

国際ヒバクシヤ医療センターの大津留晶助教授と長崎

大学大学院原爆後障害医療研究施設　生体材料保存室

の中島正洋講師が講演を行いました。

まず、ソウル赤十字病院では金漠善病院長の挨拶後、

大津留助教授が「がん遺伝子治療の研究開発」というテ

ーマで講演しました。講演の冒頭、永井隆博士や「国際

ヒバクシヤ医療センター」の説明もありました。次に中

島講師が「長崎原爆被爆者の重複癌」というテーマで講

演し、被爆後60年を経てもなお、非被爆者より高い率

で被爆者に痛が発生しているという話に、80名の出席

者は興味深そうに聞き入っていました。

大邸赤十字病院で日韓原爆被爆者医療セミナーを開催

ソウル赤十字病院で日韓原爆被爆者医療セミナーを開催

大部赤十字病院では大学で講義のため欠席された樺

永在病院長に代わって李珍雨診療部長が歓迎の挨拶を

された後、中島講師が「長崎原爆被爆者の重複癌」とい

うテーマで講演しました。続いて大津留助教授が「韓国

人原爆被爆者の健康相談事業に従事しての所感～より

良い相談事業のために～」というテーマで講演を行い

ました。長崎県と長崎市が国の補助を受けて昨年度か

ら韓国で実施している在韓被爆者の健康相談事業に参

加しての感想ということで、相談会場となった大坪赤

十字病院の医師や看護師等の他に、会場で被爆者のお

世話をしてくれたボランティアたちの出席もあり、30

名の出席者たちから熱心に講演を聞いていただきまし

た。

中島正洋講師の話：「韓国の医師と接して感じたこと

は、実際に医療に役立つ情報の提供を期待している、と

いうことです。その点で日本人医師による在韓被爆者

検診や健康相談は非常に好意的な評価をなされていて、

被爆者医療セミナーへの期待感も大きいのではないか

と思いました。」

韓国での訪問先

12月12日～13日　　　3月2日～3日

ソウル赤十字病院　　　　　大韓赤十字社特殊福祉事業所

嶺南大学附属病院　　　　　ソウル赤十字病院

大郎赤十字病院　　　　　　大邸赤十字病院

大韓赤十字社陳川原爆被害者福祉会館

慶尚商運陳川郡保健所

隣川高麗病院

2005年度　専門医師等韓国派遣者名簿

回数 派遣期間 所　　 属 職　　 名 姓　　 名

第1回 1 2 月12 日～1 2 月14 日　（3 日間）

長崎大学医学部・歯学部附属病院 国際ヒバクシヤ医療センター　助教授 大津留　 晶

長崎大学原爆後障害医療研究施設 生体材料保存室　 講師 中島　 正洋

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会 事務局 ．書記 草場　 里見

第2回
3月1日～3 月4 日

（4 日間）

日本赤十字社長崎原爆病院 呼吸器科部長 福田　 正明

長崎大学原爆後障害医療研究施設 分子診断研究分野　 助手 岩永　 正子

財団法人　 放射線影響研究所 臨床研究部　 研究員 今泉　 美彩
長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会 事務局　 書記 章場　 里見
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帝国から医師等を招暗

国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館を視察

ヒバクシヤ医療の研修と交流を目的として、韓国から10月と12月、

2月に在韓被爆者の援護事業を実施している大韓赤十字社などか

ら、医師等6名、事務職員6名の計12名が来崎しました。

研修者一行は長崎原爆資料館や国立長崎原爆死没者追悼平和祈

念館をはじめ、平和公園や、原爆落下中心地、永井隆記念館などを

見学しました。

その後、長崎県医師会を訪問してナシム会長である井石哲哉県医

師会長と懇談し、日本と韓国の保険医療の違いなどについて意見を

交わしました。また、県庁では職員から原爆被爆者行政の説明を受け、

熱心に質問をしていました。研修二日目からは、日赤長崎原爆病

院や放射線影響研究所、長崎市原爆被爆者健康管理センター、恵の

丘長崎原爆ホーム、原爆被爆者特別養護ホーム「かめだけ」、長崎大

学医学部・歯学部附属病院、長崎大学原爆後障害医療研究施設で研

修や視察を行いました。

長崎大学医学部・歯学部附属病院の病理部で研修を受けた居昌赤

十字病院の安讃臨床病理室長は、「わが病院では病理組織検査の結

果が出るのが遅いと不満を言われることもあるが、長崎大学病院で

はとても早いのでびっくりした。韓国へ帰って関係者に説明したい。」

と感想を述べました。

江口勝美長崎大学医学訃歯学部附属病院長を表敬訪問

井石哲哉　NASHIM会長を表敬訪問

2005年度　韓国人医師等被爆者医療研修者名簿
回数 研修期 間 所　　 属 職　 ＿名 姓　　 名 姓別

第 1回

1 0 月1 6 日～1 0 月2 2 日

（7 日間）

仁川赤 十字病 院 病院長 ・外科科長
チョウ・スンヨン
越 承行 男

ソウル赤十字病 院 内科 医師
ノ・チャンソク
魯　 昌錫 男

1 0 月 1 6 日～1 0 月2 0 日

（5 日間）

大韓赤 十字社　 災難救護奉仕本部 保健 教育担当 バク・チヒヨン
朴 智賢 女

大韓赤 十字社 特殊 福祉事業所 原爆 担当 ユ・チムン
柳　 志志 男

第 2回

1 2 月4 日～ 1 2 月 1 0 日

（7 日間）

ソウル赤十字病 院 家庭 医学科科長
キム・ウンテ
金 殿泰 男

慶尚両道陳川 部保 健所 公衆 保健医師 バク・テジン
朴 大進 男

1 2 月4 日～ 1 2 月8 日

（5 日間）

ソウル赤十字病 院 医事 課係長
フアン・トウソブ
黄 斗翌 男

大韓赤十字社 原爆 担当
バク・ピョンヒ
朴　 柄照 男

第3 回

2 月 1 9 日～2 月2 5 日

（7 日間）

ワレス記念浸 礼病院 影像 医学科科長 イ・ミ／エソク
李　 在釜石 男

居昌赤十字病 院 臨床 病理室長
アン・チャン
安　 讃 男

2 月 1 9 日～ 2 月2 3 日

（5 日間）

大韓赤十字社　 特 殊福祉事業所 所長
ウォン・ジョンポ
元 毒重責 女

大韓赤十字社　 特 殊福祉事業所 原爆 担当 オ・サンウン
呉　 尚恩 女



被爆者医療研修を終えて…

大韓赤十字社ソウル赤十字病院
家庭医学科科長　金　殿泰

七日間の原爆被爆者関連の医療研修に参加したソウ

ル赤十字病院家庭医学科科長の金殿泰です。

個人的には初めての日本訪問ということで、最初は

緊張感が大きかったです。しかし、現地の通訳からNA

SHIM会長様に至る皆様の細心な御配慮のお陰で、

緊張感はなくなり、いつの間にか親密感まで感じるよ

うになりました。

放射線影響研究所を訪問

今回の研修に参加する前は、原爆被爆に関して、知っ

ている知識というのがはとんどありませんでした。し

かし、原爆資料館、国立長崎原爆死没者追悼平和記念館、

爆心地公園、平和公園などを見学しながら、原爆のとて

つもない威力、それによる深刻な被害、原爆に遭われた

生存者たちの人生における逆境や後遺症などについて

知るようになり、驚情に耐えませんでした。また、原爆

の被害に遭った生存者に対しで隣憫の情を催すだけで

なく、もっと被爆者に対する細心な配慮が必要である

ことが分かりました。

日本赤十字社長崎原爆病院及び長崎大学医学部・歯

学部附属病院、放射線影響研究所、恵みの丘、かめだけ

等を視察し、また、長崎県庁で原爆被爆者行政に関する

説明をお聞きしながら、日本政府の原爆被爆者に対す

る体系的な管理及び支援に深く感銘を受けました。

■■■　　　‥▲－¢■■H■

恵の丘長崎原爆ホームを視察

最後に、七日間の研修期間中に我が家のように心く

つろげる雰囲気で接してくださった皆さんに心から感

謝しながら、今後とも、韓国に居住している原爆被爆者

に対してもより一層の積極的な関心や支援をお願いし

ます。

ありがとうございました。

原爆被爆者特別養護ホーム「かめだけ」を視察



ⅣHO・長崎大学共催国厭世三ナー
に参加して＝■ 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科

公衆衛生学分野　助教授　高村　昇

長崎大学から寄贈された桜の木の前にて。

左から兼松長崎大学医学部長、

下田長崎大学医学部・歯学部附属病院看護部長、

需藤長崎大学学長

平成17年9月9日、スイス連邦ジュネーブの世界保健機関（WHO）で長崎大学とWHOが共催するセミナーが

開催されました。これは、原爆被爆60周年という節目の年に当たって、長崎や広島の被爆者への健康影響を、

WHOという国際機関で世界にアピールすることで、放射線被ばくの実態、さらには平和の重要性について認識

することを目的とするもので、現在WHOに専門官として派遣されている長崎大学の山下俊一教授が中心となっ

て企画、準備されたものです。当日は長崎、広島などの日本の専門家に加えて、WHOの専門官やジュネーブの国

際機関の関係者、さらにはアメリカの研究者などが参加し、NASH［Mからは長崎大学医学部長の兼松隆之先生

と日赤長崎原爆病院の進藤和彦先生が参加されました。

会議の冒頭では、長崎大学の賓藤冥学長が長崎原爆によって多くの一般市民が一瞬のうちにその命を奪われ

たことを紹介するとともに、長崎、広島において60年間に渡って行われてきた被爆者医療、さらには国際ヒバク

シヤ医療協力を紹介し、平和の尊さをアピールされました。

また、放射線影響研究所や放射線医学研究所といった、

日本の放射線医学研究施設の代表者からは、被爆者医療、

放射線影響研究に関するこれまでの取り組みについての

報告がなされ、さらに長崎大学、放射線影響研究所やア

メリカがん研究所の専門家からは、これまでに蓄積され

た被爆者の健康影響についてさまざまな観点からの報

告が行われました。WHOの専門家からは、放射線災害に

WHOの学事務総長（右）と談笑する斎藤学長



対する国際機関の取り組みと今後の課題などが報告されたほか、レントゲンやCTといった放射線を用いた診断

機器に関する国際的な現状等について、報告がありました。最後に質疑応答になF」、今後、長崎大学を始めとす

る日本側とWHOが、放射線の健康影響解明や緊急被ばく医療、さまざまな放射線関連研究などの幅広い分野で

積極的に連携することが確認されました。

また当日は、WHO会議場のロビーでNASHIMのポスター展が開催されました。長崎における原爆被害の実態

や、NASHIMがこれまで行ってきた活動の報告などを掲載したポスターを、会議参加者が熱心に見学していまし

た。WHOと長崎大学の共催による会議において、NASHIMの活動を広く紹介できたことは、非常に意義があった

と考えています。

NASHIMのポスターを熱心に見るセミナー参加者

セミナーの成果について、マスコミの取材に答える

山下教授（WHO専門官）

WHO前の庭園には、長崎大学が寄贈した桜の木が

植樹され、桜の花がWHOの春の風物詩になるのも近

そうです。同時に、今後NASHIMやその関連機関が

WHOのような国際機関と密接に連携することで、より

効果的な国際ヒバクシヤ医療支援が行えることが期待

されます。

レマン湖の大噴水。高さ140mにも達する大噴水は、

ジュネーブのシンボル的存在。



NASH［M研修機関紹介2

日本赤十字社　長崎原爆病院
長崎原爆病院は、広島・長崎に投下された原子爆弾に

よって、多くの肉親を失い、自らの放射能障害と闘って

いる原爆被爆者に対し、その健康上の特別の状態に鑑み、

日本赤十字社が赤十字の人道的任務を達成する目的で、

国、県、市の協力のもと、昭和33年5月20日病床数81床

で片淵町に建設し、長崎市の運営で開院しました。また、

昭和37年1月5日に、より充実した被爆者の診断治療と

健康の保持、向上を図ることを目的として、原子力放射

能障害対策研究所を開設し、昭和44年4月1日に長崎市

から日本赤十字社に移管されて日本赤十字社長崎原爆

病院と名称変更しました。その後増改築を重ね、診療部門も充実整備されがん診療施設等も有する総合病

院として被爆者医療に研さんしてきましたが、開設以来20有余年を経過し、近年の医療需要の増大と疾病

の多様化等に対処するためには、既存の施設では、敷地、建物共に狭隆となり、被爆者等の強い要望もあり、

国、県、市並びに被爆者団体等関係各機関の協力な支援を得て、昭和57年12月12日、現在地・茂里町に病床

360床、地下1階地上7階建、総工費約45億円をもって新病院が完成し、片淵町より移転しました。新病院の

特色は、被爆者の老齢化に対応するリハビリテーションの強化とがん診療施設の充実並びに重症患者用個室

の整備です。

標梼科目12科の近代医療を整備した中核機能病院として、被爆者の医療、健康管理、更に後遺症の研究

とともに、輪番制第2次救急医療機関として、平成12年2月より救急告示病院の認定を受け地域医療活動に

も積極的に参加し、平成14年度は、救急医療の充実を図るために、救急センターの改修を行っています。同

年12月に長崎県地域がん診療拠点病院に指定され、質の高いがん医療を提供する体制を確保するとともに、

地域の医療機関と緊密な連携を図り、また必要ながん医療に関する情報提供を行うことにより、地域全体

における医療水準の向上に努めています。

またNASHIMに参加し、韓国及びチェルノブイリ・カザフスタン関連医師等の研修受入や韓国へ医師・

看護師の派遣を行っております。その他、在南米被爆者診断事業ではブラジル、ボリビア、アルゼンチン、パ

ラグアイ、ペルーの5カ国に医師を派遣、在韓被爆者健康診断・健康相談事業では医師、理学療法士を派遣す

るなど、国際協力にも積極的に参加しています。

大韓赤十字社の病院医師等が当病院を視察

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会通信
第18号
発行／平成18年3月31日

長崎・ヒ／〈クシャ医療国際協力会（NASH［M）
〒850－8570　長崎市江戸町2－13（長崎県福祉保健部原爆被爆者対策課内）

TELO95（895）2473　FAXO95（895）2578

http：／／WWW・naShim．org／E－mailinfo＠nashim．org
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チェルノブイリ原発事故20周年祈念公開座談会

Works

Peoplt）

Report

Report

チェルノブイリ原発事故20周年記念事業

カザフスタンから来た医師のご紹介

チェルノブイリ・カザフスタン関連医師の受入研修

派遣▲フォローアップ事業報告

From Korea　………………被爆者医療等研修～韓国から医師等を招聴～

Report

Information

韓国への専門家派遣

平成18年度外務大臣表彰受賞
核禁会議がNASHIMへ活動助成金を寄付
第7回永井隆平和記念・長崎貰候補者募集のお知らせ



Works

1986年4月26日に発生したチ＝ルノブイリ原発事故から20年が過ぎました。NASHIMでは

チェルノブイリ原発事故20周年記念事業として、チェルノブイリ関係諸国への医療協力に精力的に携わっ

てきた関係者による公開座談会と毎夏のヒバクシヤ医療研修に加えて、放射能汚染の最も深刻であったベラ

ルーシ共和国のコメリから4名の医科大学生を招嘱して教育・研修プログラムを実施しました。また、彼ら

と長崎の学生、市民との交流会や長崎原爆資料館において日本チェルノブイリ連帯基金と共催のチェルノブ

イリ写真展を開催しました。

チェルノブイリ原発事噸■

1986年4月26日

未明のチェルノブイ

リ原発事故から20

年が経過しましたが、

周辺の汚染地域では

500万人を超える－

般住民が不安を抱えながら今なお生活しています。

チェルノブイリの教訓とは一体何でしょうか？そ

れを取り上げたのが、今回のNASHIM主催によ

る20周年記念事業の一つである公開座談会です。

日本を代表するチェルノブイリヘの支援協力活動

を通じて、チェルノブイリ20年目の現実と今後の

支援活動についての展開が被爆地長崎の国立長崎

原爆死没者追悼平和祈念館で語られました。

20世紀後半から狂気の核開発競争が繰り広げ

られ、エネルギー資源状況の変化や激増する人口

問題も絡み、先進国を中心に国際社会は原子力時

代に入りました。この原子力時代の幕開けへの警

鐘が人類史上最悪の惨禍となる、チェルノブイリ

原発事故でした。当時は東西冷戦の渦中にあるた

め情報封鎖の劣悪な世界情勢が被害を拡大するこ

とになりました。その後明らかになった事実とし

て放射線誘発と考えられる小児および若年者の甲

状腺がんが多発し5000例近くが現地で手術さ

れています。そしてその後遺症や精神心理的影響

は深刻です。さらに事故直後の原子力発電所内で

山　下　俊　一

の大量放射線被ばく者300名近くと、数十万に

も及ぶ除染作業者の長期にわたる健康影響も懸念

されています。このような渦中、唯一の被爆国日

本の心と経験を生かすべく、チェルノブイリ被災

者への継続した医療支援活動が行われてきまし

た。被爆地長崎からも多くの関係者が現場への医

療協力や支援活動に活躍しています。しかし、低

線量慢性被ばくの実態解明や、その健康影響につ

いての角牢析は遅々として進まず、長期にわたる注

意深い経過観察と医療協力が必要です。

大量かつ広範囲の放射線被ばくという人類史上

初の事象に対するこの20年間における後手後手

の対策対応の中で、低線量被ばくの不確実な領域

での長期にわたる健康影響への地道で患の長い支

援と協力こそが現地の被ばく者が望むものであり、

広島、長崎に蓄積された原爆被爆者医療のノウハ

ウを役立てることになります。チェルノブイリに

おける緊急事態が過ぎると、被災者が軽視された

り、過去の負の遺産が放置されたりします。今回

のチェルノブイリ原発事故後20周年の座談会で

は、この負の遺産を如何に清算するかが忌憧なく

話し合われ、被爆地長崎から世界のヒバクシヤヘ

の医療協力に向けた継続こそが力であることが確

認されました。今後ともNASHIMの活動基盤が

充実し、大所高所から戦略的にチェルノブイリ医

療協力が推進されんことを心から念願します。
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公開座談会

Works

チェルノブイリ原発事故から20年～長崎から発信するヒバクシヤ医療国際協力～

2006年8月2日、国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館の交流ラウンジにおいて公開座談会を開催しま

した。WHO放射線専門科学官（現長崎大学大学院教授）の山下俊一さんをコーディネーターに、民間支援

団体としてチェルノブイリ医療協力に関わってこられた笹川記念保健協力財団の槙治子さんと日本チェルノ

ブイリ連帯基金の神谷さだ子さん、長崎大学大学院で疫学的な観点からチェルノブイリに携わってこられた

柴田義貞教授にNASHIMの井石哲哉会長の参加を得て様々な意見を出していただきました。

「事故の影響による小児甲状腺がん多発のピークは過ぎたが、今後何が起こるかわからないため、支援継続

の必要性があること」、「科学の進歩が危険と裏腹な現代で、被爆地長崎・広島の役割は安心・安全を担保しな

がら科学の平和利用を進めるべきだという警鐘を鳴らし続けること」等が再確認され、被爆地の灯火をエネル

ギーにNASHIMの活動がチェルノブイリを起点とした次の国際医療協力や世界平和のために進んでいくこと

に期待が寄せられました。

※詳しい内容はチェルノブイリ原発事故20周年記念誌「長崎から発信するヒバクシヤ医療国際協力の歩み」や

NASHIMの7Tl－ムページでご覧いただけます。

◆出演者紹介◆

山下俊一さん（WHO放射線専門科学宮）

長崎大学教授として、チェルノブイリ笹川医療協力プロジ工クトや種々のプロジ工クトにおいてチェ

ルノブイリ被災国の支援を行うと共に、NASHJM事業の柱であるヒバクシヤ医療貢献の中心的存在

として活躍。WHOで放射線専門科学官として世界の舞台で活躍した。

槙き合子さん（笹川記念保健協力財団元チェルノブイリ医療協力室長）

チェルノブイリ笹川医療協力プロジ工クトを担当し、「チェルノブイリの母」と呼ばれるほど現

地を頻回に訪問してプロジ工クトの遂行にあたった。現地では今でも笹川記念保健協力財団が

寄贈した巡回バスが活躍している。

神谷さだ子さん（日本チェルノブイリ連帯基金（JCF）事務局長）

JCFの事務局長として、理事長の鎌田薫先生（「がんばらない」等の著作でも有名）と二人三脚

でチェルノブイリ支援に積極的に取り組み、その継続的な支援は現地でも高い評価を受けてい

る。現在も頻回にべラルーシ共和国を訪問し、現地に密着した支援を継続している。

柴田義貞さん（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科教授）

放射線影響研究所の疫学部長として、チェルノブイリ笹川医療協力プロジ工クトにおいて事故

の影響評価にあたり、事故後に小児の甲状腺がんが増加していることを示した。現在、長崎大

学においてチェルノブイリにおける健康影響についての疫学調査を継続して行っている。

井石哲哉さん（NASHIM会長）

長崎県医師会長としての要職にありながら、平成8年から現在まで10年間にわたりNASHIM

会長としてカザフスタンやウクライナ、韓国を訪問するとともに、チェルノブイリ関係国をは

じめとする多くの固からの研修医の受入を行うなど積極的に国際貢献に努めている。



7月28日から17日間、チェルノブイリ事故による汚染が最も深刻であったベラ

ルーシ共和国のコメリから4名の医科大学生を招嘱して教育・研修プログラムを実施

しました。

4人はまず、長崎大学生の案内で長崎原爆資料館や平和記念公園等を見学し、悲惨

な原爆の実相を知って強い印象を受けたようでした。研修本番では長崎市原爆被爆者

健康管理センターや日本赤十字社長崎原爆病院、財団法人放射線影響研究所を視察し、

日本の医療設備・技術や被爆者に対する支援について学びました。また、長崎大学医

学部では外科の外来見学や甲状腺の手術に立ち会ったほか、自身の血液検査や放射線

量を測るといった経験もしました。恵の丘長崎原爆ホームでは、長崎で被爆された方　恵の丘長崎原爆ホーム

の生の証言に真剣に耳を傾け、同じ被ばく者としてヒバクの不安に共感し、目に涙を浮かべて「これからの

人生が平和であるように祈ります」と声をかける場面もありました。

帰国前にはチェルノブイリ医療基金の招きで長野県の松本も訪れました。

17日間という短い研修期間でしたが、非常に強い印象と医師を志すことへの新たな決意をもって帰国さ

れたようです。

放射線障害という困難を経験した彼らが医

師を目指して学んでいるということは、将来

のベラルーシにおける放射線被ばく医療の大

きな力になることと思います。

NASHIMはこれから彼らのような若い人材

の育成にも取り組んでいきたいと思います。 日本赤十字社長崎原爆病院　　長崎市原爆被爆者健康管理センター

㊨⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳
マリナ　　イワンチカワ　　　（コメリ医科大学6年生）

Ma「ynalvanchykavaさん

原爆の被爆者の方々が住まわれる原爆ホームを
訪問した際、また8月9日の慰霊祭に出席した際
に、その恐ろしい日のことをまざまざと感じまし
た。私は涙が溢れ、心が痛みました。なぜならそ
れと似たようなことが私自身にも起こったからで
す。不幸は私の国、私自身、そして私の家族に降
りかかりました。でもその不幸こそが私の将来の
職業の選択の決め手となったのです。

日本での研修後、私は、私達2つの国の助け合
い、特に医学の分野での助け合いがいかに重要で
不可欠なものかを痛感しました。広島と長崎の悲
劇から61年の月日が経ちました。この間に日本
では多くの責重な経験と知識が蓄積されました。
私は、その有益な経験と知識に見習わせていただ
けることに対し、敬意と尽きせぬ感吉射の思いを述
べたいと思います。

タチアナ　　クラウチャンカ　（コメリ医科大学5年生）

Tatsiana Krauchankaさん

私が日本で研修を受けることができるようご尽
力してくださった皆様に、非常に感謝しておりま
す。

日本での研修は非常に印象深いものでした。
私は、各種医療機関や研究施言引こ近代的設備が

完備されていること、それに医療関係者が患者に
対して丁寧に接していることに感銘を受けまし
た。原爆ホームを訪問したときには、弱者に対す
るいたわり、これほどの高齢者が何不自由なく活
き活きと生活していることに驚かされました。小
児科の病院でも、子供達が家にいるのと同じよう
に感じられるよう、様々な工夫がなされているこ
とに感心しました。

和食や茶道もとても気に入りました。
ありがとうございました。



マリナ　　ゾヤリョナヤ　　　（コメリ医科大学4年生）

MarynaZialionaya

NASHIMの皆様に、このような研修を準備し
ていただいたことに対し、心よりお礼を申し上げ
たいと思います。

私達は、素晴らしい時間を過ごし、楽しみ、様々
な人と知り合うことができました。その他、多く
の時を医療施設で過ごし、その仕組みや住民への

医療サービスについて知り、病院の機器のレベル
の高さと、スタッフの高い専門性について納得す
ることができました。この研修の後、私は医者で
あることがどういうことか、またその職業にはど

んな責任が伴うのかを実感しました。この国での
研修で得た印象は、長く私の心に残るでしょう。

ラマン　　ツエツエラウ　　　　（コメリ医科大学3年生）

Raman Tsetserau

長崎市で私は、数え切れないほど多くの興味
深く独特な場所を訪れた。例えば、原爆資料館、
平和公園、長崎大学医学部、放射線影響研究所、
NASHIM、多くの被爆者が住む原爆ホームなどで
ある。特に印象深かったのは、当時の出来事の生
き証人の話である。その話は私の心に長く残るこ
とだろう。
拭い去れぬ印象を残したのは、原爆資料館であ

る。これに似た場所は世界中のどこにも無い。そ
こには恐るべき出来事が目に見える形で示されて
いた。私は原爆の爆心地を訪れ、いかに多くの人
がその場所を訪れているか、そして人々がいかに
その悲しみの記憶を大切に守っているかを見た。
私を日本に招待してくれたNASHIMに対し感謝
したい。

仇ノP切巨トィ・コメリ医科大攣董と市島との交流・6＼牒〃qい・

交流会は8月5日に国立長崎原爆死没者追悼平

和祈念館で行われました。コーディネーターに長

崎大学の高村助教授を迎え、NASHIMで招晴した

コメリ医科大学生4名に長崎大学医学部から村上

知彦さん、元春洋輔さん、茅野龍馬さん、活水高

校から岩永礼美さんの参加を得て実施しました。

はじめに高村助教授からチェルノブイリ事故に

ついての説明があった後、各学生がスライドを使って、自分たちの生活や取組みについて説明し、チェルノブ

イリ事故とは何だったのかということについて現状の再確認をしました。後半は来場者とのやりとりを交えて

ベラルーシの被曝医療の現状や被爆地長崎が取組むべき今後の課題などについて意見交換を行いました。

ベラルーシを訪れたことのある元毒さんは「ベラルーシの学生はアルバイトなどで医療に触れながら勉学

に励んでいる。同じ医学生として凛としていて志が高いと感じた。また、戦争や侵略の歴史が長く、独立し

てからの歴史もまだ浅いので、みんなそれぞれに平和に対する哲学を持っていると思った。」と話しました。

これに対し、マリナ・イワンチカワさんは「被ばくの痛みを味わったから、被ばくした人の気持ちがわかる。

心理的な面からも支えてあげられる医師になりたい」、「医師になったらもちろんコメリで働くが、もっと知

識や経験を高めたい。長崎のみなさんが研

修を受け入れてくれるなら、再び長崎を訪

れたい。」と将来の夢を語りました。

最後に高村助教授は「NASHIMがこの

ような希望を持った医師、学生の方々に学

ぶ機会や被ばく者医療について知る機会を

提供することは、チェルノブイリ原発事故

から20年経った今後も必要。できればこ

れからも将来被ばく者医療に携わる若い世

代に人材育成の分野でNASHIMが長崎か

ら情報を発信できればと考えている。」と

まとめました。

研　　 修　　 日　　 程

7 ／2 8 金 長 崎着
2 9 土 長 崎大 学医学部学生の案 内で原 爆資料館等見学

3 1 月
血 液検 査 （長崎大学医学部 ）
長 崎大 学医学部長表敬訪 問

8 ／ 1 火
第 二外 科外来見学 （長崎大学 医学部 ・歯学部付属病 院）
県 医師会長、長崎大学長表敬訪 問

2 水 長 崎市 原爆被爆者健康管理 センター視察

3 木
自身の 被爆線量測定 （長崎大学 医学部）
恵 の丘 原爆ホーム視察

4 金 交 流会 打ち合わせ
5 土 交 流会

7 月
甲状腺 手術見学 （長崎大学 医学部 ・歯学部附属病院）
日本赤十 字社長崎原爆病院視察

8 火 原爆遺構 見学

9 水
平和式 典参列
財 団ラ去人 放射線影響研究所視察

1 0 木 チ ェル ノブイ リ医療基金の招 きで長野県松本市へ
1 3 日 帰 国



チェルノブイリ原発事故20周年記念関連事業

チェルノブイリ写真展

昨年の7月下旬から8月初旬にかけての13日間、日本チェルノブイリ連帯基金と共催で写真展を開催し

ました。これは事故から20年という節目の年にあたって、一般市民の皆様に事故や事故後の状況について

認識を深めていただくとともに、海外のヒバクシヤ医療に携わるNASHIMや日本チェルノブイリ連帯基金

について知っていただくために企画したものです。チェルノブイリ

原発事故で大きな汚染の被害を被ったベラルーシの村人を撮影した

本橋誠一さんの『無限抱擁』から60点の写真とNASHIM、日本チェ

ルノブイリ連帯基金の活動紹介パネルを展示しました。

長崎原爆資料館のエントランスホールで開催されたこの写真展に

は開催期間中、約5000人の来場者が訪れ、真剣に展示写真に見

入っていました。

出　版

NASHIMは諸外国での放射線関係事故に関する図書の出版や長崎原爆関係図書の英訳出版、ロシア語の

医学教科書出版などを行っています。2006年度はチェルノブイリ原発事故20周年事業の一環として、

医学書と普及啓発冊子を出版しました。

医学書『ロシアにおける甲状腺癌の研究成果』（ロシア語）

事故後急激に増力ロした小児甲状腺癌の基礎的研究成果を長崎大学大学院原爆後障

害医療研究施設（原研）の山下俊一教授とウラジミール・サエンコ助手、ロシアの

オブニンスク放射線医学研究所のアナトリ・ツイープ所長ら6人で共同執筆したも

のです。年間100万人に1人と吉われる稀な小児甲状腺癌の病理診断基準や遺伝

子異常の詳細を明らかにし、今後予想される成人の放射線誘発による甲状腺がん多

発に備える早期診断・治療の教科書的な役割を現地で担うものと期待されます。

1000部をモスクワで出版し、7月に関係諸国の専門機関に配布したほか、

100冊を長崎大学に置き、ヒバクシヤ医療教育に役立てています。

『長崎から発信するヒバクシヤ医療国際協力の歩み』

チェルノブイリ原発事故から20年目を迎えた記念として出版したものです。

2006年度にNASHIMが行ったチエ）L／ノブイリ20周年記念事業の報告に加え、

事故の概要や事故後の現状、放射線に関するQ＆A等が盛り込まれています。

4000部を出版し、NASHIMの関係機関や全国の医科系大学等に配布する予

定です。



カザ7スタンかち来た医師のご

私の名前はアイヌール・アキルジャノウと申します。私はカザフスタ

ンから来ました。今回、3回目の来日になります。1回目は2005年3

月、長崎大学で行われた若手研究者の会議に、2回目はその年の7－8月

にNASH［Mの研修でそれぞれ長崎に来ました。

これまでの日本での体験は、私にとってとても興味深く、有意義なも

のでした。それは実際の病院での仕事だけでなく医療システムといった

多岐にわたるものです。特に被爆者医療における医師と被爆者との密接

な関わりと予防医学の高いレベルに感銘を受けました。またNASHIM

の研修プログラムでは、被爆者の健康影響についての調査がいかに多角

的に行われているかを目の当たりにしました。このような機会を与えて

くれたNASHIMには改めて感謝したいと思います。長崎で得た経験は、その後の私の仕事にも応用できま

したし、その後も長崎大学の高村先生との共同研究を継続してきました。

そして2006年末、私は再び長崎に来る機会を得ました。

私の母国であるカザフスタンが、アメリカ、フランス、ドイツそして日本の優れた研究施設に人材を長期

に派遣することになり、選考の上、日本の長崎大学には私が派遣されることになったのです。私の役割は、

特に乳がんについての遺伝子解析の研究を長崎大学で行うことです。現在私は、長崎大学の原爆後障害医療

研究施設（原研）で客員研究員として研究を行っています。この長崎で分子生物学や病理学を学べることは

私にとって光栄なことです。

長崎に来て3か月がたちました。長崎について少しずつ分かってきましたが、まだまだわからないことも

たくさんあります。現在、私は日本語を学んでいます。それは「言葉ができてはじめて、その国の文化が理

解できるのではないか」と思うからです。これからも、宜しくお願いいたします。

〈2005年度　NASHIMの受入研修での様子〉

■・・．．．．・＿．．∴∴・〆■r′勇．．一・・－、「‾．
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RePOrt
手エJし′ブイtトカ

ァ連邦からそれぞれ1名の計6名脚しました0彼らは「被ばく者医

療で即枝脚長崎で得た離国で活かしたい」と恵紗研修に酔ました0

例年どおり長崎大学の原爆後障害医療研究髄設（師）でヒバクシヤ医療の全体像を把握してもらうための

共通の講義が2日間にわたって行われた後、病理学や疫学などそれぞれの専門分野に分かれての専門カリキ

研修の閏には畏鵬爆資料館の見学や平和記念式典へ参列するなど長崎原爆の実相についての認識を深め

るとともに、長崎酎掛如た多くの人々の冥福を祈りました那恵の丘長崎酢ムでは直

接被爆者の証言鯛く齢脚天草のはまゆう療育園では、重症心身障害者に脚淵かな医

療ケアを見学し、母国の現状との比較を行うなど、綿蓑な研修脚ようです0
．．dl血虎鯛舶に「放射線医療科学国際コンソーシアム第2回長崎シンポジウムjが脚学で行．＿．′、．＿裏洲∫．より専門郊識を深めました0山＿一

1993年から実旛しひるチェルノブイリ・カザフスタン酵

師㈲脚疹を今脚7月21日から8日24日まで1ケ脚こ

統って、チェルノブイリ国際医療協力事業を活発に行っている長崎

大学医学酢画鱒蘭醍人放射線影響研究所や日赤長崎原爆病院、

長崎脚被爆者健康脚ンターなどNAS＝lMを構成する芭

で脚ました0本年度で14回目となるこの受入研修にはベラルー

シ共終カザフスタン共和国からそれぞれ2名、ウクライナ、ロシー．〈カムモ奥軋ました。彼らは「被ばく者

強科学国際コンソーシアム第と凹Ⅸ岬／′‥‾

ゎれ、研修者6名もこれに参跡より専門脚深めました0

研修生はどの方も、今後、ヒバクシヤ医療柳は放射線医療教育

といった分野で各国において中心的役割を担ってい抑る方々ばかり

です。将来の国際医療協力分野における良きカウンターパートになつ

ていただけるものと思っていますoNAS＝lMでは今後とも長崎大学

を始めとした研修機関と協力し姉本事業を発展させていきたい

と考えています。

悪の丘長崎脚 一ム　 ルノブイリ・カザフスタン関連受入研修者名簿　　　　　　　　　　　　野

　 2 00 6年匿 チエ
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研修結果に関するレポート

ベラルーシ共和国　コメリ医科大学

臨床検査医学主任　イリーナ・ノビカワ

2006年8月2日より、公衆衛生科で研修を受けた。この間大学

病院の検査部で、治療及び研究目的で行われる臨床検査全般につい

て知ることができた。研修中、免疫化学（血清）、生化学、遺伝、血

さ夜、輸血の各検査室を見て回った。免疫化学室では、ホルモン査定法、
日本赤十字社長崎原爆病院

自己免疫関連病の患者の検査について矢口識を得たが、自分の専門が臨床

免疫学なので、大変興味深かった。生化学室では、種々の生化学検査の機器について知った。どの検査室でも、

分析前、分析、分析後の作業について、懇切丁寧に説明を受けることができた。検査部での精度管理につい

ても、詳しく知ることができた。遺伝検査室では、PCR検査やサザンプロット法について学んだ。またフ

ローサイトメトリーに関する興味深いレクチャーや検体に関する作業についても知った。個人的にも様々な

研究を行うことができた。特に興味深かったのは、輸血検査室である。日本赤十字社長崎原爆病院の血液セ

ンターを訪問したり、脚部の血管の病気における再生医療に関する実験について聞いたり、幹細胞の抽出や

培養の実験を見学することができた。最も多くの情報を得ることができたのは、この輸血部においてである。

全体として、研修課程はよく考案されており、職員の親切さ、その専門性の高さ、検査室の臨床データを惜

しげもなく与えられるレベルの高さと善意に支えられていた。コメリ医科大学に帰った後は、教育や治療に

おいてこちらで感心した幾つかの要素を取り入れてみたい。NASHIMに対して研修の機会を与えてくれた

こと、また研修期間全体におけるサポートについて感謝の意を表したい。

長崎での研修レポート

カザフスタン共和国　カザフスタンがん・放射線研究所

細胞診部門主任　ナリマン・ムハンメツドガリエフ

2006年7月22日から、長崎市の平和公園、爆心地公園、知己堂、

原爆資料館、平和祈念館を見学し、原爆による悲劇に関して、強い印

象を受けた。またいくつかの表敬訪問を行い、被爆者に対する援助を

行う研究機関、医療機関を見学して回った。 長崎大学での講義

7月31日、8月1日は、原研内科・病理・国際・疫学の講義を受けた。

8月2日から22日まで、長崎大学医学部原研病理および大学病院の病理部で研修を受けた。研修期間中、

200名以上患者の様々な部位の腫瘍の組織標本、パパニコロウ染色による400名以上の患者の様々な部位

の腫瘍の標本を観察した。その他に、パパニコロウ染色や免疫細胞染色、免疫組織染色の手法について、ま

たフローサイトメトリーやPCR、DNAの抽出、シーケンス、プライマー選別などについても学んだ。大

学図書館が契約しているインターネットサイトの文献も活用した。

そのような機会を与えてくれたNASHIMに深く感謝している。

関根先生、山下先生、朝長先生、高村先生にお礼を申し上げたい。

研究員のサエンコ夫妻、病理部の穴見先生、院生のナターリア、同郷のセリック・メイルマノブおよびタマ

ーラ・ジュヌソヴァにも感謝している。みなさん、ありがとうござました。



窃〆川
派遣・フォローアップ事業報告

カザフスタン共和国アルマテイ・セミパラチンスク派遣記録
長崎大学移植・消化器外科（旧第二外科）

前田　茂人

今回2006年5月25日から6月2日まで、NASHIMの一員としてカザフスタンヘ派遣させていただいた。

カザフスタン第一の商業都市アルマティ市と被曝地域であるポリコンの近くのセミパラチンスク市を中心

に、ジュネーブWHO出向中の山下俊一先生と公衆衛生学の高村昇先生らと行動を共にした。

思い起こせば1999年の8月が最初の訪問であったが、それから2001年の医局長時をのぞき毎年訪問さ

せてもらっている。当初は経済的に支援が必要だと思えていた街並みが、たくさんのビルデインクや新築の

家が建ち並び、道には高級車が数多く往来していて、少なくともアルマティは長崎よりも経済的には恵まれ

ていると感じた。

l）講演：アルマティヘ着いた翌日5月26日には、Scientific Research

lnstituteofCardioIogyand［nternalDiseaseで甲状腺疾患に対する

診断から治療までの流れについて講演を行う機会を得た。循環器内科医と

内分泌内科医がおられたが、甲状腺の手術に興味を持たれたようで有難

かった。

2）長崎大学賞：セミパラチンスク医科大学と長崎大学は姉妹校であり、今

回、第7回目の長崎大学賞が学業優秀な学生さんへ授与された。授賞式に

先立って「WHOの世界戦略」という山下俊一教授の講演が行われ、セミ

パラチンスク医科大学の学生さんはとても幸せではなかったろうか。この

賞はセミパラチンスク医科大学学生の医学へのモチベーション向上に高く

寄与していると感じた。

3）検診・セカンドオピニオン依頼：これまでの日本人医療関係者による検診・

診断および治療に関する医療支援は、特にセミパラチンスクでは大変感謝

されている。山下教授の数多くのご尽力から始まり、土井先生（長期間滞

在による細胞診指導）や坂本穆彦教授（杏林大学病理学）、林徳真吉先生（長

崎大学病理学）らによる細胞診診断技術移転は軌道に乗っているようだ。

私の役目であった超音波と細胞診技術指導、そして診断から治療までの流

れに対する啓蒙活動も、遅々とではあるが、うまくいくものと期待してい

る。

4）表彰状贈呈：今回は特にすばらしい表彰を受けた。これまでの長崎大学関

係者全員への贈り物と思う。山下俊一先生にはカザフスタン共和国保健省

から、高村昇先生と私には乗カザフスタン保健局から表彰状をいただいた。

今回の出張を終えて

外科医として少しばかりの医学的貢献と心の橋渡しができたように思う。これまでの長崎とセミパラテン

スクの絆がますます力強いものになってきたのは間違いない。この絆が長く続き、長崎からの被爆医療支援

が世界へ発信され理解されることを祈願する。

最後に貴重な機会を与えていただきましたNASHLM関係各位の方々にお礼を申し上げます。



井石会長、斎藤副会長ベラルーシ共和国を訪問

2007年1月27日から約10日間にわたって、こ

れまでNASHIMのチェルノブイリ医師・専門家招

哨事業で研修生として来日した医師・専門家のフォ

ローアップ事業としてNASHIMの井石会長（長崎

県医師会長）と斎藤副会長（長崎大学学長）がベラ

ルーシ共和国を訪問しました。

井石会長と斎藤副会長は、まずベラルーシ共和国

の首都ミンスクで国立ベラルーシ医科大学、甲状

腺がんセンターを訪問し、ベラルーシにおける医

師・学生への教育の現状や甲状腺がんの治療の実際について現状を視察しました。ベラルーシ医科大学では、

NASHIM、それに長崎大学のこれまでの貢献に対して感謝状が贈られました。

続いて訪問した甲状腺がんセンターでは、現在稼働している甲状腺がんの診断のための遠隔医療診断支援

システムの見学を行うと同時に、2001年に第4回永井隆平和記念・長崎賞を受賞されたエフゲニー・デミ

チック氏に面会し、同国におけるヒバクシヤ医療の現状について意見交換を行いました。さらにミンスクで

は在ベラルーシE］本大使館の小池孝行氏を表敬訪問し、これまでのNASHIMの活動について報告するとと

もに、今後のベラルーシ共和国への支援の在り方について意見を交換しました。小池大便からは、これまで

の長崎からチェルノブイリヘの貢献について高い評価をいただき、今後は大使館の支援事業への助言をして

ほしいという要請も受けました。

その後、井石会長と斎藤副会長はチェルノブイリ原発事故の影響を最も受け、小児甲状腺がんが多発した

同国のコメリ州を訪問しました。コメリ医科大学や国立放射線医学・環境研究センターを訪問して、これま

で長年にわたってNASHIMで招嘱した医師・専門家が現地のヒバクシヤ医療の第一線で活躍している現状

を視察しました。さらに、事故後住民が避難し、その後も放射能汚染があるため一般の人は立ち入ることが

できない発電所周辺の「30kmゾーン」も特別の許可を得て見学し、チェルノブイリ原発事故による放射

能汚染が、事故から20年を経過した現在でも存在していることを目の当たりにしました。

なお、コメリ医科大学では、斎藤副会長に対し名

誉教授胃が授与され、これを記念して無藤副会長に

よる「長崎大学の歴史と放射線医学研究に対する取

り組み」と題する特別講演が行われました。

今回の派遣事業は短い期間の訪問でしたが、

NASHIMが長年行ってきた研修事業に参加した多く

の医師・専門家がヒバクシヤ医療の第一線で活躍し

ている現状を確認することができ、非常に有益なも

のとなりました。

（レポート：長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　高村昇）



～韓国から医師等を招曙～

NASHIMでは、長崎が蓄積した原爆被爆者治療の

実績及び放射線障害に関する調査研究の成果を生かして、

韓国国内で在韓被爆者に対する援護事業を実施している

医療機関などから医師等を招鰐し研修を行っています。

今年度も、被爆者医療の研修と交流を目的として、

11月、12月、2月の3回に分lナ、医療職6名、事務

職6名の計12名が来崎しました。

原爆資料館見学

NASH］M会長訪問

研修者はまず、長崎県庁や長崎市役所で職員から原爆

被爆者行政の説明を受け、熱心に質問や意見交換を行い

ました。その後、長崎県医師会を訪問しNASHIM会長

である井石哲哉県医師会会長と懇談し、日本と韓国の被

爆者医療の違いなどについて意見交換を行いました。

研修期間の前半では、長崎原爆資料館や国立長崎原爆

死没者追悼祈念館のlまか、平和記念公園、原爆落下中心

地、永井隆記念館などを訪れ原爆の実相など研修しまし

た。また、長崎市原爆被爆者健康哲理センターにて被爆者健診の状況や施設などを見学しました。

後半では、医療職、事務職それぞれに別れ、日本赤十字社長崎原爆病院や財団法人放射線影響研究所、恵

の丘長崎原爆ホーム、長崎大学医学部・歯学部附属病院、長崎大学原爆後障害医療研究施設などで研修や視

察を行いました。

研修者らは、「被爆地を訪れ、原爆投下は二度とあってはならないと実感した。帰国して周囲の人に伝え

たい。」「韓国の被爆者は約2，400名いるが、一般の人たちは被爆者に対する関心が低い。研修で被爆者医

療への理解を深め、韓国でこの経験を活かしたい。」などの感想を述べました。

02006年度　韓国人医師等被爆者医療研修者名簿

回数 研J修三斯十間 崩　　　　 匿喜… 職※名 妙；・．了∵■名

第1回

1 1月5日～ 11月11日

（7 日間）

嶺両大学附属病院 教　　　 授 金　 昌潤　 弘 チャン］ン

ソウル赤十字病院 診療部内科長 越　 ≡権　 チョウサンウォン

1 1月5日～ 11月9日

（5 日間）

韓国保健福祉部疾病対策課 事　 務　 官 妻　 仁俊　 がンインゾユン

陳川原爆被害者福祉会館 館　　　 長 朴　 貞姫　 ハ0クゾヨンヒ

第2国

12月3日～ 12月9日

（7 日間）‾

ワレス記念浸礼病院 内科 部 長 李　 淫相 リゾユンサン

セソウル内科医院 医　　　 師 声　 汝鶴　 ユン］ハ

12月3日～ 12月7日

（5 日間）

ソウル赤十字病院 院務 課 長 李　 乗燦 リビョンチャン

大部赤十字病院 院務 課長 朴　 性直　 ハ0クサンゾク

第3回

2月2 5日～3月3日

（7 日間）

ソウル赤十字病院 医　　　 師 金　 恩那　 払ユンナ

嶺南大学附属病院 医　　　 師 申　 棄薫　 シント小ンホン

2月2 5日～3月1日

（5 日間）

陳川原爆被害者福祉会館 生活指導員 李　 南鎮 リナムゾン

隣Jtl原爆被害者福祉会館 生活指導昌 延　 順英　 イ工ンサン］ン



くNASⅢM研修を終ぇて＞

2007年2月25日から3月3日まで‘NASHIM韓国医師等受入研修’に

参加しました。

2007年1月に被爆者検診研究のため

に長崎に訪れたこともあり、また私が担当

している患者の中にも被爆者がおり、今回

の研修は被爆者に対する背景知識と原爆に

対しての理解を深める良い機会になりまし

た。

…　4国の講義で原爆に対する基礎説明、放射線が人体に及ぼす影響及び放射

線による発癌、そして最近取り上げられている放射線医療まで充実した説明

を受けました。実は原爆に対する漠然とした恐怖を感じていただけで実際の

被害やそこで生き残った人々がどんな苦痛を経験したのかは全く知りません

でした。私にとって今回の研修は原爆の被害の実態奪現実的なものとして実感することが出来る機会となり

ました。

いろいろな日程の中で私は落下中心地付近の見学が一番印象に残りました。原爆の悲惨な被害や被爆者の

苦痛を考えたら二度とこのようなことはあってはならないと思い奉す。く‘平和は長崎から’と言うメッセー

ジは全世界の人々の無知や無関心から、原爆あるいは水爆の恐ろしさを絶えず思い起こさせてくれます。私

たちが平和を求め続けていくことは孤独であり困難も伴いますが本当に重要な運動だと思われます。

もう一つ、長崎で敬愛されている永井隆記念館と知己堂を訪ねた事も記憶に残っています。若くして闘病

生活と戦いながら最後まで愛と使命感を失わなかった永井博士の一生を知り感銘を受けました。大変だった

時期に多くの一般の長崎市民の方々もおそらく同じように立派に乗り越えたのではないかと思われます。

私の兄弟も原子力研究所と関わりのある仕事をしているので個人的にも放射能のことを心配しています。

今回の研修は個人的にもとても有益なものでした。

今回の研修で充実した教育と温かく歓待してくださった

NASHIM会長様、長崎県市の関係者の皆様、長崎大学、

日本赤十字社長崎原爆病院、長崎市原爆被爆者健康管理セ

ンター、財団法人放射線影響研究所の先生方にもこの場を

借りて感謝の言葉を申し上げます。

2007年3月15日　ソウル赤十字病院　内科　金恩那



】R肥】P（扮】rl［

NASHIMでは、被爆者に対する相互理解と被爆者医療の進展を図るため、1999年から韓国へ医

師等の専門家を派遣しています。今年度も1月から2月にかけて2回の派遣を実施し、韓国の医療関

係者との意見交換や病院等の視察を行いました。

第1回目の派遣では釜山ワレス記念浸礼病院と居昌赤十字病院での被ばくしや医療セミナー開催と

陳川原爆被害者福祉会館の訪問を行い、第2回目は2007年5月に健康相談等事業が実施される予定

の馬山医療院で健診視察と事業を円滑に進行させるため健診担当者との協議を行いました。

派遣した先生方に報告をしていただきましたのでご紹介します。

※健康相談等事業…厚生労働省の委託による在外被爆者対策として、外国に医師等を派遣し、健康相談等を実施する

ことにより原爆による後障害に対する不安の解消と健康の増進を図ることを目的とするもの。

療　㊧　容　馨　容　⑳　㊧　車　㊧　蓼　㊧　㊧一㊧　⑳　㊧　＠　㊧　⑳　参　㊧　容　㊧　㊧　螢　車　容　㊧　㊧　㊧　㊧　㊧　嗟　車　蓼　螢　蓼　車　車　㊧　容　容　⑳　⑳　㊧　容　㊧

韓国での講演と陳川原爆破害岩福祉芸総見学

長崎大学原研　難　波　裕　幸

NASHIMの専門家派遣事業の一環として、韓国の釜山と居昌の医

療従事者を対象として平成19年1月31日から2月3日に被ばく者医

療に関する講演を行ないました。この講演の目的は、在韓被爆者の

診療を行なっていらっしやる韓国の医療従事者の方々に原爆と被ば

く医療についてより深く理解していただこうというものです。

原研病理の関根一郎教授と私が、現地の2病院（ワレス記念浸礼病

院と居昌赤十字病院）でそれぞれ「長崎原爆と後障害」と「チエル
原爆被害者福祉会館館長と関根先生

ノブイリ原発事故とNASHIMおよび長崎大学の国際医療協力」につ

いて講演しました。ワレス記念浸礼病院では約40名、居昌赤十字病院では、約15名の医療従事者の方々に

熱心に拝聴していただき、また質疑応答を行いました。特に居昌赤十字病院では、院長をはじめとしてスタッ

フの皆様に歓迎晩餐会を開いていただき、和やかに友好を深めることができました。

最終日には、長崎の原爆ホームに相当する陳川原爆被害者福祉会館に見学でき、80名の被爆者の方々の

生活ぶりを見せていただきました。まだ100名以上の被爆者の方々が入居を希望して待機してらっしゃる

という事実を知りました。居昌

赤十字病院と陳川原爆被害者

福祉会館に、関根教授の撮影な

された花の写真数点が飾られる

ことに決まり、今後、在韓被

爆者の心の癒しになるとともに

NASHIM被爆者医療の記念と

なることでしょう。
ワレス記念浸礼病院 居昌赤十字病院
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2007年度在韓被爆者健康相談事業に関する健康診断状況視察報告書

熊谷　敦史

健診施設の概要

2007度の健康相談事業は5月に慶尚両道馬山市で予定されています。馬山市は人口約43万人、韓国東南

端中央部に位置した海岸都市で、釜山から約44kmの距離に位置しています。健診及び相談事業を行う馬山

医療院は慶尚両道からの予算措置のもと、慶尚大学医学部により運営される国立民営形態の公共病院であり、

ベッド数234で18名の医師により診療がなされています。主な医療設備としてMRl、CT、×線透視装置、

消化管内視鏡を備え、血液・尿検査のほとんどの項目に対し、院内の分析装置で対応することができます。

2007年の在韓被爆者健診は2月1日から開始しており、1日あたり約12名の健診を行っています。健診専

門の部署はなく、実際の検査は名・診療科に依頼し、結果を診断検査医学課長の鄭賢珠医師が統括して受診者に

郵送し、緊急の診療が必要な場合には電話で直接受診者に連結をしています。

誼＿＿＿盟

馬山医療院を訪問し、同院の院長をはじめ、健診に関与するスタッフと面　‾墾攣≡‾八一‾仙‾‾一一‾ゝ－】ゝ山一一‾㌃‾八一′‾＋、‾

談しました。

荏填欒院長からは、「韓国に住む被爆者に温かい関心をもってくださってい

ることに感謝します。これから被爆者個人の心の痛みともに韓日両国が抱え

ている歴史上の痛みをも克服する努力が必要です。」との挨拶をいただきまし

た。「医療設備は大学に及ばないものの、できる限りの協力をしたい。」との吉

葉も頂戴し、院長をはじめ健診に従事するスタッフの本事業への強い期待が

感じられました。

健診施設の視察のあと、健診総括担当者との実務協議として、相談事業開

始までに行われる資料準備について、その内容・項目についての質疑を行い、

加えて馬山医療院と大韓赤十字社との項目ごとの役割分担を検討しました。

協議による合意内容

健診結果については、馬山医療院所定の入力様式に従って同院で英語入力・k

出力されたもの及び夕、ほβ委託業者から返信されたパターン図が相談事業に提供され、総合判定についてはハン

グル語で入力されているため、大韓赤十字社により日本語翻訳した上で提供される予定。また、前回の検査結

果については、別紙として添付される予定です。

（※事務局：協議結果の詳細については紙面の関係上省略させていただきました）

塾－＿＿登

院長以下現地スタッフの本事業に対する関心・期待の大きさも十分に高まっていることが察せられ、5月の

相談事業が円滑かつ実りあるものになることが期待された訪問でした。なお、今回の訪問・協議については長

崎県と大韓赤十字社による周到な事前準備により、つつがなく行うことができましたことに感謝致します。

2006年度　専門医師等幸葦国派遣者名簿

派 遣 期 間 所 属 闇■■■莞 氏　　 名

第1回
1月 3 1 日～2 月3 日
（4 日間）

長崎大学原爆後障害医療石

長崎大学原爆後障害医療石

長崎県原爆被爆者対策課

長崎 ・ヒバクシヤ医療国

升修施設

修施設

、協力会

病態分子解析分野教授 関根　 一郎

汗 分子診断研究分野助教授 難波　 裕幸

課長補佐 島村恵美子

事務局 福田　 恵子

第2 回
2 月 6 日～2 月8 日
（3 日間）

長崎大学原爆後障害医療石

長崎大学原爆後障害医療

長崎県原爆被爆者対策課

升修施設

修施設

分子治療研究分野助教授 塚崎　 邦弘

分子診断研究分野研究員 葬巨谷　 敦史

係長 山口　 勇次
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一平成18年度外務大臣表彰受糞

平成18年7月10日に平成18年度外務大臣表彰が外務

省で執り行われ、NASHIMが表彰状を授与されました。こ

の賞は近年の国際環境の変化と日本の国際的地位の向上およ

び諸外国との相互依存関係の深化に伴い、多くの方々が国際

関係のさまざまな分野で活躍し、日本と諸外国との友好親善関係の増進に多大な貢献をしている中で、特に

顕著な功績のあった個人や団体を表彰するものです。今年度は個人36名と16団体が表彰され、NASHIM

からは井石会長が授賞式に出席しました。

井石会長は「NASHEMは長崎原爆という負の体験を将来へむけた非核平和の砕石として、県と市の行政

がヒバクシヤ医療に携わる関係機関と連携し、一丸となって医療協力関連分野の事業に専念してきた。長年

にわたる国際貢献に対して、外務大臣から表彰をいただき、大変名営でうれしい。今後とも長崎原爆を被災

された多くの犠牲者の御心に応え、また蓄積された被爆者医療のノウハウを世界の被ばく者救済のために活

用するため、平和医療外交の一助としてNASH［M事業の更なる発展を期したい」と喜びを語C）ました。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

核禁会議がNASHLMへ活動助成金を寄付
平成18年8月7日に核兵器禁止平和建設国民会議（核禁会議）全国集会が長崎原爆資料館ホールで開催さ

れ、NASHIMがほかの7団体とともにカンパ金を贈呈されました。

核禁会議は昭和36（1961）年に結成され、「被爆者に愛の手を！」を合吉葉として被爆者の方々を救援す

るためのカンパ活動を長年行っています。結成以来、多くの施設に検診車、送迎用マイクロバス、車椅子、ベッ

ド、医療器異などを毎年贈り続けています。長崎市の平和公園にある「平和の泉」を建設したのはこの核禁会

議であり、また、国際的には韓国の陳川原爆被害者福祉会董矧こ医療機器などを送り続けています。

今年度はこの活動助成金を医学図書『小児甲状腺学』（ロシア語）の増刷に利用させていただきました。核

金会議のこれまでの被爆者救援活動や核兵器廃絶の取り組みに深く敬意を表しますとともに、改めて厚く感

謝申し上げます。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

籠7固永井膵平欄記冠・転臓賀候補書舅焦のお知らせ
ナシムは原子爆弾による被爆者と放射線被曝事故等による被災者に

対する治療および調査・研究等の分野において、ヒバクシヤ医療の向

上・発展、ヒバクシヤの福祉の向上を通じ世界平和に貢献し、将来に

わたる活躍が期待される国内外の個人または団体に、永井隆平和記念・

長崎寅を贈っています。長崎原子爆弾被爆50周年にあたる平成7年

度に創設し、今回が第7回目の実施となります。

この賞にふさわしい候補者がおられたら、5月15日までに推薦を

お願いします。

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会通信
第19号
発行／平成19年3月30日

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHIM）

〒850－8570　長崎市江戸町2－13（長崎県福祉保健部原爆被爆者対策課内）
TELO95（895）2473FAXO95（895）2578
http：／／www．nashim．org／

E－Mailinfo＠nashim．org
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チェルノブイリ・カザフスタン関連医師受入研修

Report　…‥

Study　…・・

People　…・・

Report　…‥

Information

Information

チェルノブイリ・カザフ関連医師等受入研修

NASHIM研修医師の皆さん、体内放射能を測定！！

原研の外国人研究員のご紹介

泰山弘道著「長崎原爆の記録」完全版が復刻出版される

永井隆平和記念・長崎賞受賞者決定

核禁会議がNASHIMへ活動助成金を寄附



チェルノブイリtカザフスタン

関連医師の受入研修

チェルノブイリ原発事故関連諸国、カザフスタン共和国から専門

医師を招いてのヒバクシヤ医療研修が今年も7月24日から8月2

4日まで約1ケ月間に渡って実施されました。

今年で15回目となる本研修には、ロシア連邦、ウクライナ共和国、

カザフスタン共和国からそれぞれ1名、ベラルーシ共和国から2名

の計5名が参加しました。

研修は長崎大学医学部を中心として実施され、ヒバクシヤ医療

の全体像を把握してもらうための共通講義が行われた後、それぞ

れの専門分野に分かれてのカリキュラムが組まれました。

研修期間中には原爆資料館の見学や平和祈念式典への参列などで長崎原爆の実相について認識を深めると

ともに、日赤長崎原爆病院、長崎市原爆被爆者健康管理センター、財団法人放射線影響研究所、悪の丘原爆ホ

ーム、天草はまゆう療育園の視察や長崎県庁での行政説明など原爆被爆者への医療システムや行政支援につ

いても学びました。

休日には、みなとまつりの打ち上げ花火や精霊流し、伊王島での海水浴など夏の長崎を満喫しました。

研修を終えて

●辿スク放射線医学研究所（ロシアヨ

教授　ウラジーミル・パーシン（超音波診断学）

訪問中、1945年8月9日に起こった長崎市の原爆投下の歴史について知ることがで

きた。原爆資料館を訪れた際、また原爆犠牲者の追悼式典に参列した際に、拭い去りが

たい印象を受けた。

研修で最も重要だったのは、放射線、内科、外科の治療制度に関して、実地に知ること

ができたことである。導入研修として行われた、様々な臨床的・理論的講義は、日本の臨

床医学における最新の成果である。その広いテーマ性、講師の高い知識レベルにより、

その分野での臨床医学の基本的成果を知ることができた。

この素晴らしく、多角的な研修の準備および遂行に携わった全ての方々、とりわけ

NASHIM会長の井石先生およびLLJ下教授に対し、感謝の意を表したい。



ベラル忘シ宰領蘭学教育アカデト咋章毎衰嚢

講師　イリーナ　シマンスカヤ（産婦人科）

NASHIMの招待をいただき、長崎医科大学の分子医学部門（原研細胞）にて教育を受

けることになった。研修期間中、私は、被爆者のための健康ケアシステムに関する知識

を得ることができ、分子生物学や放射線被ばくによる医学的な影響、医学と生物学統計

など最高レベルの専門技術を持つ長崎大学の教授陣により、学ばせて頂いた。

平和式典はこの研修中に最も印象的で重要なプログラムだった。この式典に参加さ

せて頂いて、日本の首相や市長のスピーチが拝聴できた事をとても嬉しく思っている。

長崎の博物館や、浦上天主堂などの訪問も興味深く文化体験ができるプログラムだった。

最後に、長崎へ招待して頂き、日本の大学と交流し、また、学んでいくように配慮してく

ださった、NASH［Mの井石会長と山下教授に深く感謝申し上げたい。

副学長　アレクサンダー・コズロフスキー（小児学、疫学、免疫学）

研修はNASHIMの招塀により、医学部大学病院で行われた。研修期間中、日本の保健、

教育、社会保障の制度について情報を得、放射線防護、医療放射線、統計、分子病理学、診

断学、血液学、輸血学他に関する諸講義を聴き、大学病院では放射線科、小児科、外科の

業務を見学した。小児科の教授の診察や、小児外科、外科の手術にも立ち会った。また、

原爆ホームやはまゆう療育園、原爆病院を視察した。

私に研修へ加わるように勧めてくれたジャヴァラノク教授に、また長崎での研修へ招

嘱し、受け入れてくれたNASHIM会長の井石先生、山下教授に対し、深く感謝の意を表し

たい。

●コロステン地区医学診断センター（ウクライナ舅

副センター長　オーレクサンダー・グテーヴイチ（超音波診断学）

私は現場の医師および保健担当者として、日本および長崎の医療制度、様々在レベル

での医療体制、治療機関の構造、財政、資材供給、人材育成に関する、また学術研究の成

果や診断・治療に関する新しい手法の導入に関する問題に興味を招いた。特によかった

のは、長崎および広島原爆の医学的・社会的被害、チェルノブイリ原発事故、疾病の疫学、

高線量・低線量放射線の人体に対する影響、分子的・遺伝的研究、放射線障害、がんt血

液学的その他の疾病の診断と治療、肝細胞移植、放射線防護に関する講義である。全て

の講義が高いレベルで、豊富な資料を用いた分かりやすい形で行われた。よりよい資料

を提供しようとする、講師陣の熱意を感じた。

日本での研修は、私の技術レベルを向上させ、人生の中でもっとも鮮烈在印象となっ

て残ることだろう。

外科主任　アデイルジャン・マサデイコフ（外科学）

研修期間中、私は日本の保健制度、住民への検診と医療行為の体制について知ること

ができた。原爆ホームや天草のはまゆう療育圃を見学し、入居者の待遇や、医療スタッフ

の子供達に対する暖かで思いやりに満ちた態度に驚かされた。大村市の長崎医療セン

ター訪問時には、甲状腺の手術に立ち会い、容姿を考慮した縫合など、自分の職場で取

り入れられるような技術について知ることができた。

長崎市とセミパラチンスク市の市民は、原爆と、セミパラチンスク市民を苦しめてき

た核実験場での実験という、共通の痛みと悲劇を有している。私は今後も、悪性の病気

の予防と治療を目的とした、我々の仕事によき影響を与えてくれる長崎大学との交流を

望んでいる。



『NASHIM研修医師

ホールボディカウンタ鉄室の内部（検出器とベッド）
■＼ウシ、ト他しり＝J二悍 国

放射能

レリヒ′iウゝ　い、王たそレナ）他トロト、う‾く卜に

£首両部破ばて酒豪や葡両面頚司定面百両育も荊満面∵‘評者官有薮歩亮ホ

て有効に利用きれ〒恵ぢます。さらに長崎大学痛憤元緊急被ばく医

を確認する目的にも用いることができるように整備しております。

このホールボディカウンタは、外界の自然放射線を遮蔽するための大型の

合成樹脂板3mm厚、重量約50トン）と、γ繚検出器の

構成されており、人体内に存在するごく微量な放射性

測定可能な核種は、カl

面計画宮古【じ▼

合、内部被ばくの有無

巨（鉄20mm厚、鉛内張3mm厚、

1チャンネル薮高分析器等からシンチレ一夕、5

種を測定することが

ムー40（K－40）やセシウムて137（Cs－137）などの

のうち天然放射性核種であるK－40は、自然界のカリ

です。

線を放出する放射性核種で、こ

レ、人体に昼不可欠些金属

ゾ〝胴二方、Cs－1“3ヱはウラ∧遁核分裂によ旦生ぶる人工改姓性物質であ柵ヒ」原爆投下．卓過去愈披塞駿鼻政敵性塵」仙w

〈下物（フォールアウ上）として存在⊥ます。近年1こお五

チェルノブイリ原子力発電所の爆発事故一によるフオ

推察－きれます。

…ペコれまでに∴沖ASHIM研修医師のカキ把ぞ協力を肌

14年）から2807年（平成壬9年）までで、計25名となサ仙ま

】ました。表1に、体内セ‾シウムが検出された研修医師の二

はト1且8丘年4月26乱に発生した」且ソ連（現ウクjw乏イ土）

ルアウトにより 土壌中鑑含まれている

シタ渕掘削まこm28令2年【（平成“

′た。そのケをこ・13名の方かを体内セラサムが検出さ新「仙－－－一

々の居住地と大数、測定給来まサ年間被ぼく▲線量を算‾、】一一

1蟹‾じた値（ICRP Pub二67まゾり）を示しますこ二万こ‾モミ7でラm‾グ核実験場周Y辺地‾域が‾‾ら‾の“研修生でぽこれま一▲‘ん∧∨…〟〟肌……

で体丙セシウムほ検田されてレiま苛ん。



表1体内セシウムが
検出された方々の

昼任地と人数、
年間被ばく線量

N S H tM 研修医師居住地 人数 年間被ばく線量（lC RP Pub．6 7より）

ベラルーシ ・コメリ 8 名 0 ．0 0 2 ～0 ．0 7 0 m S v／年

ベラルーシ ・ミンスク 1名 0 ．0 0 6 m S v／年

ウクライナ ・キ エフ 1名 0 ．0 2 0 m S v／年

ウクライナ ・コロステン 1名 0 ．0 0 8 m S v／年

ロシア・クリンシー 1名 0 ．0 1 5 m S v／年

ロシア・オフニンスク 1名 0 ．0 0 1 m S v／年

＿＿NASHIM研修生の方々は、チェルノブイ＿り原子力発電所の周辺地域＿（ウクライナ、ベラルーシ、ロシア）に居

住している方々が多く、事故の際の放射性降下物で汚染された地域で栽培きれた農件物－を常食もーて－－いると思

w冊－W【われ嘉す盲チェルノブイサ原発拡よる汚染地域の農地など二引まrCs【－・壬〝3▼拗音農作物に取り込まれi周辺住民がそ∴

れらを食料と 体内碇Cs、ヰ37が蓄積もている可能性が示唆きれていますiまた∴過去品

の長崎原爆被ばく一者を対象とした測定結果にお車てもi同様の現象がみらねた≡とが報告さ

－－－－－－－－－－－－－－Cs二Ⅰ37の物理学的半減期は約30年でずがて‾生物学的半減期‾（体内‾に取サ込まわた物質がこ‾排泄作用尊にまサ‾‾

山肌〟……ん皿∧“∽服体内かぢ失わ才T▼半分に減るまでに要する時間）はご豹1Ⅰ廿日程度で比較冊短い子吉が分かうてじうますご従ヲて∵冊冊m照

一一一‾‾一）チ王ブレアブイ∨り原発事散軒ら簡2℃牢が経過じた現在でもC岳二Ⅰ苫7が体内1潮で嘗るⅤ〟ベルで存在苛1㌻とⅤ「………

002年以降のホール

そ料そみると、13名の うら山1∵れJ）ノノヤにJjいてミi、Il

常生活における1人当たりの世界平均の年間被ばく線量

（2．4mSv／年）の1％以下であり、また残り1名の

程度にとどまっております。検査していただいた方には、

帰国までに内部被ばくの結果をお渡ししておりますが、

上記のようにチェルノブイリ原発事故によるCs－137内

部被ばくによる障害はほとんど考えられず、体内セシウ

ムが検出された方々を含め皆様安心してお帰りいただい

ているようです。

毎年長崎を訪問されるNA

心より感謝申し上ばます。ま

オ＝ざ告い‾こ寸で

最後に－、ゾ長崎大学ホ⇒レ

・、・・た・しております。

出されたCs－1 7による年間被ばく線量につい

ホールボディカウンタ制御眉ト．

測定にご協力いただいており、

今後の長崎大学におはる＿国際上Jミタシセ医魔の発展にとっても、お役に立て

巾ニッ測定いこ要望かござい吏し・た【1、卜。Jまてこ連帯卜さい・÷りJfちい



外国人研究員のご紹介
原爆後障害医療研究施設は、原爆被爆者や放射線被曝事故等による放射線障害発症機序の分子レベル

での解明と放射線被曝者の遺伝子治療を目的として研究が行われています。また、放射線障害者（ヒバクシ

ヤ）の国際的調査や医療協力を実施し、さらに原爆後障害医療の情報センター的性格を併せ持った総合的

研究施設として活動しています。

この研究施設では、チェルノブイリ事故被災国やカザフスタン共和国などからの外国人研究員の方たち

も研究をしています。彼らに研究の内容や日本の印象などについて尋ねてみました。

1．名前　2．国籍　3．いつ日本に来たか　4．研究の内容　5．日本に来て感じたこと

1．TatianaRogounovitch（タチアナ・ロクノビリチ）

2．ベラルーシ共和国

3．1997年10月7日

4．放射線誘発甲状腺癌についての研究

5．安全の国・日本人の優しい心・進んでいる技術

1．VladimirSaenko（ウラジミール・サエンコ）

2．ロシア連邦

3．2000年5月

4．甲状腺癌の分子生物学的研究・放射線誘発癌の

分子疫学的研究

5．日本人の細やかな気配り、彼らの仕事に対する

ひたむきな努力、外国人への非常に親切な理解

1．孟召偉（モウ・ショウイ）

2．中華人民共和国

3．2007年4月1日

4．甲状腺癌に対するタキサン系抗がん剤とNF－

kappaB標的剤の併用効果の検討

5．第一印象は、日本と長崎が非常にきれいで、親し

みやすい場所であるということです。道にゴミが

落ちていません。川にはたくさんの大きい魚が

いて、空にはたくさんの野鳥が飛んでいます。人々

は、捨てる前に、ゴミを分別します。これは、中国

人が見習うことができる良い習慣です。しかし、

とりわけ、私は日本人が親切で礼儀正しいと思

います。すべての先生、職場の人達は、非常に私

によくしてくれます。私は、私がこの大家族の一

員であると感じます。そして、私はこの教室で本

当に多くのことを学びました。私は、この体験を

いつまでも忘れません。

1．Va［entina Drozd（ワレンチナ・ドロズド）

2．ベラルーシ共和国

3．2007年5月28日

4．チェルノブイリ事故後のベラルーシにおける、

超音波を用いた放射線誘発甲状腺癌の早期診

断について

5．私は、日本はとても自然が美しい国だと感じま

した。また、とても組織化されており、人々は勤

勉で、経済も科学も非常に発展していると思い

ます。私は一生懸命働くことも大切だけど、時々

t」ラックスすることも大切ではないかと思いま

すが＝・・。

⑧董…

1．SerikMeirmanov（セリツケメイルマノフ）

2．カザフスタン共和国

1999年10月7日

放射線による甲状腺癌、乳腺癌についての研究

力ザフスタン人と日本人はよく似ている。自分の

国のために日本で研究出来ることを嬉しく思った。

l．ZhanayAkanov（ジャナイ・アカノフ）

2．カザフスタン共和国

3．2007年6月8日

4．幸手細胞についての研究

5．日本の歴史、人々は面白いと思った

1．Akulevich Natallia（アクレピッチ・＋クリア）

2．ベラルーシ共和国

3．2004年10月

4．個人間の甲1犬腺癌への確患しやすさの違いを規

定する分子メカニズムの解析

5．私が初めて日本に来た時、私は長崎が「アジア的」

でもあり「西洋的」でもあることに驚きました。普段

の生活の中で着物を着ている女性に会うとは思つ

てもいませんでした。日本人は、たとえ日本語が全

く分からない相手に対してでも、あらゆる手段を

使って手助けをしてくれ、詳しい説明をしてくれます。

大変すばらしいことです。最初の頃、日本人はユー

モアのセンスがないと感じましたが、その考えは時

間とともに変わりました。私にとって興味深かった

ことがあと2つあります。「チームスピリット」と「規

則に従うこと」が日本人にとってとても大切だとい

うことです。また、日本人は非常に外交的でもあり、

しばしば本心では何を考えているのか分からない

ときがあります。日本人になるということはたやす

いことではありません。日本にいて、日本人ではな

いということはずっと難しいことですが。

1．AinurAkilzhanova（アイヌール・アキルジャノウ）

2．カザフスタン共和国

3．2006年12月8日

4．乳がんについての遺伝子解析の研究

5．カザフスタンと比べて面積が小さくて山も多い

ので、住めるところには人も家も多い。それを飛

行機から見たとき、おもちやのように可愛く、ま

た美しく感じた。人は多いが、皆仲良く、親切であ

る。
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照霞覇轡
NASHIMでは平成17年度に、大村海軍病院院長で

あった泰山弘道博士が、長崎に原爆が投下された際

の被爆者の様子、その医療の実際、そして終戦後の長

崎大学医学部の再興に向けた動き等を克明に記載し

た「長崎原爆の記録」の英語版、「Collection of

Memoirs of the Atomic Bombardment of

Nagasaki1945L55」を出版しました。これは泰山博

士が、この記録をアメリカ国民にぜひ読んでもらい

たいという思いから自ら英訳し、英語専門家の修正

を経て完成したものの、当時の状況から出版される

ことができず、その後50年以上も日の目を見ること

がなかったものを、長崎大学の山下俊一教授をはじ

めとする多くの方の御尽力もあってNASHIMから

出版されたものです。出版後、この本はニューヨーク

の国連本部や世界保健機関（WHO）にも配布され、

国内外で大きな反響を呼びましたが、日本語版につ

いては昭和59年の出版後、現在絶版になっており、

入手が困難な状況でした。

「長崎原爆の記録」英語版

今回、NASHIMによる英語版出版をきっかけとし

て、日本インシュレーション株式会社会長である柿

木克己氏の御尽力もあり、「長崎原爆の記録」日本語

版が、これまでカットされていた部分も含めた完全

版として東京図書出版会より復刻・出版されました（税

込2，100円）。この復刻版では、当時の大村海軍病院

の現状や大村への空襲に関する記述から8月9日の

長崎原爆投下の前後の記録、さらには長崎から搬送

されてきた多くの被爆者の惨状と被爆者に対する

治療の様子等について、写真と共に克明に記載して

います。さらに終戦後、壊滅した長崎医科大学（長崎

大学医学部）がどのように再興される運びとなった

かについても記載されており、今年創立150周年を

迎える長崎大学医学部の歴史を考える上でも極め

て貴重な資料となっています。

「長崎原爆の記録」日本語版

本書は書店やインターネットを通じての購入も可能です。また図書の詳細については日本インシュレーシ

ョン株式会社（担当：情報管理部　金子一郎部長。電話06－6633－7323　E－mail：i－kaneko＠jic－bestork．co．jp）

までお問い合わせください。
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第7回
永井隆平和記念・長崎賞の
受賞者が決定
NASHIMは被爆50周年にあたる平成7年に被爆者の救護に尽力した故永井隆博士の精神を引き継ぐこ

とを目的に「永井隆平和記念・長崎賞」を創設し、ヒバクシヤ医療の向上・発展とヒバクシヤの福祉の向上に

責献した個人や団体を隔年で顕彰しています。第7回目となる今回は、多数の候補者の中からロシア医学

アカデミ叫オブニンスク医学放射線研究所のアナトリイ・ツイープ博士が本賞受賞の最適者として満場

一致で決定されました。

ツイープ博士は、ソ連時代から放射線安全防護と放射線医療推

進の中心的な役割を担われ、これまでの業績や活動は既に十分な

国際的評価を受けておられますが、チェルノブイリ被災者及びロ

シア連邦全国民の健康状態の改善、放射線科学研究の推進、若手研

究者の育成などの多岐にわたる責献を評価し、この度、本賞を授与

することとなりました。

授賞式は、10月31日にツイープ博士を招いて長崎市内で開催す

る予定です。その模様は次号で詳しく報告します。
アナトリイ■ツイープ博士

核禁会議がNASHIMへ活動助成金を寄附
今年も核兵器禁止平和建設国民会議（核禁会議）に寄せられた浄財を活動助成金として、寄附していただ

きました。贈呈式は8月7日に開催された核禁会議長崎集会の中で行われ、

他の9団体とともにNASHIMからは藤田事務局長が出席し、贈呈を受けま

した。

核禁会議は結成から今年で47年目を迎えますが、「被爆者に愛の手を！」

を合い言葉として被爆者の方々を救援するためのカンパ活動を長年行っ

ています。NASHIMは毎年活動助成金をいただき、図書の出版などに活用

させていただいていますが、多くの医療施設には健診車、送迎用マイクロ

バス、車椅子、ベッド、医療器具などが贈られています。

長崎市の平和公園にある「平和の泉」を建設したのはこの核禁会議であり、

また、国際的には韓国の陳川原爆被害者福祉会館に医療機器などを贈り続

けています。

核禁会議のこれまでの被爆者救援活動や核兵器廃絶の取り組みに深く

敬意を表しますとともに、改めて厚く感謝申し上げます。

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会通信
第20号
発行／平成19年10月10日

昨年の助成金により増刷した医学教科書

『小児甲状腺学』（ロシア語）

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHIM）

〒850－8570　長崎市江戸町2－13（長崎県福祉保健部原爆被爆者対策課内）

TELO95（895）2473　FAXO95（895）2578

http：／／www．nashim．org／E－mailinfo＠nashim．org
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第7国永井隆平和記念・長崎賞授儀式

Report　………………‥・…………　第7回永井隆平和記念・長崎賞授賞式

Report　……………………………　カザフスタン訪問記～核汚染の大地に足を踏み入れて～

Report　……………………………　韓国被爆者支援業務担当者への研修

Information　……………………　永井隆生誕100年記念式典のお知らせ

Information 出前出張講座のご紹介
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される国内外の個人や団体に隔年毎に贈られます。　　　葦

閤低

質投票

念・長崎賞

ーブ博士に授与

NASHIM事業の一環として1995年に創設されて以来、第

7回目となる永井隆平和記念，長崎寅授賞式が10月31日に

長崎市において開催され、はるばるロシアからご出席された

受賞者アナトリイtツイープ博士に井石会長から賞状と賞牌（ブ

ロンズ像「生命のともしび」）、副賞の賞金が授与されました。

来年2月は永井隆博士の生誕100年を迎える記念の年と

なるため、永井隆平和記念・長崎賞委員会及び選考委員会で

は、本賞に′；、さわしい方の選考のため、これまでに増して活

永井蹄糊l二′l二，滅1鋸凋昨虻念

平和記念
Ⅰ）r．N主1g王11l】ea∈ellell】

Ⅰ）l■ほぐ（豆r引11【）

発な議論が重ねられました。アナトリイ・ツイープ博士は、1986年のチェルノブイリ事故直後から被災者の

救助支援活動において指導的役割を果たし、被災者の健康診断データベース構築や長期追跡調査の遂行

などによるチェルノブイリ被災者医療の向上と放射線科学研究の推進、さらには若手研究者の育成などの

多岐にわたる貢献が評価され、今回の受賞となりました。

授賞式へは、長崎県副知事、長崎市長をはじめ、

病院、研究施設などから多数の関係者の皆さんに

ご出席いただきました。また、ツイープ博士が、「LIFE

AND RADIAT10N」というタイトルでスピーチを

行い、「チェルノブイリ事故後の日本政府や支援団

体、研究者の皆さんのこれまでの協力に感謝し、今

後も事故後に増加した甲状腺がんの治療に力を

注ぎたい」と力強く述べられました。

授賞式後は祝賀会を開き、ツイープ博士の受賞を皆さんに祝っていただきました。

長崎原爆病院進藤院長の音頭で乾杯。　　長崎知己の会久松副理事長（右）と　　　放射線影響研究所寺本常務理事（中央）

永井隆記念館の本田さん（左）　　　長崎大学原研朝長教授（右）、山下教授（左）



受賞者紹介

活　動　歴

1986年

1986年～現在

1989年

1993年

1996年

Anatoly Tsyb博士（73歳）
ロシア医学アカデミー■オブニンスク放射線医学研究所所長

経　歴

1934年1月21日生まれ

1957年　　　　　　　ウージュゴロド国立大学（ウクライナ）卒業

1959年～1961年　ウージュコロド国立大学医学部大学院在学

1961年～1978年　　ソビエト連邦陸軍医療部門医学放射線研究機

関（RIMR）で大学院生として学んだ後、研究員、

部門長として勤務。

1978年～1992年　　ソビエト連邦陸軍医療部門医学放射線研究機

関（R蔓MR）理事

1992年～現在 ロシア医学アカデミー・オブニンスク医学放射

線研究所（MRRCRAMS＝元RIMR）所長

チェルノブイリ原発事故により放射線被曝した人々のためのロシア国立線量測定登録事務

所（RNMDR）を設立。

放射線事故の健康上の影響を緩和する連邦プロクラムを実施。

「セミパラチンスク核実験施設の周辺の生態系の状況、付近に居住する住民の健康上の影

響に関する国際会議」に参加。

当時の中曽根元総理大臣に招暗され、「脱冷戦における核実験禁止とプルトニウム問題に

ついての協力」国際会議において基調講演を行った。

ウィーンで開催された「チェルノブイリから10年」国際会議に参加し、WHOを代表して発

表を行った。

t　■ll＝　■　■　■
■

■　＝　■　■　■　■　■
■

■　この機会をお借りし、私の仕事を高く評価していただきましたことに、また、永井隆平和記念・長崎賞の栄：
■　誉を与えていただきましたことに、心から感謝の意を表す次第です。原爆の恐ろしい経験にもかかわらず、■

■　自分の苦痛を克服し、他人の苦痛を和らげることに全力を尽くした永井博士をはじめ、永井博士の同僚の　■

：皆様に、心から敬意を表します。　　　　　　　　　　　　　　　　　：
■　広島・長崎原爆とチェルノブイリ事故は、世界に多大な苦痛をもたらし、放射線が及ぼす被害には境界が　■

■　ないことを実証してきました。一国に核の惨事があれば、国際的な影響をもたらします。このことから世界■

■　中の医師と科学者達は、チェルノブイリの放射線被害を理解し、それを緩和するため、力を合わせてきまし■

■　た。

チェルノブイリ事故直後の非常に困難な時期に、ご尽力

■　いただいた日本政府と国民に心から感謝の意を表する次

■　第です。
■

■ 私たちと私たちの子供や孫たちは、ロシアと日本が経験

■　した悲劇がまた繰り返されないように全力を尽くさなけれ
■

■
ばなりません。「長崎の鐘」に永井博士が訴えた世界平和を

■　共につくり出すことができると信じています。

■　※授賞式にあたっていただいたコメントの一部を掲載しています。
■

■

■

■

■

■

■

■

ll

■

1

■

■

■



劫学習畏多診訪艶塾
核汚染の大地に足を踏み入れて

長崎大学医学部長　河野　茂

今回、長崎ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHIM）の代表としてカザフスタン共和国を9月3日から一週間訪

問しました。現地では、永井隆博士の業績を中心としたNASHIMの活動や長崎大学医学部150周年の歩みを講

演し、各種交流を深めることができました。実は私は1980年米国ニューメキシコ州立大学に留学している時に、

長崎に落とされた原爆が開発されたロスアラモス研究所と核実験が実施されたアラモゴードを訪れています。

しかし、今回は図らずも長崎に落とされた原爆の情報がソ連のスパイの手に渡り、長崎型の原爆が作成され、

旧ソビエト連邦が第一回核実験をおこなった核実験場：ポリゴンを訪れることとなりました。

そこでの強烈な印象をお話する前に、まずNASHIMの関係の皆様にご報告したいことがあります。それは山

下俊一教授の長い期間に渡る粘り強い努力がなければ、これまで、これほどの実績が挙がらなかったことを私

が確信したことです。この国は旧ソビエト連邦から1991年に独立したばかりで、いわゆる旧共産圏に属する

ため．官僚機構やKGBの組織などの影響で、NASHIMの仕事を進めるためには粘り強い精神力と強靭な意志

が必要な所と感じました。山下俊一教授や高村昇准教授の仕事ぶりをみますと、現地の人としっかりとした人

間関係が確立されており、現場の人だけでなくいわゆる有力者との関係も確実に築きながら、人材を捜し、留

学生や客員教授を受け入れ、時には忌憶のない議論をしながらも、辛抱強く現地に滞在して10年以上かけて積

み上げてきた仕事ぶりには心から敬服するものがあります。

図1カザフスタン共和国とセミパラチンスク

さて、2007年9月3日に私は山下教授、高村准教授、

カザフスタン留学生のアイヌール・アキルジャノバさ

んと一緒に韓国経由でカザフスタンに入りました。長

崎を朝7時に発ち、韓国経由で、カザフスタンのアル

マティに現地時間の20時半（時差3時間）に到着しま

した。まず皆さんも私と同じように、カザフスタンっ

てどこに在るのだろうと思われるとおもいます。（図1）

で示しますように、モンゴルよりさらに西でチベット

の北、シベリアの南に位置するところで、世界でも9

番目に国土の広い所だそうです。いわゆるシルクロードの要で、中央アジアの中心といった国です。ここはウ

ラニウムやチタンなどの金属の埋蔵量が極めて多い所で、昨年は小泉前首相も訪れ、国を挙げての外交が展開

されましたが、政治的に経験豊かなナザルバイエフ大統嶺に翻弄され十分な成果を上げきれなかった印象が

残っています。

アルマティのカザフ医科大では、関根一郎教授の教室に12年間留学して最近医学部長に就任したガビット・

アリポフ先生の取り計らいにより医学部の4年生に対し150周年に関連した長崎大学医学部の歴史と被爆後

の永井隆博士の献身的貢献と多くの先輩の努力で蘇った我が医学部歴史の話をさせて貰いました。その後い

よいよ原爆実験の行われたセミパラチンスクに向かいました。さすがに実験が行われるような僻地であり、ア

ルマティからの飛行機には決まった座席はなく、早いもの順に席をとるようなシステムで、窓側の座席は上空で



屯．q

かなり冷え込むため通路側をわれ先に確保するよう山下教授から指導を受けました。しかもこのセメイ航空

はIATAにも加盟してない航空会社であり、山下教授からは墜落しても保険はでないのでとしっかり脅されな

がらの飛行でした。ここでは一足先に現地に入っていた現在関根一郎教授の教室に8年間留学しているセリッ

ク・メイリマノフ先生がすべての会合や仕事の調整をしてくれており、国際協力において彼のような人材の発

掘と育成がいかに重要であるか実感しました。セミパラチンスク医科大学のマラット・ウラザリン副医学部長

の紹介でトレペイ・ラヒンペコフ新学長を表敬訪問し、医学部2年生160人ほどが集まった教室で第7回長崎国

際医学生奨励賞の授与式を行いました（図2）。白い帽子と白衣をつけた学生達の前で、3年生のディララ・アス

ハバリナさんと5年生のガオラール・ジュマグロ

ワさんをそれぞれ表彰しました。感動的だった

のは彼らの両親が授賞式に来られていたことと

日本ではともすれば忘れ去られがちな規律と礼

儀正しさでした。最後に私が長崎大学150周年

の歴史を永井隆博士の話を中心に講演をしまし

た。

そしてついに今回の最大目標である核汚染大

地ポリゴンを訪れました。1949年8月29日に旧

ソビエト連邦で初めて核実験が実施された場所　国2　セミパラチンスク医科大学で行われた第7回長崎国際医学生奨励賞の授与式

はセミパラチンスクから150kmはど西にあります。途中の道路は舗装されているものの穴ぼこだらけでゴト

ゴト大きく揺られながら、3時間ほどでまずクルチャトフ市に着きました。ここは核実験のためにつくられた

秘密都市で、昔は地図にも載っていなかったそうです。そこの博物館（図3）で大まかな話を聞き、さらに60km

園3－1クルチャトフの博物館において説明を受ける河野医学部長ら 図3－2　博物館内に展示されている核実験場の模型

ほど離れたポリゴンに向かいました。ここから案内の兵士が乗り込み、舗装されていない道路を土煙を上げな

がら走行し、1時間ほどかかって、ポリゴンの中心地点に着きました。途中、爆心地から14kmの地点では爆発

のスイッチが押され、実験を観察した建物が残っていました。地平線と草原と空がどこまでも広がるこの大草

原を進むと本当に核に汚染されているのだろうかと疑うほど長閑な大地です。ただ、中心地点に近づくにつれ、

一定の距離をおいて、観察機器をおいた建物や被爆の影響を見るための建物が残骸として残っており、爆心地

に近いものはほとんど倒壊し、次第に不気味な雰囲気を醸し出していました。そして道なき道を少し外れたと

ころに意外にも直径50mほどの大きな穴が空いており、その周囲の地上にはなんとなく不気味な小さな



図4－1核実験における放射線墨の測定 図4－2　核実験によって放射能汚染された石

穴の開いた黒い石が散らばっていました（図4）。ガイガーカウンターを近づけると草原のまっただ中で甲高い

ピーという不気味な連続音が鳴り響き、今でも40マイクロシーベルト／時間の残留放射線を出し続けている

のが実感させられました。この音がなければ放射線が出ていることは解らないほど穏やかな草原の中で、野生

動物はもちろんのこと、植物も生息し続けています。本当に一見普通の大草原に見えるこの場所は今でも永続

的に生物に障害を与え続ける恐ろしい場所に変わってしまっています。この場所では1949年から52年まで核

実験が行われたそうで、セミパラチンスクのポリゴン全体では1949年夏から1962年暮れまでの13年間で地

上実験30回、空中実験88回が行われたそうです。だだっ広い草原の真ん中で今後数百年も続く放射能汚染を

残す愚かな人類の行いは、そこに健気に咲いている小さなヒナゲシの可憐さと相まって、地球の環境と人間と

の関係を真剣に考えさせる重い気持ちにさせられました。しかも周辺の住民を巻き込んだ人体実験の様相も

感じられる実験場は、米ソ両大国の核開発競争とはいえ、科学者の倫理観と人間のあり方についても強い示唆

を与えています。爆心地を500mほど離れると突然放射線量は一般のバックグランドレベル0．04マイクロシ

ーベルトに低下し、その後は荒涼とした草原を後にセミパラチンスクに向かって走りました。途中のチャガン

村で長野県から一緒にみえた神谷さだ子さんが二人の老人から直接実験当時の話を聞いていました。二人と

も子供の頃、赤黒いキノコ雲を見たそうで、初めての核実験の時には、前もって軍隊が来て核実験のあること

を知らせ、家の外に出るように言われたそうです。逆なら理解できるのですが、当時のソビエト連邦は健康被

害を隠して人体実験でもしていたような印象を受けました。爆心地から100kmはどの所なので、風向きによ

っては明らかに被ばくしているものと考えられます。荒涼とした夕暮れの草原を走る車中で、私が今後できる

ことは何があるのか考え続けました。山下教授のように原爆関係の国際的な仕事はできないとしても、何か自

分にできることがあるのではないかと考えながら、とっぷり日が暮れたセミパラチンスクに帰り着きました。

このように重い経験のあとのカザフスタン人の心のこもったもてなしは本当にアジア人共通の心に触れた

思いがしました。マラットウラザリン教授の家は、部屋の中はやや肌寒く、しかもその日は奥さんが出張中で、

彼が一人で夕食の料理を用意してくれました。なすび料理、サラミ、チーズ、鶏肉料理、スープとどちらかとい

えば質素な料理ですが、大変美味しく、彼の心からの歓待をウオッカでの乾杯を繰り返すことで、皆で気持ち

よく語らい、暗い夜道も明るい気持ちで帰ることができました。

1週間があっという間に経ち、私にとって初めての中央アジアの経験でしたが、人々の暖かい心に触れると

同時に何とも愚かな人類の足跡に触れ、重い気持ちも交錯した旅でした。

このような機会を与えて頂いたNASHIMに感謝し、ご報告と致します。
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永井陸生誕100年記念式典で平和のリサイタル開催
平成20年2月3日（日）に永井隆生誕100年記念式典が長崎市平和会食引こお

いて開催されます。この式典のメインはソプラノ歌手下垣真希さんによる記念

コンサート、ひとり歌語り「わが心の歌・長崎の鐘」の公演です。

下垣さんはケルン国立音楽大学を卒業後、5年半にわたりドイツ国際ラジオ

局でDJとして活躍されました。帰国後は「命と平和の尊さ」をテーマに、日本の

歌を中心にしたトークコンサートを全国で公演し、2002年には長崎大学の原爆

慰霊祭において『長崎の鐘』を献歌しています。また、叔父様が永井博士宅に下宿

していたという博士ゆかりの人でもあります。

「わが心の歌・長崎の鐘」は、永井博士の平和への祈りと命の尊さを伝えるため

に下垣さんが書き下ろした歌と語りの感動作です。この作品は被爆し亡くなった下垣さんの叔父様や、原

爆の犠牲者に捧げる鎮魂歌でもあります。

“人類愛に基づく恒久平和実現’’の願いを今に伝えるコンサートにぜひご参加ください。

※この式典の詳細については下記にお問い合わせください。

永井隆生誕100年記念事業実行委員会事務局（永井隆記念館内　TEL／FAXO95－844－3496）

出前出張講座
「平成の鳴滝塾～ナガサキでしか受けられない放射線の授潔～」を行います
小中学生を対象として、NASHIMが行っているヒバクシヤ医療国際協力や放射線被ばく医療等につい

て知っていただくため、長崎大学の先生などが出前出張講座を行います。「チェルノブイリにおける国際被

ばく者医療協力」、「放射線、紫外線と健康について」など幅広いメニューの講義を準備しています。また、空

気中のホコリやダシ昆布、岩盤浴の石粉末など身の回りの物質から放出される放射線を簡易型放射線測定

器で検出するといった実験型の講義も計画しています。講座は今年度から実施しますが、平成20年4月

以降はインターネットでも受講申し込みを始める予定です。

詳細はNASHIM事務局までお問い合わせください。

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会通信
費21号
発行／平成19年12月25日

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHIM）

〒850－8570　長崎市江戸町2－13（長崎県福祉保健部原爆被爆者対策課内）

TELO95（895）2473　FAXO95（895）2578

http：／／www．nashim．org／E－mai‡info＠nashim．org
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韓国で被爆者医療セミナーを開催

韓国医師等への被爆者医療研修

韓国専門家派遣2008年～被爆者医療セミナーの開催～

出前出張講座の開催

グロー／†ルCOEシンポジウム報告

良順会館の紹介

永井隆博士を追悼するパイプオルガンコンサートのお知らせ



韓巨l匪艶等へ包埋鞋萄匡軽味蜂

NASHIMでは在韓被爆者への医療充実のため、毎年3回程度医師等の受け入れ研修を行って

います。第1回目の研修については前号で紹介しましたが、さらに2回の受入研修を実施しまし

たので報告します。

被爆者地区検診の見学

ま窪

撃敷

舅2回目の研修は、12月上旬に、ソウル赤十字病院

の医師等3名と大韓赤十字社特殊福祉事業所の事務

員1名を招いて実施しました。研修者は6日間にわた

って長崎に滞在し、研修を受けました。ソウル赤十字

病院では、今年春に在韓被爆者の健康相談事業が長

崎県により実施されることとなっています。この事業は、

在韓被爆者の健康保持及び増進を図ることを目的に、

長崎の医師が韓国へ出向いて被爆者の健康相談を受

けるものです。17年磨から19年度の3年間（1年に

2回）で韓国内を一巡し、在韓被爆者約2，500名のう

ち、約1，800名が健康診断を受診し、約1，500名が

相談を受けました。ソウル赤十字病院での実施は今年で2回目となります。この健康相談等事業の実施に備えて、

研修で日本の検診活動を知っていただこうと、長崎市原子爆弾被爆者健康管理センターでの研修に重点を置い

た内容としました。研修団は健康管理センターの概要説明を受け、センター内の視察を行った後、午後からは検

診車が公民館等に出向いて被爆者の検診を行う地区検診に同行して、被爆者検診の様子を視察しました。被爆

者の健康診断が、センターでの検診のほかに、年間100ケ所以上の地区へ出向いて行われているシステムに大

変感心していたようでした。

舅3回目の研修は2月の中旬に実施しました。今年度最後

となる研修へは、ソウル赤十字病院と慶尚大学病院から医師
ハブチヨン

2名と陳川原爆被害者福祉会館の職員2名が参加しました。こ

の研修では、医師と福祉会館職昌のカリキュラムを分けて実

施しました。医師2名は、放射線影響研究所や長崎大学医学部・

歯学部附属病院でヒバクシヤ医療に関する専門的在研修を

受けました。

【警
－
蒜

恵の丘原爆ホームでの研修

を　ベト題拍増量嶽逐敷轟

放射線影響研究所での研修

福祉会館職員へは、恵の丘原爆ホームで1日をかけ

た実習的な研修を行いました。自分たちの職場である

原爆被害者福祉会館との比較ができ、日本の施設に学

ぶ点などを韓国へ持ち帰ることができたようです。



〈第2回目研修者〉　　河　鐘京（ソウル赤十字病院医師）

今回の研修を通して、原子爆弾の威力及びその惨状について、多く学ぶことができ、これによって、私が韓国の

赤十字病院で診療した被爆患者さんの事をもう一度、考えさせられるよい契機になりました。また、被爆者に対

する日本政府とNASHIMの努力を感じることができました。

健康管理センター及び原爆病院、そして、長崎大学病院の被爆者に対する努力と情熱などは、私にとっていい

勉強になりました。帰国後は、整形外科（河医師の専門）に来られる被爆者の痛みを理解し、共感することができ

ると思います。そして、被爆者からの健康相談により専門的に対応することができると期待しています。

第2回目受入研修者

職　　　 種 所　　　 属 氏　　　 名

医　　 師 ソ ウ ル 赤 十 字 病 院
ハ　 ジョンキヨン
河　 鐘 京

看　 護　 師 ソ ウ ル 赤 十 字 病 院
キム　 ソンジヤ
金　 仙 子

事 務 職 昌 ソ ウ ル ．赤 十 字 病 院
イ　 テ ヒ
李　 太 照

事 務 職 員 大韓赤十字社特殊福祉事業所
ヤン　 シンヘ
梁　 信 恵

〈第3回目研修者〉　　李　閏姫（陳川原爆被害者福祉会館看護師）

私は老人養護施設に勤務しているため、多くの研修先の中で、原爆養護ホーム恵の丘が一番印象深く、共感で

きる点と、学びたい点が多くありました。韓国より、ずっと早い時期から被爆者に関心を持ち、細かいところまで

考慮され、環境に気を配った施設であるということが感じられました。

研修中、「以前は、施設入居者の手足になるのが責務だと考えていたが、年月がたつにつれ、入居者が自ら動

ける能力を向上させるよう手伝う方向に変わりつつある」と職員の方に話を聞きました。この点では、少しでも

入居者の運動機能を維持するよう日本の施設に習い、私の職場でも実行したいと思いました。

第3回日受入研修者

職　　　 種 所　　　 属 氏　　　 名

医　　 師 ソ ウ ル 赤 十 字 病 院
チャン　 ヘギョン
張　 恵 異

医　　 師 慶　 尚　 大　 学　 病　 院
ナ　 ゼポム
羅　 在 範

看　 護　 士 陳川 原爆被害者福祉会館
イ　 ユンヒ
李　 閏 姫

生活指導員 陳川 原爆被 害者福祉会館
イ　 ギジヤ
李　 昌 子

㌢∵喜怒烏
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∵韓国専門家派遣2PO8年
｝被爆者医療セミナーの開催－

長崎大学大学院原爆後障害医療研究施設
准教授　　三根　真理子

2月13日、原爆に関するセミナー開催のため、塚崎邦弘先生、長崎県の山口勇

次係長と私の3名で釜山に向かいました。目的は馬山医療院と光州健康管理協

会にて在韓被爆者健診に携わるスタッフに原爆に関する知識を持ってもらうこ

とです。二月とも職員の業務終了後ということで夕方5時半の開始でした。

看護師を中心としたセミナー参加者

【馬山医療院】

釜山空港から高速バスで1時間のところに馬山があ

ります。

馬山医療院の院長は出張中のため診療部長とお会

いしました。外科が専門とのことでした。この先生は夜

の会食の場で「鋏で焼肉を切るのは外科手術の練習に

良い」と、鋏さばきを見せてくださいました。馬山医療

院スタッフにはセミナー会場設営、プレゼン準備など

的確かつ周到な準備をしていただき、事前のチェック

も行なえました。原爆アニメ「アンゼラスの鐘」ダイジェスト版上映希望にも快く対応してくださいました。

プレゼンと配布資料は事前に韓国言引こ翻訳されていました。完聖な準備は感激する間もなく、塚崎先生

と私は少しあせりました。プレゼンの画面をみても読めないのです。通常、画面をみながら説明をしていき

ますので、なんじやこりや状態でした。とりあえず、手持ちの日本語版配布資料をカンニングペーパーにし

ての講義でした。参加者は看護師さんや事務関係者70名近くで、皆さん熱心に聴いておられました。前半

は私が「長崎原爆と大学」という演題で話をしました。後半

は塚崎邦弘先生が「被爆者のがんリスクと検診」という演題

で話されました。私が原爆のこと、救護活動、直後の急性症

状や後障害を簡単に紹介し、詳細は塚崎先生が説明される

という流れです。前半と後半の話がつながるのは聴講者に

とってわかりやすいだろうと想像します。塚崎先生と打合

せをしたわけでもなく偶然の組み合わせが最高だったと満

足感にひたりました。

Ⅱ】琴スl望ほ呈月代抑u
＋胡脛彗虻朝刊㌧　りフレけ巨正博は佗帽管用憺博闇冊沌引用削：汎l：≧」・〕〉；弓

馬山医療院スタッフ

【馬山から光州へ】

2月14日、馬山からワゴン車で4時間ほど高速を走り、光州に向かいました。車中からは高層マンション、

お墓など韓国特有の景色が眺められました。土地が少ないので高層マンションに住む習慣があるそうです。

またマンションは高価ですが引っ越しの際にはすぐあとに入る人がいるという利便性もあるそうです。と

きどき目にする民家の屋根は日本のものよりそりかえっています。韓国の美だそうです。立派なお墓の前

に饅頭のような山がいくつもあります。これは土葬されているものだそうです。



韓国健康管理協会スタッフと記念撮影

【光州健康管理協会】

光州健康管理協会は正式には韓国健康管理

協会の光州・全南支部というそうです。韓国に

は支部が15箇所あるそうです。韓国健康管理

協会本部から来られた課長さんの話では、支

部の中でも光州は健診管理のレベルが高いと

のことでした。光州健康管理協会では事務局

長さんとお会いして、まず塚崎先生が前回訪問

の相談事業についてお礼を述べられました。

芦政雄院長（長崎で言えば検診センター長）は

産婦人科が専門とのことでした。68歳には見えない若々しさでした。「長崎の歌」という原爆に関する著書

を読み感銘を受けた、三根が登場するのだが関係あるのかという質問から始まりました。これがきつかけ

で韓国語の著書を長崎にもどり探すことになりました。帰国後、永井隆記念館を訪れました。韓国の力トリ

ツク教会大主教である李文具呂という方が「永井隆の生

涯」を「愛の歌、平和の歌」というタイトルで章貢国語の著

書にされていたことが分かりました（2000年発行）。

セミナーは院長をはじめ職員60名近い参加がありま

した。ここでは、大腸がんのリスクは一般人と違うのか、

遺伝に関する研究結果、精神的なことについての現状、

認知症に関する研究結果、自殺者に関する研究結果は

あるかなど活発な質問がでました。

セミナー風景

【偶然のできごと】

通訳の金鎮姫さんの事前調査により調来助

先生が1937年、全羅南道立光州医院の院長

をされていたことが判明、セミナー前の空き時

間を利用して訪問しました。今では全南大学

病院になっていました。茜の建物が残ってい

ないかを広報室の方に確認し、一つだけ残っ

ていることがわかりました。現在は看護大学と

して利用しているとのことでした。2010年

調教授が勤務した病院（現在看護大学）　　　　　　に100周年を迎えるとのことで、資料を収集

している最中で、何か情報があれば教えて欲しいとのことでした。帰国して早速、調来助先生のご令嬢であ

る朝子様に報告いたしました。

今回の訪問で知識の共有に言語が重要であることを再認識しました。ナシム紹介の韓国語版パンフレッ

トは作成されておりますが、原爆影響パンフレットの韓国語版はありません。今後の検討課題と思います。

最後に馬山医療院、光州健康管理協会並びに長崎県スタッフの周到な準備に感謝いたします。また大韓

赤十字社の呉尚恩さんの心行き届く日本人向け対応に感謝すると共に、通訳の金鎮姫さんの熱心な通訳

と配慮に感謝いたします。



出前
NASHIMでは、小中学生を対象として、ヒバクシヤ医療

国際協力や放射線被ばく医療等について知っていただく

ため、昨年4月からヒバクシヤ医療に関する出前出張講座

の計画を練ってきましたが、記念すべき第1回目の講座を

3月の初めに長崎市の高尾小学校で開催しました。

授業は「身近な放射線の話」というテーマで、長崎大学先

導生命科学研究支援センターの松田教授が行い、卒業を

間近に控えた6年生94名が、普段聞くことのできない授業を興味深く真剣に聴いていました。

松田教授は、「放射線とは音や携帯電話の電波と同じように空気中を伝わるエネルギーで、見えない、聞

こえない、臭わない、感じないもの」と説明し、放射線測定器を松田教授自身の体や準備してきただし昆布、

岩盤浴の石、塩化カリウム粉末などにあて、どこにでも存在することを実証しました。放射線を感知するとピ

ーという菖をたてながらメータの動く測定器は、生徒の皆さんにとって大変めずらしかったことでしよう。

授業の後半は松田教授から「日本には放射能をもっ

岩盤浴の石を放射線測定器で測定
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た温泉がある？」などの放射線に関するクイズが7

聞出され、7名の生徒さんが見事全問正解しました。

授業後の質疑応答では、「放射線でダイヤモンドに

色を付けることができるというのは本当ですか」な

どの質問がありました。

NASHIMでは、今後もこの出前講座を継続して開

催する予定です。たくさんの小中学生に講座を受講

していただき、NASHIMの活動を知っていただくと

ともに、ヒバクシヤ医療や国際協力に興味を持って

いただきたいと思います。

授業後の感想
○放射線がこんなに身近にあるとは思いませんでした。家に帰って放射線やNASH［Mのことを

話すとみんな興味を持って聞いてくれ、もっと知りたいと思いました。

○私は放射線を少しでも受けたりすると脱毛すると勘違いをしていました。ちやんと知識を持つ

ことが大切だなあと思いました。

○私たちも今放射線をあびているという話に驚きました。害のある放射線についてしか知らな

かったので、放射線を見つける機械を昆布に向ける実験をした結果には驚きました。

○放射線は色々なことに使われていて便利だと思ったけれど、使い方をまちがえると大変なこと

になると思いました。この授業を受けて、放射線についてもっと知りたいと思いました。
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1月31日から長崎大学において、グローバル

COEシンポジウム「斯学際領域『被ばく医療学』の

教育一研究拠点形成に向けて」が行われました。

シンポジウム開会式後の記念撮影

グローバルCOE（Center of ExceIIence）プログラムとは、「日本の大学院の教育研究機能を一層充実・

強化し、世界最高水準の研究室盤の下で世界をリードする創造的な人材育成を図るため、国際的に卓越し

た教育研究拠点の形成を重点的に支援し、国際競争力のある大学づくりの推進を目的とする文部科学省研

究拠点形成等補助金事業」です。長崎大学では「放射線健康リスク制御国際戦略拠点」が平成19年度から5

年間の予定で採択されました。このプログラムは、これまで長崎大学が構築したチェルノブイリやセミパラ

チンスクといった旧ソ連邦のフィールドを中心とした拠点や、欧米を中心とした放射線生命科学拠点を活

用して、国内外における本分野の人材育成を目的とするものです。さらに本プラクラムでは、世界保健機

関（WHO）をはじめとする放射線と健康に関連する国際機関と連携し、将来的には国際機関において放射

線健康リスク制御のための各種ガイドラインやスタンダードを、策定、発信できる人材を育成することで、

「被ばく医療学」の分野における人材の育成を因っています。

今回のシンポジウムは、グローバルCOEプログラムの開始にあたり、旧ソ連邦や欧米、それにアジア各

国からの研究者20名を含む放射線疫学、被ばく者医療、及び放射線生物学の国内外の著名な専門家42名

が招碍され、基調講演や研究発表が行われました。今後今回の成果をもとにして、グローバルCOEプログ

ラムを通じた「被ばく医療学」の専門家、特に若い人材の育成が行われる予定です。

シンポジウムの様子



良臓会館の紹介
長崎大学医学部では、創立150周年記念事業の一環として、「良順会館」を建設しました。良順

会館は、オランダ人海軍軍医ボンベ・フアン・メールデルフォールトとともに同学部の創立に関

わった人物のひとりである松本良順にちなんで名付けられたもので、215席を備えた会議室「ボ

ードインホール」、多目的に利用できる会議室「専斎ホール」のほか、日本の近代西洋医学発祥の

歴史と医学部150年の歩みを紹介する展示室「150周年ミュージアム」などを備えた、生涯学習国

際センターとしての役割を果たすものです。また、「ボードインホール」には同時通訳室も完備し

ており、多様な国際会議に対応できるよう

になっています。

1月31日から行われたグローバルCOEご

シンポジウム「新学際嶺域『被ばく医療学』

の教育・研究拠点形成に向けて」をこけら落

としとして、種々の国際会議やシンポジウム、

また市民公開セミナーが行われています。

一般の方、また「150周年ミュージアム」の

見学だけでも可能ですので、ぜひお気軽に

越しください。

永井隆博士を追悼する
パイプオルガンコンサートのお知らせ

昨年の2月3日から永井隆生誕100年記念事業実行委員会など

により、博士生誕100年を記念した様々な行事が行われているとこ

ろですが、博士の命日となる5月1日に、博士を追悼する催しが長崎

市のカトリック浦上教会で行われます。

当日は世界的オルガニストとして全米をはじめ欧州、ロシア、チェコ、

韓国などで活発な演奏活動をなさっているグレゴリー・ダゴステイー

ノさんが来日し、パイプオルガンコンサートを開催します。このコン

サートは、グレゴリーさんの演奏に心を惹かれた博士の娘茅乃さんの

ご希望で計画されたものです。また、演奏の前には、九州のキリシタン研究の第一人者で、「永井

隆の生涯」をはじめ多くの著書を残された片岡弥吉さんの娘片岡留美子さん（長崎純心大学教授）

が、永井博士や茅乃さんとの思い出などを特別記念講演としてお話しされます。

永井隆博士生誕100年の記念行事を締めくくるコンサートに、ぜひご参加ください。

※このコンサートの詳細については下記にお問い合わせください。

長崎如己の会（永井隆記念館内TEL／FAXO95－844－3496）

長崎－ヒバクシヤ医療国際協力会通信
第22号
発行／平成20年3月25日

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHIM）
〒850－8570　長崎市江戸町2－13（長崎県福祉保健部原爆被爆者援護課内）
TELO95（895）2475　FAXO95（895）2578

http：／／www．nashim．org／Ermailinfo＠nashim．org
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ヒバクシヤ医療国際協力通信

rNASHIM会長に蒔本長崎県医師会長が就任

■西城山小学校で出前講座を開催

■チェルノブイリ・カザフスタン関連国医師ヘヒバクシヤ医療研修

■ベラルーシ共和国から医科大学生を招脾

■核兵器禁止平和建設国民会議が活動助成金を寄附

■セミパラチンスク市長がNASHIMへ感謝状を贈

被爆者健康講話へ参加するベラルーシ共和国の医科大学生ら
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NASHIM会長に
蒔本長崎県医師会長が就任（4月）

NASHIM発足の5年目（1996年）から12年間もの長きにわたってNASHIM会長を務めていただ

いた井石哲哉前長崎県医師会長が3月にご退任され、後任として蒔本恭長崎県医師会長が新しく就任

し、4月から事業推進のためご尽力いただいております。

蒔本会長は、長崎市の田上病院の院長を務めておられ、午前中は病院の外来、午後は医師会の用務

などでお忙しい中、海外からの受入研修実施の際などは研修生等との交流会へ積極的に参加していた

だいています。

機関誌発刊にあたりご挨拶をいただきました。

＿憂思盛薩‾率
長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会会長への就任にあたりまして、皆様に一言ご挨拶申し上げます。

当協力会は、私の会長就任まで15年間にわたって、世界の放射線被ばく事故による被災者救済の

ため、多くの活動を展開しております。活動の中心である受入研修事業においては、受け入れた研修

者数が昨年度までに394名に上り、また、現地へ派遣した専門家等も93名になります。さらに、被爆

50周年目に始められた永井隆平和記念・長崎賞では8名1団体を表彰し、出版物も医学教科書をは

じめとして数多く、講演会や機関誌などを通じて情報発信を行うなど、活動の活発さが伺われます。来

日された各国からの研修医師と接してみましても、現地の長崎に対する信頼感と密接な友好関係が

感じられ、当協力会の国際的な貢献を実感するものであります。

このような多岐にわたる活動と実轟責は、「被爆地長崎で蓄積された医療の実績を世界で苦しむヒバ

クシヤヘ」との願いがこもった皆様の税金により支えられ、NASHIMを構成する各団体の献身的なご

協力により成し遂げられてきたものと思います。

前任の井石哲哉先生は、カザフスタン、ウクライナ、ベラルーシ、韓国等の現地を訪問してその状況

を確かめ、被災者のためにと懸命にNASHIMの活動を支えてこられました。私も被爆者のひとりとし

て、原爆被爆の悲劇を乗り越えて蓄積された医療の実績が、世界中で苦しんでいる人々の救済に役立

てば、この上ない喜びです。

12年もの間、NASHIM会長を務め上げられた井石先生のご意志を引き継いで、皆様方と一緒に今

後の活動を支えて参る所存でありますので、どうぞよろしくお願い致します。

今後ともNASHIMの活動に広く皆様のご支持、ご理解をいただきますよう、また、本事業内容の益々

の充実と発展を切望しまして、ご挨拶とさせていただきます。



西
城
山
小
学
校
で
出
前
講
座
を
開
催
（
7
月
）

夏
休
み
を
直
前
に
控
え
た
7
月
1

3
日
、
長
崎
市
立
西
城
山

小
学
校
で
5
年
生
7
4
名
の
皆
さ
ん
を
受
講
者
と
し
て
出
前

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

N
A
S
H
－
M
で
は
、
ヒ
バ
ク
シ
ヤ
医
療
の
国
際
協
力
や

放
射
線
被
ば
く
医
療
等
に
つ
い
て
の
知
識
な
ど
を
普
及
す

る
た
め
、
平
成
の
鳴
滝
塾
～
ナ
ガ
サ
キ
で
し
か
受
け
ら
れ

な
い
放
射
線
の
授
業
～
と
題
し
て
、
長
崎
大
学
の
先
生
方
に

小
中
学
校
へ
出
向
い
て
い
た
だ
い
て
講
義
を
行
う
出
前
講

座
を
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
原
爆
直
後
の
救
護
活
動
と
調
査
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
長
崎
大
学
原
爆
後
障
害
医
療
研
究
施
設
の
三
根
真
理

子
准
教
授
に
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
座
は
ク
ビ
ロ
が
丘
な
ど
長
崎
大
学
医
学
部
内
に
あ
る

明るい語り口で授業を行う三根准教授

被
爆
遺
構
の
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
原
爆
直
後
の
悲
惨
な
被
害

状
況
の
中
で
の
調
来
助
教
授
、
永
井
隆
博
士
、
秋
月
辰
一
郎

医
師
等
に
よ
る
救
護
活
動
や
、
そ
の
後
の
日
本
と
ア
メ
リ
カ

に
よ
る
調
査
に
つ
い
て
等
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
わ
か
り
や

す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
途
中
に
は
、
「
長
崎
に
落
と
さ
れ

た
原
子
爆
弾
の
通
称
は
？
」
な
ど
の
ク
イ
ズ
が
所
々
に
織
り

交
ぜ
ら
れ
、
生
徒
の
皆
さ
ん
と
三
根
准
教
授
と
の
や
り
取
り

が
非
常
に
活
発
な
授
業
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
は

ア
ニ
メ
「
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
」
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
が
上
映
さ

れ
ま
し
た
が
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
リ
ア
ル
に
描
か
れ

て
い
る
焼
け
野
原
と
な
っ
た
被
爆
後
の
惨
状
の
中
で
の
秋

月
医
師
ら
に
よ
る
懸
命
な
救
護
活
動
の
様
子
は
、
生
徒
の
皆

さ
ん
に
強
く
訴
え
か
け
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

西
城
山
小
学
校
で
は
1
学
期
中
の
総
合
学
習
の
中
で
原

爆
に
つ
い
て
調
べ
、
原
爆
記
念
日
の
8
月
9
日
に
発
表
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
今
回
の
講
義
で
は
、
生

徒
さ
ん
方
が
そ
れ
ま
で
に
調
べ
て
来
た
こ
と
と
ま
た
違
っ

た
角
度
で
の
知
識
が
得
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
講
座
を
通
し
て
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
長
崎
特
有

の
ヒ
バ
ク
シ
ヤ
医
療
や
国
際
協
力
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
将
来
、
世
界
の
ヒ
バ
ク
シ
ヤ
医
療
へ
貢
献
で
き
る
よ
う
な

人
材
が
一
人
で
も
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

生徒の代表から三根准教授へお礼の言葉

○
被
爆
直
後
の
救
護
活
動
と
調
査
を
し
た
の
は
永

井
隆
博
士
だ
け
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
今
日

の
授
業
で
調
来
助
教
授
や
秋
月
辰
一
郎
先
生
も
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

○
今
ま
で
勉
強
し
た
こ
と
以
外
に
も
色
々
在
こ
と
が

知
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
N
A
S
H
－
M
の
活
動

の
こ
と
も
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

○
自
分
も
怪
我
を
し
た
り
、
家
族
を
亡
く
す
な
ど
原

爆
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
の
に
、
永
井
博
士
、
調
教

授
、
秋
月
医
師
は
救
護
活
動
を
し
て
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。
こ
の
授
業
で
ま
た
平
和
の
大
切
さ
を

知
り
ま
し
た
。
今
日
の
授
業
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
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チェルノブイリ・ ザアスタン

ヒバクシヤ

蒔本会長を表敬訪問する研修医師と受入研修担当の長崎大学山下教授

チェルノブイリ原発事故周辺諸国やカザフスタン共和国

で放射線被ばく者の治療にあたる医療従事者に対して指

導や医療情報提供を行うため、今年度も6名の医師を招き、

ヒバクシヤ医療研修を行いました。研修者は7月末から1

ケ月余りに渡って長崎に滞在し、長崎大学を中心とした専

門研修において、日本の最新医療を学んだり、ヒバクシヤ

医療分野での共同研究のため、関係者との交流を深めまし

た。

また、長崎原爆資料館を見学したり平和祈念式典へ参列

するなど、長崎原爆の実相についても学び、日赤長崎原爆

病院や放射線影響研究所、長崎市原爆被爆者健康管理センター、恵の丘長崎原爆ホームなどへの視察訪問

を通して、日本の原爆被爆者への援護やケアについても理解を深めました。

サンクトぺテルスブルク卒後教育医学アカデミー

KovankoGeorgy医師　専門：老年医学

原爆被爆者の治療施設や制度について知る機会を提供してくださったNASHIMの皆様

に深くお礼申し上げます。特に、山下教授が与えてくださった研究の機会と温かいもてな

しに感謝しています。

私の研究テーマは細胞工学であるため、原爆後障害施設で行われている新しい研究方法について学ぶこと

は大変重要でした。長崎大学の先生方により行われた講義はとても興味深く、事後役立つものと感じています。

研究室での私の研修と実験に多大なお力添えをいただいたサエンコ助教、タチアナ助教に感謝申し上げます。

また、日本の皆様とのコミュニケーションのために尽力いただいた通訳の木村さんにも心から感謝しています。

この研修は実り多く、甲状腺擾研究の発展と甲状腺癌悪者にとって、再益なものになることと思います。

¢イナ共和国　ウクライナ医学アカデミーマルゼエフ衛生環境医学研究所
Tsymbalyuk01exandr医師（上級研究昌）専門：放射線疫学

まず第一に、私たちに対する研修指導者の皆様と日本の皆様の暖かさ、親切さに感謝申

し上げます。私たちは、日本の健康保護のシステムの構造について詳しく説明していただき、薫

被爆者の治療を行う多くの長崎の施設を訪問しました。各施設で行われている正確で深い　ノき

調査活動と素晴らしい資料や技術的なべース、それに個人の高いプロ意識に感銘を受けました。財団法人放射

線影響研究所で得た知識は放射線衛生学と放射線疫学の専門家として、とても毎益なものでした。同研究所の

専門家によって、原爆被爆による有害要因の被爆者に対する影響についての情報を提供していただき、また、

有用な資料の収集と総括のために多大なお力添えをいただきました。

放射線影響の研究分野における実りの多い協力関係が、私たちの国の間で事後も継続することを望んでい
ます。
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シ共和国　ベラルーシ卒後医学教育アカデミー

LeonovaTatsiana医師（上級研究員）専門：小児科、内分泌

私は主に原研細胞で研修を受け、そこで新しい研究方法について学びました。小児内分

泌について学ぶ機会や悪者のカウンセt」ングに立ち会う機会をコーディネートしてくださ

った大津留准教授と本村先生に心からお礼を申し上げます。文化的なプログラムも多様で、

週末には伊王島の海で海水浴を楽しみ、クラバー園、出島のオランダ商館、大浦天主堂、諏訪神社などを訪問し

て、日本人の歴史と伝統を知る機芸も得ることができました。私たちの訪問を手配してくださった皆様や異な

る放射線事故の影醤で苦しむ者へ関心を示してくれた皆様、放射線の影響への対処を教示くださり、この科学

分野への貢献を続けている蒔本会長と山下教授へ深く感謝申し上げます。

シ共和国　コメリ医科大学

SkuratauAliaksandr医師（助教）専門：外科

長崎市は深い歴史と文化を持ったとてもきれいな街で、戦争のみが人々に暗い影を落と

しており、原爆資料館訪問や、被爆者と話す機会によって、1945年に起こった悲劇で日本

人が感じた苦痛を理解することができました。

私は特に外科医として榎の初期に行う医療と診断の新方法に興味がありましたが、日本の研究者は私が興

味を持ったこと全てを熱心に教えてくださったので、癌の早期診断のための新しい内視鏡方法を学んだり、早

期胃癌と早期結腸癌で解剖の内視鏡粘膜下手術や、腹腔鏡補助下大腸切除術、摘出、肝臓移植、甲状腺摘出、乳

腺切除術など多くの興味深い手術に立ち去うことができました。NASHIMの研修期間中に学んだことは、ベラ

ルーシでの悪者への医療に必ず役立つことと思います。

¢スタン共和国　セミパラテンスクがんセンターBoIsynbekovaSaItanat医師（主任）専門：病理学

この訪問は私にとって、多くの印象と専門的な技術をもたらしました。被爆者の養護施

設の訪問では、原子爆弾が投下された悲惨な日を生き延びた人と会うことができ、忘れら

れない経験となりました。また、8月9日に平和公園で行われた63回目の平和記念式典に

出席できたことは私にとって名誉なことでした。全世界を揺る力ヾした日本人の悲劇は絶対に忘れられません。

長崎にいる－ケ月の間、新免疫組織化学の新しい手法の習得を手伝ってくださる研究員を紹介していただき、

高度な専門チームの中で研究する機会を提供していただきました。NASHfMの皆様に私の／CIからの感謝の気

持ちを伝えたいと思っています。特に、山下教授、関根教授、メイルマノブ・セリツウ助教の援助ともてなしに感

謝しています。

セミパラテンスク医科大学

SemenovaYuliya医師（講師）専門：眼科

享年の8月にNASHIMのプログラムに参加できたことを大変光栄に思っています。研

修では長崎大学病院の眼科における活動を褐察し、参力0する機会を与えていただきました。

眼科のスタッフは北岡教授の指導の下、高水準のアイケアを行い、また現代の眼科への二

－ズに沿うことを目指した研究を行っていました。私は幸いにも、洗練された硝子体網膜手術に立ち芸い、白内

障水晶体超音波乳化吸引術の技術を習得できました。

長崎で私たちを温かく歓迎し、知識と経験を分けてくださったNASHIMのご尽力に大変感謝しています。こ

のプロジ工クトヘ参加したことによって得た経験は、私たちの自国のヒバクシヤ医療の改善に効果があるもの

と感じています。



受入璧盟声業

ベラルーシ共和国から

医科大学生を招聴（8月》

2年′；りに医科大学生ヘヒバクシヤ医療研修を実施
受入研修担当の長崎大学高村教授と雷藤長崎大学長を表敬訪問

チェルノブイリ原発事故の影響によって甲状腺がんを発症し治療（手術）を受けた経験を持つベラルー

シ共和国の医科大学生を長崎に招碑して、8月1日から約10日間のヒバクシヤ医療研修を実施しました。

NASHIMでは2006年にチェルノブイリ事故20周年記念事業の一環として同様の境遇を持つ医科大学

生4名に対して受入研修を実施していますが、彼らのように被ばくによる健康障害を持ちながら医師を目

指して頑張っている若者に、今後のヒバクシヤ医療を担っていただきたいという期待を持って、今年度も

平和式典へ参列

（左からクラウチャンカさん、ムンデエラワさん、

ベラルサウさん、ミフナぺツさん）

研修を実施することが決まりました。

来崎した3名は長崎大学の原爆後障害医療研究施設や医学部・歯学部付属病

院で専門知識を習得したり、日赤長崎原爆病院や恵の丘長崎原爆ホームなどへ

の視察訪問を行い、また、国立長崎原爆死没者追悼平和記念館が行う被爆者健

康講話へも参加して受講者へ自らの経験を語るとともに、被爆者と意見交換を

行いました。8月8日には長野で研修を受けていたゴメリ医科大学のドミトリ・ク

ラウチャンカさんも合流し、翌日の平和祈念式典へ参列して長崎原爆の被災者

にご冥福をお祈りしました。真夏の暑い盛りでしたが異国の地でヒバクシヤ医

療や原爆被爆の実相について学ぶ機会を得、普段できない多くの経験をして強

い印象とともに帰国したことと思います。

皆様方の国での第一印象としては、人々の温かい心とホスピタリティーの素晴らしさでした。日本

については多くの素晴らしさを聞いていましたが、自身でこれについて確信しました。私にとって、非

常に価値があったのは、長崎大学でのトレーニンクにより得られた知識です。日本における保健シス

テムを深く知ることができ、また、医学の発展条件を自身の目で見て感じることができました。私の観

点では、これは医学技術だけではなく、医師と学者の個人的な質や全ての医学関係者の意識に組み

込まれた最新技術が必要であると思います。セミナーヘの参加や講義の受講、手術、外来に立ち会う

ことができたおかげで、私は多くのことにおいて新天地を開拓でき、大変意義ある研修となりました。

この研修により始まった私たちの協力関係が今後も発展することを希望します。最後にNASHIM、長

崎大学、長崎原爆病院に対して我々自身の知識向上の機会を与えてくれたことに感謝いたします。

ベラルーシ医科大学3年　ドミトリー・ミフナヘツ

日本訪問では、博識で、面白く、高い文化的な多くの人々と出会うことができ、おとぎの国のような

印象を受けました。日本の方々は、世界に広く届くような美しい言葉を話し、街には過去の事実を示す

かけらを集めた博物館、記念碑が多く建設してあるように思いました。また、出会った皆さんに接す

る中で、日本人は非常に勤勉な国民であるという印象を持ちました。何事にも注意深く、詳細に事実

を残すところが、医学に通じると思しほした。

ベラルーシ医科大学5年　ドミトリー・ベラルサウ



長崎大学病院や日赤原爆病院訪問では、日本の高く効率的な医療レベルを学′主にとができ、大変興

昧深く、役立ちました。特に、長崎大学病院では初めて甲状腺摘出の手術に立ち会いましたが、私も以

前受けた手術なのだなと非常に興味深かったです。

最も印象を得たのは原爆ホームであり、原爆被爆者に対する親切で配慮の行き届いた接し方や、養

護施設の高レベルな生活環境を見学することができました。

被爆者健康講話へは様々な人が来場し、マスメディア関係者もおられ、翌日の新聞で私たちの写真

が載っていたのを見たときは、驚くと同時に嬉しく思いました。また原爆後障害医療研究施設の訪問も

興味深くためになるものでした。

長崎訪問は全てがとても良かったです。日本はすばらしい国であり、来日した時点から多くのことに

驚かされました。

コメリ医科大学4年　カチャリーナ・ムンデエラワ

被爆者健康講話公帯刀ロ
今年度、国立長崎原爆死没者追悼平和記念館

では被爆者を対象とした被爆者健康講話を開講

していますが、講座の第3回目はNASHIMとの合

同事業として、長崎大学医学部の高村昇教授を

コーディネーターに、ベラルーシ共和国から招

碑した3名を加えたシンポジウム形式の講話「チ

ェルノブイリ原発事故から22年・世界のヒバク

シヤ」が実施されました。

講話は甲状腺のエコー検査の実演などを交え

て、高村教授がチェルノブイリ事故後の放射能汚

染状況や事故による身体への影響などについて

説明することから始まり、その後、ベラルーシの

学生3名が、被ばくにより甲状腺がんを患った過

去の経験や医師を目指して勉学に励んでいる現

在の〕犬況を語りました。

彼らは、「治療は、肉体的にも精神的にもつらく、

思い出したくない」と振り返りながらも、「自分が

助けられたように、将来は人々の健康のために

高村教授によリチェルノブイリ事故による健康影響が

わかりやすく説明されました。

会場からの質問を受ける医科大学生

尽くしたい」と話し、今回、日本でヒバクシヤ医療

研修の機会が与えられたことに感謝していると

述べました。

また、受講者との意見交換を行い、「被爆後の

思いや社会の対応はどのようだったか」、「若い

世代は被爆者の話をどのように受け止めている

のか」などと来場された被爆者や長崎大学の医

学部生に対して質問し、原爆被爆という背景の

異なる放射線被害の状況についても理解を深め

ました。

受講後のアンケートには、「子どもの頃につら

い治療を受けたにもかかわらず、他人のために

尽くそうという心構えに感動した」、「小児甲状

腺がんを発病し、手術等の治療を受けた後もー

生苦しまなければならないという話を聞き、放

射線の恐ろしさ、原発事故の恐ろしさを感じた」

といった感想や「（原爆被爆者と原発事故の被曝

者について）継続して交流と対談をしてほしい」

といった意見がありました。
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核兵器禁止平和建設国民会議が清動助成金を寄附（8月）
今年も核兵器禁止平和建設国民会議（核禁会議）に寄せられた浄財を活動助成金としてNASHIMに寄附

していただきました。核禁会議は1961年に結成され、核兵器廃絶、被爆者援護、平和建設のための積極

的な活動を行っている団体ですが、活動の一環である被爆者援護運動として長年にわたりカンパ活動を実

施し、多くの医療施設等へ検診者、車椅子、ベッド、医療機器

等を贈呈しています。NASHIMへも毎年活動助成金を寄附

していただいており、いただいた助成金は医学教科書の出版

等に役立っています。

贈呈式は8月7日に長崎原爆資料館ホールで執り行われ、

NASHIMからは藤田事務局長が出席して、長崎県被爆者手

帳友愛会等の9団体と共に贈呈を受けました。

核禁会議のこれまでの被爆者救援活動や核兵器廃絶の取

り組みに深く敬意を表しますとともに、改めて厚く感謝申し

上げます。NASHIMとしましては世界のヒバクシヤ支援の

ため、この活動助成金を有効に活用したいと考えております。
事務局を訪れた川村核兵器禁止・平和建設
長崎県民会議議長

セミ縛チン財市長が甑弧恥感謝釈雛（抑
今年の9月5日から13日にかけて、運営部会長である長崎大学

兼松教授と事務局員が派遣事業としてカザフスタン共和国を訪

問しましたが、現地滞在中に、セミパラチンスク市長からこれま

でのNASHIMのヒバクシヤ医療協力に対する感謝状が贈呈され

ました。

感謝状を受け取った兼松教授　　　NASHIMでは、旧ソ連時代の核実験によって被爆に関する問題

を抱えるカザフスタン共和国から1996年に医師等の受入研修を開始しています。研修者数は合計19名に

上り、また、受入研修開始の翌年から始めたカザフスタン現地への専門家派遣も今年で17名の実績となり

ました。そのはか、第2回永井隆記念・長崎賞を1997年にソ連時代のセミパラテンスク核実験による住民

への放射線障害を調査したサイム・パルムハノフ博士に授与するなど、12年間にわたってヒバクシヤ医療

協力を行っており、長崎大学を中心とした密接な関係を築いています。

今回の感謝状の授与は、このようなNASHIMの協力活動を評価して

いただいたものですので、今後もより一層、現地のヒバクシヤヘの

支援が充実するよう活動を継続させていきたいと思います。

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHJM）様

核実験場の影響に苦しむセミパラチンスク市民のリハビ
リテーションプログラムに多大な尽力をいただき、心から
感謝申し上げます。
セミパラチンスク市民に代わり、貴殿のますますのご多幸
とご活躍をお祈り申し上げます。

市長　M／アイナペコフ

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会通信
業23号
発行／平成20年10月27日

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHIM）

〒850－8570　長崎市江戸町2－13（長崎県福祉保健部原爆被爆者援護課内）

TEL O95（895）2475　FAXO95（895）2578

http：／／www．nashim．0「g／E，mailn＿admin＠nashim．org
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▲カザフスタン共和国のセミパラチンスク核実験場跡

カザフスタン共和国の北東部に位置するセミパラテンスク市郊外には、旧ソ連時代に核実験場が存在しました。ここでは1949

年から1989年までの40年間にわたって、空中、地上、地下を含めた450回以上の核実験が行われ、約170万人の住民が住む周辺30

万4000平方キロメートルの土地に放射性降下物の拡散と影響があったといわれています。
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NAS川Mでは、これまでに受け入れた研修者のフォローアップや関係機関との調整1意見交換の

ため、チエルノブイt」関連国及びカザフスタン、韓国などへ専門家を派遣しています。9月にはカザ

フスタン共和国と韓国への派遣を実施しましたので、今号は、現地へ行っていただいた兼松教授、

関根教授の報告を中心に掲載します。

カブアスタン
“百聞は一見にしかず’’

長崎大学大学院

医歯薬学総合研究科

移植・消化器外科

教授　兼松　隆之

■カザフスタン共和国とNASト‖M

NASHIMからの派遣で2008年9月5日（金）か

ら9月13日（土）にカザフスタン共和国を訪問し

ました。今回は長崎大学原研施設長の山下俊一

教授、同原研Serik Meirmanov先生、AinurAkilzhonova

先生、林田直美先生、長崎大学医学部・歯学部附

属病院の林徳真吉先生、熊谷敦史先生、国立病院

長崎医療センター外科の前田茂人先生、長崎県

原爆被爆者援護課の福田恵子さんと私の総計9

人での訪問でした。

NASHIMは1996年8月から旧ソ連時代の核

実験によって被爆に関する問題を拘えているカ

ザフスタン共和国のセミパラチンスク医科大学

の研修生の受け入れ事業を開始しました。これま

でNASHIMからカザフスタンヘの専門家派遣は

15名、受け入れ研修生は19名にのぽっています。

■A［matyからSemeyへ

9月5日（金）早朝、長崎を高速バスで一路福岡

空港へ。そこから韓国仁川空港を経由して、夜半

カザフスタンのAlmaty空港に到着しました。

日本との時差は3時間です。翌6日（土）にAlmaty

を出発し、空路Semeyに向かいました。この飛行

機は小型の古い型で、まるで乗り合いバスとい

った感じです。チェックインカウンターで予頁けた

荷物は飛行機の搭乗階段の下に置かれていて、

各自が機内に持ち込む形式になっていました（写

真1）。飛行時間は約2時間。窓側席は飛行機が

高度を上げた時には、外気温が伝わり壁が凍り

つくように冷たくなります。落ちないことだけを

祈りつつの2時間でしたが、どうにか無事に

Semey空港に降り立ちました。

写真1：機内の様子

■旧ソ連時代の核実験場（ポリゴン）見学

7日（日）は49～62年にかけて核実験が繰り

返し行われたクルチャトフを見学しました。穴だ

らけのひどい道を、ライトバンはバウンドしなが

ら進み、約3時間でクルチャトフに到着しました。

そこは核実験のために作られた秘密都市で、そ

こでは核実験に関する博物館を見学しました（写

真2）。
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写真2：博物館での見学

それから再び車で約1時間かけてポリゴンの

中心地へ。小高い丘に差し掛かり、突然、目の前

に大きな湖が広がりました。幅400メートル、深

さ200メートルの湖は核実験のためにできた大

きな穴です（写真3）。乾燥しきった平原の中の湖

の輝きは美しく、事情を知らない兵士たちがこ

の地を訪れ、しばしこの湖で泳ぎを楽しんだこと

もあったそうです。それにしてもこの地ではいま

だに放射線が放出しており、ガイガーカウンター

の針は大きく振り切れていました。核実験当時、

この地域には遊牧民が住んでおり、甚大な被害

を人体に与えた歴史がここにあります。

写真3：核実験によってできた湖

二さ　●　●　●

■Semey医科大学での講義と
長崎賞の授与

8日（月）Semey医科大学で私が「長崎の医学

の歴史とNASHIM活動」、山下教授がGrobal

COEの業績についてそれぞれ講演しました。そ

れからSemey医科大学の2名の優秀な学生に「長

崎賞」を授与しました（写真4）。

午後からはセミパラチンスクがんセンターと

診断センターを訪問し、スタッフと意見の交換を

行いました。その夜は、Semey医科大学主催の

夕食会に全員招かれました。

写真4：長崎賞受賞の学生さん

■がんセンターでの臨床現場の経験と

セミパラチンスク市長からの感謝状

9日（火）前田先生が甲状腺腫瘍の摘出手術を

担当し、私もー緒に手術に参加しました。前田先

生はもうこの10年来、カザフスタンを訪問して

医療活動をおこない、前田フアンも多く、たくさ

んの医療相談も受けていました。



きこ　●　●　●

同日の夜、NASHIM主催の夕食会が開かれま

した。Semey医科大学、がんセンター、診断セン

ターのスタッフ、元NASHIM研修生などが参加し、

楽しいひと時を過ごさせてもらいました。同席で

セミパラチンスク市長からのNASHIMに対する

感謝状を贈呈されました（写真5）。

写真5：NASH［M主催の夕食会

■再びA［matyへ

10日（水）“あの”飛行機に乗り、Almatyへ戻り

ました。同日の午後、山下教授はカザフスタン医

科大学で放射線と甲状腺癌に関する講演を行い、

私は別に国立外科センターに行き「肝切除」の講

演を行いました。

11日（木）日本大使館に表敬訪問した後、日本

人墓地に参拝しました。第二次世界大戦後、ロシ

アに抑留された日本人兵±が再び祖国へ帰るこ

となく、その地で落命されたことの無念はいか

ばかりであったろうと考えると、胸が詰まりました。

その後、山下教授は原研病理に長年留学経験

のあるGabit先生が勤務する私立医科大学とAl－

FarabiKaz国立大学で講演し、聴衆に多大の感

銘を与えました。

：：鎗　●　● 蓼　⑳

■カザフスタンからの帰国

12日（金）市内を展望できる山の上の公園コク

トベでピクニックを楽しみました（写真6）。その

日の夜にAlmaty空港を出発。韓国、福岡を経て、

13日（土）に長崎に戻りました。

■結びに
この度、カザフスタン訪問の機会を与えてい

ただき、NASHIMの関係の皆様に心からの御礼

を申し上げます。この国を訪問して、「百聞は一

見にしかず」という諺を実感しました。異文化の中、

日本語はもちろんのこと、英語も通じない国で、

今日まで活動と支援を続けてこられた山下教授

並びにそのご一門の方々のこれまでのご苦労の

大きさが、真にしのばれました。ほんとうに頭が

下がる思いです。今後、さらにNASHIMの支援が

この国におけるヒバクシヤ医療の推進に貢献で

きることを痛感した次第です。

写真6：コクトヘから見たAJmaty市



●　●　態　㊧　蓉

NASHIMの専

車　⑳　●　●　●

黍滅義軍

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科

原爆後障害医療研究施設

原研病理教授　関根　一郎

2008年度NASH（M専門家派遣事業（韓国）に、9羞茎落雷竃

月22日～25日私と医学部保健学科の中尾優子准

教授が参加した。われわれ二人の目的はソウルにあ

る大韓赤十字看護大学での講演であった。

今回は10回目となる在韓被爆者健康相談事業に

）に参加して

大韓赤十字社特殊福祉事業所を訪問

ついて韓国側と相談するため訪韓する大学附属病院・国際ヒバクシヤ医療センターの副センター長、

大津留　晶准教授らと同行しての訪韓であった。一行は関根、中尾、大津留、ほか附属病院精神神経科

木下裕久先生、越本荊香さん、県の原爆被爆者援護課保健医療班の山口勇次氏の6名であった。

ソウルのホテル到着後、直ちに徒歩15分の大韓赤十字社特殊福祉事業所を訪問した。まず、中東寅

所長、金乗沫庶務課長らに訪韓の挨拶をした。所長・課長とも人事異動で着任早々であったが、長崎と

韓国の相互事業に深い関心を示してくれた。関根、中尾はそこで退席し、大津留先生らは韓国側と在

韓被爆者健康相談事業の業務協議に入った。赤十字社福祉事業所には担当職員の呉尚恩さん、柳印

宣さん、梁信悪さんと相談員の徐敏姫さんの4名の若い女性がおり、いずれも通訳として通用するほ

ど日本語が堪能で、今回の訪韓でも何かと私たちをサポートしてくれたが、日頃の彼女らの協力のお

陰で、NASHIMの韓国での事業や在韓被爆者健康相談事業がスムーズに行われていることがよく理

解できた。

24日は朝から大韓赤十字社特殊福祉事業所を訪れ、通訳と2時間にわたって講演の内容の確認を

行い、午後ソウル市鐘路区にある大韓民国赤十字看護大学を訪問した。

まず大学長である金慕妊先生にお会いした。金慕妊先生は大韓民国における看護教育・実践の第

一人者的存在であり、国際看護協会（lCN）会長や、大

ヱ韓民国延世大学大学学長、大韓民国赤十字社副総裁

赤十字看護大学長と面会

などを歴任されたと聞いていた。学長室には蘭の鉢

植えがところ狭しと置かれ、先生の花を愛する人柄

が偲ばれ、花の写真を趣味としている私としてはと

ても嬉しい出会いであった。金先生が「もうしばらく

すると定年になるので、済州島の花を見に行くのが
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楽しみだ」とまず語られ、「私も済州島を訪れたい」、

「それでは一緒に・・・」楽しい会見であった。

われわれの講演に先立ち、長崎県庁で勤務経験

のある特殊福祉事業所の呉　尚恩さんが長崎市と

長崎原爆について紹介を行った。中尾准教授の講

演は「日本における産後の乳房ケアについて」と題

するもので「現在、日本で実施されている産後の授

乳サポートは、早期授乳を含めたカンガルーケア

・、場　●　● 妻一　㊧　㊧　●　●

左から中尾准教授、関根教授、金慕妊学長

が主流になってきている。その後の乳房ケアについて施設内で実施されている方法は、基底部剥離、

乳頭・乳輪をソフトに保つためのマッサージ法、乳頭の痛みや損傷のトラブルを改善する適切なポジ

ショニンク、ラッチ・オンである。産後の母親への乳房ケアは身体のみではなく心のマッサージ、エモ

ーショナルサポートが重要であり、児に対しても相談する姿勢が必要である。」が要旨であった。助産

師の資格を有し海外活動経験の豊かな中尾先生の講演は好評で、看護師のたまご連は熱心に聞き入

り、講演後次の私の講演時間がなくなるのではと心配になるほど質問が相次いだ。

花の写真を交えて講義を行う関根教授

私は「長崎原爆の医学的被害」と題して「被爆都

市長崎の歴史、世界で唯一の被爆医科大学として

の長崎大学医学部について、原爆の理論、原爆の破

壊力と熱線、放射線が生体に及ぼす影響、急性原爆

症の医学的説明、原爆後障害としてのがんの多発

や重複がんの増加について述べ、『長崎市は世界で

最後の被爆都市でなければならない、そのために

人類の負の遺産として原爆被爆者の医学的被害の

結果をまとめ上げ後世へ残さねばならない。また被

爆者が日本人だけでなく外国人も含まれ、なかでも韓国人が多かったことを決して忘れていない』こ

とを強調し」講演を終わった。趣味の花の写真を多数介在させての講演であったが、皆さんが熱心に

聴講していることが、肌で感じられ嬉しかった。

講演が終わって一人の男子学生が近寄ってきて、「私は日本人の学生です。この看護大学で学んで

います。広島出身なので先生の話はとても興味深かったです。」国際化社会に生きる日本の若者に出

会えて今回の訪韓に花を添えていただいた感じがした。

今回の訪韓では最初の2日間は大津留先生らと接触でき、日本の厚生労働省委託の在外被爆者支

援事業の一環としての在韓被爆者健康相談事業を多少理解することができた。本事業は2004年に開

始、これまでに9回にわたって韓国内15箇所において健康相談事業を行い、総計で2228名の事前健

診参加者と1863名の相談事業参加者があったという。
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韓国でのNASHIMの事業が健康相談事業と両輪の轍を刻みつつ、韓国被爆者支援を促進し、日韓友

好の絆をより堅固にしていくものであってほしいと願いつつ、帰国の途についた。

観　　　　適
埋最坦誅筆毒筆鞋嘩？

日本国内に居住地及び所在地を持っていない在外被爆者の健康保持と増進を図ることを

目的に、治療のための渡日や医療費の助成などの支援が国により行われています。

日本の医師が現地へ出向いて被爆者から健康相談を受ける健康相談等事業は、この支援

の一環として行われ、韓国では陳川郡を皮切りに2004年から実施されています。今年度も

これまでと同様、2地域（ソウル特別市、大郎広域市）で実施されました。

関根教授の報告の結びに「韓国でのNASHIMの事業が健康相談等事業と両輪の轍を刻み

つつ、韓国被爆者支援を促進し・・・」という一文がありましたが、今後はこの健康相談を徐々

に韓国の医師が中心となって実施できるよう、NASHIMで行っている医師等の受入研修や

専門家を派遣して開催する被爆医療の講義等により、韓国側の病院関係者に理解を深めて

いただいています。

▲韓国での健康相談等事業の様子。

11月に行われた大郎広域市での健康相談等事業では、長崎から派遣された7名の医師が5日間にわたって韓国

の被爆者304名から健康相談を受けました。



韓国医師等へ受入研修を実施

韓国に居住している被爆者への医療充実のため、被爆者の医

療や援護に携わる6名の関係者を招いて、受け入れ研修を実施

しました。研修者は9月28日に来崎し、事務職3名は10月2日

まで、医療職3名は10月4日まで長崎に滞在して、長崎原爆病

院をはじめとする医療機関や、長崎大学、放射線影響研究所な

どの研究機関等で被爆者医療に関する知識の習得や情報交換

を行うとともに、原爆資料館などを訪れ、被爆の実相について

も学びました。

●　●　●　録

平和案内人嶺川さんの案内で

原爆死没者追悼祈念館を見学した研修生ら

●　●　●　車

ソウル赤十字病院（内科）　妻某局　医師
今回の研修は、原爆被爆者の実情をより詳しく学ぶ機会となり、二度とこのような原

爆の被害が地球上で起きてはいけないと思いました。在韓被爆者をより深く理解したう
えでの診療ができる契機になったと思います。

ソウル赤十字病院（内科）　安泰弘　医師
研修を通して、原爆被爆の実相と被爆者の痛みを感じることができました。今後もナ

シムの尽力によって長崎の犠牲と涙が無駄にならないことを祈願するともに、もう一
度長崎を訪問したいと思います。

セソウル内科医院（家庭医学科）　雀日薫　医師
長崎の被爆者の状況や彼らに対する健康管理などを知ることができ、とても有意義で

した。特に長崎大学での講義は豊富な視覚的資料を使って行われ、理解しやすかったです。
歓迎していただき、ありがとうございました。お互いの友情が深まることを期待します。

大韓赤十字社特殊福祉事業所（庶務課）　金東沫　こ課長
63年前の原爆投下の痛みを克服し、被爆者のための様々な活動が積極的に行われて

いることに感銘を受けました。被爆者に対する認識を深めることができたので、今後、
彼らのためにやるべきことについて考えたいと思います。

大韓赤十字社特殊福祉事業所（庶務課）　徐敏姫　さん
行政機関と医療機関がひとつになって支援を行っており、被爆者が残りの人生をより

安心して幸せに暮らせるように、また、二度と被爆者という犠牲を作らないようにとの
皆さんの努力を感じました。研修で得たことを活かし、今後は被爆者に共感して接する
ことができそうです。

大部赤十字病院（院務課）　李菊子　さん
長崎原爆資料館などを訪問しながら、当時の惨状が絵のように頭に浮かび、両国にと

って原爆は悲劇的な現実だったように思いました。研修を通して、放射線の健康影響に
ついて十分な知識を得ることができました。韓国に帰ってからは被爆者に接する心が
新しくなりそうです。

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会通信
第24号
発行／平成21年1月15日

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHIM）

〒850－8570　長崎市江戸町2－13（長崎県福祉保健部原爆被爆者援護課内）

TELO95（895）2475　FAXO95（895）2578
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ヒバクシヤ医療国際協力通信

■第2回韓国医師等受入研修を実施

■ソウル・大郷再訪～韓国の被爆者医療の現状～

■ベラルーシ共和国から医師を招聴

■お知らせ
第8回永井陸平和記念・長崎質候補者を募柴

小中学校で出前講座を開催します

セミパラチンスク核実験場の秘話「人間とアトム」を翻訳

ヽ′F・■・・■T■・

▲ヰ国の医師らに向けた被爆者医療セミナーの様子（ソウル赤十字病院）



Eヨ≡I幸皇由直酪専垂入研修を実施l

今年度2回目となる韓国医師等の受入研修を1月に実施しました。

今回の研修には、韓国に居住している被爆者の医療充実のため、被爆者の医療や援護に携わる7

名の関係者が参加しました。

研修者は1月18日に来崎し、事務職3名が1月

22日まで、医療職4名が1月24日まで長崎に滞

在して、日本赤十字社長崎原爆病院をはじめと

する医療機関や、長崎大学、放射線影響研究所

などの研究機関等で被爆者医療に関する知識の

習得や情報交換を行うとともに、原爆資料館な

どを訪れ、被爆の実相についても学びました0　盛㌣

陳川部保健所（産婦人科）　鄭　善旭　医師

長崎原爆病院で研修を受ける研修者ら

今回の研修により、原爆投下後の悲惨な状況について実感するとともに、現在もその影響が続

いていることを学び、このようなことは二度とあってはならないと思いました。今後は、学んだ

ことを忘れず、被爆者の方の気持ちを考えながら診察を行いたいと思います。

嶺南大学校医療院（放射線腫瘍学科）金　名世　教授

研修機関の方の熱意を感じ、また、なぜ平和を求めるぺきかを考えるためにもとても有意義な

時間を過ごすことができました。今後ともナシムの研修を継続していただき、研修だけではなく

交流を深める場があればと思います。

慶願大学病院（家庭医学科）金　重沫　医師

被爆者の現況と医療支援の実情について理解することができました。これからは、韓国の被爆

者の方のために何かできることがあればと思います。また、この交流がこれからも続くことを願

っています。



ソウル赤十字病院（外科）　李　美景　医師

今回の研修で被爆者に多く見られる疾患について知ることができ、また、診療する際に患者の

精神的な面も理解することの大切さを改めて学′舅ことができました。今後は、学んだことを生か

して一つ一つ手順を踏んで診療したいと思います。

ソウル赤十字病院（総務課）妻　在遠　課長

原爆に対して漠然としたイメージしか持っていませんでしたが、今回の研修で被害の程度や威

力についてより深く知ることができ、被爆者への医療及び支援の必要性を感じ、理解することが

大事だと思いました。

チェ　　　　ジョンチヨン

保健福祉家族部　雀　鍾千　主務官

被爆建造物の見学を通じて、原爆投下による悲惨な状況をより現実的に実感することができま

した。被爆者のために努力されている日本政府の姿に感動するとともに、これからも韓国人被爆

者のための支援事業に全力を尽くしたいと思いました。

陳川原爆被害者福祉会館　諸葛　録琳　指導員

研修の際訪れた様々な施設において原爆投下により悲惨な体験をされた被爆者のため、献身的

に仕事をされている姿をみて、福祉会館の被爆者にもっと誠意をもって接したいと思いました。

長崎原爆病院の進藤院長と記念撮影する会名世医師

今回は長崎県の招暗により来崎していたブラジ

ルのサンタクルス病院と日伯友好病院の医師2

名（手前の女性2名）もー緒に研修を受けました。

‾‾‾‾‾＿‾苧ダー
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今年度2度目となる韓国への派遣事業として、長崎大学原爆後障害医療研究施設の朝長万左男教

授と精神・神経科木下裕久講師を派遣し、被爆者医療セミナーを開催しました。

今回は韓国の被爆者医療にも長年携わって来られ、ご退官を間近に控えた朝長教授に派遣の報告

及び現地の被爆者医療の現〕犬をまとめていただきました。

～韓国被爆者医療の現状～

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科

原爆後障害医療研究施設分子治療学分野

（原研内科）教授　朝長　万左男

大琵赤十字社を訪問した派遣団

年明けの1月18日～21日、2泊3日で韓国を再訪した。ソウル赤十字病院および大部市の南嶺医

科大学附属病院を訪問し、韓国内の被爆者医療にたずさわっている韓国医師に対して、長崎における

原爆被爆者医療の現状、とくに現在もなお持続する癌リスクについての講義を行うためである。折か

らの寒波でソウルの夜の気温が零下2℃くらいまで下がり、20日の朝、ソウルから大部へ新幹線で移

動途中の河川も氷結しており、冬の韓国を久しぶりに体感した。

NASHIMの韓国派遣事業が始まってすでに10年たったが、開始当時とは比較できないくらい、原爆

医療の理解が進んだ。まず、韓国政府が被爆者医療に直接予算を認めるようになったことが大きい。

被爆者医療を担当する大韓赤十字社においても、長崎県・市の被爆者医療行政担当の部署とその担当

者との交流の蓄積の結果、諸々のノウハウ蓄積も進み、自信にあ′ミ、れる対応となっており、目を見張る

レベルに達した。健康相談事業も3年で希望者をほぼ一巡して、2巡目が開始されることになったが、

事前の韓国側による健康チェックもスムーズに行われており、相談の現場で通訳付きで行われるイン

タビューも効率が高まり、被爆者の方々の満足度も高いものとなっている。

被爆者の医療における最大の課題は、近距離被爆者における癌の頻度が高いことと、距離（被ばく

線量）とは関係なく原爆体験者（韓国では被害者と呼ばれている）にひろくみられる精神的影響が持続

していることである。この相談事業をきっかけに、少ないものの癌が発見されており、効果があがって

いると言える。木下先生らによる精神的影響調査からも、今なお続く不安や悩みが明らかにされてお

り、カウンセリングの重要性が指摘されている。精神医学的あるいは心理学的カウンセリングは地元

長崎でも未だ十分には取り組まれていない分野であり、今後どのような方策をとって進めるのか、韓



在韓被爆者のこころのケアの必要性
について講議する木下講師

国内被爆者も含めた総合的な対策が必要と強く感じ

られた。

ソウル赤十字病院の講演会では、金漢善院長の計

らいで院内の研修プログラムに組み込んでいただき、

若いレジデントの先生を含め40名ほど集まっていた

だいた。生涯持続性の造血器腫瘍（骨髄異形成症候群

および白血病）と癌のリスク（多重癌の問題を含め）

に先生方の興味が集中し、多くの質問を受けた。なぜ

生涯持続性になっているのか、未だ全貌は明らかで

イ琶はないが、これまでの研究では各臓器の幸手細胞が

1945年の8月9日（長崎の場合）に放射線でDNA損傷

（二重鎖切断）を受け、その後60年以上にわたって被

爆者の体内で生き残り、二重鎖切断で生じたゲノム不

安定性によって遺伝子変異を蓄積する結果、癌の発

生に結びつく確率が高まるものと推定されると説明したが、納得していただいたように思われた。フ

ローサイトメーターによる幹細胞を単離する方法で、遺伝子不安定性を測定する研究を紹介したとこ

ろ大変興味を持っていただいた。

夜はしんしんと冷えるソウルの町に出て、家庭料理の有名な韓式レストランで懇親会をもっていた

だき、院長をはじめ多数の内科の先生方と被爆者医療のあり方をめぐって意見交換が活発に行われた。

ホテルに帰る途中、南山公園まで案内していただき、ソウルのみごと在夜景を360度楽しませていた

だいたが、零下に下がった気温で足がじんじんと冷えてきて、早々に下山した。講演会から懇親会を通

じて、親しくなった赤十字病院の先生方と今後の被爆者医療のいっそうの推進と相互訪問・交流を深

めるお約束をして、お別れした。



新幸手緑による大坪への移動はわずか1時間半ときわ

めて快適で、もう以前のように金浦空港から国内線

で移動する不便さは解消されていた。

訪問した南嶺大学附属病院は大部地域で最も被爆

者医療に力を入れていただいているところである。放

射線治療科の会名世教授は我々と入れ違いで長崎に

研修に来ていただいており、韓国から帰着後に長崎

染這表表　大学病院でお会いするという、まさに国際交流を地

南嶺大学附属病院内を視察する朝長教授　　でいく形となった。南嶺大学病院は巨大な私立医科大

学の附属病院であるが、放射線治療科が独立しており、照射装置などの先端設備も整い、ファントムや

コンピューターを駆使した治療技術も高度で、10年前の韓国の医療から飛躍的在進歩が遂げられた

ことが実感できた。むしろ日本の方が後れをとっている。乳ガンの患者さんの放射線治療の実際を見

学させていただいた。韓国内の被爆者の方々も癌の早期発見で、治癒の機会が増えていくことだろう。

昼食時を利用して、大学院講義室でソウル赤十字病院と同じ内容の講演をさせていただいた。ここ

でも、生涯持続性について質問があり、幸手細胞仮説を説明した。10年前に比べ、韓国の先生方が原爆

についての知識が増え、また関心も高まってきているように感じられた。以前より切実な問題と韓国

の先生方が認識し始めているのは、やはり北朝鮮が核兵器を保有（原爆数個と推定されている）する

に至った現実が背景にあるように感じられた。

日本の植民地政策によって日本に居住し、労働していた韓国の人々が被爆し、帰国後半世紀を経て

やっと日本からの医療支援を受けることができる時代に在ったこと、また韓国政府自身も、ハブチヨ

ンの原爆被害者福祉会館の増築予算を韓赤に対して付けるなど、理解とともに政策も急速に具体化

してきたこと、韓国内の被爆者医療についても韓国の医師たち、赤十字職員たちの理解が高まったこ

となど、この十年問に確かに大きな進歩がもたらされたといえる。日本政府の外務省、厚労省、長崎県、

長崎市、NASHIM、長崎大学、市内の総合病院（原爆病院、市民病院、放影研）、被爆者医療にかかわる

すべての関係者の努力が実りつつあることを実感した意義ある韓国再訪であった。訪問の企画と実施

に当たっていただいた、長崎県庁の福田恵子氏、韓赤の呉尚恩氏に心から感謝の意を表したいと思い

ます。カムサムニタ。

私は今年度で定年により大学を去りますが、相談事業の2巡目でのさらなる発展を期待し、また

NASHJMの派遣事業が今後も日韓両国の自治体・赤十字社・民間交流のユニークな成功例としてます

ます成果を上げていくものと信じつつ、報告を終わりたいと思います。



Maxim先生はベラルーシ卒後医学教育アカデミーで上級　　　蒔本会長を表敬訪問したMaxjm医師

研究員としてお勤めですが、年齢は30歳とお若く、英語が堪能で礼儀正しい、とても気さくな先生です。

2006年にも3ケ月ほど長崎に滞在し、長崎大学原爆後障害医療研究施設で研究を行ったご経験があ

るとのことで、日本語の挨拶や食事中の箸の使い方は日本人と

変わらないほどお上手です。

今回の研修では特に甲状腺疾患の専門家研修を実施するほか、

長崎大学において共同研究の打ち合わせを行います。

3月10日には受入研修担当の長崎大学の山下教授とともに

蒔本NASHIM会長を表敬訪問し、「ベラルーシには無い最新の

医療技術を習得したい。」と研修への意気込みを語りました。

Maxim先生の招囁研修を含めると平成20年度までの受入研修者数は、独自事業で206人、共同事

業や調整事業を含めると421人に上りました。今後もチェルノブイリ関係国をはじめ、カザフスタン共

和国、韓国等の医師等へ研修を継続するとともに、研修を受けて帰国された方々とのネットワーク構

築や共同研究をすすめ、世界のヒバクシヤ救済に貢献したいと思います。

H．21．3．3現在

区 分　 ／　 年 度 4 5 6 7 8 9 1 0 皿 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 計

医
師
等
受
入
研
修

チ
エル
ノ
プ
イ
リ
間逓

ロ　 シ　 ア　 連　 邦 ■ ロ ■ ロ ロ ■ 2 ■ ■ ■ ■ 2 2 ロ ■ ■ 1 9

ベ ラル ー シ 共 和 国 2 2 2 2 ■ ■ ■ 2 2 2 2 3 2 6 2 6 3 8

ウ　 ク　 ラ　 イ　 ナ 2 2 2 2 ■ ロ ■ ロ ■ ロ 2 ■ ■ ■ ■ 2 0

小　　　　　 計 0 5 5 5 5 3 3 3 4 4 4 4 7 5 8 4 8 7 7

カ ザ フ ス タン 共 和 国 ■ ■ ロ ■ ロ ■ 3 2 2 ■ 2 ■ 2 1 g

ア メ リ カ 合 衆 国 ■ ロ

韓　　　　　　　 国 ■ l ■ 2 2 4 4 1 2 1 8 1 5 1 軍 1 2 1 2 1 3 1 0 9

独 自 事 業　 計 0 5 5 6 7 5 6 7 9 9 1 9 2 4 2 4 1 8 2 2 1 7 2 3 2 0 6
放 射 線 影 響 研 究 所 ■ ロ

ベ ラ ル ー シ 友 好 協 会 ■ 3 2 3 3 3 口 1 6

長　 崎　 大　 学 2 ■ 3

エスト＝7 ・チェルノブイリヒJl●クシャ基金 ■ 口

共 同 事 業　 計 0 0 0 ロ 口 3 2 3 3 3 口 2 0 0 ■ ロ 0 2 1
笹　 川　 財　 団 叩 9 m 3 3 3 ロ 4 1

外　　 務　　 省 2 1 17 1 7 ■ 2 5 8

日 本 赤 十 字 社 1 5 3 3 8 3 3 3 3 8

W H O 共 同 研 究 ■ 6 7
川 C A R ∈・広 島 大 ■ 3 2 2 ■ ■ ■ ■ 1 2
放 射 線 影 書 研 究 所 ■ ■ 2 2 ■ 7
J I C A 等 （セミ∧う ） 3 l l 4 5 1 4

文　　 部　　 省 ■ ロ

テ ィッシ ュ バ ン ク 2 2
学 術 振 興 財 団 2 2
そ の 他　 N G O 4 ■ 口 6
調 整 事 業　 計 2 0 3 8 3 8 2 5 田 9 6 5 5 8 山 6 8 3 2 0 0 1 8 8

うち 、ウ クラ イナ 0 3 9 8 3 口 ロ 口 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 6

支 援 委 員 会 補 助 事 業　 計 山 口 口 ロ 2 6

合 計 2 0 4 1 4 3 3 2 2 4 1 8 1 5 1 6 1 8 2 2 2 1 3 2 3 2 2 1 2 5 1 8 2 3 4 2 1
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重傷 を負 いなが ら被爆者 の救 護 に挺 身 した 永井 隆博士 の功 績 を称 え、「永 井

和 記念 ・長 崎賞」を創 設 して い ます。

賞 は永 井博士 の崇高 な平和 希求 の精 神 を引 き継 ぐ国際社会 にお ける ヒバ ク

■、i－　　　 シヤ　　　す。

4月から候補者の募集を開始する予定ですので、本賞の候補者としてふさわしい方をぜひご推薦くだ

さい。詳細については随時ホームページでお知らせします。

前出張講座を問催します
ヒバクシヤ医療の国際協力や放射線被ばく医療等についての知識などを普及するため、長崎大学の先

生方に小中学校へ出向いていただいて講義を行う出前出張講座を実施しています。平和と科学・医療に関

する国際協力ヘの興味・関心を促すことのできる楽しい講座です。

下記の幅広いメニューを小中学生の皆さんにわかりやすく説明しますので、興味をお持ちでしたらぜ

ひ事務局までご連絡ください。

今年はカザフスタン共和国のセミパラチンスク核実験場で初めての核実験が行われてから60年目にな

ります。NASHIMではこの節目に合わせて、ロシア語で書かれた故ポスタエフ・ケシリム氏の著書「人

間とアトム」の翻訳を行いました。これは、セミパラチンスク核実験場の閉鎖を求める戦いについて語ら

れたドキュメンタリー中編小説で、著者であるポスタエフ氏の「人々が類似の過ちを繰り返さないよう予

防するための記念として多くの人に読んでいただきたい」との思いがこもっています。今後は日本語訳し

たこの著書を広く皆様に読んでいただくため、出版に向けた作業を行っていく予定です。

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会通信
第25号
発行／平成21年3月25日

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHIM）

〒850－8570　長崎市江戸町2－13（長崎県福祉保健部原爆被爆者援護課内）

TELO95（895）2475　FAXO95（895）2578

http：／／www．nashim．org／E－mailn＿admin＠nashim．org



ヒバクシヤ医療国際協力通信

▲平和祈念式典に参加したチェルノブイリ・カザフスタン関連固からの研修生



軍入研修事華

ナシムの蒔本会長を表敬

師へ

チェルノブイリ原発事故周辺諸国やカザフ

スタン共和国で放射線被ばく者の治療にあた

る医療従事者に対して指導や医療情報提供を

行うため、今年度も6名の医師を招き、ヒバ

クシヤ医療研修を行いました。研修者は7月

末から1ケ月余りに亘って長崎に滞在し、長

崎大学を中心とした専門研修において、日本

の最新医療を学び、ヒバクシヤ医療分野で共

同研究を行う関係者との交流を深めました。

また、長崎原爆資料館を見学し平和祈念式

典へ参列するなど長崎原爆の実相について学び、

日赤長崎原爆病院や放射線影響研究所、長崎市原爆被爆者健康管理センター、恵の丘長崎原爆ホームなどへの視察訪問を通し

て、日本の原爆被爆者への援護やケアについて理解を深めました。

NASHIM研修のお陰で、被爆者における健康ケアや研究の多様な問題に取り組んでいる、

素晴らしい夏季研修に参加させていただく機会が得られました。そして、長崎大学大学院付

属原研の国際放射線保健部門での実験研究にも参加させていただくことができました。

NASHIMと、長崎大学、そして実験室の同僚の助言と配慮にとても感謝しています。

最も印象深い出来事は、原爆ホームの訪問でした。涙なしで被爆者の体験談を聞くことはできませんでした。日本国

民の被爆者への注意深い姿勢は、本当に誇らしいものです。また、私は平和式典の規模と意義深さに深く感銘を受けま

した。本当に完聖に準備されていました。　被爆者と子ども達の合唱、長崎の空を飛ぶ鳩の群れ、みんなの記憶への敬

意、すべての人々が恒久平和への願いを込めてこの式典に臨んでいました。

研修以外にも、長崎の楽しい観光名所を訪問し、忘れられない思

い出になる日本文化や料理を楽しむ機会を頂きました。今回は2回

目の日本訪問になりますが、新しくかつ楽しい盛りだくさんの事を

学び、体験しました。同時に、世界中でもつとも親切なおもてなし

の国、また、もつとも自分の国民を大事にする国、日本への変わら

ない思いを持っています。

わが国で放射線被曝により苦しんでいる人々のために、研修中に

学んだ知識と技術を生かし最善を尽くしていきたいと思います。 日本赤十字社長崎原爆病院



研修はNASHIMの招待で、長崎大学の原爆後障害医療研究施言引こて行われました0長崎大学の

熟練した先生方から多様な分野（放射線生物学、放射線被曝の医学的影響、医学統計、疫学など）

の講義を受けました。私は特に講義とご意見をいただいた三根先生、本田先生、須山先生に感謝

申し上げたいです。

大村国立病院の訪問の際には、今村先生に会って、有意義な情報を得ることができました0病院を見学させていただき、何

人かの患者さんの診療にも参加させていただきました0また、中根教授からはご自分の自殺学に関する研究結果を見せていた

だきました。ヒバクシヤの心理学的かつ精神的健康ケア分野での最新のレベルの研究についての研修は有用なものでした0

博物館、教会、市内の観光などの文化プログラムも興味深いものでした0平和式典は、研修中の最も感動的なイベントでし

た。平和祈念式典に参加させていただいたのは私にとって、大変光栄でした。

日本の首相、市長、そしてヒバクシヤの演言削こはとても感銘を受けました。

最後に　蒔本NASH［M会長と山下教授に長崎へ招待していただいたことを

深く感謝申し上げます。日本の同僚との知識と経験の交流にも感謝します0

特に柴田教授には我々の長崎での研究のために支援を送っていただき本当に

有難うございました。

NASHIMの関係者とすべての日本の同僚の支援と助言に感謝します。 恵の丘長崎原爆ホーム

私はこの研修で新たな専門知識や、人々との交流の中で貴重な経験を得て、過去に起こったさ

まざまな出来事を別の角度から見たり、また現在起こっていることを新たな視点でみたりするこ

とができました。日本の医療制度や、疫学データ、長崎の原爆被爆者に対する支援について知る

ことができて大変興味深かったです。私は放射線の医学的・社会的影響について初めて詳しく知り、今日の学術界が行ってい

る最新の調査結果について知ることができました。

長崎大学の付属病院において、循環器科で研修を受けさせてもらえたことに非常に感謝しています0自分の専門である循環

器系の疾患について見学できたことは、私にとって興味深く有益なことでした0ベラルーシ国立医科大学の学生に授業で教え

る際に有益な多くの情報をここで得ることができました0私は患者回診や教授の診察に立ち会ったり、手術室や診断のための

検査を見学したりすることができました。

有益で内容の濃い研修プロクラムや、温かく、気持ち良く迎えてくださ

ったこと、私たちの要望を非常に理解していただいて日本での研修を快適

なものにしてくださったことに対して、私たちの研修を準備してくれた皆

さんに大変感謝しています。NASHIMのプロジ工クト遂行に携わっている

皆さんの時間と心配りは、かけがえのないものです。

私は、いつか、人々が共通の悲しみや問題だけでなく、お互いの喜びと

成果によって団結できるような日が来ることを望んでいます。
山下教授によるオリエンテーション



私は現在、国立コメリ医科大学公衆衛生学講座の大学院生です。メタポリツクシンドロームおよび

糖尿病2型、男性更年期障害の研究をしています。

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科で研修を受ける機会に蔑まれ、非常に嬉しく思っています。充実

した興味深い研修プロクラムにより、私はさまざまな新しいことを知ることができました。原爆資料館や原爆病院、原爆ホームの

見学ができたことにも感謝しています。

最初の週は、公式行事のほかに疫学や放射線医療、また長崎大学や原爆に関する数々の興味深い講義がありました。

高村昇教授には、1か剛こわたるお心遣い、ご援助、ご支援に対して特にお礼を述べたいと思います。さまざまな研修プロクラ

ムにより、住民検診に参加したり、長崎大学病院ばかりか、他病院の甲状腺外科や内分泌科を訪れたりすることができました。

1ケ月間の間に私は指導教官と共に、IITestosteronetsanlndependentDeterminantofBoneMineralDensityinMenwith

Type2DiabetesMeIlitus”という論文を完成させることができました。

長崎での研修という又とない機会を与えてくださったNASHIMのみなさんに、心からお礼を申し上げたいと思います。
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カザフスタン共和国　セミパラチンスク医科大学

AImaNurtazina医師（准教授）専門：循環器病学

私は今年、長崎大学病院で1ケ月間行われるNASHIM研修の研修生に選ばれました。1週間目

はとても忙しく、ナシム会長をはじめ、ナシム構成機関の表敬訪問が主で、残りの3週間は長崎

大学病院循環器内科でのオブザーバーシップに参加させていただきました。

大学病院の皆さんはすぺての面で、とてもフレンドリーで手厚く、理解しやすいように助けてくださいました。

私は、心臓専門医として医科大学の家庭医学部門で講義をしており、5，6年次の学生には外来診療に関する授業も行って

います。このため、私は日本での一次診療医がどのように働いているのかを知ることに何よりの関心がありました。大津留先

生は私の要望が叶うようにご親切にアレンジしてくださいました。そして、研修の最後の2日間、一次診療医の森先生と白髭

先生の病院で研修しました。日本での一次診療医や家庭医学に関する一般的状況を説明していただき、森先生に本当に感謝し

ています。翌日は、白髭先生の患者さんの自宅を訪問しました。先生は自宅訪問の特徴について、患者さんの管理が自宅でど

のように行われているのかなど、いくつかのケースを挙げながらお話してくださいました。訪問の際の、白髭先生の患者さん

への励ましと元気づけの言葉は、本当に素晴らしいものでした。

4週間はあつという間に過ぎてしまいました。高度の医学と日本文

化を体験し、たくさんの有用な情報を教えていただきました。研修は

とても有意義なもので、楽しかったです。わが国の医師が高水準の日

本の病院で専門技術を学′ボことができ、また、ヒバクシヤの健康管理

に関する経験を共有できる機会を与えてくださることは、とてもよい

ことだと思っています。

カザフスタンヘ帰ってからは学んだ知識を生かして使いたいと思い

ます。長崎での滞在は本当に素晴らしかったです。この素晴らしい研

修を用意してくださったNASHIMに深甚たる謝意を表します。

放射線影響研究所赤星先生の講義



私はセメイ市セミパラチンスク国立医科大学の外傷科および整形外科に助教として奉職してい

ます。この地方には、40年以上にわたり、空中、地上、地下を含む約500回の核実験が行われて

きたセミパラチンスク核実験場があります。放射線の被害を受けてきた住民は、特別な医療支援　匪

を必要としており、それはNASHIMの事業の目的とも合致しています。

我々の研修プログラムは＼自由時間がほとんど在いほど充実したものでした。3週目と4週目には、臨床研修が行われました。

まず始めに、長崎大学病院の救急部で長谷先生や山下先生のお世話になり、患者救護の一助を担うことができました。また、

大村市の長崎医療センターではICUを見学しました。高山先生には救急部やICUの業務について詳細に説明していただきまし

た。ドクターヘリその他の航空救急体制に重点がおかれた内容でした。

学習のほか、文化的プログラムも充実していました。原爆責料館や平和公園、稲佐山の展望台（昼間、夜臥出島、伊王島

と温泉、26聖人記念館、クラバー園、大浦天主堂、ペンギン水族館などを訪れました。

我々は8月9日の平和祈念式典や、15日のお盆の行事にも参加しました。原爆で亡くなった方や被爆者の方たちに対しての

日本人の心遣いには感動しました。我々は、恐ろしい日々を生き抜いてきた

被爆者の人々の苦しみを感じ取り、被爆者の方の治療や介言引こあたっている

人々に対し、尊敬の念を拍きました。

レポートの最後に、NASHIMがこのような国際交流プログラムを作り、運

営していることに対してお礼を述べたいと思います。各教授、講師、病院の

医師の皆さんのホスピタリティー、理解、忍耐、支援に対しても感謝してい

ます。私は、日本で得た知識が今後の仕事の役に立つであろうことを確信し　野￥／r

ています。

歓迎レセプション

平和祈念式典に参加

ナシム会長から修了証書を受け取る研修生



苧前出準講
NASHIMでは、ヒバクシヤ医療の国際協力や放射線被ばく医療等についての知識などを普及するため、平成の鳴滝塾　～ナガサ

キでしか受けられない放射線の授業～　と題して、長崎大学の先生方に小中学校へ出向いていただいて講義を行う出前講座を平

成19年度から実施しています。

今年は、（か6月22日長崎市立滑石小学校（5年生64名）、②6月30日長崎市立滑石中学校（2年生117名）、③8月9日島原市立

島原第一中学校（全学年210名）で出前講座を行いました。

（か滑石小学校の講座は「放射線・紫外線とわたしたちの健康」とい

うテーマで、長崎大学先導生命科学研究支援センターの松田尚樹教

授が行いました。

松田教授は、「放射線とは菖や携帯電話の電波と同じように空気中

を伝わるエネルギーで、見えない、聞こえない、臭わない、感じないも

の」と説明し、放射線測定器を用い空間中や人体中のカリウムに相当

する量の塩化カリウム粉末を計り、教室や身体の中にも自然放射線

が存在することを実証しました。放射線を感知するとピーという菖を

たてながらメーターの動く測定器は、生徒の皆さんにとっては大変め

ずらしかったようで休憩中は大人気でした。

講座の後半は松田教授から「音の地球には放射線はなかった？」、「紫外線をあびると涙が出やすくなる？」などの放射線や紫外

線に関するクイズが14問出されました。全問正解者が出た場合には、「宿題なし」と担任の先生のありがたい約束があったので、ク

イズの最中は松田教授の声もかき消されるぐらい大変な盛り上がりでした。しかし、クイズの半分を経過する頃からだんだんと難し

い問題が出て、最終的には残念ながら全問正解者はいませんでした。

・音の地球には、たくさんの放射線があったことを初めて知ったし、人間の体の中にも放射線があるということにピック」した。

・紫外線は体を通り抜けないけど、放射線は体を通り抜けてしまうことなど紫外線と放射線の違いがわかった。放射線を計る

器械もおもしろかった。

・同じ年齢なのに、紫外線のあたる量によって、しわやしみのでき方が違うことがわかったので、これからは外に出るときは、

日焼け止めをぬったり帽子をかぶろうと思った。

・紫外線は悪いことをするだけでなく、ビタミンDをつくるのを助けてくれることがわかった。

②滑石中学校の講座は、「原爆直後の救護活動と調査」というテーマで、長崎大学原爆障

害医療研究施設の三根要理子准教授が行いました。

講座は「クビロが丘」など長崎大学医学部内にある被爆遺構の紹介から始まり、原爆直

後の悲惨な被害状況の中での調来助先生、永井隆先生、秋月辰一郎先生等による救護活

動や、その後の日本とアメリカによる調査について等がスライドを使ってわかりやすく説

明されました。途中には、「長崎に落とされた原子爆弾の通称は？」などのクイズが所々に

織り交ぜられ、生徒の皆さんと三根准教授とのやり取りが盛んに行われ、非常に活発な授

業となりました。

また、最後にはアニメ「アンセラスの鐘」のダイジェスト版が上映されましたが、アニメ

ーションによリリアルに描かれている焼け爛れた原爆後の惨状の中での秋月医師らによ

る懸命な救護活動の様子は、生徒の皆さんに強く訴えかけるものがあったようです。



・被爆遺構として、旧長崎医科大学の正門があることは知っていたが、クビロが丘、薬専防空壕跡やゲストハウスがあることも

初めて知った。また、滑石近くには救護所がたくさんあったこともわかった。

・原爆は落とされた時ばかりではなく、髪が抜けたり斑点がでたり、歯茎から出血したり、あとから症状が出てくるということ

がとても印象に残った。

・今まで被爆者の話は聞いたことがあったが、客観的な事実に基づいた講話は初めてだった。また、平和について考えたりす

るけど、放射線については考えたことがなかったので、今回の講演はすごくためになった。

・アニメ「アンセラスの鐘」では、7分しか上映されなかったが、戦争の恐ろしさがよくわかったので、自分たち若い世代が平和

の大切さを伝えていか在ければならないと思った。

・原爆でたくさんの人々が火傷やケガをして、それを少ない人数で、しかも自分はけがをしているのに、手当をした医師（調先

生、永井先生、秋月先生など）はすごいと思った。

③次は初めて長崎市外に出ての講座で、島原第一中学校に伺いました。

講座は、上記②と同じ「原爆直後の救護活動と調査」というテーマで、

長崎大学の三根真理子准教授が行いました。

長崎市内の学校ではないため、原爆についての認知度が低いのでは

ないかと心配しましたが、平和学習を行っていることもあり、杷憂に終

わりました。

また、この日は長崎に原爆を投下された8月9日でしたので、講座終

了後の11時2分に参加者全員で黙祷を行い、原爆で亡くなられた方々

のご冥福を祈りました。

・原爆は、爆風、熱線、放射線などの被害があることがわかり、64年たった現在までも苦しんでいる人がいることもわかった。

・原爆の恐ろしさと平和の大切さ、命の尊さが改めてわかったので、2度と戦争をおこさないでほしい。

・今日8月9日、多くの命を失った犠牲者に祈りを捧げるような、世界にとって大切な日になってほしい。

■自分たちが次へと伝えるために原爆の被害があったことに向き合って、事実を知らなければいけないと思った。

・爆心地に近い人たちは、一瞬で黒こげになったり、内臓が飛び出ていたそうだが、この死体を片づける人たちは大変だと思

った。

・原爆では日本人だけでなく、外国の人も被爆したことを知った。また、日本は被害者というだけでなく、加害者としての側面

があることを学んだ。

・ナイチンゲール賞を受賞した人（久松シソノさん）が長崎にいたとは、すばらしい！

松田先生、三根先生は、講話の中にクイズやおもしろい話を混ぜ、また話し方も小中学生にわかりやすいように工夫して下さり、

生徒達からも非常に好評を得て、たくさん感謝の言葉を頂きました。ありがとうございました。

この講座を通して若い世代の皆さんに長崎特有のヒバクシヤ医療や国際協力に関心を持っていただき、将来世界のヒバクシヤ医

療へ貢献するような人材が1人でも多く育ってくれることを期待します。
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今年も核兵器禁止平和建設国民会議（核

禁会議）に寄せられた浄財を活動助成金

としてNASHIMに寄付していただきま

した。核禁会議は1961年に結成され、核

兵器廃絶、被爆者援護、平和建設のための

積極的な活動を行っている団体ですが、

活動の一環である被爆者援護運動として

長年にわたりカンパ活動を実施し、多く

の医療施設等へ検診車、車椅子、ベッド、

医療機器等を贈呈しています。NASHIM

へも毎年活動助成金を寄付していただいており、いただいた助成金は医学教科書の出版等に役

立っています。

贈呈式は8月7日に長崎県立総合体育館で執り行われ、NASHIMからは藤田事務局長が出席

して、社会福祉法人恵の丘原爆ホーム等の9団体と共に贈呈を受けました。

核禁会議のこれまでの被爆者救援活動や核兵器廃絶の取り組みに深く敬意を表しますとと

もに、改めて厚く感謝申し上げます。NASHIMとしましては世界のヒバクシヤ支援のため、この

活動助成金を有効に活用したいと考えております。

第8回永井隆平和記念・長崎貿について

NASHIMでは、長崎原子爆弾被爆50周年にあたる平成7年

に、原子爆弾により重傷を負いながら被爆者の救護に挺身し

た永井隆博士の功績を称え、「永井隆平和記念・長崎賞」を創設

しています。

この賞は永井博士の崇高な平和希求の精神を引き継ぐ国際

社会におけるヒバクシヤ医療への責献者を隔年で顕彰するも

のですが、今年度は第8回目になります。

5月から8月まで候補者の募集をしたところ、日本をはじめ、

ドイツ、カザフスタンなど世界各地から6件の応募がありま

した。6件の候補者と前回次点の候補者の中から本賞受賞者

が決定することになります。受賞者が決定次第ホームページ

でお知らせします。

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会通信
業26号
発行／平成21年10月29日

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHIM）

〒850－8570　長崎市江戸町2－13（長崎県福祉保健部原爆被爆者援護課内）

TEL O95（895）2475　FAX O95（895）2578

http：／／www．nashim．org／
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■専門家派遣事業（韓国）

■専門家派遣事業（カザフスタン）

■韓国医師等へ受入研修を実施

■第8回永井隆平和記念・長崎賞受賞者決定

▲大韓赤十字社の柳宗夏（ユジョンハ）総裁から感謝廣を受け取る大津留晶（長崎大学病院）准教授
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専門義塾詳業
●帝療　　車魯●啓蟄　　辟額●

NASH［Mでは、これまでに受け入れた研修者のフォローアップや関係機関との調整・意見交換のため、韓国、

チェルノブイリ関連国及びカザフスタン在どへ専門家を派遣しています。今号では、大津留准教授、冨永医師の

韓国訪問と永山教授のカザフスタン訪問の報告を掲載します。

2009年NASHtM韓国専門家派遣事業（釜山医療院視察報告）

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科

原爆後障害医療研究施設

分子医療部門　分子治療研究分野（原研内科）

冨永信也

11月26日、NASHIM専門家派遣事業として、長崎大学病院永井隆記念国際ヒバクシヤ医療センター　大津留

晶准教授、長崎県原爆被爆者援護課保健医療班　山口勇次係長と共に韓国釜山に向かいました。今回の目的は、

釜山における被爆者医療の実情把握と今後の健康相談事業のあり方についての意見交換でした。

金海空活から高速バスで釜山市内に入った後、車で10分程のとこ

ろにある釜山医療院を訪問しました。初めに、金東憲（キム■ドンホン）

院長とお会いし、院長より「自分は福岡にある九州大学医学部に研

修に行ったこともあり、日本特に九州には特別の思い入れがある」

′モミち蕃との挨拶をいただきました。釜山医療院は、1876年に韓国初の西

釜山医療院院長室にて

洋式病院として創立され既に140年が経過しており歴史と伝統があ

る病院で医師約50人、看護師約200人、その他約200人の合計450

人が勤務している病院です。同院は2005年9月より原爆被害者診療協定病院に指定され、在韓被爆者の診療を行

っています。診療協定病院になった2005年には、わずか（延べ）11人の被爆者しか診療していませんでしたが、

年々診療する被爆者の数は増え続け2008年には（延べ）333人の被爆者が診療を受け、今年もこのままのペー

スでいけば過去最高の被爆者が診療を受けることになるだろう、とのことでした。

また、同院にはNASHIMが今年11月8日～14日に行った韓国

医師等受入研修に参加していた金礪濠（キム・ミンホ）先生もおら

れ、「NASHJM研修で学んだいろいろ在ことを韓国での被爆者医

療に役立て、少しでも被爆者のための診療を行いたい。」と、

おっしやって下さいました。

釜山医療院院長を囲んで
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さらに、2005年11月在外公館にて健康管理手当の申請ができる

ように制度が変わってから、被爆者の健康管理手当用診断書を書い

て下さっている林知香（イム・ジヒヤン）先生（家庭医学科）とお会

いし、健康管理手当申請時の注意点などについて意見交換を行ない

ました。

林先生との熱心な意見交換

その後、翌日に行われる大韓赤十字社創立104周年記念式典に出席するために、韓国の新幹線といえるKTX

で一路ソウルヘ向かいました。釜山～ソウルは約3時間かかりますが、日本の新幹線と比べると、車内が静か

で揺れも少なく大変快適でした。

11月27日、ソウル市ウリ銀行本店で行われた授賞式で、大津留先生が大韓赤十字社の柳宗夏（ユ・ジョンハ）

総裁から「事業支援」部門で感謝盾を授与されました。大津留先生は

NASHIMが行っている韓国からの医師等受入研修事業や韓国への専門

家派遣事業の窓口となっており、研修機関との連絡調整に尽力されて

いること、また長崎県や長崎市が行っている在韓被爆者健康相談事業

や渡日治療に対する真筆な態度及び在韓被爆者支援の中心的な役割を

果たしてきたことが高く評価され今回の受賞となりました。改めまし

て大津留先生、受賞おめでとうございます。

大韓赤十字社職員からの祝福

最後になりましたが、今回通訳として同行していただいた呉尚恩（オ・サンウン）さんを始め、大韓赤十字

社の方々の細やかな心配りにより大変充実した韓国訪問となりました。この場を借りて感謝申し上げます。あ

りがとうございました。

総裁を中央に記念撮影（右から2人目が大津留晶准教授）
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2009年NASHIMカザフスタン専門家派遺

長崎大学大学院

医歯薬学総合研究科

附属原爆後障害医療研究施設（原研）

分子設計学研究分野

永山雄二

2009年8月25日から9月2日までNASIMの専門家派遣事業として、長崎大学原研疫学・高村教授、

NASH［M事務局，山口さんとカザフスタンを訪問しました。目的は、今までNASHIMが受け入れてきた旧ソ

連邦からの研修生の近況調査及び現地におけるヒバクシヤ医療の現状評価・人事交流に加えて、長崎大学と

カザフスタン国立医科大学の大学間協定式出席、セミパラチンスク第20回核実験中止記念カンプアランス

での講演・長崎賞授与、カザフスタン私立医科大学での学生への講義などです。

25日、長崎から福岡ヘバス移動後、韓匡卜仁川空港経由でカザフスタン最大の都市アルマティヘ向かい

ました。この路線ができたおかげで以前のヨーロッパ或いはモスクワ経由に比較してカザフスタン行きが非

常に楽になったそうです。深夜到着、前原研病理助教ガピット先生（現カザフスタン私立医科大学医学部長）

らが出迎えに来てくれました。同市泊。

翌25日、カザフスタン国立医科大学で、長崎大学との大学間

協定の調印式に出席。アカノフ学長との調印式・記念撮影を済

ませた後、今回長崎大学を訪問する5名の学生と面談しました。

日本語を話せる学生もおり、日本への興味の高さが伺えます。

午後はResearchJnstitute．ofCardiology andlnternaIDiseases

訪問見学。アルマティ2泊目。この間、水のようなシャワー■長′

時間にわたる停電・クレジットカード使用不可という想定内外（？）

の些細なトラブルが頻発しました。

鷲
鼻
挺
　
■
≧

カザフスタン国立医科大学との調印式

27日、飛行機でセミパラチンスクヘ移動。約40年前の軍用機？らしい約50人乗りの双発機でなんと小さ

いこと。さらに座席は自由席。離陸直前にゴムが焼けるような臭いを伴う煙が機内全体に立ち込めたり、飛

行中に窓枠から冷たい空気が漏れてきたりと不安一杯の飛行でしたが、約2時間で無事到着しました。セミ

パラテンスク医科大学副学長マラツト先生の出迎えで、診断センター・癌センターを訪問見学、」lCAの支援

機器に非常に感謝していました。

28日は、地上核爆発でできた原子の湖（atomic Fake）見学。高速道路を約2時間、それからでこぼこ道を

14km走ると聞いていましたが、高速道路が日本の高速道路ではなく、未舗装■穴だらけ。よってでこぼこ

道を約2時間走って、さらに野山を走ったといったほうが正確でしよう。近づくにつれ線量計のメーターが
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原子の湖（atomiclake）

反応を始め、湖畔での線量は約50m Sv／年まで上昇、CT検査

5－10回分くらいに相当します。短時間の滞在は全く安全です

が、気持ちのいいものではありませんでした。帰りに被爆村

として有名なズナメンカ村に寄り診療所見学。市内の病院t

センターなどの施設も日本に比べるとまだまだですが、特に

田舎は格差が激しいのには驚きました。

29日、核実験中止記念式典と第5回セミパラチンスク国際

会議出席。国際会議とはいえ参加者の多くが国内からで、政府の援助がなかった今年はかなり規模が縮小さ

れたとの事。小生が長崎大学のグローバルCOEプログラム「放射線リスク制御国際戦略拠点」の概要とこれ

までの成果について、高村教授がこれまでのセミパラにおける分子疫学研究をまとめて報告しました。なお、

優秀学生2名への長崎賞の授与を執り行いました。他に長年セミ

パラチンスクで医療貢献されている長崎医療センタースタッフの

皆さんらも発表されていました。最後に大統領の核廃絶宣言を読

み上げて終了。

30日、日曜日。マラツト先生の案内で日曜バザールと森での

キノコ採りへ（高村先生が放射線測定のため必要、決して遊びで

はありません）。昼食は自宅へ招待していただき、お手製のウク 式典での講演

ライナ・ボルシチとカザフスタンの伝統料理・ぺシュパルマツクをご馳走になりました。夜はNASHIMの

同窓会へ参加。今まで長崎で研修したセミパラチンスク在住の約10名の医師に集まっていただき、研修の

カザフスタン私立医科大学での講義

感想など語り合い、楽しい会でした。

31日、朝からアルマティに戻り、カザフスタン私立医科大学で

ガビット先生の通訳を通して講義。休日にも拘らず約50名ほどの

学生が聴講に来てくれました。夜は、アルマティ在住のNASHIM

研修医師と夕食。2夜連続でNASHIM研修生の感想（NASHIMで

受けた研修が現在も役に立っていること、今後も受入研修を行い、

カザフスタンの医療向上に力を貸してほしい等）をいろいろ聞け

たことは今後のNASHIM活動のあり方を考えるにあたっては良いことでありました。

31日、日本・カザフスタンの友好関係におけるNASHIMの事業と長崎大学の国際保健活動の貢献の大き

さを痛感しながら韓国・福岡経由で無事帰崎。

最後にカザフスタン訪問の機会を与えてくださったNASHIMと今回の訪問に関してお世話になったカザフ

スタンの関係者の方々に深謝いたします。ところで、当地での肉だらけの食事とウオツカ・コニャック攻め

には閉口しました。もつと健康的な食習慣を身につけてほしいものです。



受章率瑚攣至 韓国医師等へ受入研修を実施
韓国に居住している被爆者への医療充実のため、被爆者の医療や援言割こ携わる6名の関係者を招いて、受入研

修を実施しました。研修者は11月8日に来崎し、事務職3名は11月12日まで、医療職3名は11月14日まで長

崎に滞在して、長崎原爆病院をはじめとする医療機関や長崎大学などの研究機関等で被爆者医療に関する知識の

習得や情報交換を行うとともに、原爆資料館などを訪れ被爆の実相についても学びました。

ソウル赤十字病院　内科医　宋　柾勲（ソン・ジョンフン）

韓国で原爆被爆者の診療に携わっていましたが、原爆により発生しうる

問題点については充分な理解がなく、一般の患者と同じように診療しなが

らも、なんだか私が被爆者のためにやるぺきことを看過しているのではと

いう漠然たる不安感を抱いていました。

しかし、今回の研修を通して、こういった不安感を払拭して帰ることが

出来ました。特に最後の2日間の講義（放射線の基本知識についてと日本の医療体系について）は本当に有意

義な時間でした。

仁川赤十字病院　内科医　李　承姫（イ・スンヒ）

月曜日、最初に今回の研修のためのオリエンテーションがあってよかっ

たと思います。火曜日、長崎大学病院の見学と概要講義も非常に興味深く、

午後の長崎原爆病院も印象的でした。水曜日、検診センター訪問と日程は

シンプルでしたが、充実した有意義な研修でした。午後の原爆ホーム訪問

がキャンセルになって残念でしたが、その代わりにクラバー園等長崎を楽

しむ事ができました。長崎はただの小さな都市ではなく、日本がはじめて西洋に向けて門を開き、先進文化

（西洋文化）を受け入れた意味のあるところであることを学′ミにとができました。木曜日、金曜日の講義は

講義の内容も、また先生方の説日月も良かったです。

釜山医療院　内分泌内科医　金　王民濠（キム・ミンホ）

今回の研修で印象深かったことを大きく3つに分けることができます。

（か医学セミナー

広島と長崎であった被爆は世界のどこの国も経験したことがない事件です。

原爆と疾患との因果関係、治療対策に対して大きな関心を持てるように

なりました。

②長崎大学病院、長崎原爆病院の訪問

原爆被爆者の入院及び検診、治療段階を一目瞭然に見ることができました。

③原爆資料館、平和公園、浦上天主堂の見学

原爆の実状及び危険性に関する適切な情報を提供してくれただけではなく、原爆を経験していない2世代、

3世代の人達に放射線及び原爆の危険性とその深刻性を語る場として活用していることをみて、深い感銘



を受けました。

最後に、知己堂の展示を見ながら永井隆先生の崇高な犠牲精神に触れ、医師としての使命にういてもう

一度考えるきっかけになりました。他の地方に比べて、天主堂が著しく目に入り、力トリック導入の現場

を見る機会にもなりました。

大韓赤十字社特殊福祉事業本部　本部長　雀　元錆（チェ・ウォンヨン）

研修の期間及び日程は適切であり、また事務職と医療職に分けて医療職

に対して2日間専門研修を行うことも良いと思う。

最も私の心に残ったことは、永井隆先生が畳2枚の部屋で人類愛を実践

するために力を尽くし、その子孫により世界平和のための先駆者の役割を

果たしていることを見て、感じて、教育を受けながら、赤十字社の精神と

一脈相通ずるものだと思った。その実践のために私もより献身的に努力すべきだと心に誓った。

韓国に「マジュンムル」（呼び水）という言葉があるが、それはポンプに水がない時、－、二瓢の水を入

れて、ポンプを上げ下げすれば水が出るという意味で、短い日程ではあったが、この研修をきっかけに世界

平和のための活動にNASHIMの関係者の方々と一緒に微力ながら私も参加させていただきたいと思った。

大韓赤十字社特殊福祉事業本部　総務担当　甚　恵善（チェ・へソン）

韓赤で原爆被爆者の手当などの支給を担当しながらも実際被爆者の方々

がどういう経緯により被爆したのか、韓国で資料と写真だけでの教育は受

けていましたが、今回NASHIM研修のお陰で直接現場を目で見ながら、様々

な教育を受けることができ実務者としてとても有意義な研修となりました。

火曜日訪問した長崎大学病院において渡日治療で韓国から来られた被爆

者の治療過程を直接見ることができ、どのような経緯でどのような病院でどういう′ミ、うに治療を受けていら

つしやるのかが分かり、とても意義のある時間でした。

今回NASHFMで受けた教育を土台にして、私に任せられた仕事に生かし、より被爆者を理解した上での仕

事ができるように頑張ります。

陳川部役場　係長　金　江浩（キム・ガンホ）

原爆投下後64年が過ぎた今も、被爆者がたくさんの苦痛をうけているこ

とから、放射線がどんなに恐ろしいものであるかをもう一度確認すること

ができた。

日本政府は、とても組織的かつ体系的に原爆被爆者のために大学病院だ

けではなく、医師会などが中心となって被爆者の福祉と健康増進に心血を

注いでおり、我々が見習うべきところだと思われる。

わが国の被爆者の中で、現在長崎県に2名が渡日して治療中であることは幸いなことだが、より多くの被

爆者が渡日治療を受けられるようにしていただければと思う。

長崎原爆資料館と国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館を建て、育っていく学生達に原爆で亡くなられた方々

の貴重な犠牲を記憶させ、二度と戦争が起きないようにと平和への誓いの場として活用していることは後世

にも継続的な教訓になるので、韓国にもこのような施設を建てるぺきだと思った。



NASHIMでは、長崎原子爆弾被爆50周年にあたる平成7年に、原子爆弾により重傷を負

いながら被爆者の救護に挺身した永井隆博士の功績を称え、「永井隆平和記念・長崎賞」を創設

しています。

この賞は永井博士の崇高な平和希求の精神を引き継ぐ国際社会におけるヒバクシヤ医療へ

の貢献者を隔年で顕彰するもので、今年度は第8回目になりますが、この度その受賞者が決定

しました。

ChristophReiners（ドイツ連邦共和国）

1946年1月28日生（63歳）

ビュルツブルグ大学病院長

政射線誘発甲状腺癌の診断と治療への責献

ライナー教授はドイツで最も古い大学のひとつであるビュルツブルグ大学医学部を卒業後、

一貫して核医学を専攻し、放射線の医療応用、特にアイソトープ（放射性同位元素）を用いた診

断と治療への貞献が大きく、レントゲン博士の後継教授でもある。

エッセン大学核医学教授時代の1986年4月26日チェルノブイリ原発事故が起こり、核医学の

第一人者として欧州からの医療協力の指導的役割を果たしており、1992年からは最も被害が

甚大なべラルーシとの間での人道主義的共同研究プロジェクトを開始している。

功績の1つは、ベラルーシ共和国での甲状腺疾患診断のための三次元超音波診断法を確立し、

甲状腺癌の早期診断と再発診断に大きく貢献するなど放射線誘発甲状腺癌に関する多くの学

術業績をあげた。また、ミンスクのドロズド教授らと共同で甲状腺腫瘍の超音波スクリーニン

グ方法を開発した。

その後、母校ビュルツブルグ大学核医学教室主任教授では、ミンスク甲状腺癌センターに甲

状腺癌のアイソトープ診断と治療のための核医学治療部門を創立し、同様な核医学部門をウク

ライナのキエフ内分泌研究所にも立ち上げ、多発している甲状腺癌の治療成績向上に大きく責

献した。

また、1992年からベラルーシで再発転移を繰り返す重症小児甲状腺癌の術後患者250例をド

イツに招碑し、産業界やEUの財政支援で人道的支援も継続している。

現在WHO緊急被ばく医療研究協力センター長でもあり、チェルノブイリ医療協力の功績に

よりベラルーシ大統領からフランシスカ・スカリナ勲章を授与された。

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会通信
第27号
発行／平成22年1月20日

長崎，ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHIM）

〒850－8570　長崎市江戸町2－13（長崎県福祉保健部原爆被爆者援護課内）

TELO95（895）2475　FAXO95（895）2578

http二／／www．nashim．org／
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ヒバクシヤ医療国際協力通信

l■第8回永井陸平和記念・長崎賞授賞式

■韓国医師等へ被爆者医療研修を実施

■ブラジルからの被爆者医療研修生紹介

■平成の鳴滝塾（小中学校への出前講座を募集）

▲NASHIMの蒔本会長から賞状（楯）を授与されるグJストフうイナ一教授（ドイツビュルツブルク大学病院長）
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永井隆平和記念・長崎質は、原子爆弾による

被爆者と放射線被曝事故による被災者に対す

る治療及び調査・研究等の分野において、ヒ

バクシヤ医療の向上・発展、ヒバクシヤの福

祉の向上を通じ世界平和に貞献し、将来にわ

たる活躍が期待される国内外の個人や団体に

贈られます。

NASHIM事業の一環として1995年に創設されて以来、第8回目

となる永井隆平和記念・長崎賞授賞式が3月15日に長崎市において

開催され、ドイツから出席された受賞者クリストフ・ライナー教授

に蒔本会長から賞状と賞牌（ブロンズ像「生命のともしび」）、副賞

の賞金が授与されました。

昨年9月永井隆平和記念・長崎賞選考委員会、同12月に永井隆平和記念・長崎賞委員会が開催され、本賞に′i、

さわしい方を選考するために活発な議論が交わされました。クリストフ・ライナー教授は、ドイツで最も古い大

学のひとつであるビュルツブルク大学医学部を卒業後、一貫して核医学を専攻し、放射線の医療応用、特にアイ

ソトープ（放射性同位元素）を用いた診断と治療に貢献してこられ、ベラルーシ共和国で甲状腺疾患診断のため

の三次元超音波診断法を確立し、甲状腺がんの早期診断と再発診断に大きく貢献し、放射線誘発甲状腺がんの臨

床治療に関する多くの学術業績を上げられました。また、1992年からは、最も被害が甚大なべラルーシ共和国

で再発転移を繰り返す247名の重症小児甲状腺がん患者をドイツに招き、子供たちへの医療支援を行い大きな成

果を上げ、ベラルーシ大統領からフランシスカ・スカリナ勲章を授与されるなどの多岐にわたる貢献が評価され、

今回の受賞となりました。

授賞式へは、長崎県知事、長崎市長をはじめ、大学、

病院、研究施設などから多数の関係者の皆さんにご出席

いただきました。また、ライナー教授が、受賞スピーチ

を行い、「チェルノブイリ事故後の日本政府や支援団体、

研究者の皆さんのこれまでの協力に感謝し、今後も事故

後に増加した甲状腺がんの治療に力を注ぎたい」と力強

く述べられました。

授賞式後は祝賀会を開き、ライナー教授の受賞を皆さんに祝っていただきました。

‡‾≡；ご二寄ユニ‾…一、‾竜
ライナー教授との思い出話を披露する長瀧先生　　　長崎原爆病院の朝長院長と懇談　　　　　放射線影響協会の青木理事長と懇談



受賞者紹介

・1971年

・1971年～87年

・1987年～89年

・1989年～94年

・1994年～現在

・2001年～現在

・1989年

・1990年～96年

・1996年

・1996年～98年

・2000年

・2002年

・2003年

■2005年～現在

・2010年

クリストフ　ライナー

ChristophReiners（64歳ドイツ連邦共和国）

ビュルツブルク大学医学部卒業

ビュルツプルク大学で核医学を専攻

エッセン大学准教授

エッセン大学核医学教室主任教授

ビュルツブルク大学核医学教室主任教授

ビュルツブルク大学病院長

オーストリア医療放射線防護協会名誉会昌

ドイツ医療放射線防護協会会長

ドイツ連邦共和国、連邦十字勲章

ドイツ放射線防護委員会会長

ベラルーシ共和国、フランシスカ・スカリナ勲章

レオボルド科学アカデミー会昌

ミンスク市、ベラルーシ医科大学名誉博士

WHO－REMPAN（緊急被ばく医療国際ネットワーク）ドイツ研究協力センター長

ニューヨーク市、スローン・ケタリンク記念癌センター

「生命の灯」名誉賞

第8回永井降平和記念・長崎賞を受賞して
舅8回永井隆平和記念・長崎賞の受賞者に選ばれたことを非常に光栄に存

じます。原爆や放射線被曝の影響を受けた人々の福利向上を目的とし、世界

平和実現に貢献する賞をいただいたことに対して深く感謝しております。

私は、放射線防護と放射線疾患の医学的管理を専門としていますが、最も

印象深いことはチェルノブイリ原発事故により異常発生した小児甲状腺がんの治療に携わったことです。当時、

ベラルーシ共和国ではこうした進行がんを治療するほどの医療技術が進んでいませんでした。それで、私たちは

子供たちへの医療支援を始めるとともに、ベラルーシの医師へのトレーニンクと教育を目的とするプロジ工クト

を立ち上げ、247名の子供たちをドイツに招きました。それから17年が経過した現在、その全昌が治療に良く反

応し、今や若き成人となり、既に自分たちの家庭を築くまでになっていることは、ほんとに嬉しいことです。チ

ェルノブイリ原子炉の事故から20年以上が経過したにもかかわらず、国際協力は続いており、特に日本との協力

はさらに進展しています。また、ビュルツブルク大学と長崎大学は学術協定を結んでおり、今後も両大学が友好

な関係を続け、世界平和実現に向けて努力していきたいと思います。



韓国医師等へ被爆者医療研修を実施
韓国に居住している被爆者への医療充実のため、被

爆者の医療や援護に携わる4名の関係者を招いて、受

入研修を実施しました。研修者は2月21日に来崎し、

事務職2名は2月25日まで、医療職2名は2月27日ま

で長崎に滞在して、長崎原爆病院をはじめとする医療

機関や長崎大学在どの研究機関等で被爆者医療に関す

る知識の習得や情報交換を行うとともに、原爆資料館

などを訪れ被爆の実相についても学びました。

ソウル赤十字病院　家庭医学医　安　王文垣（アン・ミンウォン）

原爆資料館見学では原爆による被害状況を、原爆関連医療機関訪問では被爆

医療やその研究に関する専門的なお話しを聞くことができるなど、研修期間及

び内容構成が、原爆についての理解を深める上で適切であったと思います0

今回の研修は原爆被害の深刻さをあらためて考える契機になったと同時に、

自らの知識不足を痛感する機会でもありました。戦争・原爆を経験したことの

ない若い世代の多くが、同じような〕犬況ではないかと思います。今後、原爆問

題に対する理解を得るためにも、原爆の悲惨さや被爆医療について積極的な広幸踊切要だと考えます0

大部（テク）報勲病院　放射線科医　趨　顕潮（チヨセヨンチヨル）

今回私が受講した7日間の研修プログラムは、内容が体系的に構成されて

おり、原爆被害の深刻さと被ばく医療に対する理解を大いに深めることがで

きたと感じています。私の専門分野が放射線科であることから、特にPET

についてのお話しは大変興味深いものでした。また、被爆については医学的

研究がいくつも行われていることを知り、その中心機関である放射線影響研

究所にも関心を持ちました。残念ながら今回の研修では訪問することができ

ませんでしたが、次回以降の研修プログラムで放射線影響研究所を訪問したいと感じています0

帰国後は、原子爆弾及びチェルノブイリ原発事故等による放射能被害の深刻さと、被爆者医療に係る知識

の周知に努めたいと思います。



隣川（ハブチヨン）原爆被害者福祉会館　総務担当　李　美淑（イ・ミスク）

研修1日目の行政オリエンテーションでは、どのような手順で被爆者健康手

帳の交付が行われているか、在外被爆者の健康維持のためどのような事業に取

り組んでいるかといった基礎的知識を得ることができました。また、研修2日

目以降は、実際に被爆医療に携わっている先生方から原爆に関する医療的研究

についてお話しを聞くこともでき、被爆医療の実情に対する理解が深まりました。

さらに、私自身が陳川原爆被害者福祉会館に勤めていることもあり、研修3

日目の悪の丘原爆ホーム見学は非常に興味深く、長崎にある他の療養ホームも訪問してみたいと感じました。

今回の研修全体を通して、原爆の被害によりどれほどたくさんの方々が苦しめられたのかを知り、二度とこ

の地球上に戦争の被害者が生まれないようにという思いです。

帰国後は、被爆者の方々が過去の痛みを少しでも忘れられるよう、よリー層業務に従事したいと思います。

意義ある研修に参加させていただき、ありがとうございました。

馬山医療院　院務課長　雀　寅吉（チェインギル）

今回の研修は、原爆被害の深刻さと被爆医療の難しさを理解するうえで非常

に有意義であったと思います。特に、原爆資料館や恵の丘原爆ホーム見学では、

実際に原爆を経験された方から実体験を踏まえた説日月を聞くことができ、原爆

被害の深刻さを改めて感じました。また、お話ししてくださった被爆者の方が

戦争・原爆の悲惨さを後世に伝えようという情熱を持っておられたことが非常

に印象に残っています。

私にとってこの5日間は大変実り多いものでしたが、今回研修でお世話になった長崎大学病院、日赤長崎

原爆病院以外にもいくつかの先進病院を見学することができれば、さらに充実した研修になるのではないか

と思います。また、研修中一部日本語で提供される資料がありましたが、これについてもハングル語で訳し

ていただければ非常に嬉しく思います。

最後に、研修生が少数だったにも関わらず、お時間をさいて歓迎の場を設けてくださったNASHIM会

長様、大学病院、原爆病院の先生方、行政の皆様に感謝申し上げます。また、過密なスケジュールの中でも、

常に笑顔で親切に対応してくださった職員と通訳の方にも深く感謝申し上げます。本当にありがとうござい

ました。



ブラジルからの研修生紹介
ナシムの構成機関である、長崎大学病院及び長崎

原爆病院等で2月22日から約1ケ月間研修を受け

ているブラジルからの研修生を紹介します。

この研修事業は、厚生労働省から長崎県に委託さ

れた在外被爆者支援事業の一環として行われている

もので、海外の医師を招嘱し、日本の原爆医療等に

関する研修を実施しており、今年度も日伯友好病院

とサンタクルス病院から医師を受け入れました。

最初の1週間は韓国からの研修生と同様、被爆の

実相を学ぶ研修を受け、残りの3週間はそれぞれ専

門の研修を受けました。 原爆資料館で平和案内人から説明を受ける研修生

ブラジル　日伯友好病院

ルシア　ミチコ　ヨシタ（LuciaMitikoYoshita）医師　専門：放射線科

まず、この研修の機会を与えてくださったNASHIM、長崎県、長崎大学と

原爆病院の先生方に感謝申し上げたいと思います。

この研修を通して、私の専門分野における最新コンセプトと新しい診断方法に

ついて学ぶことができました。何よりも、原爆の影響に関して分子レベルから被

爆者の精神健康面まで、幅広い研究内容を学ばせていただいたことは大変意義深いと感じています。

また、ここ数週間、日本の文化や習慣、そして歴史についても少し分かるようになりました。特に、長崎

の歴史について多く学′ボことができました。私は日本の孫娘であり、そのことに大変感謝しております。ブ

ラジルに帰っても日本の文化を大事にしたいと思います。

私の専門分野においても、また個人的な面においても本当に役立つ研修になりました。より良い診断が出

来るだろうという確信を持って、国に帰ります。本当に有難うございました。

長崎大学医学部・良順会館の見学 長崎大学病院・河野院長を表敬



ブラジル　サンタクルス病院

）レーペンスヤスゾーイツコーウエダ（RubensYassuzoYkkoUeda）医師　専門：外科

第二次世界大戦時に投下された原爆に関する知識を広めるための取り組みに、

私もー員として加えていただいたことをとても光栄に思っております。研修が始

まった頃は、原爆に関して僅かな知識しか持っていませんでしたが、研修を通し

て多くのことを学′ボことができました。原爆によってもたらされた長崎市民、県

民の苦悩の日々は、私の心にいつまでも残るでしよう。

永井隆先生をはじめ、苦難の中でも助け合いながら、長崎を再建していく人々の強さは大変印象深かった

です。特に、長崎大学は放射線の影響に関して、世界的な技術と研究実績及び治療方法を開発してきました。

こうした大学で分子生物学、遺伝子学的研究、病理学、核医学、放射線学、内視鏡による手術などを学′主に

とができ、大変嬉しく思っております。このことに対する感謝の気持ちを一言で表すと「すごい！！」とい

うことです。この研修の機会を与えてくださったNASHIMと長崎県、長崎市また被爆者や医学的研究に

ついてだけでなく、日本の歴史や文化、生活面も学′ボことができるよう配慮してくださった山下先生、大津

留先生、熊谷先生、そのほか長崎大学の先生方や長崎原爆病院の先生方に感謝申し上げます。

この美しい町でこのような時間を過ごすことができ、非常に嬉しく思います。

そして、この研修から学んだ最も大切なことは、「戦争も核兵器ももうやめよう、平和な世界を作ろう」

これが、私の国、ブラジルの人々に伝えたいメッセージです。



平成の鳴滝塾川l中学校への出前講座を募集）
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

ヒバクシヤ医療の国際協力や放射線被ばく医療等についての

知識などを普及するため、長崎大学の先生方に小中学校へ出向

いていただいて講義を行う出前講座を実施しています。平和と

科学・医療に関する国際協力ヘの興味・関心を促すことのでき

る楽しい講座です。

下記の幅広いメニューを小中学生の皆さんに

わかりやすく説明しますので、興味をお持ちで

したらぜひ事務局までご連絡ください。

身近な放射線の話（自然放射線、放射線発見の歴史と応用）

チェルノブイリにおけ

る国際被ばく者医療協

力

カザフスタンにおける

国際被ばく者医療協力

世界の被ばく事故と国

際被ばく老医療協力

長崎原爆の話

島原市立第一中学校

長崎市立滑石小学校

世界最大の原子力発電所事故被災者への医療協力

ベラルーシ人から見たチェルノブイリと長崎

テレメディスンによる遠隔医療協力

世界最大の核実験場セミパラチンスク（カザフスタ

ン）と長崎

カザフスタン人から見たセミパラチンスクと長崎

世界の被ばく事故について

もし、被ばく事故が起こったら

放射線障害を治療する最新医療（再生一移植医療に
ついて）

原爆直後の救護活動と調査

長崎原爆被爆者のこころの調査

在南米・在韓国被爆者　　海を渡った被爆者

世界保健機関WHOからみた長崎の国際被ばく者医療協力

放射線・紫外線とわたしたちの健康

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会通信
第28号
発行／平成22年3月30日

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHIM）

〒850－8570　長崎市江戸町2－13（長崎県福祉保健部原爆被爆者援護課内）

TELO95（895）2475　FAXO95（895）2578

http：／／www．nashim．org／
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ヒバクシヤ医療国際協力通信

■ベラルーシ共和国から医科大生を招へい

■チェルノブイリ・カザフスタン問連諸国医師へヒバクシヤ医療研修

■核兵器禁止平和建設国民会議が活動助成金を寄附

1■東京シンポジウムについて

▲市民・県民との交流会に参加したベラルーシ共和国からの医科大生（左は司会の高村教授）



ベラルーシ其劇団から医肘草生を好へ－くI

（ナシム）蒔本会長を表敬

来崎した4名（医科大生3名、随行1名）

チエルノフィー」原発事故の影響によって甲状腺がんを発症し治療（手

術）を受けた経験を持つベラルーシ共和国の医科大学生を長崎に招

嘱して、8月2日から8月12日までヒバクシヤ医療研修を実施しま

した。NASHLMでは2006年にチェルノブイリ事故20周年記念事業

の一環として同様の境遇を持つ医科大学生に対して受入研修を実施

しましたが、彼らのように被ばくによる健康障害を持ちながら医師

を目指して頑張っている若者に、今後のヒバクシヤ医療を担ってほ

しいという期待を持って、2年前に続き今年度も研修を実施しました。

は、長崎大学の原爆後障害医療研究施設や長崎大学病院で専門知識

を習得したり、日赤長崎原爆病院や恵の丘長崎原爆ホームなどへの視察訪

問を行い、また、国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館が行う被爆者健康講

話へも参加して受講者へ自らの経験を語るとともに、被爆者と意見交換を

行いました。8月9日には平和祈念式典へ参列し、長崎原爆被爆者のご冥

福をお祈りしました。真夏の暑い盛りでしたが異国の地でヒバクシヤ医療

や原爆被爆の実相について学ぷ機会を得、普段できない多くの経験をして

強い印象とともに帰国したことと思います。
被爆者健康講話で話す医科大生

Natallia Kulikouskaya（ナクーリヤ・グ」コープスカヤ）

国立ベラルーシ医科大学　予防医学部5年生

旧出ずる国」日本に滞在した10日間は毎日がとても濃密なものでした。甲状腺が

ん全般、長崎の原爆後遺症やチェルノブイリ事故の影響、被ばくの影響、甲状腺がんや

白血病の最新の診断法や治療法などのテーマで充実したレクチャーを受け、原爆資料館

や医療ケアの充実した原爆養護ホームも見学させていただきました。

また住民健診の現場も訪問しました。そこでは身体計測（メタポリツク症候群の検査）、血液検査、胸部レン

トゲン、造影剤による胃腸透視、脅そしよう症の検査、阻囁力検査、動脈硬化や甲状腺のエコー検診などが行わ

れていました。私自身は、甲状腺エコー検診のお手伝いをさせていただきました0このような健診が行われるこ

とによって悪性腫瘍を含む様々な疾病の早期発見が可能となっていることを

実感しました。日本人はこういった健診を自発的に受け、自身の健康を管理

していることを目の当たりにしました。

内分泌系の患者さんの外来や外科手術を見学する機会もあり、自分にとつ

て多くの発見がありました。今後の勉学、さらには医療従事者としてのキャ

リアにおいて、この滞在で得たことを生かしていくつもりです。 平和祈念式典に参列



AlenaKalisnichenka（エレーナ・コリスニチエンコ）

国立ベラルーシ医学大学　予防医学部2年生

日本は、高度に発達した技術力と建築のミニマリズムと生活のすぺての面で秩序が守

られている国です。私は、この素晴らしい国を訪れる機会に恵まれたことをとても幸せ

に感じています。この国のすぺてが好きになりました。会う人ごとに微笑んでくれる人

たち、清潔で秩序の整っている通りや建物、美しい自然環境、高いレベルの医療サービス…。

日本のドクターは患者さんが不快を感じないように、治療が心地よく適切なものであるように最善を尽くして

います。素晴らしいことだと思います。私は帰国後、高度な技術を持つ日本の医療サービスがどのように行われ

ていたかについて、多くの人に語ることによって、少しでも自国の医療の質を向上させたいと思います。

病院の訪問も私にとっては非常に興味深いことでした。健診にも参加する機会があり、お手伝いをさせていた

片峰長崎大学長を表敬

だきました。市民ひとりひとりが定期的に健康診断を受けることは、国民

生活の健康水準向上のために非常に大切だと思います。病気が早期に発見

され、早い段階で治療を開始することができるからです。また、私たち自

身の検査をしていただいたことにも感謝します。ベラルーシよりもかなり

高い測定精度をもつ医療機器で検査していただいたことにより、私たちの

健康に問題がないことに100％自信をもつことができました。

TatsianaKazIouskaya（タチアナ・カズローフスカヤ）

コメリ医科大学　4年生

日本は、私たちの国とは様々な点で異なL」ます。すべてのことに感動しました。美し

い自然、とてもやさしい人々、美味しい料理…。高レベルの医療は特筆すべき驚きでし

た。日本に行く前にも、平均寿命が高く新生児死亡率が低いなど、日本は多くの点で医

療レベルの高さを裏付ける健康水準を誇っていることは知っていました。しかし、私が長崎で見たことは、自分

が本で知っていたことを上回っていました。日本の見事な医療システム、医師だけでなく看護師のみなさんも高

い知識と豊かな経験・技術をもっていることなどを目の当たりにしました。医療従事者が一人一人の患者に対し

て、とてもあたたかい心配りをもって接していることにも感動しました。

日本での滞在期間中に、今後の勉強、そして医師のキャリアにおいて有益になるであろう多くのことを新たに

学′主にとができました。手術見学も大変印象に残L」ました。内視鏡を利用した胃切除手術は、ベラルーシではま

だ教科書にさえ記載がありません。

被爆者の話を聞く医科大生

原爆資料館も見学しました。戦争がどのような悲惨な結果をもたらすか、

世界各国が兵器の開発を進めることがどんなに恐ろしい過ちを引き起こす可

能性があるか、について世界の人々が忘れないようにする役割をもつ資料館

の存在はとても大切なものだと思いました。また、あえて自身の辛い体験に

ついて語る被爆者の勇気に私は感嘆せずにはいられませんし、被爆者に対す

る行き届いたサポートを忘れない日本国民にも敬意を表します。



チェルノブイリ・カザフスタン関連国医師へ
ヒバクシヤ医療研修

チェルノブイリ原発事故周辺諸国やカザフスタン共和国で放射

線被ばく者の5台療にあたる医療従事者に対して指導や医療情幸艮提

供を行うため、今年度も6名の医師を招き、ヒバクシヤ医療研修

を行いました。研修者は7月21日から約40日間に亘り長崎に滞

在し、長崎大学を中心とした専門研修において、日本の最新医療

を学びヒバクシヤ医療分野で共同研究を行う関係者との交流を深

めました。

（ナシム）蒔本会長を表敬

また、長崎原爆資料館を見学し平和祈念式典へ参列するなど長崎原爆の実相について学び、日赤長崎原爆

病院や放射線影響研究所、長崎市原爆被爆者健康管理センター、恵の丘長崎原爆ホームなどへの視察訪問を

通して、日本の原爆被爆者への援護やケアについて理解を深めました。

UlianaRumyantseva（クリヤーナ・ルミヤンツエヴァ）
ロシア共和国　オブニンスク放射線医学研究所

放射線科上級研究者　内分泌学

この研修で私は、長崎大学の各先生方による興味深く内容豊かな講義と大学の実験室・

大学病院の臨床施設における実習により、これまで十分ではなかった知識を補うことが

できた。内分泌、癌、臨床遺伝学を専門とする私にとって最も重要だったのは、甲〕犬腺

癌、放射線による癌、発癌機構における分子遺伝学的側面に関する諸講義であった。

長崎の被爆者とチェルノブイリ原発のヒバクシヤは、異なる線源（プルトニウムとヨード）と作用（外部被ば

くと内部被ばく）による被ばくではあるが、これらの被ばく者の回復や、分子生物学的に見た被ばく後障害に関

する関係諸国の経験の交換は、学術・実務において、大きな意味合いを持っている。ここで得られた知識は、癌、

放射線、遺伝学、内科の専門家である我々にとって、間違いなく有益なものである。我々の重要な職責は、チエ

ルノフィリの事故によるヒバクシヤの様々な疾病を治療することであり、そのため日本の被爆者に対する医療サ

ービスのシステムや、先進的なハイテク治療・診断の手法、また最新の分子生物学の業績について知ることは、

実務的にも研究的にも興味深かった。特に、特筆すべきは原爆の爆風、熱線、放射線による様々な影響を受けた

（長崎大学）松山医学部長を表敬

人々の治療と回復のプロセス作りが進んでいることである。

研修の合間には、限られた時間の中で日本の文化や伝統をできるかぎ

り知ろうと努め、いくつかの神社仏閣、浦上天主堂、クラバー園、出島

などの名所旧跡を見て回った。また稲佐山の展望台や17世紀に遣られた

古い橋の辺りを散策し、特にめがね橋に感銘を受けた。また日本の歴史

と文化に関する講義も興味深かった。日本は比類のない、独特な国だ。

長崎は、親切で笑顔にあ′ミ、れた、素晴らしい人々の住む美しい街だ。こ

の印象は終生胸に残るだろう。



ウクライナ共和国　KostiantynBazyka（コスタンチン・パジイカ）
ウクライナ医学アカデミー放射線医学研究所

若手研究者　循環器科

長崎滞在期間中、我々は長崎県医師会、日本赤十字社長崎原爆病院、恵の丘原爆ホー

ム、長崎市原爆被爆者健康管理センター、放射線影響研究所などを訪れ、放射線からの

保護、放射線による疾病の診断・治療・予防などに閲し、日本の専門家たちの経験を教

えて頂いた。また、日本の保健制度についても知ることができ、さらに被爆者たちと交流を持つこともできた。

長崎大学では、以下のようなテーマの講義を受けた。日本の歴史と文化、原爆の後障害、放射線の人体への影

響全般、様々な組織や制度、特に日本と世界の放射線安全問題について、医療データの統計的処理、その他多く

の講義である。実習は、大学病院の各科で行われた。この期間に各科の業務について知り、カンファレンスや原

爆被爆者の治療の特異性についての検討会、教授の回診、外来診察、新しい診断方法の実施などに参加した。

日本に関する全般的な印象は、非常に良かった。日本は古く豊かな歴史を持ち、高いレベルの文化と技術的発

展を遂げた国だ。来日前は考え方の違いから日本人とコミュニケーションをとったり一緒に作業したりするのは

非常に難しいだろうと思っていたが、2、3日もすると日本の人々は親切で、丁寧で、勤勉で、常に他人を助けよ

うとしている人々だとわかり、話をするのはとても楽しかった。

2010年8月9日に長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典に参列した。ウクライ

ナ医学アカデミー付属放射線医学研究所で、放射線医学およびチエルノブイ

リ原発事故の被爆患者の病気の診断と治療に携わるスタッフとして、また放　≒

射線および放射線医学科のスタッフとして、原爆被爆者の問題は非常によく

理解できた。 （原爆病院）朝長院長を表敬

ベラルーシ共和国　Vo［haBiahun（オリガ・ビヤクン）

ベラルーシ卒後医学教育アカデミー

社会人大学院生　眼科

この研修期間中、新しい研究、癌の診断、統計、放射線管理、日本の歴史と文化など

に関する講義を受け，医療機関（原爆病院、大学病院、放射線影響研究所）を訪問し、最

新の機器を用いた診断や治療の実務を見学した。

また、原爆ホーム訪問時には、1945年8月9日の恐ろしい日を体験された年配の方々への対応や、これらの人々

に対する社会的援護に感銘を受けた。大学病院の眼科での実習も、同様に知識を増やしてくれるものだった。こ

こで私は加齢による網膜の病変の新たな治療（医薬品や手術を用いての）を知ることができ、外来・入院治療も

みることができた。病院には最新の医療機器が豊富に備え付けられていることに感心した。また、放射線影響研

究所での眼科の外来も見学した。これらの診察記録の完全性と、患者観察の長期性、統計のための情報レベルの

高さは特筆に値する。

原爆資料館や爆心地の訪問、8月9日の平和祈念式典、被爆者の証言により、国家間の和平と友好の大切さと、

放射線による病気の治療のための研究の重要性を感じた。

研修の合間に、私たちはクラバー園、神社仏閣、出島など、長崎の歴史に触

れることができる場所を訪れた。また寿司や刺身、ちやんぽん、天ぶら、日本

茶などの日本食を試した。伊王島では自然、太陽、海を満喫した。

ベラルーシ共和国で放射線の影響に苦しむ人々の診察や治療に役立つ新たな

知識を得る機会を与えてくれた関係者の皆様に感謝の意を表したい。 （長崎大学病院）河野院長を表敬



ベラルーシ共和国　ValerySitnikov（ワレーリー・シトニコフ）
ゴメリ医科大学　副学長　耳鼻科

研修計画、出迎え、ホテル手配、長崎県・市の公的機関の代表者への表敬訪問は、最

高のレベルで行われた。研修の基本的な部分を占める講義は、長崎大学の優れた研究者、

教授陣により、現代の世界的研究レベルで、視覚的に効果のある教材を使って行われた。

講師たちはすぺての質問に対し、余すところなく害えてくれた。特に興味深かったのは、

医療遺伝学、放射線生物学と放射線による疾病の予防、被爆者に対する精神的ケア、幸手細胞移植、日本の歴史と

文化などに関する講義である。

原爆資料館や原爆ホームの訪問、また被爆65周年長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典に参列したことは、強く印

象に残った。この日本国民の悲劇を例とし、人類が生き残るための平和の大切さ、またこのような悲劇が二度と

繰り返されないためにあらゆる手段をとらなければならないということが感じられた。

大学病院の治療・検査施設を見学したが、病院は最新の機器やコンピュータなどの設備を備えており、検査、

内科・外科的治療が世界的に高いレベルで行われ、大学病院の医師たちの職業レベルも非常に高かった。

我々が研修で得た知識は、我々が今後研究や実務を行う上で活用ざれるで

あろう。

NASHIMおよび長崎大学のスタッフには、知識を習得させてくれたことに

対し、心より深く感謝している。日本とベラルーシの研究者が、今後医学の

分野で実り多き研究および実務的協力関係を築けることを信じており、また

切望している。
（長崎大学）片峠学長を表敬

カザフスタン　AiymkuJAshimkhanova（アイムクリ・エシムハーノワ）

国立カザフスタン医科大学　大学院生　消化器科

今日の長崎は、世界に平和を訴える歴史的な街である。私は、原爆被爆者に対する社

会福祉のシステムに感動した。原爆資料館では亡くなられた方々のお名前と遺影、悲劇

の瞬間に止まったままの時計があった。最も印象的だったのは、命の最後の瞬間まで平

ん－　　　　　　　和と長崎の人々の幸せを祈り続けた、永井博士の写真である。世界中から人々が集まり、

涙した平和祈念式典では、私が子供時代に聞いた、あの鶴と少女の歌が歌われた。

赤十字、原爆被爆者健康管理センター、放射線影響研究所、長崎大学病院、原爆ホームなどを一つに結び付け

ているNASHIMは、あらゆる福利事業の中で、最も人道的な事業に関係のある活動を行っている。ロシア、ベラ

ルーシ、ウクライナ、カザフスタンといった国々と日本は、放射線による被害という同じような悲劇的な運命で

結び付けられており、NASHIMのおかげで私たちは自分たちの国の人々にどのように対応し、放射線による重い

後遺症とどのように戦わなければならないかを知ることができ、また研修で得た知識を我が国のすぺての国民の

援護に役立てたいと考えている。

日本は、私にとっていつでもハイテクの国であったが、それと同時に、発展しながらも自らの伝統と文化を保

ち続けている驚くべき国である。研修期間中このことはいつでも、どこでも感

じられた。往来を散策しているとき、公共交通機関に乗っているとき、丁寧で

笑みをたたえた人々、素晴らしい文化財、伝統的な食事、祭り、筆舌に尽くし

がたい自然、海。私は、子供時代に読んだ歴史的な街にいつか行くことがあろ

うとは、夢想だにしてなかった。

私たちは、放射線や最新の癌の臨床疫学、世界の先端的な病院で取り入れら

れている治療法、長崎大学の研究者や医師たちによる分子遺伝分野での新しい 長崎大学病院での講義
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業績などに関する様々な講義を聴いた。病棟では最新の機器が備え付けられ、熟練の専門家たちが配され、知識

と経験を受け継ぎ、患者を救おうとしている多くの後進たちがいて、世界水準の診断と治療が行われていた。私

たちを温かく迎え入れてくれ、自らの知識を分け与えてくれた先生方をはじめとするスタッフの皆様方にお礼を

申し上げたい。カザフスタンの国民を代表して、深く御礼申し上げます。

カザフスタン　MaratSyzdykbayev（マラツトスイズデイクバーエフ）

セミパラチンスク医科大学　医師　小児気管支鏡検査

長崎での研修は多くの新しい情報が盛り込まれ、知識を増加させる講義を聴講した。

核爆発が人体や環境に与える影響、遺伝学、分子生物学、放射線医学、放射線によって

引き起こされる腫瘍および様々な疾病、またその影響についてなど、様々在講義と研究

についてである。また、同様に知識を増やし、興味を与えてくれる日本の文化と歴史に

関する講義も聞いたが、日本人がアルタイ民族の出自を持ち、日本語がチユルク・アルタイ語族に属するという

話が印象に残った。

研修は、病院にて専門ごとにも行われた。日本は最良のシステムを持つ国、少なくとも世界で最も優れた保健

システムを持つ国のうちの一つである。日本の中ではさほど大きくない市でありながら、これほど独自性を持つ

移植や器官埋め込み、その他さまざまな手術が行われているのである。麻酔や集中治療、気管支鏡も最も高いレ

ベルで行われ、多くの新しく有益な知識を増やすことができた。麻酔のために素晴らしい薬剤が使われ、ありと

あらゆるハイテク機器が備え付けられていた。非常にホスピタリティーがあり、丁寧で好意的で勤勉で忍耐強い

日本人は、信じられないほど完全志向が高い。非常によく働き、チームワークがあり、エゴイズムを生むライパ

ル意識は見当たらなかった。見るもの聴くものただ喜びと感動のみだった。素

晴らしい国、素晴らしい人々！すべてが素晴らしく、丁重に迎え入れられ、心

配りを受け、細部にいたるまで配慮が行き届いていた。本当にいつかまた、こ

の日出ずる魔法の国を再訪したいものだ。私の個人的な望みは、この国で個展

を聞くために来訪し、日本とカザフスタンの文化的交流と相互発展に寄与する

ことである。また、可能であるなら、麻酔科医、気管支鏡専門家としての専門

訓練（気管支鏡手術、レーザー治療）を受けたい。

藤井副知事を表敬

放射線影響研究所での講義

長崎市健康管理センター

哲多副市長を表敬

歓迎レセプション



願器鮎平臓会虜力潮を甜
今年も核兵器禁止平和建設国民会議（核禁会議）に寄

せられた浄財を活動助成金としてNASHIMに寄附してい

ただきました。／核禁会議は1961年に結成され、核兵器廃絶、

被爆者援護、平和建設のための積極的な活動を行ってい

る団体ですが、活動の一環である被爆者援護運動として

長年にわたりカンパ活動を実施し、多くの医療施設等へ

検診者、車椅子、ベッド、医療機器等を贈呈しています。

NASHIMへも毎年活動助成金を寄附していただいており、いただいた助成金は医学教科書の

出版等に役立っています。

贈呈式は8月7日に長崎原爆資料館で執り行われ、NASHIMからは久村事務局長が出席し

て、社会福祉法人恵の丘原爆ホーム等の9団体と共に贈呈を受けました。

核禁会議のこれまでの被爆者救援活動や核兵器廃絶の取り組みに深く敬意を表しますとと

もに、改めて厚く感謝申し上げます。NASHIMとしましては世界のヒバクシヤ支援のため、

この活動助成金を有効に活用したいと考えております。

東京シンポジウムについて
日時：平成22年12月18日（土）午後2時～午後4時30分
場所：東京都千代田区丸の内2－5－2　三菱ビル10階

訂「‾【¶‾‾【‾‾‾‾‾‾‾‾一一　‾…∵∵アア頂

鎌田寛先生

NASHIMでは、これまでに長崎が培った放射線に

関する知識と最新の放射線医療を世界のヒバクシヤ

救済に役立てるため、様々な活動を行ってきました。

こうしたNASHIMの活動を多くの方々に知っていた

だくとともに、世界平和への貢献を期し、「核に汚〆

染された大地を歩いて－チェルノブイリ・カザフス 山下俊一教授

タンが語り続けるもの－」をテーマに東京でシンポジウムを開催します。

講演者は、鎌田賓先生（日本チェルノブイリ連帯基金　理事長）と山下俊一教授（長崎大

学大学院医歯薬学総合研究科　科長）です。

会場の都合上、先着150名までとさせていただき、後日整理券を送付いたします。

お申し込みは、ナシムのホームページ（http：／／www．nashim．org／jp）、又はナシム事務局

（電話095－895－2475長崎県原爆被爆者援護課内）にお願いいたします。

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会通信
第29号
発行／平成22年10月20日

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHIM）

〒850－8570　長崎市江戸町2－13（長崎県福祉保健部原爆被爆者援護課内）

TELO95（895）2475　FAXO95（895）2578

http：／／www．nashim．org／



■大盛会！！ナシム初の束京シンポジウム

■韓国医師等へ受入研修を実施

■出前講座「放射線をサイエンスする」

■第9回永井陸平和記念・長崎賞候補者の募集

■小中学校等で行う出前講座の開催案内

▲セミパラチンスク核実験場について説明を行う山下俊一教授（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科長）



十量‾



問会あいさつ

本日は、ナシム東京シンポジウム「核に汚染された大地を歩いて」を

開催いたしましたところ、お一忙しい中、このように多くの皆さまにご出

席いただき、心からお礼申し上げます。

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会略してナシムと称しておりますが、

ナシムは、1992年、長崎県・長崎市及び長崎大学医学部をはじめ県内

の放射線医療にかかわる医療機関等により設立され、以来、至上最悪の
ナシム会長　蒔本　恭

（長崎県医師会長）

原発事故により被災したチェルノブイリの子供たち、また長期にわたる

核実験のため被災したカザフスタンの人々を救済するために、被災地の医師の受け入れや長崎からの医師の

派遣など、原爆被爆者医療で培われた最先端の医療を提供し続けています。

ナシムは、同じ苦しみを受けた世界のヒバクシヤに対し被爆地長崎だからこそできる支援を続けていくこ

とが、ひいては核兵器廃絶と世界平和に大きく貢献することになると考えています。

今回、ナシムの活動の実績とその意義を多くの方々に知っていただくとともに、被爆地長崎が切実に願う

核兵器廃絶と世界平和への思いをお伝えしたく、命を大切にするシンポジウムを開催することとなりました。

講師には、医師として地域医療に多大の貢献をされるとともに長年にわたってチェルノブイリ救援活動を

行ってこられた、鎌田葺（かまたみのる）先生をお招きしております。鎌田先生が理事長をされている日本

チェルノブイリ連帯基金は、ナシムが被爆50周年に設定した「永井隆平和記念■長崎賞」の第5回受賞団

体であります。後方にパネル展示もしておりますが、ここに皆さまにご紹介させていただきたいと思います。

鎌田先生には大変ご多∫ll亡の中、快く講師を引き受けてくださり、この場をお借りしまして深く感謝申し上

げます。

またもうお一人、チェルノブイリ医療協力20年、カザフスタンのセミパラチンスク地域医療支援15年

と世界に向けて長崎から医療支援を続けてこられ、またナシム活動のリーダーでもある山下俊一教授から、

ナシムの活動について皆さまにご紹介させていただきたいと思っております。

皆さまには、今日のシンポジウムを機会に日本チェルノブイリ連帯基金とナシムが日本から世界に向けて

発信している世界平和へのメッセージに対し、力強いご支援をいただければ幸いでございます。

終わりに、ご出席の皆様のご健勝とご多幸を心から祈念いたしまして、ご挨拶といたします。



講演1

「長崎からの国際ヒバクシヤ医療協力」

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科

科長　山下俊一

ロチェルノブイリ原発事故

事故直後の除染作業者及び強制退去者における平均被ばく線量、セシウム137の放射能汚染土壌地

図を説明しながら、現地での医療活動を紹介

園1 図2

旧ソ連邦崩頓に伴う医学教育の混乱に対するナシムからの支援

現地のベラルーシ医科大学やコメリ医科大学にロシア語に翻訳した医学書を提供、また診断治療

基準づくりや、ヒバクシヤに生涯続く健康リスク管理を教育指導するとともに、長崎大学が行ってい

る遠隔医療、顕微鏡下での診断支援などを紹介



ロセミパラチンスク核実鱒場

セミパラチンスクでは500回近い地上、大気圏、地下核実験が繰り返された。

この核実験により被ばくした周辺住民を救済するため、」lCA地域医療改善プロジェクトとも連

携をとりながらこれまでナシムが行ってきたカザフスタンのセミパラチンスク地域医療支援について

紹介

長山奇大学は、後継者の育成を支援するため、

セミパラチンスク医科大学の正式優秀な学生

に対し、「長崎国際医学賞」を授与している。

この賞の受賞者をはじめとする若い世代は、

両大学さらには両国の架け橋になることが期

待されている。

図7

アルマ・アタ宣言について紹介

1978年9月、旧ソ連のカザフ共和国首都アルマ・アタに、世界140力国以上の代表がWHOとユ

ニセフの呼びかけで集まり、国際会議が開催された。

この会議で「西暦2000年までにすべての人に健康を」という目標を定め、その為の世界戦略とし

て、プライマリー・ヘルス・ケア（PHC）と言う理念を打ち出した。

その10箇条の最後の条項に；

現在かなりの部分が軍備と軍事紛争に使われている世界の資源を、十分にかつより良く利用すれば、

世界中のすぺての人々の健康水準は西暦2000年までに十分達成可能となろう。独立、平和、緊張緩

和、軍縮への真の政策は、平和的目的、とくに社会経済開発の促進のために適切に活用されるさらな

る資源を生み出すことができるであろうし、また、そうすべきである。その中で、PHCは、必要不

可欠な要素として、資源が適切に割り当てられるぺきである。



放射線被ばく医療ネットワークの構築

今後は原子力潜水艦、放射性廃棄物処理などの核解体作業が問題となってくる。

先端医療機関の国境を越えた連携や医学の人材育成がますます重要となってくる。

日ナシムが今まで行ってきた事業の紹介

①海外人材育成のとりくみ

・チェルノブイリ・セミパラチンスクなどの世界の放射線汚染地域でヒバクシヤ医療に従事する人材を育

成するための事業（研修生の受け入れ、専門医師の派遣、医学教科書の出版）

②国内後継者育成の推進

・ヒバクシヤ医療を通じての国際貢献と平和希求の精

神を継承する後継者を育成するための事業を実施（講

演会の開催、事業紹介パネル展の開催、啓蒙図書の

作成、永井隆平和記念・長崎賞の授与）

③ヒバクシヤ医療情報の受発信

・国際ヒバクシヤ医療情報の収集・発信と緊急被ばく

医療に対応できるようなホームページの充実

国際医療協力活動は平和活動そのものである　　　図10



講演2

日本チェルノブイリ連帯基金

理事長　鎌田　賓

鎌田先生がこれまでチェルノブイリで行ってこられた救援活動の数々を美しい映像と音楽を

交えながら、丁寧に報告していただきました。

・パレスチナの旅で、心臓移植を受けた少女とその少女に心臓を提供したイスラ工ルの少年の

父某引こ出会った。少女は、自分も命を助ける医師になりたいと夢を語り、少年の父親は子供

の臓器が今も生きていることはうれしいが、うれしさは半分、まだ完全な平和は訪れていな

いと語ったこと。

・難民キャンプで予防接種を受けているスライド

・両親を殺された少年が寂しく食事をしているスライド

ー限のがんにかかった少女、この子は病気になって入院したときに初めて、院内学級で勉強す

ることができ、すばらしい絵を残して亡くなった。その絵はチェルノフィリ連帯基金が募金

活動の一環として行っているバレンタインチョコの缶を飾る絵に選ばれた。このことを知つ

たとき、この子は「自分はもう助からないけど、私の絵で誰かが助かるから嬉しい」という

言葉を残した。

・20年前、コメリ州立病院で、白血病のお母さんから「うちの子供を日本に連れて行って助け

て」と頼まれたことがある。その時、クチャーナ先生は「ひとりの子供を助けても問題は解

決しない。私たちベラルーシの医師を教育してほしい。私たちに薬を支援してほしい。私た

ち医師が自分の国の子供を助けることができるようになることが大事」と言った。

・クチャーナ医師は自らもがんと闘いながら、最後まで子供たちの治療に全力で取りんだ。

－その国の大人がその国の子供達を救うのが原則、そのためにどのような支援ができるのかが

大事。

・永井隆先生もすばらしい医師だったと思うが、ベラルーシにも永井先生のような自己を犠牲

にしても住民のために医療活動を行う医師がいる。

■9．11テロ以後、憎しみの連鎖があるように感じるが、今世界で必要なのは温かさの連鎖だ。

・平和・自由を考える人はどこにでもいる。軍隊強化ではなく、心と心を繋げそこら中に温か

い種を掻くことが必要だ。



質疑応答及びご意見

○
◎

ゝ原子力発電所の事故が起こった場合、どのようなことに気を付けたら良いか？

原子力発電所の事故はヒューマンエラーで起こる可能性が高い。これを防止するためには、①高

度な教育、しっかりとした科学の心を持つこと、②情報をオープンにすること、が大切。世界中

で唯一原爆を落とされた広島・長崎がするぺきことは基準をつくることである。

これからの鎌田先生の方向性は？

今までも行き当たりばったりで、系統だってはいなかった。チェルノブイリ支援も理路整然とあっ

たわけではなく、詰もやらないなら自分が支援をやってもよいのではないか思い活動をはじめ、そ

うすることでチェルノブイリ原発事故を風化させないことができるのではないかと思う。

Qp′E

◎

′j山下先生の話を小中学生にもしたらどうか？

現在ナシムでは、小中学校への出前講座を行い、放射線への理解を深めてもらっている。

セミパラチンスクではどのようなことをしているのか？

セミパラチンスクでは疫学調査を行っている。2万人のサンブリンクを行い、ガンの発生が通常

の1．7倍という結果が出ている。

まだまだ質問のための挙手は多数ありましたが、時間の都合により途中で打ち切らせていただきましたこ

とをお詫び申し上げますとともに、最後までのご静聴ほんとうにありがとうございました。

問会あいさつ

本日は、年末のお忙しいところ、ナシム東京シンポジウム「核に汚染された大地を

歩いて」にご参加いただきまして、ありがとうございました。

山下先生のチェルノブイリ・カザフスタンでの医療活動について、現地で活動を行

ってきた山下先生ならではのお話しを聞くことができましたが、これらは退去のこと

ではなく、現在も放射線で苦しんでおられ、治療を必要とする方々がたくさんいらっ

しやることを改めて認識いたしました。これからも長崎大学をはじめ、ナシムの構成

機関と共にチェルノブイリ・カザフスタンヘの支援を継続したいと考えております。

また、鎌田先生のお話では、自分の子供の心臓を提供した父親と心臓移植を受け

長崎大学副学長

大井久美子

た少女との話しがとても印象的でした。

「戦争」という悲しい行動をおこす人間が、その一方で敵味方であるにもかかわらず、生きるために心臓移植を

行う。憎しみばかりではなく、人への温かさが伝わるお話しでした。

鎌田先生が理事長を務められておられるチェルノブイリ連帯基金の活動に負けないように、これからナシムも世

界に広がる活動を行いたいと考えておりますので、皆様のご支援・ご協力をいただきますよう、お願いいたします。



アンケートの感想

○イスラエルの心臓移植を受けた少女の話。心臓移植を決断したパレスチナの父親の勇気ある行

為に感動した。

○日本でも世界でも困っている人がたくさんいるが、私には何ができるだろうと改めて考えた。で

きることを1つ1つやるだけかなと思ったが、まずは動かなければならないと感じた。

○気持ちを込めた具体的な活動を通して他者を良くしていく山下先生や鎌田先生の想いはすばら

しいと思います。

○負（憎しみ、戦争、報復）の連鎖ではなく、正（優しさ、温かさ）の連鎖の話しが聞けて良かった。

○日本にできる貢献ということについて考えさせられた。

○山下先生の話は知識（理論的学術的な放射線の人体への影響）としてためになる講演で、

鎌田先生の話は心を大切にする（気持ちに訴える）内容で何度も涙が出そうになりました。

○放射能についての正しい知識の普及は難しい。

○地道ながら創造的な活動に感動しました。「萱」にあ′ミ、れていることが人を繋げていくこと、それ

が平和に繋がることを学びました。

○ナシムや日本チェルノブイリ連帯碁会の活動が世界に広がる活動になってほしい。

○小さな力の積み重ねと継続が大切だと改めて感じました。

○長崎が最後の被爆地になるよう、核兵器廃絶に向けた長崎の活動、取り組みに期待しています。

○ナシムと鎌田先生の現場主義の活動がいかに重要か理解できた。

○過去のことになったと思っていたチェルノブイリ原発事故やセミパラチンスク核実験場などで

長い時間をかけて活動していることを知って、平和（世界状況）に関心を持つ使命あることを強

く感じた。

○今後の自分の生き方を考える良い機会になった。

○援助の方法、支援の方法についてとても考えさせられました。

○世界の核汚染の実情について大変良く理解できた。また今後の汚染の危険性と問題点を知るこ

ともできた。

○人は他人と共生するものである（人と人との絆）ということに改めて気づいた。

○ナシムの成り立ちを今回の講演会を通して初めて知りました。長崎と東京の距離を感じましたが、

チェルノブイリ、セミパラチンスク、イラク、ネバダと繋がることで理解を深める機会になりました。

○温かい心の支援を心がければ世界は良くなると確信しました。

○物を送るのではなく、現地の人たちが自分の手で人を助けられるようにするという支援の方法

が素晴らしいと思った。

多数のご意見ありがとうございました。



茸甜
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韓国医師等へ
⑳

ナシム蒔本会長を表敬

すや

入研修を実施
韓国に居住している被爆者への医療充実のため、被爆者の医療

や援護に携わる5名の関係者を招いて、受入研修を実施しました。

研修者は11月14日に来崎し、事務職2名は11月18日まで、医

療職3名は11月20日まで長崎に滞在して、長崎原爆病院をはじ

めとする医療機関や長崎大学などの研究機関等で被爆者医療に関

する知識の習得や情報交換を行うとともに、原爆資料飴などを訪

れ被爆の実相についても学びました。

内科医　丁　恩暗（チヨン　ウンホ）

去年、ソウル赤十字病院で大津留先生（長崎大学病院）の講義を聴きました。また、

時折、病院で原爆被爆者に会ったりしていたので、原爆の被害や被爆者の治療につい

て浅いながら、ある程度の知識は持っているつもりでした。しかし、今回長崎での研

修を通じて私の浅い知識をはるかに超えるたくさんのことを得ることができました。

そして、原爆被爆者の治療・研究のために一生懸命に働いていらっしやる方々の姿を

見ながら、いろんなことを感じ、勉強になりました。これから歩んでいく医者としての人生の中で、かなり大き

な影響力を与えてくれるだろうと思う今回の研修を準備してくださった方々に、心より感謝申し上げます。

短いといえば短く、長いといえば長かった一週間でしたが、長崎の美しさを感じるには十分な時間だったと思

います。こんなに美しい港町に、あん在に苦しい原爆の痛みがあったというのは、実に皮肉的だと思います。将

来、機会があったら子どもたちと一緒に来たいと思う長崎です。ありがとうございました。

内科医　李　宗錫（イ　ジョンソク）

研修期間の間、いつも親切にしてくださり、ありがとうございました。直接被爆者の

診療を行っているのではありませんが、健康診断など間接的に診療をしていますので、

非常に役に立つと思います。

長崎で行っている継続的な研究が今後、起きるかもしれない放射線関連事故及び医療

にとても役立つと思います。

もう、高齢になった被爆者の方々（日本、韓国など）に対してより細かな心づかいや

思いやりが必要だと思います。苦しみの中にいらっしやる被爆者のために、医療関係者、行政職員在ど、みんな

がもつと頑張るぺきだと思います。



内科医　李　峻浩（イ　ジュンホ）

全般的に新しい経験ができてとてもよかったです。

国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館の見学などは漠然としていた被爆者の被害状況

を直接に感じたことで、関連業務の大切さについて考えることができました。

最後の日、熊谷先生（長崎大学病院）の講義はとても現実的な問題を扱っていたの

で印象に残ります。特に「グループワーク」で提示してくださった実際と類似したケ

ースは今後の臨床診療に大変役に立つだろうと思います。中島先生（長崎大学医学部）

の講義も私の専攻と関係がある分野の話で興味深かったです。

特にセミナー室にある巨大なモニターから見る病理組織の所見の鮮明さは忘れられないと思います。

総務担当　呉　明恵（オ　ミヨンヘ）

今まで原爆関連の仕事をしてきて、習得していたのは仕事に関連した内容だけの生留

りの知識でしたが、ここに来てたくさんのことを学′ポことができました。

長崎大学病院、原爆病院、医師会、健康管理センター、恵の丘原爆ホームを次々と訪

れ、被爆者に対する政府（日本）の支援状況や研究、そしてこれからの生活についてまで

はつきり分かり、心から深く感じ、考えることができました。

いろいろたくさんのことを学んだ研修でした。戦争のむごたらしさや原爆のこと、特

に現在、大韓赤十字社でしている原爆支援についてより真剣に考える機会になりました。いい研修を通じてたく

さんのことを感じさせていただきました。真にありがとうございます。

支援担当　甚　小娘（チエ　ソナン）

研修が始まる前、長崎に落ちた原子爆弾、その一発の意味をはつきり理解していませ

んでした。今回の研修で、すべての被爆者のことを思いながら、何十年が経った今も被

爆者の体や心のために頑張っていらっしやる方々に感謝の言葉を伝えたいです。

原爆死没者追悼祈念館の原爆死没者の名前が登載されている名簿保管所の前で、黙祷

し在がら心から哀悼の意を捧げました。私たちは今それぞれ違う人生を歩んでいますけ

ど、一瞬に廃嘘になった都市で、原爆死没者から学び、感じています。

どうか核兵器のない永遠に平和な世界になりますように…。

4泊5日の研修ですべてを理解したとは思いません。

原爆投下の中心地である長崎市を訪問する足取りが軽やかではなかったですが、私にとってはとても有意義な、

忘れられない研修でした。

これからもより多くの人がこの研修を通じて、恵の丘でお会いした被爆者の方がおっしやったように、改めて

言いますと、世界平和のため二度とこんなむごたらしいことがないことを祈りながら、関心と愛情を持って原爆

被爆者の気持ちを理解したいと思います。

長崎大学病院河野院長を表敬 忠の丘原爆ホームを訪問



放射線をサイエンスする
一正しく知ろう放射線－

青少年ピースボランティアに説明する松田教授

〃A血けでは、ヒバクシヤ医療の国際協力や放射線被ばく医療等についての知識などを普及するため、

「平成の鳴滝塾～ナガサキでしか受けられない放射線の授業～」と題して、長崎大学の先生方に小中

学校等へ出向いていただいて講義を行う出前講座を実施しています。

今年度8回目となる出前講座を平成23年1月15日（土）、長崎大学先導

生命科学研究支援センターアイソトープ実験施設で長崎市の青少年ピースボ

ランティア（主に高校生）38名を対象に行いました。普段は小中学校へ出向

いて講義だけですが、今回は講師である松田尚樹教授のご配慮により、教授

が所属するアイソトープ実験施設での講義と実習となりました。

講義の内容は「放射線をサイエンスする一正しく知ろう放射線－」というテーマで、「放射線とは音や携

帯電話の電波と同じように空気中を伝わるエネルギーで、見えない、聞こえない、臭わない、感じないもの」

と説明し、放射線測定器を用い講義室の空間や準備してきた塩化カリウム粉末を計り、普段生活する環境だ

けで在く人体に存在する元素からも放射線を検出できることを実証しました。　　　　　堅，

また、講義の後半は松田教授から「葺の地球には放射線はなかった？」、「日

本には放射能を持った温泉がある？」などの放射線に関するクイズが7聞

出されました。さすがに高校生だけあって、全問正解者も数名出ました。 ‘　　　　　　す

実習では、放射線測定器（アルファちやん、ベータちやん、GMサーぺ　．ぷ⊂添表酢惣一句

イメータ）を使用して、空気中のほこりから出ている放射線量を測定したり、霧箱を使用して放射線が飛ん

だ跡を検出しました。
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・今まで放射線＝髪の毛が抜ける、がんに在る可能性があるという風に考えていましたが、放射

線はどこにでもあるもので、普段自分達が生活している身近な所にあるものだということがわ

かりました。そして、必ずしも放射能を浴びたから病気などになるというわけでなく、一定の

量を越すと髪の毛が抜けたりするということがわかりました。

・放射線は原爆で人々を苦しめるだけでなく、私たちの生活に大いに役立っていると分かりまし

た。放射線のおかげで、電気が通って、放射線のおかげでガンが見つかって…・私たちの

多くは放射線は単に怖いものだと思っていると思いますが、そうではないことを知りました。

「ホールボディカウンター」を見てみて、全国的にも珍しいこのような機械が長崎にあるのが

本当に驚きました。

・放射線を測る実験でプラスチック板と鉛板では廼へい後の放射線量が違い、鉛板の方が値が低

くなりました。また、ラジウムー226　をGMサーベイメータから遠ざけると値が低くなりまし

た。部屋の空気のホコリ（注1）から放射線を測る実験では、アルファ線、ベータ線、ガンマ

線のすへてが出ていてびっくりしました。また、霧箱の実験（注2）では飛行機雲のような筋

が見えて、すごいと思いました。

（注1）ホコリには室内中のラドン、トロンおよびその娘核種が吸着しています。

⑳　　　　（注2）粒子線（主にアルファ線）の飛跡が一筋の霧のように見えます。これは、飛んできた粒子により過飽和の

状態の気体が刺激され、液滴が形成したためです。飛行機が飛んだ跡に飛行機雲ができる原理と、基本的

に同じです。

⑳　　　態　　　◎　　　⑳　　　⑳　　　⑳　　　㊨　　　◎　　　◎　　　⑳　　　勅　　　⑬　　　⑳　　　⑳　　　⑳　　　忽　　　勅　　　諭　′　⑳　∨く　⑳　　　⑳　∨　邸，

クイズを行う松田教授

放射線測定器の測定方法を
指導する職員

放射線測定器
（GMサーベイメータ）

真剣な表情で実習を行う
青少年ピースボランティア

放射線測定器の測定方法を
指導する職員

霧箱で放射線の飛んだ跡を検出

放射線測定器の使用方法を
説明する吉田正博　助教

マスコミから取材を受ける
青少年ピースボランティア
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第9回永井陸平和記念・長崎貿候補者を募集

NASHIMでは、長崎原子爆弾被爆50周年にあたる平成7年に、原

子爆弾により重傷を負いながら被爆者の救護に挺身した永井隆博士の功

績を称え、「永井隆平和記念・長崎賞」を創設しています。

この賞は永井博士の崇高な平和希求の精神を引き継ぐ国際社会におけ

るヒバクシヤ医療への貢献者を隔年で顕彰するものですが、平成23年度

は第9回目を実施予定です。

本業の候補者としてふさわしい方をぜひご推薦ください。詳細につい

ては随時ホームページ（http：／／www．nashim．org／）でお知らせします。

ヒバクシヤ医療の国際協力や放射線被ばく医療等についての知

識などを普及するため、長崎大学の先

生方に小中学校等へ出向いていただい

て講義を行う出前出張講座を実施して

います。平和と科学・医療に関する国

際協力ヘの興味・関心を促すことので

きる楽しい講座です。

下記の幅広いメニューを小中学生等の皆さんにわかりやすく説明

しますので、興味をお持ちでしたらぜひ事務局までご連絡ください。

放射線って何？一身近な放射線の話

チェルノブイリにおける
国際被ばく者医療協力

カザフスタンにおける
国際被ばく者医療協力

世界の被ばく事故と
国際被ばく者医療協力

6

　

7

　

8

長崎原爆の話

在南米・在韓国被爆者

原子力発電所事故による被ばく者への国際医療協力

ベラルーシ人から見たチェルノブイリと長崎

テレメディスンによる遠隔医療協力

核実験による被ばく者へ国際医療協力

世界のヒバクシヤ：世界での被ばく事故について

もし、被ばく事故が起こったら

放射線障害を治療する最新医療（再生・移植医療について）

原爆直後の救護活動と調査

長崎原爆被爆者のこころの調査

海を渡った被爆者

核時代における世界の動向と長崎の将来

放射線・紫外線とわたしたちの健康

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会通信
業30号
発行／平成23年3月28日

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHIM）

〒850－8570　長崎市江戸町2－13（長崎県福祉保健部原爆被爆者援護課内）

TELO95（895）2475　FAXO95（895）2578

http：／／www．nashim．org／



■震災支援　東京シンポジウム「長崎から福島へ」
■チェルノブイリ・カザフスタン関連国医師へのヒバクシャ医療研修
■韓国医師等へ受入研修を実施
■専門家派遣事業（韓国・カザフスタン）
■出前講座
■核兵器禁止平和建設国民会議が活動助成金を寄附
■ホームページにPDF書籍を追加しました

31
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ヒバクシャ医療国際協力会通信

Nagasaki Association  for  Hibakushas '  Medical Care

CONTENTS

▲ 東日本大震災復興支援　東京シンポジウム「長崎から福島へ」第１回目の会場全景



東日本大震災復興支援のため
東京で３回のシンポジウム開催
東日本大震災復興支援のため
東京で３回のシンポジウム開催

　NASHIMは、東日本大震災に伴い発生した福島原発事故により、

放射線に対する大きな社会不安が生じていることから、放射線を

正しく理解してもらい、風評被害をなくすため東京で連続３回の

シンポジウムを開催しました。

開会に際し挨拶する
蒔本ナシム会長

被災地にエールを送る田上市長被災地にエールを送る田中副知事

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科長
山下 俊一 教授　講演の様子

長崎大学先導生命科学研究支援センター
松田 尚樹 教授　講演の様子

第１回シンポジウム ～放射線の正しい理解のために～ ５月20日
会 場　青山ダイヤモンドホール（東京都港区） 参加者数 約200人

（山下教授は、平成23年７月から福島県立医科大学副学長に就任されました。）

～長崎から福島へ～



長崎大学大学院医歯薬学総合研究科長
山下 俊一 教授　講演の様子

日本総合研究所　理事長
寺島 実郎 氏　講演の様子

（大津留准教授は、平成23年10月から福島県立医科大学 医学部教授に就任されました。）

※詳しくは、NASHIMホームページにシンポジウム記録集を掲載しています。
　以下のＵＲＬからアクセスしてください。
　URL  http://www.nashim.org/jp/data/2011sympo_pdf/

参加者からの質問に答える福島県立医科大学
放射線科医師　宮崎  真 氏

福島県立医科大学　救命救急センター医師
長谷川 有史 氏　講演の様子

シンポジウム出席者長崎大学病院永井隆記念国際ヒバクシャ医療センター
大津留　晶 准教授　講演の様子

第３回シンポジウム ～次の世代のために～ ７月16日
会 場　新霞ヶ関ビル　灘尾ホール（東京都千代田区） 参加者数 約100人

第２回シンポジウム ～世界は放射線リスクとどう向き合うか～ ６月15日
会 場　青山ダイヤモンドホール（東京都港区） 参加者数 約180人



受入研修事業受入研修事業

　チェルノブイリ原発の周辺諸国や

カザフスタン共和国で放射線被ばく

者の治療にあたる医療従事者に対して、

指導や医療情報の提供を行うため、今

年度も６名の医師等を招き、ヒバクシ

ャ医療研修を行いました。研修者は７

月20日から約１ヶ月間、長崎に滞在し、

長崎大学を中心とした専門研修にお

いて、日本の最新医療を学び、ヒバク

シャ医療分野の関係者との交流を深

めました。　

　また、研修期間中には長崎原爆資料

館や追悼平和祈念館の見学、平和祈念

式典への参列など、長崎原爆の実相に

ついて学び、日赤長崎原爆病院、放射線影響研究所、長崎市原爆被爆者健康管理センター、恵の丘長崎原

爆ホームなどへの視察訪問を通して、日本の原爆被爆者への援護ケアについて理解を深めました。

チェルノブイリ・カザフスタン関連国医師へのヒバクシャ医療研修を実施チェルノブイリ・カザフスタン関連国医師へのヒバクシャ医療研修を実施

　2011年3月に福島の原発で起こった悲劇的な出来事にもかかわらず、NASHIMの

みなさんは放射線医学関連の様々な分野で働く専門家を招聘して研修を行ってく

ださり、日本の経験を学ぶために素晴らしい環境を整えてくださった。

　長崎県知事、長崎市副市長に表敬訪問をする機会があり、とても感謝している。

私たちの国々と交流を深めることに対し、このように高い地位の方々が関心をよせてくださっているこ

とには、非常に責任感を感じさせられた。

　長崎原爆資料館や長崎原爆死没者追悼平和祈念館を見学し、長崎の人々が経験した恐ろしい出来事に

ついて、拭いさることのできない印象を受けた。また、このような悲劇を繰り返さないために、記憶を残

していく必要性を痛感させられた。

　長崎市被爆者健康管理センターや、日本赤十字長崎原爆病院、国際ヒバクシャ医療センター、恵の丘原

爆ホーム、長崎大学病院、放射線影響研究所などの見学により、原爆被爆者の医学的観察の手法や、医療

支援の質、高齢の患者へのケアなどについて、とてもよく知ることができた。

研修後の感想研修後の感想

Irina Chebotareva （イリーナ・チェボタリョーヴァ）

ロシア共和国　オブニンスク放射線医学研究所

放射性核種診断学　医師

蒔本ナシム会長を表敬訪問する研修生



　長崎大学の片峰学長や、医学部長には、大学で研修を受けさせて頂き、特にお礼を申し上げたい。聴講

した全ての講義は非常に詳しく、興味深く、わかりやすいものであった。また、私は専門研修を原研リス

クで受けたので、研修中、常に支援していただいた山下教授およびスタッフのみなさんには特に感謝し

たい。実験室で行った研究は非常に学術的に意味の深いもので、ここで得た知識は今後の私の仕事を大

きく助けてくれることだろう。

　研修中に心に残ったのは勉強の部分だけではなかった。多くの寺社や歴史的な博物館、素晴らしい

カフェ、美味しい食事、海、海水浴場、そして比べるものとてない日本の温泉のある長崎の町自体が、私の

心に永遠に残るだろう。

　非常に有益で実りのある研修に参加させてくれたNASHIMに、とても感謝してい

る。研修は内容が濃く、多岐に渡るものであった。被爆者医療に携わる医療機関など、

多くの場所を訪れることができ、放射線医療の分野の多くの専門家と会い、講義を

聞くことができた。

　研修の初めに訪問した長崎原爆資料館からは、この悲しい出来事の、重さと苦しさが伝わってきた。し

かし、それによってこの世に平和より大切なものはないこと、平和を守るためにはあらゆる努力をしな

ければならない、ということについて考えさせられた。

　長崎県知事、長崎市副市長は私たちをとても暖かく迎えてくれた。私たちの研修に関心を寄せ、チェル

ノブィリの事故後の状況について質問をされた。

　長崎大学学長の表敬訪問時には、日本の教育制度、特に未来の医師たちの養成について詳しく知るこ

とができた。

　放射線影響研究所では、寿命調査集団（LSS）の登録や調査法について知った。ここの疫学的調査は、50

年以上も続いている。また組織バンクで、どのように組織が保存されてるのかを見ることができた。放射

線影響研究所の仕事は、原爆が被爆者の健康にどのような影響を与えているのかを調べる上で、計り知

れない貢献を行っている。我がウクライナでは、研究に際し、しばしば放射線影響研究所に倣っている。

　恵の丘原爆ホームでは、高齢の被爆者に対し、心配りと愛情を持って接していることに心を打たれた。

そして原爆投下時に若い女性だった高齢の女性が、どれほどつらい経験だったか、しかし人々がどのよ

うに助け合ったかを自ら語られるのを聞いた。

　大村の長崎医療センターでは、病院の設備や、様々な診療科、検査室を見学した。診断のための資材は

豊富で、あらゆる病気の患者に対応できるようになっていた。また、病院にはドクターヘリがあり、離島

の人々の医療に役立てられている。

　原研医療では柴田教授のご指導のもと、最新の放射線疫学の研究に関する知識を増やすことができた。

原研で得た知識を用いて、あらたな企画を立て、2つの疫学的研究の中間評価を行った。

　将来の仕事に役立つ、多くの興味深く、有益な事柄を、今回の研修中に知ることができた。自分の知識

レベルを深めてくれたNASHIMに対し、私は深く感謝している。

　そしてもちろん、長崎という町にも、そこに住む好意的な人々にも、とてもいい印象が残ったことを述

べておく。

Olena Khukhrianska （エレーナ・フフリャンスカヤ）

ウクライナ共和国　ウクライナ医学アカデミー

放射線医学研究所　がん疫学研究室　研究員



　この研修で私は、放射線量測定、放射線生物学、放射線病の診断と治療、放射線防

護、日本の保健制度、日本の歴史的・文化的遺産など、昨今注目を浴びている問題に

関する14の講義を聞き、2つのセミナーに参加した。研修の重要だったのは、被爆

者や住民に対する各種医療・社会保障の施設、また長崎原爆被爆者の後障害や世界

的な放射線医学の研究に携わってきた研究機関の視察である。これらの視察により私は、日本の医療機

関で使われている設備や高い技術について、詳しく知ることができた。

　専門研修においては、高村教授のもと、長崎大学医学部における医療放射線分野の専門家養成のため

の学習指導要領や、被爆者に対する放射線の影響に関する長年の研究成果、甲状腺癌その他放射線によ

る疾病の検診方法と早期診断について学んだ。研修で得た資料を用いて、ゴメリ医科大学の学生のための、

マルチメディアのプレゼンテーション資料を2つ作成することができた。

Uladzimir Bartnouski （ウラジーミル・バルトノフスキー）

ベラルーシ共和国　ゴメリ国立医科大学

公衆衛生・環境・放射線医学教室主任

　被爆者でない方との対照における原爆被爆者の疾病や癌による死亡率、またさ

まざまな癌治療に関する講義を聴講した。また福島の原発事故を例に、住民の放射

線防護体制についても学んだ。

　NASHIMは、長崎市の副市長や、長崎県の知事への表敬訪問をアレンジしてくれた。

　それに、長崎県医師会会長とも会うことができた。

　長崎大学医学部では業務を見学し、学長ともお会いすることができた。

　8月9日は、第66回長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典に参列し、原爆資料館も訪れた。

原爆病院や放射線影響研究所、恵の丘原爆ホームを訪問し、被爆者に対する医療補助・社会的支援につい

ても知ることができた。

　長崎滞在中に、日本人全体に対する医療体制についても知ることができた。長崎県大村市にある長崎

医療センターを訪れ、外来や病棟、診断部門の仕事について概念を得ることができた。また、救急や一般

の診療科についても知ることができた。

　様々な病院で、新しい医療機器や手術道具について知る機会を得、多くの術式の行われ方を見ること

ができた。長崎大学病院での研修中には、甲状腺の病変や乳腺、肝臓、すい臓、大腸の癌、また肝移植の手

術を見学することができた。また多くの消化器官のビデオ補助下手術についても知見を得た。

　総合的に見て、研修は非常に高い水準であった。ここで得た知識や技術は、ベラルーシの人々の癌の治

療や社会的援助の改善に、必ず役立つことだろう。

Victor Kondratovitch （ヴィクトル・コンドラトーヴィチ）

ベラルーシ共和国　ミンスクがんセンター

　甲状腺がん　副院長



　私の所属教室の研究テーマに従い、尿ヨード指数を用いて、ヨード供給率による日本とベラルーシの

小児甲状腺病理のレベルと構造の比較分析を行い、チェルノブイリ原発事故により最も被害を受けた地

域のラドンモニタリングのための、居住地におけるラドンの平衡比放射能測定法を学んだ。

　日本の雑誌、「 Journal of Radiation Research」に載せるため、高村教授と共同で「ベラルーシにおけるラド

ンリスク評価の間接的方法」という論文を作成した。

　長崎で学んだことと自ら観察したことを元に、「ゴメリ・プラウダ」という地元紙に、「フクシマの神話

と真実」および「日本人の長寿の秘訣」という2つの記事を書いた。

　NASHIMの代表者および全ての関係者に対し、放射線被曝者に対する医療支援に関する経験の共有とい

う国際的なミッション、また緻密な研修に対し、心から深く感謝したい。私が得た経験や知識は、帰国後

チェルノブィリの原発事故による後障害の克服のために、将来必ず研究・教育において生かされること

であろう。

　私が受けた研修内容は、放射線の影響の予防及び除去に関する知識を得るため

のものであった。

　研修で得られた知識と経験を元に、カザフスタンの保健制度のいくつかの改革、

特に癌検診の分野に対して提案を行いたい。各都道府県では様々な年齢層の住民

に対する検診が、被健診者の社会的立場に応じて制度化され（往々にして腫瘍の所在が特定されている）、

様々な疾病の早期診断につながっている。全ての都道府県において検診が可能であり、内臓の代謝異常

その他の予防に役立っている。

　長崎市および長崎県の先進的な病院の活動により、診察のために外部医療機関から専門医を招聘した

り、ローカルネットワークを通じて、主治医に治療状況や他の医療機関での追加検査に関する情報提供

を行ったりすることが可能になっている。

　長崎県医師会は、県や国の医療制度改良の過程に参与している。

　日本の厚生労働省のプログラム「健康日本21」の基本コンセプトについて知識を得た。

　被爆者対策、および被爆者健康手帳を持つ住民の健康管理、恵の丘原爆ホームの運営、被爆者のケアと

リハビリは、高い水準であった。

　長崎大学病院の内部連絡体制を知ることができ、非常に参考になった。重篤な患者、また入院患者の急

変の際、容体に猶予がない場合、院内のすべての医師が連絡を受け、駆け付ける義務を負っている。

長崎大学病院の外来の様子を知ることができた。素晴らしい病院運営により、多くの患者を受け入れ、患

者に応じたさまざまな分野の専門医を抱えている。各レベルの管理職がきっちりと自分の職務を果たし、

患者、特に被爆者の回復に注意を払っている。

　これらすべてについて、帰国後周囲に話し、可能であればカザフスタンの保健医療制度に取り入れた

いと思っている。

Elvira Naduyeva （エルヴィラ・ナドゥーエヴァ）

カザフスタン共和国　国立カザフ医科大学

国際協力開発部　主任



三藤副市長を表敬訪問中村知事を表敬訪問

放射線影響研究所　講義後の所内見学８月９日の平和祈念式典に参加

Alexey Parfenov （アレクセイ・パルフョーノフ）

カザフスタン共和国　セメイ診断センター

放射線科医師

　研修期間中、私は原爆後障害医療研究施設、長崎大学医学部、長崎市被爆者健康

管理センター、日本赤十字原爆病院、放射線影響研究所、恵の丘原爆ホーム、国際ヒ

バクシャ医療センター、長崎大学病院、長崎医療センターの活動について学んだ。

　また、他のNASHIM研修生とともに、長崎原爆資料館、長崎原爆死没者追悼平和祈

念館など様々な施設を訪問し、長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典に参列した。

　放射線医学、核医学、研究や治療の新たな手法などに関する講義を聴講した。

　長崎大学病院の放射線科において専門研修を受けた。病院でデジタルレントゲン撮影装置、デジタル

デンシトメトリー、CTスキャン、MRI、シンチグラフィー、PET/CTなど様々な機器を目にし、作業の基本に

ついて学んだ。放射線科のスタッフの指導のもと、さまざまな疾患の画像診断における鑑別診断の特徴

について学んだ。

　新しい経験と知識をえる機会を与えてくれた、NASHIMの方々、原研および大学病院のみなさんに対し、

心からの感謝の意を表したい。



受入研修事業受入研修事業

　韓国に居住している被爆者への医

療充実のため、被爆者の医療や援護

に携わる関係者を招いて受入研修を

実施した。１回目は、医療職２名が12

月18日から６日間、２回目は事務職

２名が２月13日からは４日間、医療

職２名が６日間、長崎に滞在し、日赤

長崎原爆病院や長崎大学病院などの

医療機関や長崎大学や放射線影響研

究所などの研究機関等で、被爆者医

療に関する最新知識の習得を行うと

ともに、原爆資料館などを訪れ被爆

の実相についても学びました。

　なお、２回目の研修では、長崎県が

在外被爆者支援事業の一環で招へいしたブラジル医師２名（ジュリオ・マツモト・トオヤマ氏とアリス・

カヨコ・ミヤムラ氏）と一緒に研修を受講しました。

長崎大学病院 宇佐先生の講義

韓国医師等へ被爆者医療研修を実施

研修後の感想研修後の感想

鄭　泰垠 （チョン・テウン）

嶺南大学病院胸部外科　教授

　放射線影響に関わる様々な組織の役割とシステムを見ることができました。

研修生が二人だけにも関わらず、各組織及び構成員の誠実で意欲的な研修でいい

勉強になしました。研修生の数がもっと多かったら、より多様な観点から質問や議

論ができると思います。

李　東建 （イ・ドンゴン）

釜山医療院　医師

　被害の写真、被害地や患者さん、そして被爆者の証言は、今まで言葉でしか聞い

ていなかった原爆の残酷さと恐ろしさを実感させました。もう二度とこんなこと

が起きてはいけないと思わせてくれる本当の教育でした。

　全般的な説明があったオリエンテーションと施設の見学を通した動機づけの後

に行われた先生方の講義は、今度患者さんの診療や相談の時、役に立つと思います。

１回目１回目



黄　守鉉 （ファン・スヒョン）

慶尚大学病院神経外科　医師

　研修の全般的なプログラムがとてもよかったです。ナシム受入研修のおかげで、

原爆資料館、追悼記念館、平和公園を直接見て、また、現在恵の丘にいらっしゃる原

爆被爆者の方々にお会いして平和は大切だと感じさせられました。

　NASHIM研修を受けた人は皆平和を大切に思うようになれると思います。

張　仁一 （チャン・インイル）

陜川（ハプチョン）郡保健所　医師

　全般的にとてもよかったです。関係機関の訪問、講義もとても役に立ちました。

ナシム受入研修にお招きいただきありがとうございました。韓国での診療にとて

も役立つと思っています。

李　東一 （イ・ドンイル）

陜川（ハプチョン）原爆被害者福祉会館　館長

　被爆の実態と被爆者のための医療支援の現況について理解することができました。

　原子力発電など、平和的に利用されている核及び放射能の被害の可能性につ

いて一般国民にも正しく知らせる必要があると思いました。チェルノブィルの

例を見て、放射能の被害を受けた地域には生命体が住めないということはとて

も悲しく、次世代に譲り渡すべき人類の財産、自然をきれいな状態で譲り渡すこ

とができるよう努めることが大切だと思いました。

　また、被爆２〜３世の健康のために研究活動及び遺伝要因についての研究などをする必要がある

と思います。

権　寧日 （クォン・ヨンイル）

大韓赤十字社特殊福祉事業所　総務課長

　今回ナシム受入研修は、全般的に有意義で原爆被爆者に対する理解を深めるの

にとても役に立ちました。原爆記念館及び関連施設を見学しながら、今まで漠然と

していた原爆の威力と破壊力について、より現実的で具体的に理解することので

きるいい機会でした。

　特に、放射線影響研究所と長崎原爆病院の訪問を通じて被爆者に対する理解と

研究、そして治療及び管理について日本政府が力を注ぎ、良い成果を出していると感じました。

　原爆被爆者の福祉支援事業に携わっている者として、韓国に帰って今回ナシム研修で見て、聞いて、感

じたことを対象者の支援に生かす方法を講ずるよう努めます。

２回目２回目



長崎大学　中島教授の講義恵の丘原爆ホームで被爆体験を聞く研修生

放射線影響研究所　赤星先生の講義長崎大学病院　河野病院長を表敬訪問

長崎大学病院　熊谷先生の講義長崎大学　松田教授の講義



専門家派遣事業専門家派遣事業

韓国専門家派遣 ～被爆者医療セミナーの開催～韓国専門家派遣 ～被爆者医療セミナーの開催～

　１回目は11月30日〜12月２日に大邱（テグ）市内の郭病院と慶北大学病院で、２回目は２月２日〜

24日にの慶尚大学病院（慶尚南道）とワレス記念浸礼病院（釜山（プサン）市内）で被爆者セミナーを開

催しました。セミナーでは、最新の被爆者医療の研究成果や在外公館経由で手続きが可能となった原

爆症認定申請書に医師が記載する内容について、各講師が説明をしました。セミナー参加者は熱心に

説明を聞き、質問も寄せられました。

　各回の講演者及びセミナーの内容は次のとおりです。

講演者：福島県立医科大学　医学部　大津留　晶　教授

　　　　「在外公館経由での原爆症認定申請書類の記載方法について」

講演者：長崎大学病院　永井隆記念国際ヒバクシャ医療センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　宇佐　俊郎　副センター長

　　　　「長崎・広島原子爆弾の医学的影響」

会　場：郭病院・慶北大学病院（いずれも大邱（テグ）市内）

１
回
目

講演者：長崎大学大学院原爆後障害医療研究施設　中島　正洋　教授

　　　　「原爆被爆者のがんリスクとゲノム不安定性」

講演者：長崎大学病院　永井隆記念国際ヒバクシャ医療センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　宇佐　俊郎　副センター長

　　　　「在外公館経由での原爆症認定申請書類の記載方法について」

会　場：慶尚大学病院（慶尚南道）・ワレス記念浸礼病院（釜山（プサン）市内）

２
回
目

ワレス記念浸礼病院で病院長表敬慶尚大学病院で病院長表敬

慶北大学病院にて郭病院　郭院長と



慶北大学病院玄関前にてワレス記念浸礼病院でのセミナーの様子

慶北大学病院でのセミナーの様子郭病院でセミナーを行う大津留教授

慶尚大学病院でセミナーを行う中島教授

慶尚大学病院でのセミナーの様子



専門家派遣事業専門家派遣事業

カザフスタン専門家派遣を実施　8月25日～9月1日カザフスタン専門家派遣を実施　8月25日～9月1日
セメイ医科大学の国際会議「The Ⅶ International Research and Practice Conference」

  蒔本会長　開会時のあいさつ

　このたびは、セメイ医科大学の「The Ⅶ International Research 

and Practice Conference」にお招き頂きくと伴に、式典に臨席で

きたことを大変光栄に思います。NASHIMを代表してお礼申し

上げます。

　NASHIM（Nagasaki Association for Hibakusha's Medical care）は、

世界各地で発生している放射線被ばく事故による被災者の救

済を目的に1992年に設立された、国際協力のための団体です。

　以来、被爆地長崎の行政と、長崎大学などの被爆者診療に携

わってきた、あるいは放射線の影響を研究してきた医療機関

や研究所と一体となって、世界の放射線被ばく者の健康被害

に対して、長崎の原爆被爆者医療で培われた知識を役立てる

目的で活動しています。

　主な活動として、毎年夏の1ヶ月間、カザフスタンを始めと

する旧ソ連諸国から医師を招聘して、長崎で原爆被爆者の医療・

福祉や放射線関連の基礎医学を学んでいただいています。

これまでに、カザフスタン共和国からは25名をお招きし、その半数以上はセメイの方々です。

今年は、アルマティの国立カザフスタン医科大学とセミパラチンスク診断センターから研修生がおいで

になりました。

　特にここセメイで、NASHIMで学ばれた研修生がそれぞれの医療の場で、ご活躍されていることを、と

ても嬉しく思います。

　ところで、我が日本では、今年３月11日に発生した、「東日本大震災」という未曾有の大規模な地震と、

それによって発生した巨大津波がとても大きな被害をもたらしました。

　この地震による被害に対して、カザフスタン共和国をはじめ、世界各地から暖かいご支援をいただい

たことに、この場をお借りしてお礼申し上げます。

　津波によって致命的な打撃を受けた、福島第１原子力発電所の放射線事故は、関係者の懸命な対応に

よって、ようやく沈静化しつつありますが、放射線の影響は、現在も続いており、まだ多数の方が避難を

されています。

　私どもナシムは、長年培ってきた放射線に関する知識を生かしたシンポジウムを連続して開催し、放

射線による風評被害を防ぐ活動をしているところです。

長崎大学においても、原発事故発生直後から現地に入り、長崎でのヒバクシャ医療やチェルノブイリで

の原発事故での調査・研究の知見をもとに、緊急被ばく医療の立ち上げなどに努めました。

福島の原発事故は、改めて放射線の脅威について考えさせられ、核兵器廃絶と世界の恒久平和について

意を強くいたしました。

　この会議を契機に、日本とカザフスタンの友好がさらに深まるとともに、核兵器廃絶に向けての取り

組みが、一層進むことを祈念して、私からのご挨拶とさせていただきます。

挨拶を行う蒔本ナシム会長



セメイ診断センターで来訪者名簿に署名する蒔本ナシム会長セメイがんセンターで説明を受ける蒔本ナシム会長

セメイ医科大学　国際会議開始前記者会見の様子セメイ医科大学玄関前にて
左から、中島教授、高村教授、蒔本会長

中島教授の講演優秀学生へ長崎大学からの長崎賞授賞式



前田先生の講演高村教授の講演

国際会議主催のディナー会場にて ナシム夏季研修生達とのディナー

核実験場跡爆心地で土壌サンプリングを行う高村教授



セメイ医科大マラット副学長ご自宅での昼食後クルチャントフにて（核実験場跡への移動途中）

カザフ医科大学玄関前で民族衣装を着た学生代表者と カザフ医科大学学長面談

アルマティ市内を見渡す高台から



　NASHIMでは、ヒバクシャ医療の国際協力や放射線被ばく医療等についての知識などを普及するため、

「平成の鳴滝塾　〜ナガサキでしか受けられない放射線の授業〜」と題して、長崎大学の先生方に小中

学校へ出向いていただき講義を行う「出前講座」を平成19年度から実施しています。

　今年度は、①７月８日 長崎市立福田中学校（２-３年生約190人）、②８月10日福島県いわき市内中学

校生徒会リーダーと長崎市内中学校生徒会リーダー（81人）【長崎市が東日本大震災復興支援事業のひ

とつとして福島県いわき市内の中学校生徒会リーダーを長崎に招待し、長崎でしか体験できない平和

学習や長崎市内中学生とのリーダー研修を実施。】に対し出前講座を行いました。

　①福田中学校の出前講座は、「放射線事故の歴史〜福島第一原発原子力災害より考える〜」と題して、

長崎大学病院永井隆記念国際ヒバクシャ医療センターの大津留晶准教授が行いました。

福田中学校で生徒の皆さんに講義する大津留准教授（福田中学校体育館にて）

東日本大震災での犠牲者の方々に

黙祷をささげる福田中学校の皆さん

出前講座を終えて参加した中学生と

握手する大津留准教授

※大津留先生は、平成23年10月から福島県立医科大学医学部教授に就任されました。

出　前　講　座出　前　講　座



　②福島県いわき市中学校生徒会と長崎市内中学校生徒会のリーダー研修での出前講座は、「放射

線をサイエンスする−正しく知ろう放射線影響−」と題して、長崎大学先導生命科学研究支援セン

ターの松田尚樹教授が行いました。また、当日は、福島県立医科大学の山下俊一副学長が、「いわき市

の中学生にエールを送る」との趣旨でご挨拶がありました。

出前講座に参加したいわき市と長崎市内

中学校生徒会の皆さん

熱心に出前講座に参加する生徒会の皆さん

講義をする松田教授 いわき市の中学生にエールを送る

山下副学長
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　今年も核兵器禁止平和建設国民会議（核禁会議）

に寄せられた浄財を活動助成金として、NASHIMに

寄附をいただきました。核禁会議は1961年に結成

され、核兵器廃絶、被爆者援護、平和建設のために

積極的な活動を行っている団体ですが、活動の一

環である被爆者援護運動として長年にわたりカン

パ活動を実施され、多くの医療施設等へ健診車、車

椅子、ベッド、医療機器等を寄附されています。

NASHIMへも毎年、活動助成金を寄附していただ

いており、いただいた助成金は海外からのヒバク

シャ医療研修生受入事業等に活用しています。

　贈呈式は８月７日に長崎原爆資料館で執り行われ、NASHIMからは梶原事務局長が出席して、社会福

祉法人恵の丘原爆ホーム等の10団体と共に贈呈を受けました。

核禁会議のこれまでの被爆者救援活動や核兵器廃絶の取り組みに深く敬意を表しますとともに、改め

て厚く感謝申し上げます。

　NASHIMとしましても、この活動助成金を有効に活用し、世界のヒバクシャ支援に努めてまいります。

核兵器禁止平和建設国民会議が活動助成金を寄附核兵器禁止平和建設国民会議が活動助成金を寄附

ホームページにPDF書籍を追加しましたホームページにPDF書籍を追加しました
　“ナシムが日本語版図書として出版していた『チェルノブイリ：虚偽と真実』と『放射能汚染の大事故：

影響と防護措置』をPDF書籍としてホームページにアップしています。

　東日本大震災発生後、専門機関等から入手についての問い合わせが寄せられたため、多くの方々が

ご覧いただけるようホームページに掲載するものです。”

PDF書庫へは、以下のURLからアクセスしてください。
URL：http://www.nashim.org/jp/pdf/index.html

チェルノブイリ：虚偽と真実

著者：L. A. イリーン

翻訳：本村智子、浜田亜衣子、高村昇、本田純久、

芦澤潔人、山下俊一、本村政彦（翻訳順）

（平成９年度 日本語版出版図書）

放射能汚染の大事故：影響と防護措置

編集：L. A. イリーン　外

翻訳：西条泰博

（平成14年度　日本語版出版図書）

著者：L.A.イリーン 編集：L.A.イリーン
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■チェルノブイリ・カザフスタン関連国医師へのヒバクシャ医療研修
■核兵器禁止平和建設国民会議が活動助成金を寄附
■専門家派遣事業（カザフスタン）
■韓国医師等へ受入研修を実施
■第9回永井隆平和記念・長崎賞受賞者決定
■NASHIM設立20周年・長崎大学原研創設50周年記念
　合同シンポジウムの開催
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　チェルノブイリ原発事故周辺諸国やカ
ザフスタン共和国で放射線被ばく者の治
療にあたる医療従事者に対して、指導や
医療情報の提供を行うため、今年度も 6
名の医師等を招き、ヒバクシャ医療研修
を行いました。研修者は 7月 18日から
約 1ヶ月間、長崎に滞在し、長崎大学を
中心とした専門研修において、日本の最
新医療を学び、ヒバクシャ医療分野の関
係者との交流を深めました。　

　また、研修期間中には長崎原爆資料館や追悼平和祈念館の見学、平和祈念式典への参列など、長崎原爆の実
相について学び、日赤長崎原爆病院、放射線影響研究所、長崎市原爆被爆者健康管理センター、恵の丘長崎原
爆ホームなどへの視察訪問を通して、日本の原爆被爆者への援護ケアについて理解を深めました。

［日程概要］
　○ 7／ 18	 長崎到着
　○ 7／ 19～ 27	 関係先訪問・見学、長崎大学での共通研修
　○ 7／ 30～ 8／ 20	 長崎大学（病院）での専門研修
　○ 8／ 21	 帰国のため長崎出発

［研修生名簿］
　1．アレクサンドル	メニャイロ	 （ロシア）	 オブニンスク放射線医学研究所	技官
　2．リュドミーラ	ズルナジー	 （ウクライナ）	 ウクライナ医学アカデミー		内分泌代謝研究所	上級研究員　
　3．アルトゥール	ピサレンコ	 （ベラルーシ）	 ミンスクがんセンター	主任　　
　4．ドミートリィ	ルザーノフ	 （ベラルーシ）	 ゴメリ医科大学	主任
　5．ヴェネーラ	バイスグーロヴァ	（カザフスタン）	カザフ医科大学	主任研究員　　
　6．ケネス	アキルジャーノフ	 （カザフスタン）	セメイ医科大学	助教

チェルノブイリ・カザフスタン関連国医師への
ヒバクシャ医療研修を実施

受入研修事業

中村知事を表敬訪問 田上市長を表敬訪問



研修後の感想

Alexander Menyaylo（アレクサンドル・メニャイロ）
ロシア共和国　国立オブニンスク放射線医学研究所
放射線疫学　	技官

　

　私の仕事は、がんに関するデータを統計的に解析し、それにより被ばくした方の被ば
く線量と疾患との間に相関関係、法則などを発見することである。
　2012年 7月 18日、私は日本へやってきた。空港で他の研修生たちおよび私達の通

訳と合流した。この瞬間から東方の素晴らしい国での私の忘れがたい研修が始まった。
　嬉しい驚きだったのは、私達に見学と学習を両立させるプログラムが用意されていたことだ。これは私の初
めての外国旅行だったので、原爆資料館や、原爆を生き延びられた方たちが住まう原爆ホームを訪れたりした
ことは、強い印象として残った。
　私達のために、非常に興味深い講義が準備されていた。オブニンスクでの私の仕事は悪性腫瘍疾患における
放射線リスクの研究なので、すべての講義が、何らかの側面をより深く理解するのに役立った。特に嬉しかっ
たのは、原爆を生き延び、世界中に放射線障害の情報を届ける供給源となっている人びとの、特別なコホート
研究をしている放射線影響研究所を訪問し、自分の目でその仕事を確認できたことである。そのうえ、なんと
長崎県知事や長崎市長への表敬まで用意されていたのである！その他にも数多くのプログラムがあった。
　全体として、日本へ来てから最初の一週間半は、情報の洪水の中、研修で用意されていたあらゆる出来事に
強く印象づけられた。
　私達のために講義を行なって下さった先生方、工藤教授、三根教授、李教授、中島教授、塚崎准教授、高村
教授には深く感謝している。そして、講義や見学、訪問の関係者の皆さんにもお礼を言いたい。こちらの皆さ
んのおかげで、私は人間としても、学究の徒としても成長できたと思う。
　7月 30日からは、専門研修が始まった。私は原研リスクに配属され、ウラジーミル・サエンコ先生のもと
で研修を行った。私には必要な持ち場が用意され、とても気持ちよく接してもらったおかげで、非常に楽しく
仕事をすることができた。三週間の作業により、データ分析を完遂し、成果も出すことができた。私の作業を
直接手伝い、私にとって新しい環境での仕事のやり方を教えてくれたサエンコ先生には、特に感謝の意を表し
たい。サエンコ先生との作業は、私に新しい知識を与え、統計分析という仕事において、大いに経験を積ませ
てくれた。
　最後に、長崎の人びとの親切さによって、私
は長崎が大好きになったということを申し添え
ておきたい。それに長崎の町は美しく、多くの
名所旧跡がある。親切な日本の方々のお陰で、
私はホテルでもお店でも、全く困った目にあわ
なかった。皆親切だった。日本の皆さん、私を
招待し、新しく、有益な事柄をたくさん与えて
くれて、ありがとう。もちろん私は日本につい
て、全てを理解したわけではないし、機会があ
れば、この素晴らしい国にきっとまたやってき
たいと思っている。

放射線影響研究所にて



Liudmyla Zurnadzhy（リュドミーラ・ズルナジー）
ウクライナ共和国　ウクライナ医学アカデミー
内分泌代謝研究所内分泌システム病理検査室上級研究員病理医

　

　NASHIMの招聘により、私は他の研修員たちとともに、2012 年 7月 18日に初め
て日本、そして長崎の地を踏んだ。他国からの研修員たちは、非常に気持ちのよい、
人付き合いがよくて親切な人たちで、すぐに仲良くなることができた。長崎は、私達

を暖かく、笑顔で迎えてくれた。また町は太陽の熱気とともに、様々な出会い、歴史的な場所など万華鏡さな
がらの日々を用意してくれていた。
　私は長崎市長、長崎県知事、NASHIM会長、長崎大学学長への表敬訪問を、深い敬意を込めて思い出すこと
になるだろう。これらの人びとは、忙しい中私達に関心を寄せてくれ、自分たちの活動について語り、私達の
質問に答えてくれた。
　原爆資料館、原爆死没者追悼平和祈念館からは、強い印象を受けた。巨大な水盤から、死者への追悼を表す
水が流れ落ち、追悼空間ではすべての死者の名前が記されている。私が 8月 9日の原爆の日を忘れることは決
して無いだろう。
　恵の丘原爆ホームの訪問も感動的だった。この上ない善良さ、力強さ、人生で恐ろしい体験をした高齢者へ
の愛情には、驚きがさめることはないと思う。職業意識、尊敬、高齢者への思いやり、避けられない老いと病
からくる負担を和らげてあげたいという心、こういった事柄は、長崎の優れた医療機関（長崎大学病院、日本
赤十字長崎原爆病院、放射線影響研究所、ハートセンター、長崎県医師会）全てにおいて感じられた。
　長崎の病院については、記憶の中でも特別なページを持っている。まず医師たちとの交流について。彼らは
率直に隠し事なく、自分たちの職場を誇りと愛情を持って紹介し、高い職業意識と設備、効率的なシステムによっ
て得られた仕事の業績について語ってくれた。
　塚崎准教授、三根教授、李教授、中島教授、サエンコ准教授、工藤教授らによる、歴史的、教育的、医学的
題材に沿った、最新の学術研究や臨床研究に関する一連の素晴らしい講義を聴講した。
　共通講義プログラムの後、私たちはそれぞれの専門の研究室や診療科に分かれて研修を受けた。私は山下教
授の原研リスクに配属され、サエンコ准教授の指導のもと、「チェルノブイリ事故後における甲状腺がんの分子
疫学研究」という共同プロジェクトに関する作業を行った。設備、試薬、知識、専門的な助言と支援を得られ
る状況など、どれを取っても作業環境は素晴らしかった。研究室は、優秀で思いやりのある人材の宝庫だった。
活力、支援、観光案内、無尽蔵の知識の泉、あらゆる質問と問題の助言者を体現するタチヤーナ・ログノーヴィ
チなくしては、私達研修員は日本についてこれほどよく知ることができなかっただろう。彼女は、共同プロジェ
クトの試料の分析、蛍光免疫化学反応のプロトコール作成、マイクロフィルム撮影など、すべてを計画通り実
行してくれた。また、実験室の作業では、大学院生のアンドレイ・ブィチコフ（スモレンスク医科大学の病理
学者）が、大いに手助けをしてくれた。彼は私に素晴らしい顕微鏡で、日本語メニュー（！）のデジタルカメ
ラを使ってマイクロフィルムの撮り方を教えてくれ、実際に撮ってくれた。またプロトコールの仕上げに際し
ては、自分の膨大な知識と高度なスキルを使い、入念に、辛抱強く実験を行なってくれた。
　大村の長崎医療センターでは、伊東先生、前田先生に暖かく迎えて頂き、感謝している。伊東先生とは「チェ
ルノブイリ組織バンク」のプロジェクトを通じ、長年の親交があるが、素晴らしい方で、謙虚で、細やかで、
知的な人物である。
　「日本」と言う名の、おとぎ話のような贈り物に対する感謝を、とても言葉で表しきれない。ここで出会った人びと、
長崎の絵画のような町、先生方は、日本にとってかけがえのない宝だと思う。全てに対してお礼を申し上げたい。



Artur Pisarenka（アルトゥール・ピサレンコ）
ベラルーシ共和国　ミンスクがんセンター
頭頸部外科	主任

　

　最初の一週間に、各種講義、長崎県知事、長崎市長、NASHIM 会長への表敬訪問、
長崎の医療機関視察が行われた。特に印象に残ったのが原爆ホーム訪問およびその居住
者との交流で、この施設における高齢者の生活環境には驚かされた。これこそ目指すべき

ものだと感じた。
　講義は長崎大学で、高いレベルで行われた。すべての講義で、様々な分野の最新のデータが使われていた。講義
を聴講して得られた知識は、日々の実務でも応用が可能である。
　表敬訪問や視察では、質問に対して余すところ無く答えてもらえた。被ばくした住民（患者）の社会復帰に関して
得た知識と経験は、自らの実務でも活用するつもりである。また長崎で見た、放射線の人体への影響に対する緻密
なアプローチは、研究において活用していきたい。
　実務での活用にとって非常に有益だったのは、長崎大学病院での医師たちとの交流および実習である。私はほと
んどの時間を外科の各科で過ごした。
　外来および入院における、あらゆる段階での住民への外科医療について、知識を得た。甲状腺や乳腺、大腸がん
の患者に対する日本の治療方針について、詳しく知ることができた。甲状腺や大腸の多くの手術、また形成外科の
手術に立ち会った。また甲状腺や大腸の腫瘍のビデオ補助下手術、顕微鏡を使った血管吻合も見ることができた。
　私が病院の各科で受けた、親切で根気良い対応は、考えがたい。
　私はありとあらゆる回診、診察、治療に立ち会った。特に、第二外科や手術室、外来での仕事を説明し、当該分
野での日本の文献を探すのに協力してくれるなど、私のために労力と時間を割いて下さった南恵樹先生にお礼を申し
上げたい。
　大村の長崎医療センターでは、住民に対する医療サービスなど、センターの仕事について知ることができた。甲
状腺の腫瘍の手術に立ち会い、病理検査室や臨床生化学検査室、人工透析室などを見学することができた。伊東
先生には多くのことを教えていただき、とても感謝している。
　日本で積み重ねられた経験は、ベラルーシで活用していきたい。

恵の丘長崎原爆ホームにて 長崎原爆病院　朝長院長の講義



Dzmitry Ruzanau（ドミートリイ・ルザーノフ）
ベラルーシ共和国　ゴメリ国立医科大学
結核・呼吸器科主任・テレメディシンセンター主任

　

　最初の一週間は、講義、公衆衛生や医学教育の関係者表敬、長崎の医療機関訪問など
が行われた。講義の題材は非常にレベルが高く、実務での応用が可能なものであった点を
特に記しておきたい。訪問の際には、質問に対して詳細で率直な答えを得られ、「隠し事」

というものは存在しなかった。日本で見聞きした放射線被ばくの影響に苦しむ市民（患者）の社会復帰に関する知
見は、自分の日々の仕事で活かすつもりである。また長崎で目にした放射線の人体への影響に対する緻密なアプロー
チは、自分の研究で活用していきたい。訪問や表敬で教えてもらった連絡先は、将来的に多方面でコンタクトをと
り続けるよすがとしたい。例えば、李桃生教授からは、呼吸器系疾患の治療のために幹細胞を使う共同プロジェク
トに関して事前の承諾を得られたので、2013年度に申請を行うつもりである。
　私の実務にとって非常に貴重だったのは、長崎大学病院で得た経験と知識である。私はほとんどの研修期間を、
呼吸器系疾患の患者が集まる第二内科で過ごした。呼吸器学、結核病学、腫瘍呼吸器学について、詳しい説明を
受けた。私が第二内科やこの病院全体から受けた、以上の親切で根気良い対応は考えがたい。私はありとあらゆる
外来、回診、診察、治療に立ち会い、どこへでも僚友のみなさんが呼んでくれた。僚友のみなさんが英語を話せる
ため、研修は非常に効果的だった。期待していた以上に私のために時間と労力を割いて下さり、友情を育んでくれた
中村茂樹先生と原信太郎先生には、特に感謝している。彼らとは「結核の疫学、結核の感染コントロール、結核診
断における諸問題、多剤耐性結核の治療」や、「肺がんの化学療法」、「感染病の病理診断」などといった、専門性
の高い話題について日々話しあった。また気管支内超音波検査と経気管支生検のための細気管支カテーテル法を、
事実上ほぼマスターした。
　大村市の長崎医療センターでは、救急医療や集中医療、テレメディシンについて、非常によく知ることができた。
ベラルーシでは医療航空制度が始まったばかりなので、非常に参考になった。
　長崎大学の先端医育支援センターでは、呼吸器学の学生の教育、卒後教育などについて、詳しく知ることができた。
　その他、休日や、平日の研修後の自由時間を最大限活用し、長崎の観光名所や、日本の歴史・文化に親しんだ。
九州の有名な景観や建築について知りたいと思い、雲仙や熊本にも足を伸ばした。
　日本での研修は、長崎大学の皆さんの、知識や経験を分けあいたいという好意がなければ、このような実りある
ものにならなかったと思う。私はたくさんの知識と、ここで得た経験を帰国後活かしたいという熱意、そして日本の
皆さんへの愛情を抱えて帰国の途につくところである。
　NASHIMのみなさん、ありがとう。長崎大学のみなさん、ありがとう。日本の皆さん、ありがとう。

Venera Baisugurova（ヴェネーラ・バイスグーロヴァ）
カザフスタン共和国　国立カザフ医科大学
公衆衛生学部主任研究員

　

　初日は長崎大学学長および大学病院院長への表敬訪問。またNASHIM 会長や、長崎
県知事、長崎市長ともお会いした。地方行政機関が被爆者に関するあらゆる事業を援助し
ていること、またNASHIMの研修に理解を示してくれていることを、特に記しておきたい。



上記の表敬訪問時に、日本の保健制度や、一般住民および「ヒバクシャ」と呼ばれる方々の健康問題、また治療・
予防体制について色々とお聞きすることができた。
　塚崎准教授、三根教授、李教授、中島教授、サエンコ准教授、工藤教授に、非常に興味深く、実際的な講義を
していただいた。
　研修中に、私は長与町で、被爆者健診（スクリーニング）のやり方を見学した。健診時に、来診者の健康状態の
変化を知るためにどのような問診が行われているのか、またどのように問診票が使われているのかを知った。また
血圧測定、採血、身長・体重・胴囲測定、咬合など必要な検査がどのように行われているのかも目にした。

特記事項：	●充実した健診体制
	 ●実際的で、機動的なこと
	 ●住民が健診に行こうとする意思を持っていること
	 ●地方行政機関からの支援（健診には長与町健康保険課の公衆衛生医師が同席する）
	 ●健診を行う側の配慮
	 ●短時間で対象グループをほぼカバーできていること
	 ●単純で比較的安価な医療サービスで行われていること

　長与町健康保険課課長中村宰子氏とお会いした時に、住民の健診事業、地域住民の健康状態や生活事情、健康
増進のためのボランティアの活用、高齢者で病後や年金生活に入った人びとの精神的健康状態や社会復帰などにつ
いて、お聞きした。
　研修中、私は日本の人口動態や保健制度、また住民の健康状態に関し、以下の機関から情報を得た。
　大きく興味を惹かれたのは、長崎大学保健・医療推進センターの代表者達（山崎浩則氏、田山淳氏）のお話だっ
た。学生の健康状態や、学生・教職員の健康診断についてお聞きした。保健・医療推進センターのスタッフが、自
分たちの活動について説明してくれた。特に、センターが行なっている学生・教職員の精神的健康に関する調査、ま
た必要に応じて行なっているカウンセリングについての話が興味深かった。
　各地への移動健診用のバスの設備についても知ることができた。また、新生児の先天性および遺伝性の疾患を
発見するための全体検査（日本では七つの疾患について検査が行われる）を行う検査室も見学した。
　長崎大学医学部では、保健学科長松坂誠應教授、および看護学の浦田秀子教授、新川哲子准教授にお会いした。
その折に看護師の養成方法、中等医療従事者の活動枠拡大に関する問題、医師との連携、看護師の高等教育など
についてお話を伺った。看護師と医師の協力体制強化のために、外部の中等医療従事者養成機関が大学の下部機
関になったという経緯をお聞きし、興味を惹かれた。
　全体として日本での研修は、興味深く有益だった。
私は公衆衛生の諸問題について、多くの新しい情報を
得、予防医学の原則が現場でどのように実施されている
のか、またその成果について知り、健康管理および保
険制度など私が興味を持っている分野についても詳しく
知ることができた。また、研修の運営についても好感を
もった。その他にも長崎の名所旧跡を回り、日本人の文
化と伝統についても新しく知るところが多かった。本研
修の関係者および他の研修員に感謝したく、また将来
の発展をお祈りする次第である。

8 月 9 日の平和記念式典に参加



Kenes Akilzhanov（ケネス・アキルジャーノフ）
カザフスタン共和国　国立セメイ医科大学
パブロダール支部第二外科助教

　

　初日はオリエンテーションの後、長崎大学学長および大学病院院長への表敬訪問。受
講に先立ち、我々研修生は長崎原爆資料館、平和祈念館、原爆ホームを訪れた。また日
本赤十字原爆病院、放射線影響研究所の視察も行なった。その他、長崎市の被爆者の健

診センターも見学した。
　NASHIM 会長や、長崎県知事、長崎市長ともお会いした。地方行政機関が被爆者に関するあらゆる事業を援助
していること、またNASHIMの研修に理解を示してくれていることを、特に記しておきたい。上記の表敬訪問時に、
日本の保健制度や、一般住民および「ヒバクシャ」と呼ばれる方々の健康問題、また治療・予防体制について色々
とお聞きすることができた。
　塚崎准教授、三根教授、李教授、中島教授、サエンコ准教授、工藤教授に、非常に興味深く、実際的な講義を
していただいた。
　7月31日から8月20日までの期間、私は外傷センター、整形外科、形成外科、また大村の長崎医療センター
の業務を見学させてもらった。

特記事項：	●充実した入院・外来診療
	 ●医療従事者の技量レベルの高さ
	 ●最新で効果的な手法を用いた、高い診断力
	 ●患者に対する思いやりのある暖かい態度
	 ●実務の他、学術研究、データ分析をし、研修医や学生向けの内容の深い講義を聞いた。

　研修期間中に、私は多くの有益な情報、かけがえのない経験を得た。研修の関係者全てに感謝し、将来のご成
功をお祈りしたい。日本の皆さん、暖かく迎えてくれてありがとう！

核兵器禁止平和建設国民会議が活動助成金を寄附　

　今年も核兵器禁止平和建設国民会議（核禁会議）に寄せられた浄財を活動助成金として、NASHIMに寄附をい
ただきました。核禁会議は１９６１年に結成され、核兵器廃絶、被爆者援護、平和建設のために積極的な活動を行っ
ている団体ですが、活動の一環である被爆者援護運動として長年にわたりカンパ活動を実施され、多くの医療施設
等へ健診車、車椅子、ベッド、医療機器等を寄附されています。NASHIMへも毎年、活動助成金を寄附していた
だいており、いただいた助成金は海外からのヒバクシャ医療研修生受入事業等に活用しています。
　贈呈式は８月７日に長崎原爆資料館で執り行われ、NASHIMからは梶原事務局長が出席して、社会福祉法人恵
の丘長崎原爆ホーム等の１０団体と共に贈呈を受けました。
　核禁会議のこれまでの被爆者救援活動や核兵器廃絶の取り組みに深く敬意を表しますとともに、改めて厚く感謝
申し上げます。
　NASHIMとしましても、この活動助成金を有効に活用し、世界のヒバクシャ支援に努めてまいります。



専門家派遣事業

［日程概要］
　○ 8／ 21	 長崎を出発し、福岡国際空港から出国（深夜アルマティ到着）。
　○ 8／ 22	 Almaty	State	Institute	of	Advanced	Medical	Education での講義
　○ 8／ 23	 カザフ医科大学訪問後、セメイ市へ移動。セメイ診断センター等訪問
　○ 8／ 24	 セメイ医科大学訪問並びに講義。セメイがんセンター等訪問
　○ 8／ 25	 核実験場跡訪問
　○ 8／ 26	 アルマティ市へ移動
　○ 8／ 27	 アルマティを出発し、帰国。

「カザフスタン初訪問紀行」
長崎大学　原爆後障害医療研究施設

アイソトープ診断治療学研究分野（原研放射）　

工藤　崇

　2012年8月21日から8月28日まで、NASHIMの専門家派遣事業として、カザフスタンを訪問いたしました。
同行していただいたのは、長崎大学原研国際の高村教授、林田先生、関谷先生、およびNASHIM事務局の山下
さんです。今回の訪問は従来のようなカザフスタンとの人事交流や長崎大学からの長崎賞授与に加え、私の専
門である PET、および林田先生の専門である乳がんの診療についての講演が目的でした。訪問の内容を旅行記
風にお知らせしたいと思います。

Day2  アルマティ
　カザフスタンの初日は、ALMATY	STATE	
INSTITUTE	OF	ADVANCED	MEDICAL	
EDUCATION（ASIAME）への訪問と、レ
クチャーから始まりました。ASIAME では
30人程度でしょうか、大勢の先生・学生さ
んがたに対して、PET の話（主に腫瘍 FDG	
PET）を雑駁ながらお話しさせていただきま
した。おそらくほとんどの方にはなじみが
ないと思っていた（これについては、Day4
に覆されることになります）PET というジャンルについての話であり、興味を持っていただけるか大変に心配
でありましたが、皆さん非常に熱心に聞いていただき、講義の後も大勢の方からご質問をいただいたのが深く
印象に残りました。カザフスタンの方々の高い意欲が感じられました。引き続いて、長崎大学原研国際の林田

先生の乳がんについての講義が行われましたが、これも皆さん質問が相次ぎました。

カザフスタン専門家派遣事業



Day3  アルマティ＞セメイ
　Kazakh	National	Medical	University 訪問の後、セメイ市に移動。ちなみに今回の旅行ではセミパラチン
スク核実験場への訪問が一つの大きな目的でしたが、この日セメイの旧称がセミパラチンスクであることを高
村教授より教わりました（それまでセメイとセミパラチンスクが別の場所だと思っていたのは秘密です）。
　Semey	Diagnostic	Center を訪問。画像診断医としては 3テスラのMRI が稼働していたことが印象的でし
た。かつては日本の支援でCTが運用されていたが、現在では旧式になったことと、部品調達の問題から、運
用されていないとのことです。画像診断機器は進歩のスピードが速くすぐに陳腐化してしまい、その割には維
持費用が高額であることが、カザフスタンのような遠隔地での運用の大きな障壁となっていることを感じさせ
られました。大型機器を用いた医療支援についてのロジスティックスの重要性が認識されます。

Day4  セメイ
　Semey	State	Medical	University を訪問。PET についての講義。やはり、熱心さが印象的でした。引き続
く林田先生の講義の後で、長崎賞の贈呈式が行われ、今年は2名が表彰されました。学習意欲の高さから考えて、
今後も優秀な医師・医学者が育っていくのではないかと思われます。
　午後は、Semey	Oncology	Center を訪問。今回最大の驚きが待っていました。
　Semey	Oncology	Center は現在様々な拡張工事を行っており、そのうちの目玉の一つとしてサイクロトロ
ンと PETの設置を行っている途中でした。まだ建築途中で建物の基礎を作っている段階ですが、基礎工事の規
模から見て相当に大きな PETセンターとなりそうです。聞くところによると、カザフスタン全土で合計 5カ所
の PETセンターが建築中で、すべてサイクロトロンを保有するとのこと。旅行中うすうす感じていたことでし
たが、カザフスタンという国家が非常に上向きの国家であり、大きな成長過程にあることを強く実感させられ
ました。ここでは、PET 装置についての技術的なアドバイスを求められました。思わぬところで、思わぬ専門
内の質問を受けたため、つい嬉しくなって「ノリノリ」になってしまい、長時間話し込んでしまいました。同
行の先生方にはご迷惑をおかけしたことを陳謝いたします。



Day5  セメイ
　この日は体調を崩してしまいました
が、核実験場訪問を強行。同行の皆さ
んには迷惑をおかけしてしまいまし
た。セメイからクルチャコフ市に2時
間かけて移動の後、さらに曇り空の下、
広大なステップ地帯を2時間程度かけ
て核実験場の中心部に移動。広大なス
テップの光景が広がり、ぱっと見ただ
けでは、ここが核実験の中心地である
とは気がつかないでしょう。しかし、
ポケット線量計は 3μ Sv/hr 程度を
指しています。強いところでは 20～
30 μ Sv/hr のところもあるとのこと

です。核実験終了から4半世紀経過しているにもかかわらず、爪痕の大ききさが感じられます。しかし、一方で、
ステップの広大な風景は、逆に、自然の回復力の強大さ、人間の行為の矮小さも感じさせます。体調を崩した
中ではありましたが、貴重な経験で、無理を押して良かったと思っています。

Day6  セメイ＞アルマトイ
　セメイ中央公園の見学。数日後に国際会議があるとのこ
とで、準備中。巨大なキノコ雲のモニュメントが印象的で
した。昼食の後、帰国に向けてアルマティ市に移動。
　驚いたことに、同時期に長崎大学第二外科の江口教授も
医療支援でカザフスタンを訪問中で合流。長崎とカザフス
タンのつながりの深さを実感しました。

Day7  アルマトイ＞日本
　早朝の飛行機で日本に帰国。
　7日と短い（？）訪問で、体調を崩すなどいろいろあり
ましたが、カザフスタンとの今後の友好関係の重要性が実
感でき、また PET を専門としている私のような物でも役に
立てる領域があることを知ることができ、大変有意義な訪
問でした。このような機会を与えていただいた、NASHIM
とカザフスタンの関係機関各位に感謝いたします。



　韓国在住の被爆者への医療充実のため、被爆
者の医療や援護に携わる 3名の医師を招いて、
受入研修を実施しました。
　9月 9日から 9月 14 日まで長崎に滞在し、
長崎原爆病院をはじめとする医療機関や長崎大
学などの研究機関等で被爆者医療に関する知識
の習得や情報交換を行うとともに、原爆資料館
などを訪れ被爆の実相について学びました。

［日程概要］
　○ 9／		9	 長崎到着
　○ 9／ 10～ 13	 関係先訪問・見学、
	 長崎大学（病院）での研修
　○ 9／ 14	 帰国のため長崎出発

研修後の感想

金　泰炯（キム・テヒョン）　
ソウル赤十字病院　内科	医師　

　

　ここに来る前は原子爆弾や放射線の被害に対して興味もなかったし、知識も全くあ
りませんでした。私だけではなく、韓国人はほとんどがそうだと思います。
　今回、ナシムの受入研修に参加して、原爆資料館と長崎原爆ホームでは原子爆弾の

恐ろしさと放射線被害について生々しく感じました。その後、先生方の講義を受けて放射線被害について理解
することができました。
　福島原発事故以来、韓国でも放射能に対する関心が高まっていますが、それに対する知識や処置などについ
てはあまり知られていません。こういう状況の中で今回の研修に参加でき、様々な知識を得ることができて嬉
しいです。
　韓国にも原子力発電所がたくさんあるので、放射線被害が
起きる可能性はあります。韓国に帰りましたら原爆被害者の
診療だけではなく、あってはいけないことですが、万が一の
事態に備えてこれからも続けて勉強していきたいと思います。
　最後に日本滞在中、親切にしてくださったナシム関係者の
方々、長崎県庁の皆様、講義をしてくださった先生方、皆様
のご多幸を祈ります。

韓国医師等への
被爆者医療研修を実施

蒔本ナシム会長を表敬訪問

長崎市健康管理センターにて

受入研修事業

長崎大学中島先生の講義



宋　時淵（ソン・シヨン）
嶺南大学病院　耳鼻咽喉科　教授

　

　9月 10日から4日間、長崎大学病院をはじめ、原爆被爆者治療および関係機関など
を訪問し、現場で勤めていらっしゃるたくさんの方々に触れ合う機会をいただきました。
　原爆資料館と追悼記念館の訪問は今まで漠然と理解していた原爆の弊害について具体的

に理解できる機会になりました。また、今回の研修を通じてナシムを含むいろんな団体が日本国内外の多くの被爆
者のために、どれほど多くの事業を取り組んできたかと、どれほどたくさんの努力を注いでいるかが分かりました。
　多様な講義を聞いて、原爆被爆だけではなく、チェルノヴイリの原発事故のような放射能流出事故を経験して、
今まで多くの研究が進んできたことがわかりました。こういう研究結果を基に、2011年の東日本大震災により発
生した福島原発事故の時は、長崎の研究者たちが蓄積された知識を持って積極的な対処をすることができたかと思
うと、研修を受ける前に持っていた「この研修が本当に役に立つのか」という疑問が今は完全になくなりました。
　今、4日間の貴重な研修を終えて帰国を準備していますが、韓国に帰ったら、今まで被爆患者を一般の患者
と同様に接して診察してきた姿勢を捨てて、もっと細心に、誠意をつくして診察していきたいと思います。
　最後に、暖かく迎えてくださった長崎県庁職員の方々や関係者の皆様、研修のチャンスを作ってくださった
ナシムの蒔本　恭会長、そして講義をしてくださった先生の方々にここを借りてお礼を申し上げます。
　ありがとうございました。

高　志豪（コ・ジホ）
釜山医療院　放射線科	専門医

　

　まず、ナシム研修がうまく行われるように支えてくださった関係者の皆様とナシム会
長へ感謝のお礼を申し上げます。
　私は映像医学科専門医（放射線科医師）なので「放射線」という言葉は常に触れて
いて聞き慣れていますが、今回の研修を通じて、原爆がどれほど人類に大きい悪影響

を与えるのかが分かりました。
　長崎大学の先生たちと長崎原爆病院の病院長の情熱的な講義に感謝いたします。
　また、放射線影響研究所、長崎原爆ホーム、原爆資料館、原爆被爆者健康管理センターなど訪問先では暖か
く迎えてくれましてありがとうございます。
　国立長崎原爆追悼祈念館では厳粛なる雰囲気の中
で、原爆の傷みを分かち合うきっかけになりました。
特に原爆で亡くなられた方々のために 6カ所に水が
流れる場所を設けたことや、天井を透明にして空を通
じて外部世界と共存できるように設計したことを聞い
て、平和と愛についてもう一度考えて見ます。
　いつも発展し続けるナシムになりますようにお祈り
します。

長崎大学のホールボディーカウンター



　NASHIMでは、被爆 50周年にあたる平成 7年に、被
爆者の救護に尽力した故永井隆博士の精神を引き継ぐこ
とを目的に「永井隆平和記念・長崎賞」を創設し、以降、
隔年でヒバクシャ医療の向上・発展とヒバクシャの福祉
の向上に貢献した個人や団体を顕彰しています。第 9回
目となる今回は、ウクライナ医学アカデミー内分泌代謝
研究所所長のミコラ・トロンコ博士を本賞受賞者に決定
しました。
　トロンコ博士は、チェルノブイリ事故が発生する一か
月前の 1986年 3月にウクライナ医学アカデミー内分泌
代謝研究所所長に就任。以降、一貫してチェルノブイリ
事故による住民の甲状腺への影響に関する調査、検診事
業に携わり、1995 年にはウクライナにおいて小児甲状
腺がんが増加していることをNature 誌に報告し、世界
的な注目を受けられました。
　さらには国際共同研究を推進することによってチェル
ノブイリ事故によって激増した甲状腺がんにおいて、Ret 遺伝子の再配列という遺伝子異常が高頻度にみられ
ることを世界に先駆けて報告するなど、放射線誘発性甲状腺がんの疫学、分子生物学的研究をリードしてこら
れました。
　また、種々の国際プロジェクトにも長年積極的に参画され、WHO（世界保健機関）の国際チェルノブイリ
甲状腺組織バンクプロジェクトにおいても、ウクライナの代表機関として放射線誘発甲状腺がんの摘出標本の
管理にあたっておられます。
　長崎大学との共同研究も長年にわたって推進されており、1991 年 11月に外務省主導のチェルノブイリ専
門家会議で長崎を訪問して以来、放射線誘発甲状腺がんについての共同研究推進に携わり、2003 年には両機
関の間で学術交流協定を締結して、さらなる共同研究、人事交流の推進にあたられています。
　授賞式は、来年 2月 9日（土）に、ベストウェスタンプレミアホテル長崎（長崎市宝町）で開催するナシム
設立 20周年及び長崎大学原研創設 50周年記念合同シンポジウム実施に際して併せて行います。

第9回永井隆平和記念・長崎賞の
受賞者決定

受賞者に決定したミコラ・トロンコ博士



　平成24年度は長崎ヒバクシャ医療国際協力会（ナシム）設立 20周年及び長崎大学大学院医歯薬学総合研究科
附属原爆後障害医療研究施設（原研）創設50周年の節目の年に当たります。
　ナシム及び原研がこれまで蓄積してきたヒバクシャ医療の実績と、放射線障害に関する調査研究の成果を広く世
界に発信するとともに、福島原発事故被災地への貢献を目指すため、シンポジウムを開催します。
　なお、第1日目 (2月9日 )に、「第9回永井隆平和記念・長崎賞」の授賞式を併せて開催します。

　参加者募集
〈一般の方〉
　第1日目（2月9日（土））のみ参加できます。
　NASHIMホームページの専用フォーム又はFAXによりお申し込みください。

〈医療関係の方〉
　両日とも参加できます。
　NASHIMホームページの専用フォームによりお申し込みください。

ナシム設立20周年及び長崎大学原研創設50周年記念
合同シンポジウムの開催について 入場

無料

参加者募集

日　時

場　所

テーマ

平成25年 2月  9日（土）13：00
 ～2月10日（日）15：00

ベストウエスタンプレミアホテル長崎　3階

長崎とヒバクシャ医療
～ 被ばく医療学の新たな挑戦 ： 国際貢献・そして福島 ～
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■チェルノブイリ・カザフスタン関連国医師へのヒバクシャ医療研修
■核兵器禁止平和建設国民会議が活動助成金を寄附
■専門家派遣事業（カザフスタン）
■韓国医師等へ受入研修を実施
■第9回永井隆平和記念・長崎賞受賞者決定
■NASHIM設立20周年・長崎大学原研創設50周年記念
　合同シンポジウムの開催
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■ナシム20周年・原研50周年合同シンポジウム「長崎とヒバクシャ医療」
■第9回永井隆平和記念・長崎賞授賞式
■韓国への専門家派遣事業
■韓国医師等の受入研修事業
■出前講座

CONTENTS

ナシム20周年・原研50周年記念合同シンポジウム「長崎とヒバクシャ医療」での講演の様子



○ 講演及びセミナー（原子爆弾被爆者指定医療機関等医師研究会）

○第９回永井隆平和記念・長崎賞授賞式   
○シンポジウム   

第１日目　2013年 ２月  ９日

第2日目　2013年 ２月10日

土

日

一般公開

医療関係者の
方が対象です

ベストウェスタンプレミアホテル長崎 
３階「プレミアホール」 （長崎市宝町2-26）

開催日時

会　　場

13：00～17：30（開場12：00）

9：30～15：00（開場9：00）

主催：長崎ヒバクシャ医療国際協力会（NASHIM）、長崎大学大学院医歯薬学総合研究科附属原爆後障害医療研究施設（原研）、長崎県
共催：長崎県医師会、長崎市医師会　後援：厚生労働省、文部科学省、放射線被曝者医療国際協力推進協議会（HICARE）、長崎市



2013年2月9日と10日の両日、
長崎市内で「NASHIM設立20周年・長崎大学原研創設
50周年記念合同シンポジウム」を開催しました。
その内容をご紹介いたします。

［開会挨拶］　主催者として、次の3名が挨拶を行いました。
　○長崎・ヒバクシャ医療国際協力会会長　　蒔本　　恭
　○長崎大学学長　　片峰　　茂
　○長崎県知事　　　中村　法道

　本日、「ナシム設立二十周年・長崎大学原研創設50周年記念合同シンポジウム」を開催いたしましたところ、このように
多くの皆様方のご参加を賜り、心からお礼を申し上げます。

　長崎・ヒバクシャ医療国際協力会、通称ナシムは、在外被爆者及び世界各地で発生した放射線被曝事故による被災者の
救済を目的として、長崎大学、日赤長崎原爆病院、放射線影響研究所、県・市医師会等の医療機関と県、長崎市が構成
メンバーとなり、平成 4年 4月に設立いたしました。

　以来、被爆地・長崎が有する被爆者医療の実績と、放射線障害に関する調査研究の成果を、世界のヒバクシャ医療の
向上に有効に活用していただくため、国外の医師の受入研修や海外への専門医師の派遣、医学教科書の出版、小中学校等
での出前講座開催などの事業を継続して行い、今年度で設立 20周年を迎えたところであります。

　この間、平成 7年に、永井隆博士の崇高な平和希求の精神を受け継ぎ、将来に向けた原爆関連医療の遺産を継承する 
「永井隆平和記念・長崎賞」を創設し、国際社会におけるヒバクシャ医療への貢献者を隔年で顕彰しております。本日も後ほど、
本年度の受賞者であるウクライナ医学アカデミー内分泌代謝研究所所長　ミコラ・トロンコ様の授賞式を実施することと
しております。

　また、一昨年の東日本大震災に伴う福島第一原発事故に際しては、放射能に対する大きな社会不安が生じたことから、
東京において連続 3回のシンポジウムを開催するなど、放射能を正しく理解してもらい、風評被害をなくすための啓発活動
にも積極的に取り組んでおります。

　当協力会といたしましては、20周年を大きな節目として、引き続きヒバクシャ医療を通じて、長崎から世界への貢献と、
国際協力の推進に全力を挙げてまいる所存でありますので、皆様方の変わらぬご支援・ご協力をお願い申し上げます。

　さて、本日と明日の2日間にわたり、私どもナシムと、長崎大学大学院医歯薬学総合研究科附属原爆後障害医療研究
施設の合同記念事業として、「長崎とヒバクシャ医療」をメインテーマとしたシンポジウムを開催いたしますが、この取り組み
が、今後のヒバクシャ医療の向上・発展に少しでも役立つものとなれば幸いに存じます。

　最後に、シンポジウムへの出席をご快諾いただいた講演者の方々と、開催にご尽力いただいた関係機関の皆様に心から
お礼を申し上げます。

ナシム会長　蒔本　恭
（長崎県医師会会長）

長崎大学学長　片峰　茂 長崎県知事　中村　法道

蒔本ナシム会長あいさつ



［ナシムと原研の沿革紹介］
　主催者から、設立 20周年を迎えたナシムと、創設50周年を迎えた原研の沿革紹介を行いました。
　○長崎・ヒバクシャ医療国際協力会運営部会長　　上谷　雅孝（長崎大学大学院教授）
　○長崎大学大学院医歯薬学総合研究科原爆後障害医療研究施設長　　永山　雄二

［来賓挨拶］
　○環境大臣政務官　　秋野　公造　様
　○衆議院議員　　　　北村　誠吾　様
　○文部科学省高等教育局医学教育課長　　村田　善則　様
　○厚生労働省健康局総務課原子爆弾被爆者援護対策室室長補佐　　有賀　玲子　様
　○広島大学原爆放射線医科学研究所長　　神谷　研二　様
　○長崎市長　　　　　田上　富久　様

会場全体の様子（1日目）

衆議院議員　北村　誠吾　様

広島大学　神谷　研二　様

環境大臣政務官　秋野　公造　様

厚生労働省　有賀　玲子　様

文部科学省　村田　善則　様

長崎市長　田上　富久　様



第1日目 2月9日（土） シンポジウム
○記念講演
 講師　山下　俊一　氏
 　　　福島県立医科大学副学長、長崎大学大学院医歯薬学総合研究科教授
 演題　「科学技術文明の光と影：原研とNASHIMの世界展望」

○記念講演
 講師　朝長　万左男　氏
 　　　日本赤十字社長崎原爆病院院長、長崎大学名誉教授
 演題　「原研における原爆後障害研究の評価と今後の課題」

○特別講演
 講師　長瀧　重信　氏
 　　　長崎大学名誉教授、放射線影響研究所元理事長
 演題　「長崎を世界に」

山下副学長の講演概要
　人類史の中で放射線や放射能の発見からすでに100年以上が経過し、この
間、常に過剰被ばくによる健康影響が話題となってきた。科学技術文明の進歩
が醸し出した光と影が最も鮮明に位置づけられるのが、放射線事故・災害に
伴う健康リスクであり、社会リスクである。特に、広島・長崎の原爆被災に
よる急性ならびに慢性の放射線障害への対応には、基礎ならびに臨床医学に
おける後障害医療研究を不可欠としてきた。チェルノブイリ原発事故から福島
原発事故の関わり合いを含めて、長崎における原爆医療と医学研究の将来展望
を探る。

朝長病院長の講演概要
　研究活動は半世紀を超え、放射線の人体影響の「生涯持続性」を明らかに
しつつある。急性放射線症による死亡率を明示した長崎医科大学の調来助教
授と医師・学生らによる調査研究に淵源をもつ後障害観察が 50 年の長きに
わたり続けられてきた。初期後障害である白血病の治療対応に追われる中、
原研は創設され、現在もなお癌と白血病の持続および多臓器被ばくによる
「多重癌」の実態が明らかにされつつある。1945 年に臓器幹細胞のDNAが
傷つき、遺伝子不安定性を引きずり、発がんに至るものと考えられる。被爆者
の医療を担うべく創設された原研の業績をふりかえるとともに、今後の課題を
展望する。

長瀧名誉教授の講演概要
　演者が長崎に赴任した1980 年は、NASHIMは設立前、原研は創設17年
目であった。「長崎を世界に」をモットーに、長崎から世界に発信できるテーマ
を求めて努力するなか、被爆した唯一の大学を再認識し、チェルノブイリ事故
調査にも協力した。その経験が福島での長崎と長崎大学の貢献として活用さ
れている。今後も、同じ目線で国内外の様々な組織と密接に協力しながら、
人材の育成、知識の共有並びに拡大を通じ、長崎大学が世界のセンターで
あり続けることを祈っている。



ウクライナのミコラ・トロンコ氏に授与

　今回で第9回となる永井隆平和記念・長崎賞授賞式を合同シンポジウムの中で行いました。
　ウクライナから来日された受賞者ミコラ・トロンコ氏に、蒔本ナシム会長から賞状と賞碑（ブロンズ像「生命のとも
しび」）、副賞の賞金を授与しました。

受賞者紹介

1．氏名・年齢　M
ミ コ ラ

ykola T
ト ロ ン コ

ronko（68歳　ウクライナ）

2．主な経歴
・1961年  9月～1967年  6月 キエフ医療研究所内科医 
・1967年  9月～1970年  9月 内分泌代謝研究所研究員 
・1971年11月 医学準博士号取得（専攻：内分泌学）
・1981年  4月 内分泌代謝研究所副所長
・1984年  7月 医学博士号取得（専攻：内分泌学）
・1986年  3月～現在　ウクライナ医学アカデミー内分泌代謝研究所所長
・1989年12月 教授
・1992年11月 ウクライナ科学アカデミー客員（専攻：放射医学）
・1993年  4月 ウクライナ医学アカデミー客員（専攻：内分泌学）
・2010年  9月 ウクライナ医学アカデミー会員（専攻：放射線内分泌学）

3．主な活動

1986年  4月 チェルノブイリ事故後、最汚染地域から避難した子供たちに対する内分泌検査および治療を
実施 

1989年  1月 チェルノブイリ事故で被曝し、甲状腺病変、特に甲状腺がんを発症した子供や若者たちを対
象に外科治療を実施

1991年  1月 検査対象者に対する甲状腺病変の術前診断プロセスに穿刺吸引生検を導入

1991年  2月 チェルノブイリ事故で被曝したウクライナの子供や若者たちの甲状腺がん臨床形態学記録を
作成・管理

　ナシムでは、故・永井隆先生の崇高な平和希求の精神を引き継
ぎ、その継承者を育成し、将来に向けた原爆関連医療の遺産を継承
することを目的として、平成7年に永井隆平和記念・長崎賞を創設。
原子爆弾による被爆者及び放射線被曝事故等による被災者に対す
る治療及び調査研究等の分野において、ヒバクシャ医療の向上・発
展、ヒバクシャの福祉の向上を通じて世界平和に貢献し、将来にわ
たる活躍が期待される国内外の個人や団体を表彰しています。

第9回永井隆平和記念・長崎賞授賞式



第2日目 2月10日（日） 講演及びセミナー
（原子爆弾被害者指定医療機関等医師研究会）

○講演
 講師　有賀　玲子　氏
 　　　厚生労働省健康局総務課　原子爆弾被爆者援護対策室室長補佐
 演題　「原子爆弾被爆者援護行政について」

講演概要
　本講演においては、原子爆弾の被害及び被爆者援護施策の沿革として、過去の国の施策および現在の被爆者に対す
る援護の仕組みについて解説する。また、特に原爆症認定について取り上げ、現行の原爆症認定制度の概要やこれまで
の経緯、現在開催されている原爆症認定制度の在り方に関する検討会等について紹介する。

1995年  2月 チェルノブイリ事故で被曝した子供や若者たちへの放射性ヨードによる術後療法のための専
門の臨床放射線科を創設

1998年10月 ウクライナの国際チェルノブイリ甲状腺組織バンクを設立

1998年11月 ウクライナのより汚染のひどかった地域の被曝者に対するスクリーニング検査をウクライナ
－アメリカ甲状腺プロジェクトの枠組み内で実施

2011年  1月 チェルノブイリ事故で被曝したウクライナの子供や若者たちを対象とした甲状腺がんの分子
疫学調査を長崎大学と共同で実施

第 9回永井隆平和記念・長崎賞受賞者を囲んでの記念写真（前列中央が、受賞者のミコラ・トロンコ氏）



○セミナーⅣ
 講師　赤星　正純　氏
 　　　放射線影響研究所　臨床研究部長
 演題　「放射線被曝の影響」

講演概要
　一昨年の東日本大震災の際の津波により引き起こされた福島原発事故後、放射線被曝による健康影響に注目が集まっ
た。この放射線被曝による健康影響は、主に原子爆弾被爆者を長期追跡調査することにより明らかにされた。この事を
踏まえ、放射線影響研究所で長期追跡調査を行っている被爆者集団の成り立ち、そこから得られた放射線被曝の「がん」
及び「がん」以外の疾患に及ぼす影響について説明する。

○セミナーⅠ
 講師　佐々木　英夫　氏
 　　　広島原爆障害対策協議会　 健康管理・増進センター所長
 演題　「HICAREの活動及び被爆者健康管理について」

○セミナーⅡ
 講師　高村　昇　氏
 　　　長崎大学大学院医歯薬学総合研究科教授
 演題　「長崎・ヒバクシャ医療国際協力会（NASHIM）：これまでとこれから」

○セミナーⅢ
 講師　永山　雄二　氏
 　　　長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　原爆後障害医療研究施設長
 演題　「放射線と甲状腺癌：最近の知見」

講演概要
　放射線被曝者医療国際協力推進協議会（HICARE）は1991年に、被爆者治療の実績と放射線障害に関する研究の
成果を国内外の被曝者医療に生かしていくために設立された。広島の原爆放射線の医療に関わる8つの機関と行政機
関の連合体で、受け入れ研修、専門家派遣、講演会の開催、出版などの事業を展開している。本講演ではHICAREの
事業とともに、被爆者の健康管理の現状および課題を提示する。

講演概要
　長崎ヒバクシャ医療国際協力会（NASHIM）は1992年に、在外被爆者及び世界各地で発生している放射線被曝事故
による被災者の救済を目的として設立されヒバクシャ医療を通じ長崎から世界への貢献と国際協力の推進に努めてきた。
　本講演では、NASHIMの国内外での活動実績を紹介し、今後の展望について概説する。

講演概要
　長崎・広島原子爆弾被爆者、チェルノブイリ原子力発電所事故周辺住民のデータを基にした放射線誘発甲状腺癌の
臨床疫学調査結果、癌遺伝子や甲状腺癌感受性遺伝子の基礎研究を紹介し、福島原発事故後の現状も概説する。
さらに放射線誘発癌基礎研究の現状と将来展望も紹介する。



専門家派遣事業

　1回目は12月に、陜川（ハプチョン）の医療機関を訪ねるとともに、陜川原爆被害者福祉会館で被ばく者医療セミ
ナーを行いました。
　2回目は2月に、ソウル市内で大韓赤十字社本部を表敬訪問するとともに、韓国で被爆者治療に従事している医師等
医療関係者に対し、広島・長崎の被ばく者医療の最新の知見と、福島第一原子力発電所事故への対応や健康影響に
ついて講演するため、広島の放射線被曝者医療国際協力推進協議会（HICARE）と初めて合同で実施しました。
　各回の日程や講演者及びセミナーの内容は次のとおりです。

1 回目
［日程概要］
　12／  9　長崎出発
　12／10　陜川で関係先訪問、セミナー実施
　12／11　帰国

講演者　長崎大学先導生命科学研究支援センター 教授　松田　尚樹　氏　
　　　 「放射線とその被ばく影響の基礎」

　　　　長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　医療科学専攻
　　　　リハビリテーション科学講座　精神障害リハビリテーション学分野
  教授　中根　秀之　氏
　　 　「被ばくの精神健康影響とそのケア」

講演を行う松田教授

現地コーディネイトをしていただ
いた大韓赤十字社特殊事業所の
呉さんです。
大変お世話になりました。

講演を行う中根教授

韓国への専門家派遣
～被爆者医療セミナーの開催～



「NASHIM専門家派遣事業セミナーに参加して」
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　医療科学専攻
リハビリテーション科学講座　精神障害リハビリテーション学分野　

教授　中根　秀之 　

　2012年12月9日から11日の日程で、韓国ハプチョンでNASHIMの専門家派遣事業に参
加させていただきました。韓国に到着したのが、9日の夜でしたので、翌日10日朝からプサ
ンからハプチョンにむかいました。長崎からの参加者は、私以外に長崎大学先導生命科学

研究支援センターの松田尚樹教授と、ナシム事務局の熊さんの3人でした。
　現地では大韓赤十字社のスタッフである呉尚恩さんも同行し、10日は、朝よりハプチョンにあるハプチョン原爆被
害者福祉会館にて、在韓被爆者現況の説明を受け、同施設の見学も行いました。ここは、日本と韓国両政府が負担し
てできた被爆者のための施設で、現在101人（男性27
人、女性74人）が生活しておられました。福祉サービ
スの提供とともに、看護師や理学療法士が配置され
ているため、園芸療法などの様々なリハビリテーショ
ン活動も行われていました。身体疾患のみならず、認
知症のケアも必要であり、スタッフの研修が実施され
ていると聞きました。高齢化している被爆者の深刻な
問題の一つを垣間見る感じがしました。その後、ハプ
チョン市内にある被爆者医療にかかわる医療機関を
見学させていただきました。

○ハプチョン高麗病院
　チュ・チョンジャ理事から施設の説明を受けました。精神科、老年科を現在ある病院で主に治療を継続し、一般
診療科を市街地の中心部に新病院を建てて移す計画であることを聞きました。精神科病棟の内部を拝見することは
できなかったことは、少し残念でした。しかし、急なお願いであったにもかかわらず、勤務していた医師にお会いして、
韓国での精神医療の現状について意見交換できたことは、大変貴重な経験でした。

○ハプチョン病院
　キム・ジンテ院長によるこれまでの活動と今後のビジョンについてプレゼンテーションを聴かせていただきまし
た。ハプチョン病院の位置づけは、家庭医の役割を果たす医院と、大規模な総合病院の間に位置する病院としての
性格を持っているとのことでした。今後急性期だけではなく、療養病棟の併設も行い、積極的に韓国の被爆者医療に
ついて協力していきたいと述べておられました。

　6時からは、再び福祉会館に戻り、NASHIMセミナーを行いました。参加者は、30名を越え、用意した座席は満席
でした。初めに、大韓赤十字社の呉さんから、このセミナーの説明と講師紹介をしていただきました。
　まず長崎大学先導生命科学研究支援センターの松田尚樹教授が、放射線に関する知識について、福島の現状も含
めてお話しされました。たいへんわかりやすく、ユーモアを交えた明快なお話だったので、参加者からも専門的な質問
が出され興味の高さを感じました。



　次に、私から被爆者の精神健康として原爆被爆に関する精
神的健康問題とトラウマを抱えた人へのケアの二つのテーマ
についてお話しさせていただきました。原爆被爆に関する精
神的健康問題について、長崎の被爆者に関していくつかの精
神健康に関する研究が報告されています。しかし、被爆後自
身の国に引き上げた在外被爆者に関する精神的問題に関する
研究やサポートに関する報告はほとんど見られないのが現状
でした。このため在韓被爆者の精神健康状態の把握の為、大
韓赤十字社やキョンヒ大学精神科の協力のもと行った在韓被
爆者の精神的健康について実態調査の結果をお話ししました。精神健康に何らかの問題がある人の割合は被爆者群
50.7%に対し、対照（非被爆者）群26.8%と有意差がみられました。さらに被爆体験の有無が精神健康の悪化に影
響を及ぼしていることが示唆されました。在外被爆者の精神健康に対するケアの必要性が示されたわけです。
　続いてトラウマを抱えた人へのケアについて説明しました。原爆被爆者の痛みとは、身体的問題、身体疾患などの
身体的痛み、不安、抑うつなどの精神的痛み、偏見や差別、社会的不利などの社会的痛みであり、全人的痛みという
理解が必要であることです。被爆者の心理は大変複雑です。被ばく経験に伴う抑うつ、不安、絶望。遺されて感じる罪
悪感や怒りもあります。どうして私は生き残ったのか。身体的にも問題を抱えます。自分の身体的不調に加え、家族
の身体的不調もとても不安になります。被爆後に、偏見・差別を受けることもあります。その一方で、回復への期待を
持っています。こころのケアをどのように行うのかということは大変重要です。こころのケアに対して、魔法のような
効果があるのではないかという期待がある一方、精神医学的問題に対する偏見、差別からケアは不要という方がい
らっしゃいます。被爆者のケアで重要なことは、安心・安全の保障、正しい知識と対処法、主体性とペースが守られる
こと、治療システムの構築などの事柄であることを説明しました（表1）。

表1　こころのケアのポイント
　　

　韓国では、現在自殺者の急増が問題となっています。OECDの2010年データでも世界一位の自殺者となってお
り、特に高齢者の自殺は日本や米国の4-5倍といわれています。このため高齢者のケアは大変重要であり、精神健康
の重要さが実感されていると思います。そのため、この時期にこのような機会を得ることができたのはたいへん貴重
な経験でした。ご協力いただきましたNASHIM関係者、大韓赤十字社、長崎県をはじめ多くの方々に心より御礼申
し上げます。

3．主体性とペースが守られること
　・話したいことを聞いてもらえる
　・話したくないのに根掘り葉掘り聞かれない
　・自分なりの方法とペースが尊重される

4．治療システムの構築
　・一般科と精神科との連携
　・医療機関・公的機関との連携

1．安心・安全の保証
　・生命財産の安全や当面の生活基盤の確保
　・守られている、一人じゃない
　・周囲が徐々に落ち着いていく
　・危ない、恐いところには近づかなくてよい
　・無理の無い範囲で日常生活を回復

2．正しい知識と対処法
　・予測される反応と対処法
　・異常な事態への正常な反応という理解※



2 回目
主催：HICARE　　共催：NASHIM　　協力：韓国原子力医学院（KIRAMS）、大韓赤十字社　
会場：ソウル　プレジデントホテル　　対象：医師等医療関係者

［日程概要］
　2／19　長崎出発
　2／20　ソウル市内で関係先訪問、セミナー実施
　2／21　帰国

講演者　長崎大学大学院医歯薬学総合研究科（原研内科）　教授　宮﨑　泰司　氏
　　　 「原爆被爆者のための医療」

なお、HICAREの講演は次のとおり
講演者　放射線影響研究所　理事長（HICARE会長）　大久保　利晃　氏　　　
　　　「HICARE活動内容の紹介及び原爆放射線の
　　　　　　　　　  健康影響調査における最近の研究成果」

　　　　広島大学救急医学　教授　谷川　攻一　氏
　　　「福島第一原子力発電所事故の対応」　

　　　　放射線影響研究所　主席研究員　児玉　和紀　氏
　　　「福島の原子力発電所事故による被曝レベルとリスク」

「韓国での放射線被曝者医療セミナーに参加して」
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　原爆・ヒバクシャ医療部門
血液内科学研究分野（原研内科）　

教授　宮﨑　泰司 　

　今回、広島のHICAREとの連携事業として、韓国（ソウル）で「放射線被ばく医療セミ
ナー」が開催されました。
　HICAREはこれまでに医療関係者を主な対象として、放射線被ばくに関するセミナーを米

国などで実施しておられます。一方、長崎県では在韓被ばく者の健康相談事業を、NASHIMでは在韓被爆者の診察・
治療などを行う医療関係者に対し、被爆者医療セミナーを行う派遣事業や長崎での受入研修事業を実施してきま
した。今回、HICAREがソウルでセミナーを開催することになり、韓国でこれまで活動してきたNASHIMとの連携を
希望され、こうした形が実現したことになります。セミナー実施に当たっては韓国原子力医学院(KIRAMS)、大韓赤十
字社のご協力を得て実施されました。
　2013年2月20日にソウルのプレジデントホテルにて70名を超える方が参加しての開催となりました。大久保利晃
先生（HICARE会長、放射線影響研究所理事長）、児玉和紀先生（HICARE幹事、放射線影響研究所主席研究員）、

講演を行うNASHIMの宮﨑教授



谷川攻一先生（HICARE幹事、広島大学救急医学教授）の3名がHICAREから
の演者として、私がNASHIMからの演者として計4名が放射線被ばくに関連す
ることをお話ししました。セミナーではまず、大久保会長がHICAREの説明を
なさり、日本での放射線の人体影響研究の代表として放影研での原爆被爆者
研究の概要をお話になりました。その後、谷川先生から福島第一原子力発電
所の事故に対する医療活動、児玉先生からその事故での被爆に関するお話
がありました。私はNASHIMの紹介と、被爆者にみられる主に血液悪性腫瘍（白血病と骨髄異形成症候群）の発生と
治療についてお話をし、そのような状況の被爆者の皆さんに対して長崎原爆被爆者対策協議会で行われている検診
事業とがん検診の結果をお示しして、原爆被爆者に対する医療の状況を解説しました。

　谷川先生、児玉先生のお二人には大変多くの質問があり、福島で
実際には何が起こったのか、今何が起こっているのか、放射線被ばく
事故にどう対応すれば良いのかなど、韓国で原子力発電所事故を含
めて放射線事故に関する大変強い関心があると感じました。また、セ
ミナー後の会食では私のところへも被爆者の血液疾患の治療につい
て数名の方が質問にこられ、一定の興味は持って頂けたのではない
かと思います。

　HICAREとの連携事業として韓国で医療関係者に対して講演を行うという試みは初めてでしたが、国外の医療関
係者、放射線事故対応の中心となる方々に対してのセミナーも大変意義のあることと感じました。さらに世界のヒバ
クシャ支援をおこなっているHICAREとNASHIMが今後さらに協力して活動していくことも重要だと思います。
　今回、声をかけて頂いた大久保会長始めHICAREの皆様、色々とお世話頂いたNASHIM事務局に御礼申し上げます。

講演を行うHICAREの大久保会長

HICAREとNASHIMの先生方とKIRAMS関係者
（右から2人目が宮﨑教授）

歓迎の挨拶を行うKIRAMSの李院長

高事務総長に長崎からのお土産を贈る宮﨑教授

セミナーに先立ち、大韓赤十字社事務総長を表敬訪問する
HICAREとNASHIMの先生方

大韓赤十字社本部前にて
（前列中央は高事務総長。事務総長の右は宮﨑教授）



　韓国に居住している被爆者への医療充実の
ため、被爆者の医療や援護に携わる韓国医師
1名を招いて受入研修を実施した。2月18日
から6日間、長崎原爆病院をはじめとする医
療機関や長崎大学などの研究機関で、被爆
者医療に関する知識の習得や情報交換を行う
とともに、原爆資料館などを訪れ被爆の実相
についても学びました。
　なお、今回の研修では、長崎県が在外被
爆者支援事業の一環で招へいしたブラジル医
師2名（ジョゼ・レナト・ダス・グラサス・ア
マラル氏及びリディア・ミネ・ミヨシ氏）と一
緒に研修を受講しました。

［日程概要］
○2／18 長崎到着
○2／19 ～22 関係先訪問・見学、
 長崎大学（病院）での研修
○2／23 帰国

研修後の感想

嶺南大学病院放射線腫瘍学科専門医　

姜　珉珪（カン・ミンギュ）　 　

　今回、ナシムの受入研修に参加して、原子爆弾の恐ろしさを生々しく感じるこ
とができました。以前は原子爆弾の直接的な影響（破壊力や癌の増加など、目
に見える影響）しか考えていませんでしたが、今回の研修を通じて被爆者や被爆
者の家族の心理的な苦痛まで感じることができ、非常に有益な研修でした。

　ただし、研修内容について、ものたりないと感じたのは、ほとんどの講義の内容が今までの研究結果についてだ
ということです。過去の経験を土台にして未来に備えるのが重要だと思います。今後は、過去の経験と研究結果を
基にこれからどういう努力（社会的および医学的な研究など）が必要なのかについて考える研修カリキュラムも設け
ていただければと思いました。もちろん全ての研修対象者が放射線関連の仕事をしているとは限りませんが、そう
だとしてもかなり役にたつと思います。

韓国医師等へ被爆者医療研修を実施

受入研修事業

放射線影響研究所で説明を受ける研修生たち



　私の専攻が放射線と関連があるため、実際に患者さんを診療するとき、長崎での研究結果を使って放射線の影
響について説明したり、放射線に関する漠然とした不安を解消することに努めています。長崎でのこれまでの豊富な
研究成果についてとても感謝しています。 

長崎大学医学部良順会館のミュージアムにて

長崎大学病院の増﨑副病院長を表敬訪問

原爆資料館にて

ナシムの蒔本会長を表敬訪問

長崎大学で講義を受ける研修生のみなさん



長崎・ヒバクシャ医療国際協力会通信 第33号
発行／平成25年3月27日

長崎・ヒバクシャ医療国際協力会（NASHIM）
〒850-8570 長崎市江戸町2-13（長崎県福祉保健部原爆被爆者援護課内）
TEL 095（895）2475　FAX 095（895）2578
http://www.nashim.org/

出前講座

　NASHIMでは、ヒバクシャ医
療を通しての国際協力や放射線被
ばく医療等についての知識を普及
するため、「平成の鳴滝塾　～ナ
ガサキでしか受けられない放射線
の授業～」と題して、長崎大学の
先生方が各地に出向き講義を行う
「出前講座」を実施しています。
　今年度は、日本原子力研究開
発機構核不拡散・核セキュリティ
総合支援センター（茨城県東海村）
が世界各国の原子力規制等に係る

関係職員等を対象に原子力が核兵器に利用された場合に引き起こされる結果を強く印象づけ、核不拡散
の重要性を再認識してもらうための国際トレーニングを行っており、その参加者が被爆地長崎を訪問した
際に、出前講座を受講しました。
　いずれも、「原爆直後の救護活動と調査」と題して、長崎大学の三根真理子教授が、アニメーションも
入れてわかりやすく講義を行いました。

［日程等］ 1回目：平成24年10月20日（土）　参加者数34名
 2回目：平成24年12月　1日（土）　参加者数25名

10月20日実施の出前講座を受講された皆さんとの記念撮影（手前中央の女性が三根教授）
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